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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Oracle データベース・サーバーにおけるデータベースの移行の計画と
実行の手引きを示します。また、このマニュアルでは互換性、今回のリリースの Oracle へ
のアプリケーションのアップグレード、および初期化パラメータの変更やデータ・ディク
ショナリの変更などの今回のリリースにおける重要な変更について説明します。

また、このマニュアルでは、Oracle9i（Standard Edition ともいう）および Oracle9i 
Enterprise Edition 製品の様々な機能についても説明します。Oracle9i および Oracle9i 
Enterprise Edition の基本機能は同じです。ただし、いくつかの拡張機能は Oracle9i 
Enterprise Edition でのみ使用でき、その一部はオプションです。たとえば、アプリケーショ
ン・フェイルオーバーを使用するには、Oracle9i Real Application Clusters が備えられた
Oracle9i Enterprise Edition が必要です。

ここでは、次の項目について説明します。

� 対象読者

� このマニュアルの構成

� 関連文書

� 表記規則

参照参照参照参照 : Oracle9i と Oracle9i Enterprise Edition の違い、および有効な機能
やオプションなどの詳細は、『Oracle9i データベース新機能』を参照して
ください。
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Oracle データベースの移行の計画および実行を担当する、データベース
管理者（DBA）、アプリケーション開発者、セキュリティ管理者、システム・オペレータを
対象としています。

このマニュアルを使用するには、次の内容について詳しく理解しておく必要があります。

� リレーショナル・データベースの概要

� ご使用のリリースの Oracle データベース・サーバー

� ご使用のオペレーティング・システム環境

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、次のように構成されています。

第第第第 1 章「章「章「章「概要概要概要概要」」」」

この章では、データベースの移行の概要、および複数のリリースの Oracle を実行する方法
について説明します。また、アップグレードまたはダウングレード中に、データベースの
ワード・サイズを変更する方法についても説明します。

第第第第 2 章「章「章「章「アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備」」」」

この章では、本番データベースをアップグレードする前に行う手順について説明します。

第第第第 3 章「章「章「章「Oracle9i の新しいリリースへのデータベースのアップグレードの新しいリリースへのデータベースのアップグレードの新しいリリースへのデータベースのアップグレードの新しいリリースへのデータベースのアップグレード」」」」

この章では、データベースを Oracle9i の新しいリリースにアップグレードする処理について
説明します。

第第第第 4 章「章「章「章「データベースのアップグレード後の作業データベースのアップグレード後の作業データベースのアップグレード後の作業データベースのアップグレード後の作業」」」」

この章では、データベースを Oracle9i の新しいリリースにアップグレードした後で行う手順
について説明します。また、データベースのワード・サイズを変更する（32 ビットと 64
ビットを切り替える）方法についても説明します。

第第第第 5 章「章「章「章「互換性および相互運用性互換性および相互運用性互換性および相互運用性互換性および相互運用性」」」」

この章では、Oracle の異なるリリース間の互換性および相互運用性について、COMPATIBLE
初期化パラメータの詳細を含めて説明します。また、Oracle の機能とそれに必要な互換性レ
ベルを示し、互換性および相互運用性に関連する固有の問題についても説明します。

第第第第 6 章「章「章「章「アプリケーションのアップグレードアプリケーションのアップグレードアプリケーションのアップグレードアプリケーションのアップグレード」」」」

この章では、ユーザーのアプリケーションおよびツール製品を Oracle9i の新しいリリースで
使用できるようにアップグレードする方法の概要を説明します。
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第第第第 7 章「章「章「章「以前の以前の以前の以前の Oracle リリースへのデータベースのダウングレードリリースへのデータベースのダウングレードリリースへのデータベースのダウングレードリリースへのデータベースのダウングレード」」」」

この章では、データベースを Oracle の以前のリリースにダウングレードする処理について
説明します。

第第第第 8 章「章「章「章「エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート / インポートによるデータベースの移行インポートによるデータベースの移行インポートによるデータベースの移行インポートによるデータベースの移行」」」」

この章では、エクスポート / インポート・ユーティリティを使用して Oracle データベース
間でデータを移行する処理について説明します。

付録付録付録付録 A「「「「初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの変更初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの変更初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの変更初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの変更」」」」

この付録では、Oracle の異なるリリース間での初期化パラメータおよびデータ・ディクショ
ナリの変更点を示します。また、特定の初期化パラメータにおける互換性の問題についても
説明します。

付録付録付録付録 B「「「「Oracle Net Services のアップグレードに関する考慮点のアップグレードに関する考慮点のアップグレードに関する考慮点のアップグレードに関する考慮点」」」」

この付録では、Oracle Net Services の共存およびアップグレードについて説明します。

付録付録付録付録 C「「「「Server Manager からからからから SQL*Plus への移行への移行への移行への移行」」」」

この付録では、Server Manager のラインモード・スクリプトを SQL*Plus で使用するための
変更処理について説明します。

付録付録付録付録 D「「「「移行ユーティリティによる移行ユーティリティによる移行ユーティリティによる移行ユーティリティによる Oracle7 データベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレード」」」」

この付録では、移行ユーティリティを使用して Oracle7 データベースを Oracle9i の新しいリ
リースへ手動でアップグレードする方法について説明します。

付録付録付録付録 E「「「「レプリケーション環境のデータベース移行および互換性レプリケーション環境のデータベース移行および互換性レプリケーション環境のデータベース移行および互換性レプリケーション環境のデータベース移行および互換性」」」」

この付録では、Oracle7 データベースの Oracle Replication システムを Oracle9i にアップグ
レードする方法について説明します。Oracle Replication の異なるリリース間の互換性の問
題についても説明します。
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関連文書関連文書関連文書関連文書
詳細は、次の Oracle ドキュメントを参照してください。

� このマニュアルで使用される概念および用語の詳細は、『Oracle9i データベース概要』を
参照してください。

� Oracle データベース・サーバーの管理の詳細は、『Oracle9i データベース管理者ガイド』
を参照してください。

� Oracle の SQL コマンドおよび関数の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』を参照して
ください。

� Oracle データベース・サーバーにバンドルされるユーティリティ（エクスポート、イン
ポートおよび SQL*Loader）の詳細は、『Oracle9i データベース・ユーティリティ』を参
照してください。

� Oracle Net Services の詳細は、『Oracle9i Net Services 管理者ガイド』を参照してくださ
い。

このマニュアルの多くの例で、Oracle のインストール時にデフォルトとしてインストールさ
れるシード・データベースのサンプル・スキーマを使用しています。スキーマの作成方法お
よび使用方法の詳細は、『Oracle9i サンプル・スキーマ』を参照してください。

リリース・ノート、インストール・マニュアル、ホワイト・ペーパーまたはその他の関連文
書は、OTN-J（Oracle Technology Network Japan）に接続すれば、無償でダウンロードでき
ます。OTN-J を使用するには、オンラインでの登録が必要です。次の URL で登録できます。

http://otn.oracle.co.jp/membership/

すでに OTN-J のユーザー名およびパスワードを取得済であれば、次の OTN-J Web サイトの
文書セクションに直接接続できます。

http://otn.oracle.co.jp/document/

表記規則表記規則表記規則表記規則
この項では、このマニュアルの本文およびコード例で使用される表記規則について説明しま
す。この項の内容は次のとおりです。

� 本文中の表記規則

� コード例中の表記規則

� Microsoft Windows オペレーティング・システムの表記規則
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本文中の表記規則本文中の表記規則本文中の表記規則本文中の表記規則
本文では、特別な用語をより迅速に識別できるように、様々な表記規則を使用します。次の
表に、それらの表記規則を説明し、その使用例を示します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

太字太字太字太字 太字は、本文中で定義されている用語また
は用語集に記載されている用語（あるいは
その両方）を示します。

この句を指定すると、索引構成表索引構成表索引構成表索引構成表が作成されます。

固定幅フォントの
大文字

固定幅フォントの大文字は、システムが提
供する要素を示します。このような要素に
は、パラメータ、権限、データ型、
Recovery Manager キーワード、SQL キー

ワード、SQL*Plus またはユーティリ

ティ・コマンド、パッケージおよびメソッ
ドが含まれます。また、システムが提供す
る列名、データベース・オブジェクト、
データベース構造、ユーザー名およびロー
ルも含まれます。

NUMBER列に対してのみに、この句を指定できま

す。

BACKUPコマンドを使用して、データベースの

バックアップを取ることができます。

USER_TABLESデータ・ディクショナリ・ビュー

内の TABLE_NAME列を問い合せます。

DBMS_STATS.GENERATE_STATSプロシージャを

使用します。

固定幅フォントの
小文字

固定幅フォントの小文字は、実行可能ファ
イル、ファイル名、ディレクトリ名および
ユーザーが提供する要素のサンプルを示し
ます。このような要素には、コンピュータ
名およびデータベース名、ネット・サービ
ス名および接続識別子が含まれます。ま
た、ユーザーが提供するデータベース・オ
ブジェクトとデータベース構造と列名、
パッケージとクラス、ユーザー名とロー
ル、プログラム・ユニットおよびパラメー
タ値も含まれます。

注意注意注意注意 : 大文字と小文字を組み合せて使用す

るプログラム要素もあります。これらの要
素は、記載されているとおり入力してくだ
さい。

sqlplusと入力して、SQL*Plus をオープンしま

す。

パスワードは、orapwdファイルで指定します。

/disk1/oracle/dbsディレクトリ内のデータ・

ファイルおよび制御ファイルのバックアップを取
ります。

hr.departments表には、department_id、
department_nameおよび location_id列があ

ります。

QUERY_REWRITE_ENABLED初期化パラメータを

trueに設定します。

oeユーザーとして接続します。

JRepUtilクラスが次のメソッドを実装します。

固定幅フォントの
小文字のイタリック

固定幅フォントの小文字のイタリックは、
プレースホルダまたは変数を示します。

parallel_clauseを指定できます。

Uold_release.SQLを実行します。ここで、

old_releaseとはアップグレード前にインス

トールしたリリースを示します。
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コード例中の表記規則コード例中の表記規則コード例中の表記規則コード例中の表記規則
コード例は、SQL、PL/SQL、SQL*Plus または他のコマンドライン文を説明します。コード
例は、固定幅フォントで表示され、この例に示すとおり通常のテキストと区別されます。

SELECT username FROM dba_users WHERE username = 'MIGRATE';

次の表に、コード例で使用される表記規則を説明し、その使用例を示します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

[ ] 大カッコは、任意に選択する 1 つ以上の項

目を囲みます。大カッコは、入力しないで
ください。

DECIMAL (digits [ , precision ])

{ } 中カッコは、2 つ以上の項目を囲み、そのう

ちの 1 つの項目は必須です。中カッコは、

入力しないでください。

{ENABLE | DISABLE}

| 縦線は、大カッコまたは中カッコ内の 2 つ

以上のオプションの選択項目を表します。
オプションのうちの 1 つを入力します。縦

線は、入力しないでください。

{ENABLE | DISABLE}
[COMPRESS | NOCOMPRESS]

... 水平の省略記号は、次のいずれかを示しま
す。

� 例に直接関連しないコードの一部が省
略されている。

� コードの一部を繰り返すことができる。

CREATE TABLE ... AS subquery;

SELECT col1, col2, ... , coln FROM 
employees;

 .
 .
 .

垂直の省略記号は、例に直接関連しない複
数の行が省略されていることを示します。

SQL> SELECT NAME FROM V$DATAFILE;
NAME
------------------------------------
/fsl/dbs/tbs_01.dbf
/fs1/dbs/tbs_02.dbf
.
.
.
/fsl/dbs/tbs_09.dbf
9 rows selected.

その他の句読点 大カッコ、中カッコ、縦線および省略記号
以外の句読点は、表示されているとおり入
力する必要があります。

acctbal NUMBER(11,2);
acct    CONSTANT NUMBER(4) := 3;

イタリック体 イタリック体は、特定の値を指定する必要
があるプレースホルダや変数を示します。

CONNECT SYSTEM/system_password
DB_NAME = database_name
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Microsoft Windows オペレーティング・システムの表記規則オペレーティング・システムの表記規則オペレーティング・システムの表記規則オペレーティング・システムの表記規則

次の表に、Microsoft Windows オペレーティング・システムの表記規則を説明し、その使用
例を示します。

大文字 大文字は、システムが提供する要素を示し
ます。これらの用語は、ユーザー定義の用
語と区別するために大文字で示されます。
用語が大カッコ内にないかぎり、表示され
ているとおりの順序および綴りで入力しま
す。ただし、これらの用語は大 / 小文字が

区別されないため、小文字でも入力できま
す。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;
SELECT * FROM USER_TABLES;
DROP TABLE hr.employees;

小文字 小文字は、ユーザー定義のプログラム要素
を示します。たとえば、表名、列名または
ファイル名などです。

注意注意注意注意 : 大文字と小文字を組み合せて使用す

るプログラム要素もあります。これらの要
素は、記載されているとおり入力してくだ
さい。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;
sqlplus hr/hr
CREATE USER mjones IDENTIFIED BY ty3MU9;

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

「スタート」> プログラムを起動する方法を示します。 Database Configuration Assistant を起動するに

は、「スタート」>「プログラム」>「Oracle - 
HOME_NAME」>「Configuration and Migration 
Tools」>「Database Configuration Assistant」を

選択します。

ファイル名および
ディレクトリ名

ファイル名およびディレクトリ名は大 / 小

文字が区別されません。特殊文字の左山
カッコ（<）、右山カッコ（>）、コロン（:）、
二重引用符（"）、スラッシュ（/）、縦線

（|）およびダッシュ（-）は使用できませ

ん。円記号（¥）は、引用符で囲まれている

場合でも、要素のセパレータとして処理さ
れます。Windows では、ファイル名が ¥¥ で

始まる場合、汎用ネーミング規則が使用さ
れていると想定されます。

c:¥winnt"¥"system32は

C:¥WINNT¥SYSTEM32と同じです。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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C:¥> 現在のハードディスク・ドライブの
Windows コマンド・プロンプトを表しま

す。コマンド・プロンプトのエスケープ文
字はカレット（^）です。プロンプトには、

作業中のサブディレクトリが表示されます。
このマニュアルでは、コマンド・プロンプ
トと呼びます。

C:¥oracle¥oradata>

円記号（¥）は、Windows コマンド・プロ

ンプトの二重引用符（"）のエスケープ文字

として必要な場合があります。カッコおよ
び一重引用符（'）にはエスケープ文字は必

要ありません。エスケープ文字および特殊
文字の詳細は、Windows オペレーティン

グ・システムのドキュメントを参照してく
ださい。

C:¥>exp scott/tiger TABLES=emp 
QUERY=¥"WHERE job='SALESMAN' and 
sal<1600¥"

C:¥>imp SYSTEM/password 
FROMUSER=scott TABLES=(emp, dept)

HOME_NAME Oracle ホームの名前を表します。ホーム名

には、英数字で 16 文字まで使用できます。

ホーム名に使用可能な特殊文字は、アン
ダースコアのみです。

C:¥> net start 
OracleHOME_NAMETNSListener

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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ORACLE_HOME
および
ORACLE_BASE

Oracle8 リリース 8.0 以前のリリースでは、

Oracle コンポーネントをインストールする

と、すべてのサブディレクトリが最上位の
ORACLE_HOMEディレクトリ（デフォルト

名は次のいずれか）に配置されました。

� C:¥orant（Windows NT の場合）

� C:¥orawin98（Windows 98 の場合）

今回のリリースは、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）のガイドラインに準拠

します。最上位の ORACLE_HOMEディレク

トリに配置されないサブディレクトリもあ
ります。ORACLE_BASEと呼ばれる最上位

のディレクトリ（デフォルトは
C:¥oracle）があります。他の Oracle ソ

フトウェアがインストールされていないコ
ンピュータに Oracle9i リリース 2（9.2）を

インストールした場合、最初の Oracle ホー

ム・ディレクトリは、デフォルトで
C:¥oracle¥ora90に設定されます。

Oracle ホーム・ディレクトリは、

ORACLE_BASEの直下に配置されます。

このマニュアルに示すすべてのディレクト
リ・パスの例は、OFA の表記規則に準拠し

ています。

%ORACLE_HOME%¥rdbms¥adminディレクトリへ

移動します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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1

概要概要概要概要

この章では、データベースの移行の概要、および複数のリリースの Oracle を実行する方法
について説明します。また、 アップグレードまたはダウングレード中に、データベースの
ワード・サイズを変更する方法についても説明します。

この章では、次の項目について説明します。

� 用語

� データベースの移行の概要

� 複数リリースの Oracle の実行

� Optimal Flexible Architecture（OFA）の使用

� ワード・サイズの変更

� ローリング・アップグレード

� オプションの削除
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用語
用語用語用語用語
次の用語が、このマニュアル全体で使用されます。

Oracle リリースリリースリリースリリース
このマニュアルでは、Oracle データベース・サーバーの異なるリリースリリースリリースリリース間での移行について
説明します。図 1-1 に、リリース番号の各部分の意味を示します。

図図図図 1-1 Oracle のリリース番号の例のリリース番号の例のリリース番号の例のリリース番号の例

このマニュアルの本文にデータベースのメジャー・リリースが記載されている場合、その文
は、そのメジャー・リリースのすべてのリリースに適用されます。Oracle9i の説明は、リ
リース 1（9.0.1）およびリリース 2（9.2）のすべてのリリースに適用されます。Oracle8 お
よび Oracle8i の説明は、リリース 8.0 およびリリース 8.1 のすべてのリリースに適用されま
す。Oracle7 の説明は、7.0、7.1、7.2 および 7.3 を含む Oracle7 のすべてのリリースに適用さ
れます。

同様に、このマニュアルの本文にメンテナンス・リリースが記載されている場合、その文
は、そのメンテナンス・リリースのすべてのコンポーネント固有のリリースおよびプラット
フォーム固有のリリースに適用されます。したがって、リリース 1（9.0.1）の説明は、リ
リース 1（9.0.1.1）、リリース 1（9.0.1.1.2）、およびリリース 1（9.0.1）のその他すべてのプ
ラットフォーム固有のリリースに適用されます。

参照参照参照参照 : Oracle のリリース番号の詳細は、『Oracle9i データベース管理者ガ
イド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle9i リリース 2（9.2）以上では、リリース番号の 2 番目の数
字が、Oracle のメンテナンス・リリースを表します。以前のリリースで
は、3 番目の数字がメンテナンス・リリースを表していました。

9.2.0.1.0
データベースのメジャー・�

リリース番号�

データベースの�
メンテナンス・リリース番号�

アプリケーション・サーバーの�
リリース番号�

コンポーネント固有の�
リリース番号�

プラットフォーム固有の 
リリース番号�
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データベースの移行の概要
データベースの移行データベースの移行データベースの移行データベースの移行
データベースの移行データベースの移行データベースの移行データベースの移行は、Oracle データベース内のデータを変換し、Oracle データベース・
サーバーの特定のリリースを反映させる一連の処理および手順です。データベースの移行に
は、次の処理が含まれます。

� アップグレード処理 : データベースが Oracle の新しいリリースにアップグレードされま
す。

� ダウングレード処理 : データベースがアップグレード前の Oracle リリースのデータベー
スにダウングレードされます。

データベースの移行の概要データベースの移行の概要データベースの移行の概要データベースの移行の概要
この項では、既存の Oracle データベースを Oracle9i の新しいリリースにアップグレードす
るために必要な主な手順の概要を説明します。Oracle9i は、以前のすべての Oracle リリース
と互換性があります。したがって、このマニュアルで説明する手順によってアップグレード
されたデータベースは、以前のリリースと同様に機能し、Oracle9i の新機能を利用できま
す。

現行の本番データベースをアップグレードする前に、いくつかの準備処理を実行する必要が
あります。アップグレード後、さらにテスト手順をいくつか実行します。さらに別の手順に
よって、既存のアプリケーションに Oracle9i の新機能を追加できます。

参照参照参照参照 : アップグレード処理の詳細は、第 3 章「Oracle9i の新しいリリー
スへのデータベースのアップグレード」を参照してください。

参照参照参照参照 : ダウングレード処理の詳細は、第 7 章「以前の Oracle リリースへ
のデータベースのダウングレード」を参照してください。

注意注意注意注意 : このマニュアルでは、Oracle の異なるリリース間で実行される
アップグレードおよびダウングレードについて説明しています。そのた
め、前述のデータベースの移行の定義が適用されます。ただし、他の
Oracle マニュアルでは、移行移行移行移行という用語をより幅広い定義で使用する場合
があります。たとえば、移行は、Oracle 以外のデータベースから Oracle
データベースにデータを移動する処理を示すこともあります。
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データベースの移行の概要
アップグレード手順の概要アップグレード手順の概要アップグレード手順の概要アップグレード手順の概要
データベースをアップグレードする前に、アップグレード処理の主な手順について理解して
おく必要があります。これらの手順はすべてのオペレーティング・システムに適用されます
が、例外として一部のオペレーティング・システム固有の詳細項目があり、それについて
は、オペレーティング・システム固有の Oracle マニュアルに示されています。

図図図図 1-2 主なアップグレード手順主なアップグレード手順主なアップグレード手順主なアップグレード手順

手順1:
アップグレードの準備�

手順2:
アップグレード処理のテスト�

手順3:
アップグレードした�

テスト・データベースのテスト�

手順4:
本番データベースの�
準備および保存�

手順5:
本番データベースの�
アップグレード�

手順6:
新しい本番データベースの�
チューニングおよび調整�
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データベースの移行の概要
Oracle9i のツール製品を慎重に計画して使用することにより、Oracle9i の新しいリリースへ
のデータベースのアップグレード処理を容易に行えます。データベースをアップグレードす
るには、次のいずれかの方法を実行します。

� Database Upgrade Assistant（DBUA）は、データベースをアップグレードする最も簡
単な方法です。Oracle9i の新しいリリースのインストール中またはインストールの完了
後のいずれかに Database Upgrade Assistant を実行するように選択できます。

� 手動アップグレードは、少し複雑になりますが、データベースをアップグレードする処
理をより詳細に制御できます。

� エクスポート / インポート・ユーティリティおよびデータのコピーを使用すると、デー
タベースを部分的に移行できます。

次の項では、図 1-2 に示される主な手順の概要について説明します。これらの説明は、アッ
プグレード処理の主な手順を理解することを目的としています。詳細は、このマニュアルの
該当する章を参照してください。

手順手順手順手順 1:  アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備
� Oracle9i の新しいリリースの機能を理解します。これらの機能の概要は、『Oracle9i デー

タベース新機能』を参照してください。

� 現行の本番データベースに関する考慮点に基づいて、使用するアップグレード方法を決
定します。

� アップグレードに必要なシステム・リソースを見積もり、確保します。

� Oracle9i のテスト・データベースでアップグレードをテストする計画と、アップグレー
ドした Oracle9i の本番データベースをテストする計画を作成します。

� 予期しない問題や遅延が発生した場合にすぐにリカバリできるように、バックアップ計
画を準備します。

手順手順手順手順 2:  アップグレード処理のテストアップグレード処理のテストアップグレード処理のテストアップグレード処理のテスト
� テスト・データベースを使用して、アップグレードのテストを実行します。アップグ

レードのテストは、テスト用に作成した環境で行う必要があり、実際の本番データベー
スに影響しないようにします。

注意注意注意注意 : Database Upgrade Assistant は、データベースのアップグレード
方法として適切です。Database Upgrade Assistant を使用して Oracle9i の
新しいリリースにアップグレードすることをお薦めします。
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手順手順手順手順 3:  アップグレードしたテスト・データベースのテストアップグレードしたテスト・データベースのテストアップグレードしたテスト・データベースのテストアップグレードしたテスト・データベースのテスト
� テスト・データベースおよび Oracle9i の新しいリリースへアップグレードされたテス

ト・データベースに対して、手順 1 で計画したテストを実行します。

� 結果を比較して、テスト・データベースに対するテスト結果と、アップグレードされた
データベースに対するテスト結果の相違点を記録します。

� 発見した相違点を解決する方法を調べて、その解決方法を実装します。

� アップグレードのテストが問題なく完了し、必要なアプリケーションで正常に動作する
まで、必要に応じて手順 1、手順 2、および手順 3 の最初の部分を繰り返します。

第 2 章「アップグレードの準備」では、手順 1 ～ 3 までを詳しく説明します。

手順手順手順手順 4:  本番データベースの準備および保存本番データベースの準備および保存本番データベースの準備および保存本番データベースの準備および保存
� Oracle9i の新しいリリースへのアップグレードが正しく行われるように、現行の本番

データベースを準備します。

� 本番データベースのバックアップ処理とアップグレード処理に必要な停止時間をスケ
ジューリングします。

� 現行の本番データベースの全体バックアップを作成します。

手順手順手順手順 5:  本番データベースのアップグレード本番データベースのアップグレード本番データベースのアップグレード本番データベースのアップグレード
� 本番データベースを Oracle9i の新しいリリースへアップグレードします。

� アップグレードの後、本番データベースの全体バックアップおよびその他のアップグ
レード後の処理を行います。

第 3 章では、手順 4 および手順 5 での Database Upgrade Assistant の使用方法、および手動
アップグレードの実行方法について説明します。第 8 章では、手順 4 および手順 5 でのエク
スポート / インポート・ユーティリティの使用方法について説明します。第 4 章では、アッ
プグレード後のバックアップ手順およびその他のアップグレード後の処理について説明しま
す。

手順手順手順手順 6:  新しい本番データベースのチューニングおよび調整新しい本番データベースのチューニングおよび調整新しい本番データベースのチューニングおよび調整新しい本番データベースのチューニングおよび調整
� 新しい Oracle9i の本番データベースをチューニングします。新しい Oracle9i の本番デー

タベースのパフォーマンスは、アップグレード前のデータベースと同等以上にする必要
があります。第 4 章では、これらのチューニングについて説明します。

� Oracle9i の新しいリリースのどの機能を使用するかを決定し、それに応じてアプリケー
ションを更新します。

参照参照参照参照 : Oracle Replication をインストールしたデータベースをアップグ
レードする場合は、付録 E「レプリケーション環境のデータベース移行お
よび互換性」を参照してください。
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� 必要に応じて、新しいデータベース管理の手順を作成します。

� すべてのアプリケーションがテストされ、適切に動作するまでは、本番ユーザーを
Oracle9i データベースにアップグレードしないでください。第 6 章では、アプリケー
ションを更新する際の考慮点について説明します。

アップグレードの際、マルチバージョニング機能を使用することをお薦めします。これに
よって、同じデータベースの複数のコピーを 1 台のコンピュータに保管できます。新しいリ
リースをテストする間、既存のリリースを本番環境として使用できます。

アップグレードにおけるアップグレードにおけるアップグレードにおけるアップグレードにおける DBA の役割の役割の役割の役割
通常、DBA には、アップグレード処理を確実に成功させる責任があります。DBA はアップ
グレード処理の各手順に関係しますが、アップグレードしたデータベースでのアプリケー
ションのテストにはかかわりません。

DBA 固有の役割は、次のとおりです。

� アップグレード処理に関連するすべてのスタッフと打合せを持ち、各スタッフの役割を
明確に決定する

� アップグレードのテストを実行する

� テストおよび本番アップグレードをスケジューリングする

� 本番データベースのバックアップを作成する

� 本番データベースのアップグレードを完了する

� 新しくアップグレードした Oracle9i の本番データベースのバックアップを作成する

アップグレードにおけるアプリケーション開発者の役割アップグレードにおけるアプリケーション開発者の役割アップグレードにおけるアプリケーション開発者の役割アップグレードにおけるアプリケーション開発者の役割
アプリケーション開発者には、現行のデータベース用に設計されたアプリケーションが、
アップグレードされた Oracle9i データベースでも正しく動作することを保証する責任があり
ます。アプリケーション開発者は、アップグレードされた Oracle9i データベースに対するア
プリケーションのテストを頻繁に行い、使用する Oracle9i の新機能を決定します。

本番データベースをアップグレードする前に、DBA またはアプリケーション開発者は、
Oracle9i のテスト・データベースをインストールする必要があります。その後、アプリケー
ションが元の機能（または拡張された Oracle9i の機能）で動作するまで、アプリケーション
開発者は、必要に応じてそのアプリケーションをテストおよび変更できます。

次に、アップグレード後の Oracle9i データベースでの相違点を判断するための参照先を示し
ます。これらの相違点は、特定のアプリケーションに影響する場合もあります。アプリケー
ション開発者は、これらの相違点を利用して、既存のアプリケーションへの変更を行うこと
ができます。
概要 1-7
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� 第 5 章「互換性および相互運用性」では、Oracle のリリースの違いによって発生する可
能性のある互換性および相互運用性の問題について説明しています。

� 第 6 章「アプリケーションのアップグレード」では、既存のアプリケーションが
Oracle9i データベースにアクセスするために必要な変更点について説明します。また、
Oracle9i の機能を利用するためにアプリケーションをアップグレードする方法について
も説明しています。

� 付録 A「初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの変更」では、廃止および非
推奨の初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリ・ビューを示します。

� 付録 B「Oracle Net Services のアップグレードに関する考慮点」では、SQL*Net および
Net8 を Oracle Net Services へアップグレードする手順を説明しています。

� 付録 E「レプリケーション環境のデータベース移行および互換性」では、Oracle 
Replication をインストールしたデータベースをアップグレードする手順を説明していま
す。

� 『Oracle9i データベース新機能』では、Oracle9i の新しいリリースで使用可能な新機能に
ついて説明しています。

� 『Oracle9i Real Application Clusters 概要』および『Oracle9i SQL リファレンス』では、
Oracle9i の新しいリリースでの変更点と新機能について説明しています。

� 『Oracle9i アプリケーション開発者ガイド - 基礎編』、『Oracle9i アプリケーション開発者
ガイド - ラージ・オブジェクト』および『Oracle9i アプリケーション開発者ガイド - ア
ドバンスト・キューイング』では、アプリケーションの計画および実装について説明し
ています。

Oracle9i には、既存のアプリケーションを Oracle9i にアップグレードするための機能があり
ます。次に例を示します。

� Oracle Net は、Oracle の各バージョン間の通信をサポートしています。

� プログラミング・インタフェースは、Oracle の各バージョン間では未変更のままです。

� Oracle の下位互換性は、異なるリリース間のわずかな非互換に対応しています。

複数リリースの複数リリースの複数リリースの複数リリースの Oracle の実行の実行の実行の実行
同一のコンピュータ上で異なるリリースの Oracle を同時に実行できます。ただし、それぞ
れのリリースは、そのリリースに対応するデータベースにのみアクセスできます。たとえ
ば、Oracle8i および Oracle9i を同一のコンピュータにインストールしている場合は、
Oracle8i のサーバーは Oracle8i データベースにはアクセスできますが、Oracle9i データベー
スにはアクセスできません。また、Oracle9i のサーバーは Oracle9i データベースにはアクセ
スできますが、Oracle8i データベースにはアクセスできません。次の項では、複数のリリー
スの Oracle を実行する際の概要を説明します。
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同じコンピュータ上の複数の同じコンピュータ上の複数の同じコンピュータ上の複数の同じコンピュータ上の複数の Oracle ホームへのデータベースのインストールホームへのデータベースのインストールホームへのデータベースのインストールホームへのデータベースのインストール
同じコンピュータ上の複数の異なる Oracle ホームに Oracle7、Oracle8、Oracle8i および
Oracle9i データベースをインストールし、Oracle7、Oracle8、Oracle8i および Oracle9i クラ
イアントからいずれかまたはすべてのデータベースに接続できます。

異なるコンピュータ上の複数の異なるコンピュータ上の複数の異なるコンピュータ上の複数の異なるコンピュータ上の複数の Oracle ホームへのデータベースのインスホームへのデータベースのインスホームへのデータベースのインスホームへのデータベースのインス
トールトールトールトール

異なるコンピュータ上の複数の異なる Oracle ホームに Oracle7、Oracle8、Oracle8i および
Oracle9i データベースをインストールし、Oracle7、Oracle8、Oracle8i および Oracle9i クラ
イアントからいずれかまたはすべてのデータベースに接続できます。

現行リリースへのデータベースのアップグレード現行リリースへのデータベースのアップグレード現行リリースへのデータベースのアップグレード現行リリースへのデータベースのアップグレード
Oracle7、Oracle8、Oracle8i または Oracle9i データベースを現行の Oracle9i にアップグレー
ドして、Oracle7、Oracle8、Oracle8i または Oracle9i クライアントからアップグレードされ
たデータベースに接続できます。同じ Oracle ホーム内のデータベースはアップグレードで
きません。

現行リリースへのクライアントのアップグレード現行リリースへのクライアントのアップグレード現行リリースへのクライアントのアップグレード現行リリースへのクライアントのアップグレード
Oracle7、Oracle8、Oracle8i または Oracle9i のいずれかまたはすべてのクライアントを現行
の Oracle9i リリースにアップグレードできます。後で、Oracle7、Oracle8、Oracle8i または
Oracle9i のいずれかまたはすべてのデータベースを現行の Oracle9i リリースへアップグレー
ドすることもできます。

注意注意注意注意 : 既存の Oracle ホームに Oracle9i リリース 2（9.2）製品をインス
トールすることはできません。この機能は、以前の一部のリリースでのみ
使用可能であり、以降はサポートされていません。Oracle9i は、以前のリ
リースとは別の新しい Oracle ホームにインストールする必要があります。
また、1 つの Oracle ホームに複数のリリースをインストールすることはで
きません。複数の Oracle ホームを作成する場合、OFA を採用することを
お薦めします。詳細は、1-10 ページの「Optimal Flexible Architecture

（OFA）の使用」を参照してください。

参照参照参照参照 : ご使用のオペレーティング・システムで、複数のリリースの
Oracle を実行する方法については、各オペレーティング・システム固有の
Oracle マニュアルを参照してください。オペレーティング・システムに
よっては制限がある場合があります。
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Optimal Flexible Architecture（OFA）の使用
Optimal Flexible Architecture（（（（OFA）の使用）の使用）の使用）の使用
Oracle9i のインストール用に Optimal Flexible Architecture（OFA）規格をお薦めします。
OFA 規格とは、メンテナンスの手間がほとんどない、効率的で信頼性のある Oracle データ
ベース用の構成ガイドラインです。

OFA には、次のメリットがあります。

� ディスク上の大量の複雑なソフトウェアおよびデータを、デバイスのボトルネックまた
はパフォーマンスの低下を避けながら構成する。

� ソフトウェアやデータのバックアップ機能など、データ破損の危険性のある日常業務を
簡単にする。

� 複数の Oracle データベース間での切替えを軽減する。

� データベースの成長を処理および管理できる。

� データ・ディクショナリにおける空き領域の断片化を排除し、その他の断片化を特定
し、リソース競合を最小限に抑える。

現在、OFA 規格を使用していない場合、OFA 規格への切替えには、ディレクトリ構造の修
正とデータベース・ファイルの再配置が伴います。

ワード・サイズの変更ワード・サイズの変更ワード・サイズの変更ワード・サイズの変更
アップグレードまたはダウングレード中に、データベースのワード・サイズを変更すること
ができます。ワード・サイズの変更には、次のような状況が考えられます。

� 64 ビット・ハードウェアにインストールされている 32 ビット Oracle ソフトウェアを、
64 ビット Oracle ソフトウェアへ変更する。

� 64 ビット・ハードウェアにインストールされている 64 ビット Oracle ソフトウェアを、
32 ビット Oracle ソフトウェアへ変更する。

アップグレードまたはダウングレード中にワード・サイズを変更する場合、追加の処置は必
要ありません。ワード・サイズは、アップグレードまたはダウングレード中に自動的に変更
されます。ただし、同じリリース間でワード・サイズを変更する場合は、4-21 ページの「現
行リリースのワード・サイズの変更」の指示に従ってください。たとえば、32 ビットの
Oracle9i リリース 2（9.2）を、64 ビットの Oracle9i リリース 2（9.2）に切り替える場合に、
この手順を実行します。

参照参照参照参照 :

� OFA の詳細は、ご使用のオペレーティング・システム固有の Oracle
マニュアルを参照してください。

� データベース・ファイルの再配置の詳細は、『Oracle9i データベース管
理者ガイド』を参照してください。
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ハードウェアを 32 ビットから 64 ビットへ切り替える場合、または 64 ビットから 32 ビット
へ切り替える場合は、次のことがいえます。

� ハードウェアを 32 ビットから 64 ビットへ切り替えても、問題なく既存の 32 ビット
Oracle ソフトウェアを使用できます。

� ハードウェアを 64 ビットから 32 ビットへ切り替える場合は、32 ビットの Oracle ソフト
ウェアをインストールしてから、64 ビットから 32 ビットに切り替える必要があります。

データベース・データ、REDO、UNDO のディスク上の形式は、Oracle の 32 ビットおよび
64 ビットのインストールも同様の形式です。32 ビットと 64 ビットのインストールで異なる
のは、次の内部構造のみです。

� PL/SQL のコンパイルされた形式。PL/SQL の再コンパイルの方法とタイミングに関す
る情報は、このマニュアルの該当する章で説明します。

� ユーザー定義型の記憶形式。これは、データベースを作成した Oracle のリリースによっ
て決定されます。既存の記憶形式は、必要に応じて、正しい形式へ透過的に変換されま
す。ユーザー定義型には、オブジェクト型、REF、VARRAY およびネストした表が含ま
れます。

ローリング・アップグレードローリング・アップグレードローリング・アップグレードローリング・アップグレード
ローリング・アップグレードローリング・アップグレードローリング・アップグレードローリング・アップグレードとは、Oracle9i Real Application Clusters 内の異なるデータ
ベースまたは同じデータベースの異なるインスタンスを、データベースを停止することなく
一度に 1 つずつアップグレードすることを意味します。Oracle9i Real Application Clusters
では、ローリング・アップグレードはサポートされていません。

オプションの削除オプションの削除オプションの削除オプションの削除
Oracle9i の新しいリリースにアップグレードするときに古いオプションを削除する場合は、
Oracle Universal Installer で削除します。アップグレードの前後に削除できますが、削除す
る項目に対応したリリースのインストーラを使用する必要があります。

たとえば、Oracle Text をインストールした Oracle9i リリース 1（9.0.1）を実行していて、
Oracle9i の新しいリリースへのアップグレード後にこのオプションが必要なくなる場合、次
のいずれかの方法で Oracle Text を削除する必要があります。

� Oracle9i の新しいリリースにアップグレードする前に、Oracle9i リリース 1（9.0.1）の
Oracle Universal Installer を使用して Oracle Text を削除します。Oracle9i の新しいリ
リースのインストール時に Oracle Text をインストールしないでください。

� Oracle9i の新しいリリースへのアップグレード時に、Oracle Text をインストールおよび
アップグレードします。その後、Oracle9i の新しいリリースの Oracle Universal 
Installer を使用して、Oracle Text を削除します。
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注意注意注意注意 : オプションを削除した後、データベース内に付加的なデータ・
ディクショナリ表が残る場合があります。

参照参照参照参照 : Oracle Universal Installer の使用方法は、ご使用のオペレーティン
グ・システム固有の Oracle インストレーション・ガイドを参照してくだ
さい。
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2

アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備

この章では、本番データベースをアップグレードする前に完了しておく必要がある作業につ
いて説明します。また、この章では、アップグレード処理（1-3 ページの「データベースの
移行の概要」で説明済）の手順 1 ～ 3 までを詳しく説明します。

この章では、次の項目について説明します。

� アップグレードの準備

� アップグレード処理のテスト

� アップグレードしたテスト・データベースのテスト

参照参照参照参照 :

� Oracle Net Services のアップグレードに関する考慮点については、付
録 B「Oracle Net Services のアップグレードに関する考慮点」を参照
してください。

� Oracle Replication をインストールしたデータベース・システムをアッ
プグレードする場合は、付録 E「レプリケーション環境のデータベー
ス移行および互換性」を参照してください。

注意注意注意注意 : アップグレード処理の一部は、オペレーティング・システム固有
のものです。アップグレードの準備の詳細は、ご使用のオペレーティン
グ・システム固有の Oracle マニュアルを参照してください。
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アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備
アップグレードの準備として、次の作業を行います。

� 新しいリリースの機能の理解

� 新しいリリースへのアップグレード・パスの決定

� アップグレード方法の選択

� 新しいリリースに対する Oracle ホーム・ディレクトリの選択

� バックアップ計画の準備

� テスト計画の作成

新しいリリースの機能の理解新しいリリースの機能の理解新しいリリースの機能の理解新しいリリースの機能の理解
アップグレード処理を計画する前に、Oracle9i の新しいリリースの機能を理解する必要があ
ります。Oracle リリース間の相違点については、『Oracle9i データベース新機能』を参照し
てください。各コンポーネントの新機能については、Oracle9i ドキュメント・セットにある
各コンポーネント固有のドキュメントを参照してください。たとえば、Oracle9i Real 
Application Clusters の変更点については、『Oracle9i Real Application Clusters 概要』を参
照してください。

新しいリリースへのアップグレード・パスの決定新しいリリースへのアップグレード・パスの決定新しいリリースへのアップグレード・パスの決定新しいリリースへのアップグレード・パスの決定
Oracle9i の新しいリリースへアップグレードするために必要なパスは、ご使用のデータベー
スのリリースによって異なります。表 2-1 に、リリースごとに必要なアップグレード・パス
を示します。ご使用のデータベースに固有のアップグレード・パスおよびドキュメントを使
用してアップグレードします。
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直接のアップグレードがサポートされていないリリースのデータベースをご使用の場合、
Oracle9i の新しいリリースへアップグレードする前に、まずサポートされている Oracle リ
リースへデータベースをアップグレードする必要があります。

表表表表 2-1 アップグレード・パスアップグレード・パスアップグレード・パスアップグレード・パス

現行リリース現行リリース現行リリース現行リリース アップグレード・パスアップグレード・パスアップグレード・パスアップグレード・パス

7.3.3 以下 直接のアップグレードはサポートされていません。新しいリリースへアッ
プグレードするには、次の手順を実行します。

1. リリース 7.3 の『Oracle7 Server 移行ガイド』およびリリース 7.3.4 の

README の指示に従って、リリース 7.3.4 へアップグレードします。

2. 第 3 章「Oracle9i の新しいリリースへのデータベースのアップグレー

ド」および付録 D「移行ユーティリティによる Oracle7 データベース

のアップグレード」の指示に従って、リリース 7.3.4 のデータベース

を新しいリリースへアップグレードします。

7.3.4 直接のアップグレードがサポートされています。第 3 章「Oracle9i の新し

いリリースへのデータベースのアップグレード」および付録 D「移行ユー

ティリティによる Oracle7 データベースのアップグレード」の指示に従っ

て、新しいリリースへアップグレードします。

8.0.3

8.0.4

8.0.5

直接のアップグレードはサポートされていません。新しいリリースへアッ
プグレードするには、次の手順を実行します。

1. リリース 8.0.6 の READMEMIG.docファイルの指示に従って、リリー

ス 8.0.6 へアップグレードします。

2. 第 3 章「Oracle9i の新しいリリースへのデータベースのアップグレー

ド」の指示に従って、リリース 8.0.6 のデータベースを新しいリリー

スへアップグレードします。

8.0.6 直接のアップグレードがサポートされています。第 3 章「Oracle9i の新し

いリリースへのデータベースのアップグレード」の指示に従って、新しい
リリースへアップグレードします。

8.1.5

8.1.6

直接のアップグレードはサポートされていません。新しいリリースへアッ
プグレードするには、次の手順を実行します。

1. 『Oracle8i 移行ガイド』の指示に従って、リリース 8.1.7 へアップグ

レードします。

2. 第 3 章「Oracle9i の新しいリリースへのデータベースのアップグレー

ド」の指示に従って、リリース 8.1.7 のデータベースを新しいリリー

スへアップグレードします。

8.1.7

1（9.0.1）

直接のアップグレードがサポートされています。第 3 章「Oracle9i の新し

いリリースへのデータベースのアップグレード」の指示に従って、新しい
リリースへアップグレードします。
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アップグレード方法の選択アップグレード方法の選択アップグレード方法の選択アップグレード方法の選択
データベースを Oracle9i の新しいリリースへアップグレードするには、次のいずれかの方法
を選択します。

� Database Upgrade Assistant（DBUA）を使用する。

Database Upgrade Assistant は、（特定の形式のインストールを選択した場合に）Oracle 
Universal Installer から起動でき、これを使用すると Graphical User Interface（GUI）
による指示に従ってデータベースをアップグレードできます。インストール中に、
Database Upgrade Assistant を使用しない方法を選択し、かわりに、将来データベース
をアップグレードする際に、Database Upgrade Assistant をスタンドアロン・ツールと
して起動することを選択できます。

� 手動アップグレードを実行する。

手動アップグレードでは、SQL スクリプトおよびユーティリティを使用して、コマンド
ラインでデータベースをアップグレードできます。

� データベースからの全体または部分エクスポートを実行した後、新しい Oracle9i データ
ベースへ全体または部分インポートを実行する。

エクスポート / インポートによって、データベース内のデータのサブセットをコピーで
きます。エクスポート / インポートでは、データベースを変更せずにデータのコピーが
作成されます。

� SQL*Plus の COPYコマンドまたは SQL の CREATE TABLE文の AS句を使用し、あるデー
タベースから Oracle9i データベースへデータをコピーする。

データのコピーによって、データベース内のデータのサブセットをコピーできます。
データのコピーでは、データベースを変更せずにデータのコピーが作成されます。

次の項では、それぞれのアップグレード方法について詳しく説明し、各方法のメリットおよ
びデメリットについて説明します。

Database Upgrade Assistant
Database Upgrade Assistant は、データベースを Oracle9i の新しいリリースへ簡単にアップ
グレードできる Graphical User Interface（GUI）ツールです。Database Upgrade Assistant
の使用に役立つオンライン・ヘルプが使用可能です。

Database Upgrade Assistant は、次のすべてのアップグレード前の手順を実行します。

� アップグレードするデータベースを分析し、アップグレードが必要なデータベースのコ
ンポーネントを判断します。データベースのアップグレードが完了した後、これらのコ
ンポーネントは自動的にアップグレードされます。
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� SYSTEM表領域内の使用可能な領域を確認します。

� オプションで、すべての必要なデータベース・ファイルのバックアップを取ります。

� アップグレードが正常に行われるために必要なパラメータ・ファイルを調整します。
アップグレードが完了した後、一時的に調整された初期化パラメータを元の値に戻しま
す。

アップグレード処理中に、Database Upgrade Assistant によって、すべての必要な SQL スク
リプトおよびユーティリティの実行、廃止された初期化パラメータの削除、非推奨の初期化
パラメータの調整、およびアップグレード中に実行されたすべての SQL スクリプトおよび
ユーティリティの詳細ログの作成が行われます。

アップグレードが完了した後、Database Upgrade Assistant によって、アップグレード結果
の詳細を示すダイアログ・ボックスが表示されます。

Oracle9i リリース 2（9.2）以上では、Database Upgrade Assistant はクラスタ・データベー
スのアップグレードをサポートします。

Database Upgrade Assistant を使用するメリットを使用するメリットを使用するメリットを使用するメリット  
Database Upgrade Assistant を使用するメリットは、次のとおりです。

� アップグレード処理中に予測されるすべてのエラーが削除されます。

� 使用可能なリソースが十分あることが保証されます。

Database Upgrade Assistant では、アップグレードを完了するために、いくつかの手順を実
行します。アップグレード・スクリプトが原因で発生することが予測されるすべてのエラー
が削除されます。

アップグレード中に予測しないエラーが発生した場合、現在の手順をスキップし、次の手順
に進むこともできます。アップグレードの完了後、エラーの原因を修正し、Database 
Upgrade Assistant を再起動できます。Database Upgrade Assistant は、スキップされたすべ
ての手順を完了させることによってアップグレードを再開します。

たとえば、Oracle Spatial のアップグレード中に予測しないエラーが発生した場合、Oracle 
Spatial のアップグレードをスキップし、次のコンポーネントのアップグレードへ進むことが
できます。Database Upgrade Assistant がすべてのコンポーネントのアップグレードを完了
した後、Database Upgrade Assistant を再起動して Oracle Spatial をアップグレードできま
す。
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手動アップグレード手動アップグレード手動アップグレード手動アップグレード
手動アップグレードでは、コマンドラインから SQL スクリプトおよびユーティリティを実
行して、データベースを Oracle9i の新しいリリースへアップグレードします。

データベースを手動でアップグレードする場合、次のアップグレード前の手順を実行する必
要があります。

� SYSTEM表領域に十分な領域があることを確認し、十分な領域がない場合は、空き領域
を追加します。

� アップグレード用のパラメータ・ファイルを調整して、アップグレードの問題が発生す
る可能性のある初期化パラメータを使用不可にします。アップグレードが完了した後、
変更された初期化パラメータを元の値に戻す必要があります。

また、廃止された初期化パラメータをパラメータ・ファイルから削除し、非推奨の初期
化パラメータなどの他の初期化パラメータの変更を考慮する必要もあります。

� データベースのバックアップを実行します。

� データベースのアップグレード中に、自動的にアップグレードされないデータベースの
コンポーネントがあります。データベースのアップグレードが完了した後、これらのコ
ンポーネントを手動でアップグレードする必要があります。

アップグレードしているデータベースのリリースに応じて、追加のアップグレード前の手順
の実行が必要な場合があります。

手動アップグレードでは、アップグレード処理をより詳細に制御できますが、実行されな
かったアップグレード手順またはアップグレード前の手順がある場合、または不適切な順序
で実行された場合にエラーが発生する可能性が高くなります。Database Upgrade Assistant
を使用すると、すべての必要なアップグレード前の手順およびアップグレード手順が実行さ
れます。

エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート / インポートインポートインポートインポート
Database Upgrade Assistant または手動アップグレードとは異なり、エクスポート / イン
ポート・ユーティリティは、現行のデータベースのデータを新しいデータベースに物理的に
コピーします。現行のデータベースのエクスポート・ユーティリティは、データベースの特
定部分をエクスポート・ダンプ・ファイルにコピーします。次に、Oracle9i の新しいリリー
スのインポート・ユーティリティが、このエクスポートされたデータを新しい Oracle9i デー
タベースにロードします。ただし、エクスポート・ダンプ・ファイルをコピーする前に、新
しい Oracle9i データベースを準備しておく必要があります。

以前のリリースからデータをインポートする場合、Oracle9i のインポート・ユーティリティ
では、以前のリリースのエクスポート・ダンプ・ファイルからデータを読み込む際に、デー
タ定義に適切な変更を加えます。

次の項では、データベースのアップグレードにエクスポート / インポートを使用するかどう
かを決定する際に有効な、エクスポート / インポートの特長について説明します。
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エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート / インポートによってアップグレードされたデータベースへの影響インポートによってアップグレードされたデータベースへの影響インポートによってアップグレードされたデータベースへの影響インポートによってアップグレードされたデータベースへの影響  エクスポー
ト / インポートによるアップグレード方法では、現行のデータベースが変更されません。し
たがって、データベースは、アップグレード処理を通して常に使用可能な状態です。ただ
し、一貫性のあるデータベースのスナップショットが必要な場合（データの整合性保持また
はその他の目的のため）、データベースは、制限モードで実行するか、またはエクスポート
実行時に変更禁止にする必要があります。現行のデータベースを使用可能な状態にしておく
ことができるため、たとえば、既存の本番データベースを実行しながら、エクスポート / イ
ンポートによる Oracle9i の新規データベースの作成を同時に行うことができます。このアッ
プグレード処理中にデータベースの完全な一貫性を維持するには、データベースのデータを
変更する場合に、新しい Oracle9i データベースのデータにも同じ変更を加える必要がありま
す。

最も重要なことは、エクスポート / インポート操作の結果として、新しいデータベースが作
成されることです。現行のデータベースには最終的に指定したデータのコピーが含まれます
が、アップグレードしたデータベースは、元のデータベースとは異なる方法で運用される場
合があります。たとえば、エクスポート / インポート操作によってデータベースと同一のコ
ピーを作成しても、データのディスク配置やチューニング・パラメータの解除など、その他
の要素が予期しないパフォーマンスの劣化につながることがあります。

エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート / インポートのメリットインポートのメリットインポートのメリットインポートのメリット  エクスポート / インポートを使用したアップグレード
には、次のようなメリットがあります。

� データの断片化を解消できます。インポートされたデータを圧縮することによって、パ
フォーマンスを向上できます。

� データベースを再構成できます。新しい表領域を作成するか、または既存の表や表領
域、インポートによってデータがロードされる先のパーティションを変更できます。

� 特定のデータベース・オブジェクトまたはユーザーをコピーできます。オブジェクト、
ユーザー、およびその他希望する項目のみをインポートできます。

� バックアップ・アーカイブとして機能します。全データベース・エクスポートを現行の
データベースのアーカイブとして使用できます。

エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート / インポートの時間要件インポートの時間要件インポートの時間要件インポートの時間要件  エクスポート / インポートを使用する全データベース
のアップグレードは、Database Upgrade Assistant を使用する場合または手動アップグレー
ドを実行する場合と比較して、時間が長くかかる場合があります。したがって、ピーク時を
外してアップグレードするようにスケジュールするか、またはアップグレード中に現行の
データベースに対して行われた変更を新しい Oracle9i データベースに反映させる準備が必要
です。
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データのコピーデータのコピーデータのコピーデータのコピー
データベース・リンクを使用して、ある Oracle データベースから別の Oracle データベース
にデータをコピーできます。たとえば、SQL*Plus の COPYコマンドを使用して 1 つのデー
タベースの表から別のデータベースの表にデータをコピーしたり、INSERT INTO文および
CREATE TABLE...AS文を使用して新しい表を作成し、その表にデータを書き込むことが
できます。

データのコピーを使用するアップグレード方法には、エクスポート / インポートと同様のメ
リットがあります。どちらの移行方法を利用しても、新しい表領域を作成するか既存の表ま
たは表領域を変更することによって、データ・ファイルの断片化を解消したり、データベー
スを再構築できます。また、指定したデータベース・オブジェクトまたはユーザーのみをコ
ピーすることもできます。

ただし、エクスポート / インポートとは異なり、データのコピーでは、表の特定の行を選択
して新しいデータベースに挿入できます。このため、データベース表の一部分のみをコピー
する場合は、データのコピーを使用します。逆に、エクスポート / インポートを使用する
と、表全体のみのコピーが可能です。

新しいリリースに対する新しいリリースに対する新しいリリースに対する新しいリリースに対する Oracle ホーム・ディレクトリの選択ホーム・ディレクトリの選択ホーム・ディレクトリの選択ホーム・ディレクトリの選択
Oracle9i の新しいリリース用に、現行のリリースの Oracle ホーム・ディレクトリとは別の
Oracle ホーム・ディレクトリを選択する必要があります。新しい Oracle9i ソフトウェアは、
現行のリリースと同じ Oracle ホーム・ディレクトリにはインストールできません。

別のインストール・ディレクトリを使用すると、既存のソフトウェアをインストールしたま
まで、新しい Oracle9i ソフトウェアを使用できます。この方法によって、本番環境全体を置
き換える前に、テスト・データベース上でアップグレード処理をテストできます。

バックアップ計画の準備バックアップ計画の準備バックアップ計画の準備バックアップ計画の準備
アップグレードが最終的に成功するかどうかは、適切なバックアップ計画の立案と実行で決
まります。バックアップ計画を展開するには、次のような問題について考慮する必要があり
ます。

� 業務上、本番データベースの実行不可能状態の許容範囲がどの程度の期間か。

� 可用性要件を満たすには、どのバックアップ計画を使用する必要があるか。

� サイトから離れた安全な場所にバックアップをアーカイブする必要があるか。

� どのくらいの時間でバックアップをリストアできるか（オフサイト記憶域でのバック
アップを含む）。

� リカバリ手順は正常にテストされているか。

バックアップ計画は、これらの問題のすべてに答え、データベースを正常にバックアップお
よびリカバリするための手順を備えている必要があります。
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アップグレードの準備
テスト計画の作成テスト計画の作成テスト計画の作成テスト計画の作成
アップグレード処理のすべての段階を検証するために、一連のテストを慎重に設計する必要
があります。緻密なテストを正常に完了できれば、本番データベースのアップグレード処理
を十分に理解し、予測できるようになり、アップグレード処理の成功が確実になります。本
番データベースをアップグレードする前に、できるだけ多くのテストを実行してください。
テスト計画は、非常に重要です。

テスト計画の中で、次のようなテストを実行する必要があります。

アップグレード・テストアップグレード・テストアップグレード・テストアップグレード・テスト
アップグレード・テストでは、現行のデータベースから新しい Oracle9i データベースへの
アップグレード・パスを計画およびテストする必要があります。Database Upgrade 
Assistant の使用、手動アップグレードの実行、エクスポート / インポートの使用または
データのコピーのいずれかの方法を使用します。

どのアップグレード方法を選択する場合でも、アップグレード計画を作成、テストおよび検
証する必要があります。

最小テスト最小テスト最小テスト最小テスト
最小テストでは、現行のデータベースからアプリケーションの全部または一部を新しい
Oracle9i データベースに移動し、データベースの新機能を使用可能にしないでアプリケー
ションを実行します。最小テストは非常に限定的なテストであり、現実の本番環境で発生す
るような潜在的問題は検出されません。ただし、アプリケーションの起動または呼出しに関
する問題がある場合は、すぐに検出されます。

機能テスト機能テスト機能テスト機能テスト
機能テストとは、システムの新機能と既存機能をアップグレード後にテストする一連のテス
トです。機能テストには、すべてのデータベース、ネットワーキングおよびアプリケーショ
ン・コンポーネントのテストが含まれます。機能テストの目的は、システムの各コンポーネ
ントがアップグレード前と同様に機能し、新機能が正常に動作していることを検証すること
です。

参照参照参照参照 : Oracle7 データベースについては、『Oracle7 Server 管理者ガイド』
を参照してください。Oracle9i データベースについては、『Oracle9i ユー
ザー管理バックアップおよびリカバリ・ガイド』を参照してください。
アップグレードの準備 2-9



アップグレードの準備
統合テスト統合テスト統合テスト統合テスト
統合テストでは、システムの各コンポーネントの相互作用をテストします。統合テストを計
画するときは、次のことを考慮する必要があります。

� 新しい Oracle9i データベースのインスタンスで稼働する Pro*C/C++ アプリケーション
は、新しいソフトウェアで問題がないことを確認するためにテストする必要がありま
す。

� Graphical User Interface を他のコンポーネントでテストする必要があります。

� 新しい Oracle9i のインスタンスにアプリケーションが直接接続されるかどうかに関係な
く、データ型やデータ・ディクショナリのデータの変更（データ・ディクショナリへの
行の追加、オブジェクト型の変更）などの新しい Oracle9i データベースのわずかな変更
でも、フロントエンド・アプリケーションにまで影響することがあります。

� 2 つのコンポーネントが SQL*Net、Net8 または Oracle Net Services を使用して接続され
ている場合は、ストレス・テストとともにその接続のテストも行う必要があります。

パフォーマンス・テストパフォーマンス・テストパフォーマンス・テストパフォーマンス・テスト
新しい Oracle9i データベースのパフォーマンス・テストでは、新しい Oracle9i データベー
スでの様々な SQL 文のパフォーマンスを、現行データベースでの SQL 文のパフォーマンス
と比較します。アップグレードする前に、現行データベースでのアプリケーションのパ
フォーマンス・プロファイルを理解する必要があります。特に、アプリケーションがデータ
ベース・カーネルに対して実行するコールを理解する必要があります。

たとえば、Oracle9i Real Application Clusters を使用している場合、Oracle9i の新しいリ
リースへアップグレードしたときにキャッシュ・フュージョンによってもたらされるパ
フォーマンスの向上を測定するには、アップグレード前にシステム統計を記録する必要があ
ります。キャッシュ・フュージョン用に、V$SYSSTAT、V$LOCK_ACTIVITYおよび
V$LOCK_CLASS_PINGビューからの統計を記録します。それによって、キャッシュ・
フュージョン前後のパフォーマンス統計を比較できます。

最高の結果を得るために、SQL スクリプト utlbstat.sqlおよび utlestat.sqlを実行
して、特定の期間の V$SYSSTAT統計を収集します。一貫性のあるトランザクション・アク
ティビティ・レベルのピーク時の負荷を、最も一貫して反映している収集タイムフレームを
使用します。V$LOCK_ACTIVITYおよび V$LOCK_CLASS_PINGからデータを取得するに
は、統計収集期間の最初と最後で SELECT *文を使用します。キャッシュ・フュージョンを
Oracle9i の新しいリリースで実行した後にこの処理を繰り返し、『Oracle9i Real Application 
Clusters 配置およびパフォーマンス』の説明に従って、システムのパフォーマンスを見積も
ります。

参照参照参照参照 : チューニングの詳細は、『Oracle9i データベース・パフォーマン
ス・チューニング・ガイドおよびリファレンス』を参照してください。
ソース・データベースでのアプリケーションのパフォーマンス・プロファ
イルを完全に理解するには、TKPROF で SQL トレース機能およびプロ
ファイルを使用可能にしてください。
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ボリュームボリュームボリュームボリューム / ロード・ストレス・テストロード・ストレス・テストロード・ストレス・テストロード・ストレス・テスト
ボリューム / ロード・ストレス・テストでは、アップグレードしたデータベース全体を、大
きいボリュームとロードでテストします。ボリュームとは、操作されるデータの量を表しま
す。ロードとは、システム上の同時要求のレベルを表します。ボリューム / ロード・ストレ
ス・テストの目的は、様々なボリュームとロードでの本番システムの動作をエミュレートす
ることです。

ボリューム / ロード・ストレス・テストは非常に重要ですが、一般に見過ごされがちです。
ユーザーは、どのようなボリューム / ロード・ストレス・テストも実行しないことが多いよ
うです。そのかわりに、ビジネス・アプリケーションを特に考慮しているわけではないベン
チマークが広く利用されています。アプリケーションのベンチマークは、機能、パフォーマ
ンスおよび統合に関する問題点を検証するために使用するものであり、ボリューム / ロー
ド・ストレス・テストのかわりになるものではありません。

データベースをアップグレードした後、すべてのデータがアクセス可能で、アプリケーショ
ンが正しく機能することを確認するために、データをテストする必要があります。データ
ベースの調整が必要かどうか判断する必要もあります。可能な場合は、これらのテスト処理
を自動化してください。

テスト計画は、サイトで実行される作業を反映する必要があります。本番データベースのす
べてのアプリケーションの機能やパフォーマンスをテストする必要があります。通常の使用
状況とピーク時の使用状況の両方について、パフォーマンスの統計数値を収集してくださ
い。

特定のアップグレード前後のテスト特定のアップグレード前後のテスト特定のアップグレード前後のテスト特定のアップグレード前後のテスト
テスト計画には、次のようなテスト項目を組み込みます。

� タイミングのテスト

� データ・ディクショナリの成長の監視

� ロールバック、一時セグメントの使用など、データベース・リソース使用率の監視

この情報を収集することによって、現行のデータベースと新しい Oracle9i データベースを簡
単に比較できます。

Oracle で各 SQL 文を実行するための実行計画を決定するには、以前のデータベースと新し
いデータベースの両方で EXPLAIN PLAN を使用します。この情報を複数の表に保存するに
は、INTO句を使用します。

アップグレード後に、新しい Oracle9i データベースの実行計画と現行のデータベースの実行
計画を比較できます。相違点がある場合は、新しい Oracle9i データベース上でその文を実行
し、そのパフォーマンスを、現行のデータベース上で実行した文のパフォーマンスと比較し
ます。

参照参照参照参照 : EXPLAIN PLAN の詳細は、『Oracle9i データベース・パフォーマ
ンス・チューニング・ガイドおよびリファレンス』を参照してください。
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アップグレード処理のテスト
アップグレード処理のテストアップグレード処理のテストアップグレード処理のテストアップグレード処理のテスト
現行の本番データベースに影響しないテスト環境を作成します。テスト環境は、選択した
アップグレード方法によって異なります。

� Database Upgrade Assistant を使用する場合または手動アップグレードを実行する場合
は、現行の本番データベースのテスト・バージョン（通常はサブセット）を作成して
アップグレードをテストします。

� エクスポート / インポートを使用する場合は、現行の本番データベースからほんの一部
分をテストとしてエクスポート / インポートします。

テスト環境を使用してデータベースのアップグレードを行います。最適なアップグレードの
テストとは、ダウンサイズしたコピーまたはテスト・データに対してではなく、アップグ
レードするデータベースの正確なコピーに対して実行することです。

新しい Oracle9i データベースで使用する OCI とプリコンパイラ・アプリケーションを、必
ずアップグレードしてください。それによって、現行の本番データベースをアップグレード
する前に、それらのアプリケーションをサンプルのデータベースでテストできます。詳細
は、6-3 ページの「プリコンパイラおよび OCI アプリケーションのアップグレード」を参照
してください。

アップグレードしたテスト・データベースのテストアップグレードしたテスト・データベースのテストアップグレードしたテスト・データベースのテストアップグレードしたテスト・データベースのテスト
現行のデータベースおよび Oracle9i の新しいリリースへアップグレードされたテスト・デー
タベースに対して、計画したテストを実行します。結果を比較し、相違点を記録します。必
要に応じて、アップグレードのテストを繰り返します。

新しい Oracle9i データベースで既存のアプリケーションが正常に動作するかを確認するため
に、この新しくアップグレードされた Oracle9i のテスト・データベースをテストします。ま
た、利用可能な Oracle9i の機能を使用する機能を追加して、機能拡張についてもテストしま
す。ただし、アプリケーションが現行のデータベースの場合と同様に動作するかを最初に確
認してください。

注意注意注意注意 : このデータベースのテスト・サブセットを正常にアップグレード
して、次の手順で説明するアプリケーションでテストするまでは、実際の
本番データベースをアップグレードしないでください。

参照参照参照参照 : Oracle9i におけるアプリケーションの使用方法の詳細は、第 6 章
「アプリケーションのアップグレード」を参照してください。
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Oracle9i の新しいリリースへのデータベースのアップグレ
3

Oracle9i の新しいリリースへのデータベースのの新しいリリースへのデータベースのの新しいリリースへのデータベースのの新しいリリースへのデータベースの

アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

この章では、データベースを Oracle9i の新しいリリースへアップグレードする処理について
説明します。この章では、次の項目について説明します。

� Oracle9i リリース 2（9.2）ソフトウェアのインストール

� Database Upgrade Assistant を使用したデータベースのアップグレード

� データベースの手動でのアップグレード

参照参照参照参照 : アップグレード処理の一部は、オペレーティング・システム固有
のものです。ご使用のオペレーティング・システムでのアップグレードに
関するその他の指示は、オペレーティング・システム固有の Oracle マ
ニュアルを参照してください。
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Oracle9i リリース 2（9.2）ソフトウェアのインストール
Oracle9i リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）ソフトウェアのインストール）ソフトウェアのインストール）ソフトウェアのインストール）ソフトウェアのインストール
Oracle9i リリース 2（9.2）ソフトウェアをインストールするには、次の手順を実行します。

1. オペレーティング・システムが UNIX の場合は、Oracle ホーム・ディレクトリ、Oracle
ベース・ディレクトリおよびその配下のすべてのサブディレクトリに対する書込み権限
を持つユーザーとしてログインしていることを確認します。

2. オペレーティング・システム固有のマニュアルを参照して、インストールの準備を行
い、Oracle Universal Installer を起動します。

クラスタ・データベースをアップグレードする場合のインストールの詳細は、『Oracle9i 
Real Application Clusters セットアップおよび構成』を参照してください。

3. Oracle Universal Installer の「Welcome」画面で、「Next」をクリックします。「File 
Locations」画面が表示されます。

ヘルプが必要な場合、または Oracle Universal Installer の詳細を参照する場合は、
「Help」ボタンをクリックしてオンライン・ヘルプを開きます。

4. 「File Locations」画面で、次の手順を実行します。

a. 「Source」フィールドのテキストを変更しないでください。これは、インストール
するファイルの場所です。

b. 「Destination Name」フィールドに、新しい Oracle ホームの名前を入力します。

c. 「Destination Path」フィールドに、新しいリリースをインストールする Oracle ホー
ム・ディレクトリのフルパスを入力します。「Browse」ボタンをクリックして、
ディレクトリにナビゲートします。

d. 「Next」をクリックします。

「Available Products」画面が表示されます。

5. 「Available Products」画面で、Oracle9i Database を選択します。その後、「Next」をク
リックします。

「Installation Types」画面が表示されます。

注意注意注意注意 : 新しい Oracle9i リリース 2（9.2）は、古いリリースとは別の
Oracle ホームにインストールする必要があります。
3-2 Oracle9i データベース移行ガイド



Oracle9i リリース 2（9.2）ソフトウェアのインストール
6. 「Installation Types」画面で、「Enterprise Edition」、「Standard Edition」または
「Custom」を選択します。その後、「Next」をクリックします。

「Enterprise Edition」または「Standard Edition」を選択した場合、「Database 
Configuration」画面が表示されます。次の手順を実行します。

a. 「Software Only」を選択します。

b. 「Next」をクリックします。

「Custom」を選択した場合、「Available Product Components」画面が表示されます。次
の手順を実行します。

a. インストールする製品コンポーネントを選択します。その後、「Next」をクリック
します。

Database Upgrade Assistant をインストールする場合は Oracle Utilities、Oracle7 か
らアップグレードする場合は移行ユーティリティがインストールされていることを
確認します。

特定のオプションの使用を中止しないかぎり、以前のデータベースにインストール
済のすべてのオプションをインストールします。たとえば、以前のデータベースに
Oracle Text をインストールしていた場合、新しい Oracle9i データベースには
Oracle Text をインストールします。

b. Oracle9i Real Application Clusters をインストールする場合、「Cluster Node 
Selection」画面で、ソフトウェアをインストールするノードを選択します。その
後、「Next」をクリックします。

c. 「Upgrading an Existing Database」画面が表示されるまで、画面の指示に従って
Custom インストール設定を行います。

d. 「Create Database」画面が表示されたら、「No」オプションを選択します。これは、
既存のデータベースをアップグレード中であるため、データベースを作成しないこ
とを示します。その後、「Next」をクリックします。

注意注意注意注意 : 通常、既存のデータベースをアップグレードする場合は、初期
データベースをインストールしないでください。
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Oracle9i リリース 2（9.2）ソフトウェアのインストール
7. 「Upgrading an Existing Database」画面で、次の手順を実行します。

a. Database Upgrade Assistant を使用してデータベースをアップグレードするには、
「Upgrade an Existing Database」チェック・ボックスを選択します。

データベースを手動でアップグレードする場合、またはインストールが完了した後
に Database Upgrade Assistant を単独で実行する場合は、「Upgrade an Existing 
Database」チェック・ボックスを選択しないでください。

b. 「Next」をクリックします。

8. 「Summary」画面で、インストールの設定および選択が正しいかどうかを確認します。
その後、「Install」をクリックします。Oracle Universal Installer がインストールを実行
します。

インストールが完了したら、1 つ以上のアシスタントが起動する場合があります。インス
トール中に Database Upgrade Assistant を実行するように選択した場合は、Database 
Upgrade Assistant が起動するため、アップグレードを続行できます。3-5 ページの

「Database Upgrade Assistant を使用したデータベースのアップグレード」を参照してくださ
い。

インストールが正常に完了したら、「Exit」ボタンをクリックして Oracle Universal Installer
を閉じます。

Database Upgrade Assistant の単独での実行の単独での実行の単独での実行の単独での実行
既存のデータベースのアップグレードを指定しないで Oracle9i の新しいリリースをインス
トールした場合、インストール完了後、Database Upgrade Assistant を単独で実行できます。

Database Upgrade Assistant を単独で実行するには、次の手順を実行します。

1. Database Upgrade Assistant を起動します。

UNIX プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォームの場合、システム・プロンプトに次のコマンドを入力します。

dbua

Windows オペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システムの場合、次のように選択します。

「スタート」>「プログラム」>「Oracle - HOME_NAME」>「Configuration and 
Migration Tools」>「Database Upgrade Assistant」

Database Upgrade Assistant が起動すると、アップグレードを続行できます。
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Database Upgrade Assistant を使用したデータベースのアップグレード
Database Upgrade Assistant を使用したデータベースのアップを使用したデータベースのアップを使用したデータベースのアップを使用したデータベースのアップ
グレードグレードグレードグレード

Database Upgrade Assistant が起動すると、「Welcome」画面が表示されます。

図図図図 3-1 Database Upgrade Assistant の「の「の「の「Welcome」画面」画面」画面」画面

Database Upgrade Assistant を使用してデータベースをアップグレードするには、次の手順
を実行します。

1. Database Upgrade Assistant の「Welcome」画面（図 3-1 を参照）で、アップグレード
するデータベースが指定した条件を満たすことを確認します。その後、「Next」をク
リックします。

ヘルプが必要な場合、または Database Upgrade Assistant の詳細を参照する場合は、
「Help」ボタンをクリックしてオンライン・ヘルプを開きます。

2. 「Select a Database」画面で、アップグレードするデータベースを選択します。その後、
「Next」をクリックします。

オペレーティング・システムの認証がない場合は、SYSDBA権限でユーザー名およびパ
スワードを入力する必要があります。
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3. Oracle7 データベースをアップグレードする場合は、「Database Name」画面で新しい
データベース名を指定できます。その後、「Next」をクリックします。

4. 「Password」画面で、表示された各ユーザーに対して有効なパスワードを入力します。
その後、「Next」をクリックします。

この画面は、Database Upgrade Assistant が、アップグレードするユーザーにパスワー
ドを要求する場合のみ表示されます。

5. 「Backup」画面には、次の 2 つのオプションがあります。

� Database Upgrade Assistant を実行する前にバックアップを取った場合は、「I have 
already backed up my database」を選択します。

� バックアップを取っていない場合は、「I would like this tool to back up the 
database」を選択します。このオプションを選択した場合、「Browse」ボタンをク
リックしてバックアップ・ディレクトリを選択できます。

選択後、「Next」をクリックします。

6. 「Network Configuration for the database」画面には、次の 2 つのタブがあります。

リリース 2（9.2）の Oracle ホームに複数のリスナーが存在する場合、「Listeners」タブ
が表示されます。リリース 2（9.2）の Oracle ホームで、アップグレードされたデータ
ベースを登録するリスナーを選択します。

リリース 2（9.2）の Oracle ホームにディレクトリ・サービスが構成されている場合、
「Directory Service」タブが表示されます。ディレクトリ・サービスを使用して、アップ
グレードされたデータベースを登録するかどうかを選択できます。

7. 「Summary」画面で、すべての設定が正しいことを確認します。不適切な設定がある場
合、その設定を修正できる画面が表示されるまで「Back」をクリックします。すべて正
しい場合は、「Finish」をクリックします。

Database Upgrade Assistant によって、アップグレード中にデータベースに設定される
初期化パラメータが表示されます。COMPATIBLE初期化パラメータは、8.1.0以上に
設定されます。

8. 「Progress」ダイアログ・ボックスが表示され、Database Upgrade Assistant がアップグ
レードを開始します。

「Ignore」、「Abort」および「Skip the Step」を選択できるエラー・メッセージが表示さ
れる場合があります。その他のエラー・メッセージが表示された場合、それに応じて問
題を解決する必要があります。エラーが重大で、アップグレード中に処理できない場
合、次のいずれかを選択します。

参照参照参照参照 : アップグレード後の COMPATIBLE初期化パラメータの設定の詳細
は、第 5 章「互換性および相互運用性」を参照してください。
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� 「Skip the Step」が表示された場合、そのボタンをクリックすると、現在のアップグ
レード手順がスキップされます。

これによって、Database Upgrade Assistant は、この手順およびすべての関連する
手順をスキップして、次の手順へ進みます。アップグレードが完了した後、問題を
修正して、Database Upgrade Assistant を再起動し、スキップされた手順を完了で
きます。

� 「Skip the Step」が表示されない場合、「Abort」ボタンをクリックして処理を中断
する必要があります。

これによって、アップグレード処理が中断されます。Database Upgrade Assistant
によってデータベースのバックアップが取られた場合は、データベースのリストア
が要求されます。

データベースがリストアされた後、エラーの原因を修正して Database Upgrade 
Assistant を再起動し、アップグレードを再実行する必要があります。

データベースをリストアしない場合は、手動アップグレードを続行できるように、
データベースの現在の状態が保持されます。

アップグレードが完了した後、「Progress」ダイアログ・ボックスに次のメッセージが表
示されます。

Upgrade has been completed. Click the "OK" button to see the results of the 
upgrade.

「OK」ボタンをクリックします。

9. 「Results」ダイアログ・ボックスで、アップグレードの詳細を確認できます。ユー
ザー・アカウントのロックを解除して、パスワードを設定することもできます。

アップグレードの結果に問題がある場合は、データベースを以前のリリースへリストア
できます。

アップグレードの結果に問題がない場合は、「Done」ボタンをクリックします。
Database Upgrade Assistant は、アップグレードされたデータベースのエントリを古い
listener.oraファイルから削除し、古いデータベースのリスナーを再ロードします。

a. Database Upgrade Assistant は、次のいずれかの方法で、Oracle9i の
listener.oraファイルのアップグレードされたデータベースに対する
SID_DESC エントリを変更します。

簡単な場合簡単な場合簡単な場合簡単な場合 : 古い listener.oraに、次の SID_DESC エントリがあるとします。

...
   (SID_DESC =
      (SID_NAME = ORCL)
   )
...
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データベース名が SAL、ドメイン名が COM、Oracle ホームが
/oracle/product/9.2の場合、Database Upgrade Assistant は次のエントリを
追加します。

...
   (SID_DESC =
       (GLOBAL_DBNAME = sal.com)
          (ORACLE_HOME = /oracle/product/9.2)
          (SID_NAME = SAL)
    )
...

複雑な場合複雑な場合複雑な場合複雑な場合 : 古い listener.oraに、次の SID_DESC エントリがあるとします。

...
   (SID_DESC =
       (GLOBAL_DBNAME = an_entry)
       (SID_NAME = ORCL)
    )
...

an_entry が移行したデータベースの GLOBAL_DBNAME と一致しないとき、デー
タベース名が SAL、ドメイン名が COM、Oracle ホームが
/oracle/product/9.2の場合、Database Upgrade Assistant は次のエントリを
追加します。

...
   (SID_DESC =
       (GLOBAL_DBNAME = sal.com)
          (ORACLE_HOME = /oracle/product/9.2)
          (SID_NAME = SAL)
    )
...

このエントリは簡単な場合のエントリと同じですが、Database Upgrade Assistant
はエントリ an_entry の listener.oraファイルにある SERVICE_NAMESパラメー
タへの追加も行います。したがって、Database Upgrade Assistant は次のように
SERVICE_NAMESパラメータを変更します。

SERVICE_NAMES = sal.com, an_entry

b. Database Upgrade Assistant は、アップグレードしたデータベースのエントリを古
い listener.oraファイルから削除します。

c. Database Upgrade Assistant は、古い環境と新しい Oracle9i 環境で
listener.oraファイルを再ロードします。

10. 第 4 章「データベースのアップグレード後の作業」に示す手順を実行します。
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データベースの手動でのアップグレードデータベースの手動でのアップグレードデータベースの手動でのアップグレードデータベースの手動でのアップグレード
次の項では、手動でのアップグレードを実行手順について説明します。

� システムの考慮点および要件

� アップグレードするデータベースの準備

� データベースのアップグレード

� 特定のコンポーネントのアップグレード

� 手動でのアップグレードのトラブルシューティング

システムの考慮点および要件システムの考慮点および要件システムの考慮点および要件システムの考慮点および要件
次の項では、システムに関する考慮点および要件について説明します。

クラスタ・データベースのアップグレードクラスタ・データベースのアップグレードクラスタ・データベースのアップグレードクラスタ・データベースのアップグレード
クラスタ・データベースをアップグレードする場合、この項で説明するほとんどの処理は、
システムの 1 つのノードのみで実行する必要があります。したがって、特に指示がないかぎ
り、この項に説明する処理は 1 つのノードのみで実行してください。

異なるオペレーティング・システムへの移行異なるオペレーティング・システムへの移行異なるオペレーティング・システムへの移行異なるオペレーティング・システムへの移行
アップグレード処理中に、異なるオペレーティング・システムが存在するコンピュータ・シ
ステムへデータベースを移行することはできません。たとえば、Solaris 上の Oracle7 を
Windows 2000 上の Oracle9i に移行できません。ただし、エクスポート / インポートを使用
することによって、異なるオペレーティング・システムのデータベースの移行が可能です。

注意注意注意注意 : 古い Oracle ソフトウェアを保持している場合、古いソフトウェア
を使用してアップグレードしたデータベースを起動しないでください。新
しい Oracle9i インストールの実行可能ファイル以外で、データベースを起
動しないでください。また、古い Oracle 環境を削除する前に、Oracle 環
境のデータ・ファイルをすべて新しい Oracle9i 環境に再配置してくださ
い。データ・ファイルの再配置の詳細は、『Oracle9i データベース管理者
ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : アップグレード処理の際、ワード・サイズの変更がサポートされ
ています。ワード・サイズの変更には、同じオペレーティング・システム
内で 32 ビットから 64 ビット・アーキテクチャへの切替えが伴います。詳
細は、1-10 ページの「ワード・サイズの変更」を参照してください。
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リリースリリースリリースリリース 8.1.7 以下のデータベース・キャラクタ・セットに関する考慮点以下のデータベース・キャラクタ・セットに関する考慮点以下のデータベース・キャラクタ・セットに関する考慮点以下のデータベース・キャラクタ・セットに関する考慮点
Oracle9i では、SQL NCHAR データ型（NCHAR、NVARCHAR2および NCLOB）は、Unicode
キャラクタ・セット・コード（UTF8 および AL16UTF16）のみです。アジア言語のキャラク
タ・セット（たとえば、JA16SJISFIXED など）を含む、NCHAR データ型で使用可能だった
Oracle8 および Oracle8i のその他のキャラクタ・セットは、今後サポートされません。

SQL NCHAR 型のデータを新しい Unicode NCHAR へ移行する前に、無効なキャラクタ・
セットの変換またはデータの切捨てを識別するために、キャラクタ・セット・スキャナを使
用してご使用の SQL NCHAR データを分析することをお薦めします。

Oracle9i へアップグレードする場合、アップグレードされたデータベースの各国語キャラク
タ・セットの値は、アップグレードされる Oracle8 および Oracle8i データベースの各国語
キャラクタ・セットの値を基に設定します。

アップグレード前の各国語キャラクタ・セットが UTF8 の場合、新しい各国語キャラクタ・
セットも UTF8 となります。それ以外の場合は、各国語キャラクタセットを AL16UTF16 に
変更します。

アップグレード中、データ・ディクショナリの既存の NCHAR列が変更され、新しい
Oracle9i の書式が使用可能になります。また、各国語キャラクタ・セットが AL16UTF16 に
変更されている場合、データ・ディクショナリの NCHAR列は AL16UTF16 キャラクタ・セッ
トに変換されます。

レプリケーション環境に関する考慮点レプリケーション環境に関する考慮点レプリケーション環境に関する考慮点レプリケーション環境に関する考慮点
Oracle9i で CHAR列長セマンティクスを使用する場合、あるいは NCHAR列または
NVARCHAR2列を持つ表がレプリケーション・データベースに含まれている場合は、この項
に示す Oracle9i へのレプリケーション環境のアップグレードに関する説明を参照してくださ
い。

CHAR 列長セマンティクス列長セマンティクス列長セマンティクス列長セマンティクス  レプリケーション・データベースを Oracle9i へアップグレードし
た後で、CHAR列長セマンティクスを使用する場合は、レプリケーション環境にあるデータ
ベースに関連するすべてのデータベースで、CHAR列長セマンティクスを使用する必要があ
ります。この場合、レプリケーション環境に関連するすべてのデータベースを同時にアップ
グレードすることをお薦めします。これは、レプリケーション環境にあるマスター・サイト
およびマテリアライズド・ビュー・サイトの両方に適用されます。

参照参照参照参照 : キャラクタ・セット・スキャナの詳細は、『Oracle9i Database グ
ローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : ユーザー表の NCHAR列は、アップグレード中は変更されません。
ユーザー表の NCHAR列の変更の詳細は、4-11 ページの「ユーザーの
NCHAR 列のアップグレード」を参照してください。
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レプリケーション環境にあるすべてのデータベースを同時にアップグレードできない場合
は、Oracle9i より前のすべてのデータベースでシングルバイト・キャラクタ・セットが使用
されている場合にのみ、Oracle9i データベースで CHAR列長セマンティクスを使用できます。
それ以外の場合は、レプリケーション環境にある他のすべてのデータベースを Oracle9i へ
アップグレードするまで、Oracle9i データベースで CHAR列長セマンティクスは使用しない
でください。

NCHAR 列または列または列または列または NVARCHAR2 列列列列  NCHAR列または NVARCHAR2列を持つ表がレプリケーショ
ン・データベースに含まれている場合は、レプリケーション環境に関連するすべてのデータ
ベースを同時にアップグレードすることをお薦めします。これは、レプリケーション環境に
あるマスター・サイトおよびマテリアライズド・ビュー・サイトの両方に適用されます。
Oracle9i では、NCHARデータ型または NVARCHAR2データ型として指定したすべての列は、
Unicode 書式で格納されます。

レプリケーション環境にあるすべてのデータベースを同時にアップグレードできない場合、
Oracle9i より前のすべてのデータベースが固定幅の各国語キャラクタ・セットを使用してい
る場合にのみ、相互運用性がサポートされます。Oracle9i より前のデータベースで可変幅
キャラクタ・セットを使用している場合、レプリケーション環境にある他のデータベースを
Oracle9i へアップグレードする前に、それらのデータベースを固定幅キャラクタ・セットに
変換する必要があります。

アップグレードするデータベースの準備アップグレードするデータベースの準備アップグレードするデータベースの準備アップグレードするデータベースの準備
データベースを Oracle9i の新しいリリースへアップグレードする前に、いくつかの準備処理
を実行する必要があります。アップグレードするデータベースのリリースによっては、次の
手順の一部またはすべての実行が必要になる場合があります。

1. SQL*Net、Net8 および Oracle Net Services に関するアップグレードの問題を確認しま
す。

参照参照参照参照 :

� 列長セマンティクスおよび Unicode のレプリケーション・サポートの
詳細は、『Oracle9i アドバンスト・レプリケーション』を参照してく
ださい。

� 列長セマンティクスおよび Unicode の概要は、『Oracle9i Database グ
ローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

� リリース 8.1 のキャラクタ・セットの変換については、『Oracle8i NLS
ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、付録 B「Oracle Net Services のアップグレードに関する考
慮点」を参照してください。
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2. アップグレードするデータベースの Oracle ホーム・ディレクトリの所有者として、シ
ステムにログインします。

3. SQL*Plus を起動します。

4. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

5. アップグレードするデータベースがリリース 8.0.6 以下の場合、次の手順を実行します。
アップグレードするデータベースがリリース 8.1.7 以上の場合、手順 6 にスキップしま
す。

a. OUTLNという名前のユーザーまたはロールが存在しないことを確認します。これ
は、Oracle9i をインストールするときにこのスキーマが自動的に作成されるためで
す。OUTLNという名前のユーザーまたはロールが存在する場合、そのユーザーまた
はロールを削除し、別の名前で再作成する必要があります。

OUTLNという名前のユーザーを確認するには、次の SQL 文を入力します。

SELECT username FROM dba_users WHERE username = 'OUTLN';

OUTLNという名前のユーザーが存在しない場合、どの行も選択されません。

OUTLNという名前のロールを確認するには、次の SQL 文を入力します。

SELECT role FROM dba_roles WHERE role = 'OUTLN';

OUTLNという名前のロールが存在しない場合、どの行も選択されません。

b. アップグレードするデータベースがリリース 7.3.4 の場合、D-5 ページの「アップグ
レードする Oracle7 データベースの準備」に示す追加の準備手順を実行します。

6. 必要に応じて、SYSTEM表領域、およびロールバック・セグメントを保存している表領
域に空き領域を追加します。

新しいリリースへアップグレードするには、SYSTEM表領域およびロールバック・セグ
メントを保存している表領域に、より大きな空き領域が必要です。システムに十分な空
き領域がある場合は、これらの表領域へより大きな領域を追加することを考慮してくだ
さい。表 3-1 に、サポートされている各 Oracle リリースから新しい Oracle9i へアップ
グレードするために必要な、SYSTEM表領域の追加の空き領域のサイズを示します。
アップグレード中に領域が不足した場合は、アップグレードを再実行する必要がありま
す。

注意注意注意注意 : アップグレードするデータベースがリリース 8.0.6 以下の場合、
Server Manager を起動します。SQL*Plus は起動しないでください。
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次の例では、SYSTEM表領域に領域を追加する方法を示します。

ALTER TABLESPACE system
    ADD DATAFILE '/home/user1/mountpoint/oradata/db1/system02.dbf'
    SIZE 16M
    AUTOEXTEND ON NEXT 10M MAXSIZE UNLIMITED;

ALTER ROLLBACK SEGMENT rb1
    STORAGE (MAXEXTENTS UNLIMITED);

大規模なパブリック・ロールバック・セグメントは、多数のデータベース・オブジェク
ト（パッケージ、表、型など）を持つデータベースをアップグレードする場合に必要で
す。データベース・オブジェクトの総数が 5000 を超える場合は、70MB 以上のロール
バック・セグメントを使用することをお薦めします。

データベース・オブジェクトの総数を判断するには、次の SQL 文を発行します。

SQL> SELECT COUNT(*) FROM dba_objects;

7. 次の SQL 文を発行して、手順 10 でバックアップを取るファイルを決定します。

SQL> SPOOL files.log
SQL> SELECT member FROM v$logfile;
SQL> SELECT name FROM v$datafile;
SQL> SELECT name from v$controlfile;
SQL> SPOOL OFF

files.logスプール・ファイルには、手順 10 でバックアップを取る必要があるすべて
のファイルがリストされています。

8. データベース上で、SHUTDOWN IMMEDIATEを実行します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

クラスタ・データベースをアップグレードする場合は、すべてのインスタンスを停止し
ます。

表表表表 3-1 SYSTEM 表領域の要件表領域の要件表領域の要件表領域の要件

リリースリリースリリースリリース 追加の追加の追加の追加の SYSTEM 表領域表領域表領域表領域 追加の追加の追加の追加の SYSTEM 表領域表領域表領域表領域
（（（（Oracle JVM がインストールがインストールがインストールがインストール
されている場合）されている場合）されている場合）されている場合）

9.0.1 16MB 30MB

8.1.7 52MB 80MB

8.0.6 70MB なし

7.3.4 85MB なし
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9. ご使用のオペレーティング・システムが Windows の場合、すべての Oracle サービスが
停止していることを確認します。

10. データベースの全オフライン・バックアップを実行します。手順 7 で作成した
files.logスプール・ファイルにリストされたファイルは、必ずバックアップを取っ
てください。

11. SQL*Plus を終了します。

データベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレード
データベースをアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. リリース 7.3.4 からアップグレードする場合は、次の手順を実行します。

a. D-9 ページの「移行ユーティリティ・コマンドライン・オプションの検討」および
D-10 ページの「移行ユーティリティの実行」に示す手順を実行します。

b. データベースの制御ファイルを削除または名前を変更するか、CONTROL_FILES初
期化パラメータを使用して、新しい制御ファイル名を指定します。
CONTROL_FILES初期化パラメータは、通常、初期化パラメータ・ファイルで設定
しますが、クラスタ・データベースをアップグレードする場合は、
initdb_name.oraファイルで設定する場合があります。

アップグレード処理の後半で ALTER DATABASE CONVERT文を発行します。この
文は、新しい制御ファイルを自動的に作成します。CONTROL_FILES初期化パラ
メータを使用しない場合、この文は以前のデータベースの（CONVERT ファイルか
ら派生した）制御ファイル名を使用し、その制御ファイルがすでに存在していたと
きはエラーを戻します。エラーが発生した場合は、制御ファイルを削除するか、ま
たは制御ファイル名を変更する必要があります。

参照参照参照参照 : サービスの停止方法については、『Oracle9i Database for Windows
管理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : アップグレード中に問題が発生した場合、このバックアップから
データベースをリストアする必要があります。そのため、予防措置とし
て、ここでデータベースのバックアップを取ってください。

参照参照参照参照 :

� リリース 8.1 データベースのバックアップの詳細は、『Oracle8i バック
アップおよびリカバリ・ガイド』を参照してください。

� リリース 8.0 データベースのバックアップの詳細は、『Oracle8 Server
バックアップおよびリカバリ』を参照してください。
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ただし、CONTROL_FILES初期化パラメータを使用して新しい制御ファイルを指定
する場合は、指定した名前を持つ新しい制御ファイルが ALTER DATABASE 
CONVERT文によって作成されるため、古い制御ファイルを削除する必要はありま
せん。既存の制御ファイルの完全なリストは、3-13 ページの手順 7 で作成した
files.logスプール・ファイルで確認できます。

制御ファイルは、Oracle7 よりも Oracle9i の方がかなり大きくなります。たとえば、
Oracle7 の数百 KB の制御ファイルが、Oracle9i では数十 MB のサイズに増大する
場合があります。Oracle9i においてサイズが大きくなるのは、バックアップや表領
域レコードなど、より多くの情報が制御ファイル内に記憶されるためです。制御
ファイルが RAW デバイス上にある場合、または使用可能なディスク領域が制限さ
れている場合は、このサイズの増大が重要になります。

2. ご使用のオペレーティング・システムが Windows の場合、次の手順を実行します。

a. アップグレードするデータベースの Oracle サービス OracleServiceSIDを停止
します。SIDはインスタンスの名前です。たとえば、SIDが ORCLの場合、コマン
ド・プロンプトで次のように入力します。

C:¥> NET STOP OracleServiceORCL

b. コマンド・プロンプトで、ORADIM を使用して Oracle サービスを削除します。次
の表に、各 Oracle リリースに対して実行するコマンドを示します。

注意注意注意注意 : CONTROL_FILES初期化パラメータは、1 つ以上の制御ファイル
の名前をカンマで区切って指定します。オラクル社では、異なる複数のデ
バイスで複数のファイルを使用するか、オペレーティング・システム・レ
ベルでファイルをミラー化することをお薦めします。詳細は、『Oracle9i
データベース管理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle9i Real Application Clusters に対して、すべてのノードでこ
の手順を実行します。

Oracle リリースリリースリリースリリース コマンド・プロンプトで入力するコマンドコマンド・プロンプトで入力するコマンドコマンド・プロンプトで入力するコマンドコマンド・プロンプトで入力するコマンド

7.3 C:¥> ORADIM73 -DELETE -SID SID

8.0 C:¥> ORADIM80 -DELETE -SID SID

8.1 以上 C:¥> ORADIM -DELETE -SID SID
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たとえば、Oracle リリースがリリース 8.0.6 で SIDが ORCLの場合、次のコマンド
を入力します。

C:¥> ORADIM80 -DELETE -SID ORCL

Oracle リリースがリリース 8.1.7 で SIDが ORCLの場合、次のコマンドを入力しま
す。

C:¥> ORADIM -DELETE -SID ORCL

c. コマンド・プロンプトで、Oracle9i の新しいリリースの ORADIM コマンドを使用
して新しい Oracle9i データベース・サービスを作成します。

C:¥> ORADIM -NEW -SID SID -INTPWD PASSWORD -MAXUSERS USERS
     -STARTMODE AUTO -PFILE ORACLE_HOME¥DATABASE¥INITSID.ORA

この構文には次の変数が含まれます。

たとえば、SID が ORCL、PASSWORD が TWxy579、USERS の最大数が 10、
ORACLE_HOME ディレクトリが C:¥ORA92の場合、次のコマンドを入力します。

C:¥> ORADIM -NEW -SID ORCL -INTPWD TWxy579 -MAXUSERS 10
     -STARTMODE AUTO -PFILE C:¥ORA92¥DATABASE¥INITORCL.ORA

3. 以前の Oracle ホームから新しい Oracle9i の Oracle ホームへ構成ファイルをコピーしま
す。

a. UNIX プラットフォーム上でリリース 7.3.4 からアップグレードする場合は、変換
ファイルを Oracle7 の Oracle ホーム・ディレクトリから新しい Oracle9i の Oracle
ホーム・ディレクトリへ移動またはコピーします。ほとんどの UNIX プラット
フォームでは、変換ファイル convsid.dbf（sid は Oracle9i データベース名）は、
Oracle7 および Oracle9i 環境ともに $ORACLE_HOME/dbsに存在する必要がありま
す。

SID アップグレードするデータベースの SID と同じ SID 名。

PASSWORD 新しい Oracle9i リリース 2（9.2）のデータベース・インスタンス
のパスワード。SYSDBA権限で接続したユーザー用のパスワードで
す。-INTPWD オプションは必須ではありません。これを指定しな
い場合、オペレーティング・システムの認証が使用され、パスワー
ドは不要です。

USERS SYSDBA権限および SYSOPER権限を付与できるユーザーの最大
数。

ORACLE_HOME Oracle9i リリース 2（9.2）の Oracle ホーム・ディレクトリ。
-PFILE オプションを使用して、（Oracle ホーム・ディレクトリのド
ライブを含む）フルパス名を指定する必要があります。
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Windows オペレーティング・システムでは、変換ファイル convert.oraは、
Oracle9i 環境の %ORACLE_HOME%¥rdbmsに存在する必要があります。ただし、移
行ユーティリティによってこのディレクトリの中に自動的に配置されるので、移動
する必要はありません。

b. パラメータ・ファイルが古い環境の Oracle ホームに存在する場合は、新しい
Oracle ホームへコピーします。デフォルトでは、Oracle はパラメータ・ファイルを
UNIX プラットフォームの場合は $ORACLE_HOME/dbsで、Windows オペレー
ティング・システムの場合は %ORACLE_HOME%¥databaseで検索します。パラ
メータ・ファイルは任意の場所に格納できます。ただし、Oracle9i の新しいリリー
スへアップグレードした後は、古い環境の Oracle ホームには格納できません。

c. パラメータ・ファイルが IFILE（インクルード・ファイル）エントリを含み、
IFILEエントリ内に指定されたファイルが古い環境の Oracle ホームに存在する場
合、IFILEエントリで指定されているファイルを新しい Oracle ホームへコピーし
ます。IFILEエントリ内に指定されたファイルには、追加の初期化パラメータがあ
ります。

d. 古い環境の Oracle ホームに存在するパスワード・ファイルがある場合は、そのパ
スワード・ファイルを Oracle9i の Oracle ホームに移動またはコピーします。

パスワード・ファイルの名前と位置は、オペレーティング・システムによって異な
ります。UNIX プラットフォームでは、デフォルトのパスワード・ファイルは
$ORACLE_HOME/dbs/orapwsidです。Windows オペレーティング・システムで
は、デフォルトのパスワード・ファイルは
%ORACLE_HOME%¥database¥pwdsid.oraです。両方の場合とも、sidは Oracle
インスタンスの ID です。

e. クラスタ・データベースをアップグレードしている場合で、initdb_name.ora
ファイルが古い環境の Oracle ホームに存在する場合、initdb_name.oraファイ
ルを新しい Oracle ホームに移動またはコピーします。

4. 次の手順を実行して、Oracle9i の新しいリリースで使用するパラメータ・ファイルを調
整します。

a. 廃止された初期化パラメータを削除して、非推奨の初期化パラメータを調整しま
す。特定の初期化パラメータは、Oracle9i の新しいリリースでは廃止されていま
す。廃止されたパラメータを、Oracle9i リリース 2（9.2）インスタンスを起動する
パラメータ・ファイルからすべて削除します。廃止されたパラメータは、Oracle9i
の新しいリリースではエラーの原因となります。また、Oracle9i の新しいリリース
で構文が変更されているパラメータを変更することも必要です。非推奨の初期化パ
ラメータまたは廃止された初期化パラメータのリストは、付録 A「初期化パラメー
タおよびデータ・ディクショナリの変更」を参照してください。

注意注意注意注意 : クラスタ・データベースをアップグレードしている場合は、この
クラスタ・データベースがインスタンスを構成しているすべてのノードで
この手順を実行してください。
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また、クラスタ・データベースをアップグレードしている場合、廃止されたクラス
タ・データベースの初期化パラメータの詳細は、『Oracle9i Real Application 
Clusters セットアップおよび構成』を参照してください。

b. SHARED_POOL_SIZE初期化パラメータが、48MB 以上に設定されていることを確
認します。

c. PGA_AGGREGATE_TARGET初期化パラメータが、24MB 以上に設定されていること
を確認します。

d. LARGE_POOL_SIZE初期化パラメータが、8MB 以上に設定されていることを確認
します。

e. COMPATIBLE初期化パラメータが、Oracle9i の新しいリリース用に正しく設定され
ていることを確認します。COMPATIBLEが 8.1.0未満に設定されている場合、後
述の手順 11 に従ってリリース 2（9.2）データベースを起動すると、次のエラーが
発生します。

ORA-00401: パラメータcompatibleの値はこのリリースではサポートされません。

アップグレードするデータベースのリリースに応じて、次の手順で COMPATIBLE
を設定します。

f. DB_DOMAIN初期化パラメータが正しく設定されていることを確認します。

リリースリリースリリースリリース COMPATIBLE に設定に設定に設定に設定

7.3.4

8.0.6

パラメータ・ファイルから COMPATIBLEを削除するか、または

COMPATIBLEに 8.1.0を設定します。

8.1.7 COMPATIBLEが 8.0.xに設定されている場合は、パラメータ・ファイ

ルから COMPATIBLEを削除するか、または COMPATIBLEに 8.1.0を

設定します。

COMPATIBLEが 8.1.xに設定されている場合は、設定を変更する必要

はありません。

9.0.1 1 つ以上の自動セグメント領域管理表領域がデータベースに存在する場

合、COMPATIBLEに 9.0.1.3を設定します。その他の場合は、設定を

変更する必要はありません。

参照参照参照参照 : この初期化パラメータの設定方法の詳細は、A-8 ページの
「DB_DOMAIN パラメータ」を参照してください。
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g. Windows オペレーティング・システムで、RDBMS80 またはその他の環境変数を指
す BACKGROUND_DUMP_DESTおよび USER_DUMP_DEST初期化パラメータを、次
のディレクトリを指すように変更します。

この設定では、ORACLE_BASEは Oracle ベースのフルパスに、DB_NAMEはデータ
ベース名に置き換えます。

h. パラメータ・ファイルのすべてのパス名が完全に指定されていることを確認しま
す。パラメータ・ファイルには相対パス名を使用しないでください。

i. パラメータ・ファイルに IFILEエントリがある場合、パラメータ・ファイルの
IFILEエントリを変更して、手順 3 の c で指定したインクルード・ファイルの新し
い場所を指定するようにします。次に、手順 a ～ h でパラメータ・ファイルを編集
したときと同じ方法で、IFILEエントリに指定されているファイルを編集します。

j. クラスタ・データベースをアップグレードしている場合は、パラメータ・ファイル
を変更したときと同じ方法で initdb_name.oraファイルを変更します。

これらの調整後、変更したすべてのファイルを保存します。

5. アップグレード中に、次の初期化パラメータを調整します。アップグレードが完了した
後、これらのパラメータをアップグレード前の設定に戻す必要があります。

a. 廃止された初期化パラメータを削除して、非推奨の初期化パラメータを調整しま
す。

b. パスワード・ファイルを使用している場合は、パラメータ・ファイルの
REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEを NONEに設定します。

c. クラスタ・データベースをアップグレードしている場合は、CLUSTER_DATABASE
初期化パラメータを falseに設定します。アップグレードが完了した後、この初
期化パラメータの設定を trueに戻す必要があります。

d. NLS_LENGTH_SEMANTICS初期化パラメータが CHARに設定されている場合は、
BYTEに設定します。アップグレードが完了した後、この初期化パラメータの設定
を CHARに戻す必要があります。

初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ 設定設定設定設定

BACKGROUND_DUMP_DEST %ORACLE_BASE%¥oradata¥DB_NAME

USER_DUMP_DEST %ORACLE_BASE%¥oradata¥DB_NAME¥archive

注意注意注意注意 : クラスタ・データベースをアップグレードしている場合は、この
クラスタ・データベースがインスタンスを構成しているすべてのノードで
この手順を実行してください。
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6. ご使用のオペレーティング・システムが UNIX の場合、次の環境変数が、新しい
Oracle9i リリース 2（9.2）のディレクトリを指定していることを確認します。

� ORACLE_HOME

� PATH

� ORA_NLS33

� LD_LIBRARY_PATH

リリース 7.3.4 からアップグレードしているときに ORACLE_HOMEが Oracle7 の実行可
能ファイルを指している場合、アップグレード処理の後半で ALTER DATABASE 
CONVERT文を発行すると、次のエラーが表示されます。

ORA-00223: 変換ファイルが無効またはバージョンが正しくありません。

7. 新しいリリースの Oracle ホーム・ディレクトリの所有者としてシステムにログインし
ます。

8. システム・プロンプトで、ORACLE_HOME/rdbms/adminディレクトリへ移動します。

9. SQL*Plus を起動します。

10. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

11. アップグレードしているデータベースがリリース 8.0.6 以上の場合、次のコマンドを実
行してデータベースを起動します。

SQL> STARTUP MIGRATE

PFILEオプションを使用して、初期化パラメータ・ファイルの場所を指定する必要があ
る場合があります。

廃止された初期化パラメータをリストするエラー・メッセージが表示される場合があり
ます。その場合、廃止された初期化パラメータを記録し、通常のアップグレードを継続
します。次にデータベースを停止するときに、廃止された初期化パラメータを削除しま
す。

注意注意注意注意 : クラスタ・データベースをアップグレードしている場合は、この
クラスタ・データベースがインスタンスを構成しているすべてのノードで
この手順を実行してください。

参照参照参照参照 : ご使用のオペレーティング・システムでのその他の重要な環境変
数の設定は、オペレーティング・システム固有の Oracle9i インストレー
ション・ガイドを参照してください。
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12. アップグレードしているデータベースがリリース 7.3.4 の場合、次の手順を実行して
データベースを起動します。

a. 新しい Oracle9i データベースをマウントせずに、Oracle9i データベースのインスタ
ンスを起動します。

SQL> STARTUP RESTRICT NOMOUNT

PFILEオプションを使用して、初期化パラメータ・ファイルの場所を指定する必要
がある場合があります。

廃止された初期化パラメータをリストするエラー・メッセージが表示される場合が
あります。その場合、廃止された初期化パラメータを記録し、通常のアップグレー
ドを継続します。次にデータベースを停止するときに、廃止された初期化パラメー
タを削除します。

b. Oracle9i データベースの新しい制御ファイルを作成し、すべてのオンライン表領域
のファイル・ヘッダーを Oracle9i 形式に変換します。そのためには、次のコマンド
を発行します。

SQL> ALTER DATABASE CONVERT;

この文の実行が成功すると、このデータベースを Oracle7 に戻せなくなります。た
だし、必要に応じてバックアップから Oracle7 データベースをリストアすることは
できます。

この手順でエラーが発生した場合は、エラーの原因となっている状態を解決し、移
行ユーティリティを再実行してください。そうでない場合は、移行ユーティリティ
を実行した後に実行したバックアップをリストアします。

c. 次の文で Oracle9i データベースをオープンします。

SQL> ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS MIGRATE;

Oracle9i データベースがオープンされると、オンライン状態のロールバック・セグ
メントもすべて新しい Oracle9i 形式に変換されます。

注意注意注意注意 : データベースのインスタンスを他のモードで起動すると、その
データベースを破損する可能性があります。

参照参照参照参照 : この手順で発生するエラーと問題解決のために実行する処置の詳
細は、D-27 ページの「ALTER DATABASE CONVERT 文における問題」
を参照してください。
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この文を発行したときエラーが発生した場合は、始めから移行処理をやりなおし、
移行ユーティリティ実行後にデータベースを Oracle7 環境でオープンしていないこ
とを確認してください。この章の最初から開始します。ただし、第 2 章で説明した
移行前の手順を完了していることを確認してください。

13. 成功したかどうかを後で確認するために、結果をログ・ファイルにスプールするように
システムを設定します。

SQL> SPOOL upgrade.log

14. uold_release.sqlを実行します。ここで、old_releaseはアップグレード前にイ
ンストールしたリリースを指します。表 3-2 を参照して、適切なスクリプトを選択して
ください。各スクリプトで、Old Release 列に指定されたリリースからの直接のアップ
グレードが行えます。Old Release はアップグレード元のリリースです。

スクリプトを実行するには、次のように入力します。

SQL> @uold_release.sql

スクリプトを実行する場合、次のガイドラインに従ってください。

� 新しい Oracle9i リリース 2（9.2）のインストールで提供されるスクリプトを使用す
る必要があります。

� 新しい Oracle9i リリース 2（9.2）の環境でスクリプトを実行する必要があります。

� アップグレードが複数のリリースにわたる場合でも、1 つのスクリプトのみを実行
する必要があります。たとえば、古いリリースが 8.1.7 であった場合、
u0801070.sqlのみを実行します。

表表表表 3-2 アップグレード・スクリプトアップグレード・スクリプトアップグレード・スクリプトアップグレード・スクリプト

リリースリリースリリースリリース 実行スクリプト実行スクリプト実行スクリプト実行スクリプト

7.3.4 u0703040.sql

8.0.6 u0800060.sql

8.1.7 u0801070.sql

9.0.1 u0900010.sql

参照参照参照参照 : アップグレードの前にインストールしたリリースが表 3-2 に示さ
れていない場合は、2-2 ページの「新しいリリースへのアップグレード・
パスの決定」を参照してください。
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実行するスクリプトは、一定のディクショナリ表を作成および変更します。また、新し
いリリース 2（9.2）に付属する catalog.sqlおよび catproc.sqlスクリプトを実行
します。これらのスクリプトは、システム・カタログ・ビューおよび PL/SQL の使用に
必要なすべてのパッケージを作成します。

次のコンポーネントは、uold_release.sqlスクリプトを実行するとアップグレード
されます。

� Oracle9i Catalog Views

� Oracle9i Packages and Types

15. コンポーネント・レジストリの内容を表示して、アップグレードする必要があるコン
ポーネントを確認します。

SQL> SELECT comp_name, version, status
         FROM dba_registry;

次に、問合せを発行したときに表示される出力例を示します。

COMP_NAME                      VERSION          STATUS
------------------------------ ---------------- -----------
Oracle9i Catalog Views         9.2.0.1.0        VALID
Oracle9i Packages and Types    9.2.0.1.0        VALID
JServer JAVA Virtual Machine   9.0.1            LOADED
Java Packages                  9.0.1            LOADED
Oracle XDK for Java            9.0.1            LOADED
Oracle Text                    9.0.1            LOADED
Oracle Workspace Manager       9.0.1.0.0        LOADED
Oracle interMedia              9.0.0.0.0        LOADED
Oracle Spatial                 9.0.0.0.0 BETA   LOADED
Ultrasearch                    9.0.1.0.0        LOADED
OLAP Catalog                   9.0.1.0.0        LOADED

11 rows selected.

16. cmpdbmig.sqlスクリプトを実行して、SYSDBA権限での接続中にアップグレードでき
るコンポーネントをアップグレードします。

SQL> @cmpdbmig.sql

次のコンポーネントは、cmpdbmig.sqlスクリプトを実行するとアップグレードされ
ます。

� Oracle JVM

� Oracle9i Java Packages

� Oracle XDK for Java

� Messaging Gateway
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� Oracle9i Real Application Clusters

� Oracle Workspace Manager

� Oracle Data Mining

� OLAP Catalog

� OLAP Analytic Workspace

� Oracle Label Security

17. コンポーネント・レジストリの内容を表示して、アップグレードされたコンポーネント
を確認します。

SQL> SELECT comp_name, version, status
         FROM dba_registry;

次に、問合せを発行したときに表示される出力例を示します。

COMP_NAME                      VERSION         STATUS
------------------------------ --------------- -----------
Oracle9i Catalog Views         9.2.0.1.0       VALID
Oracle9i Packages and Types    9.2.0.1.0       VALID
JServer JAVA Virtual Machine   9.2.0.1.0       VALID
Oracle9i Java Packages         9.2.0.1.0       VALID
Oracle XDK for Java            9.2.0.2.0       UPGRADED
Oracle Text                    9.0.1           LOADED
Oracle Workspace Manager       9.2.0.1.0       VALID
Oracle interMedia              9.0.0.0.0       LOADED
Oracle Spatial                 9.0.0.0.0 BETA  LOADED
Ultrasearch                    9.0.1.0.0       LOADED
OLAP Catalog                   9.2.0.1.0       VALID
OLAP Analytic Workspace        9.2.0.1.0       LOADED

12 rows selected.

18. スクリプト結果のログ・ファイルへのスプーリングをオフにします。

SQL> SPOOL OFF

次に、スプール・ファイルを確認して、すべてのパッケージおよびプロシージャのコン
パイルが成功したかどうかを検証します。手順 13 で、スプール・ファイル名を
upgrade.logとしました。このファイルで見つけた問題を処理し、必要に応じて適切
なアップグレード・スクリプトを再実行します。必要に応じて、この章で説明されてい
るスクリプトのいずれかを実行できます。
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19. インスタンスを停止して再起動し、通常の操作用にシステム・パラメータを再初期化し
ます。再起動によって、Oracle JVM およびその他のコンポーネント用のリリース 2

（9.2）の初期化も実行されます。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

この正常な停止によって、すべてのキャッシュがフラッシュされ、バッファが消去され
て、その他の内部的な不整合が解消されます。これらの手段は、新規にアップグレード
した Oracle9i データベースの整合性との一貫性を保証するための重要な最終ステップで
す。

また、手順 11 でデータベースを起動したときに、廃止された初期化パラメータをリス
トしたメッセージが表示された場合、ここで初期化パラメータ・ファイルから廃止され
た初期化パラメータを削除します。

20. 以前のデータベースに存在した残りのすべてのコンポーネントをアップグレードしま
す。3-26 ページの「特定のコンポーネントのアップグレード」を参照してください。

次のコンポーネントには、個別のアップグレード手順が必要です。

� Oracle Text

� Oracle Ultra Search

� Oracle Spatial

� Oracle interMedia

� Oracle Visual Information Retrieval

21. utlrp.sqlを実行して、残りのすべての PL/SQL モジュールおよび Java コードを再コ
ンパイルします。

SQL> @utlrp.sql

予測されるすべてのパッケージおよびクラスが有効であることを確認します。

SQL> SELECT count(*) FROM dba_objects WHERE status=’INVALID’;
SQL> SELECT destinct object_name FROM dba_objects WHERE status=’INVALID’;

すべてのコンポーネントが有効で、リリース 2（9.2）にアップグレードされていること
を確認します。

SQL> SELECT comp_name, version, status
         FROM dba_registry;

これで、ご使用のデータベースが新しい Oracle9i リリース 2（9.2）へアップグレードされま
した。第 4 章「データベースのアップグレード後の作業」に示す手順を実行します。
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特定のコンポーネントのアップグレード特定のコンポーネントのアップグレード特定のコンポーネントのアップグレード特定のコンポーネントのアップグレード
Oracle データベース・サーバーのいくつかのコンポーネントには、データベースの通常の
アップグレードとは異なるアップグレードが必要です。次の項に示す処理を実行して、自動
的にアップグレードされなかったコンポーネントをアップグレードします。

Oracle Spatial のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
Oracle システムに Oracle Spatial がインストールされている場合、Oracle Spatial をリリース
2（9.2）へアップグレードする方法については、『Oracle Spatial ユーザーズ・ガイドおよび
リファレンス』を参照してください。

Oracle interMedia のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
Oracle interMedia のアップグレード方法については、UNIX プラットフォームでは
$ORACLE_HOME/ord/im/admin/README.txtを、Windows プラットフォームでは
%ORACLE_HOME%¥ord¥im¥admin¥README.txtを参照してください。

Oracle Visual Information Retrieval のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
Oracle Visual Information Retrieval のアップグレード方法については、UNIX プラット
フォームでは $ORACLE_HOME/ord/vir/admin/README.txtを、Windows プラット
フォームでは %ORACLE_HOME%¥ord¥vir¥admin¥README.txtを参照してください。

Oracle Text のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
Oracle システムに Oracle Text がインストールされている場合は、次の手順を実行します。

1. 新しいリリースの Oracle ホーム・ディレクトリの所有者としてシステムにログインし
ます。

2. システム・プロンプトで、ORACLE_HOME/ctx/adminディレクトリへ移動します。

注意注意注意注意 : 古い Oracle ソフトウェアを保持している場合は、古いソフトウェ
アを使用してアップグレードしたデータベースを起動しないでください。
新しい Oracle9i リリース 2（9.2）のインストール・ディレクトリにある実
行可能ファイルでのみ、データベースを起動してください。また、古い
Oracle 環境を削除する前に、Oracle 環境のデータ・ファイルをすべて新し
い Oracle9i 環境に再配置してください。データ・ファイルの再配置の詳細
は、『Oracle9i データベース管理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : この章の前半の指示に従ってデータベースをアップグレードした
後、次に示す処理を実行します。
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3. SQL*Plus を起動します。

4. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

5. インスタンスが実行されている場合は、SHUTDOWN IMMEDIATEを使用してインスタン
スを停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

6. RESTRICTモードでインスタンスを起動します。

SQL> STARTUP RESTRICT

PFILEオプションを使用して、初期化パラメータ・ファイルの場所を指定する必要があ
る場合があります。

7. 成功したかどうかを後で確認するために、結果をログ・ファイルにスプールするように
システムを設定します。

SQL> SPOOL text_upgrade.log

8. リリース 8.1.7 からアップグレードする場合は、次の手順を実行します。リリース 1
（9.0.1）からアップグレードする場合は、手順 9 へ進みます。

a. s0900010.sqlを実行します。

SQL> @s0900010.sql

このスクリプトは、データベースに必要な新しい権限をユーザー CTXSYSに付与し
ます。

b. ユーザー CTXSYSとしてデータベース・インスタンスに接続します。

c. u0900010.sqlを実行します。

SQL> @u0900010.sql

d. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

9. リリース 8.1.7 またはリリース 1（9.0.1）からアップグレードする場合は、次の手順を実
行します。

a. s0902000.sqlを実行します。

SQL> @s0902000.sql

このスクリプトは、データベースに必要な新しい権限をユーザー CTXSYSに付与し
ます。

b. ユーザー CTXSYSとしてデータベース・インスタンスに接続します。
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c. u0902000.sqlを実行します。

SQL> @u0902000.sql

このスクリプトは、CTXSYSスキーマをリリース 2（9.2）にアップグレードしま
す。

d. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

10. 無効になった CTXSYSオブジェクトを調べて、必要に応じて再コンパイルします。

11. スクリプト結果のログ・ファイルへのスプーリングをオフにします。

SQL> SPOOL OFF

次に、スプール・ファイルを確認して、すべてのパッケージおよびプロシージャのコン
パイルが成功したかどうかを検証します。手順 7 で、スプール・ファイル名を
text_upgrade.logとしました。このファイルで見つけた問題を処理し、必要に応じ
て適切なアップグレード・スクリプトを再実行します。

12. インスタンスを停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

13. SQL*Plus を終了します。

これで、Oracle Text は新しいリリースへアップグレードされました。

Oracle Ultra Search のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
Oracle システムに Oracle Ultra Search がインストールされている場合、Oracle Ultra Search
をリリース 2（9.2）へアップグレードする方法については、Oracle Ultra Search のオンライ
ン・ドキュメントを参照してください。

手動でのアップグレードのトラブルシューティング手動でのアップグレードのトラブルシューティング手動でのアップグレードのトラブルシューティング手動でのアップグレードのトラブルシューティング
通常、次の 3 つのリソースは、新しい Oracle リリース用に増やす必要があります。

� SYSTEM 表領域

� 共有メモリー

� ロールバック・セグメント

アップグレード実行中にこれらのリソースの 1 つが不足した場合、リソースの割当てを増や
し、適切なアップグレード・スクリプトを再実行します。
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SYSTEM 表領域表領域表領域表領域
通常、SYSTEM 表領域のサイズが不十分な場合、アップグレード中に次のいずれかのメッ
セージが表示されます。

ORA-01650: ロールバック・セグメントstringを拡張できません（string分、表領域string）。
ORA-01651: ロールバック・セグメントを拡張できません（string分、表領域string）。
ORA-01652: 一時セグメントを拡張できません（string分、表領域string）。
ORA-01653: 表string.stringを拡張できません（string分、表領域string）。
ORA-01654: 索引string.stringを拡張できません（string分、表領域string）。
ORA-01655: クラスタstring.stringを拡張できません（string分、表領域string）。

共有メモリー共有メモリー共有メモリー共有メモリー
データベースに Oracle JVM がインストールされている場合は、特に大きい共有メモリーの
プール・サイズが必要です。増やす必要がある共有メモリーの初期化パラメータが、エ
ラー・メッセージに示されます。

ORA-04031: 共有メモリーのstringバイトを割当てできません
（"string","string","string","string"）

共有メモリーの初期化パラメータの詳細は、『Oracle9i データベース・リファレンス』を参
照してください。

パブリック・ロールバック・セグメントパブリック・ロールバック・セグメントパブリック・ロールバック・セグメントパブリック・ロールバック・セグメント
ロールバック・セグメントを使用している場合、アップグレード・スクリプトの実行中は、
1 つの大きい（70MB の）パブリック・ロールバック・セグメントをオンラインにする必要
があります。小さいパブリック・ロールバック・セグメントは、アップグレード中はオフラ
インにする必要があります。通常、ロールバック・セグメントのサイズが不十分な場合は、
次のエラーが表示されます。

ORA-01562： ロールバック・セグメント番号stringの拡張に失敗しました
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データベースのアップグレード後の作業データベースのアップグレード後の作業データベースのアップグレード後の作業データベースのアップグレード後の作業

この章では、データベースのアップグレード後に行う手順について説明します。この章で
は、次の項目について説明します。

� データベースのアップグレード後に行う作業

� リリース 8.1.7 以下のデータベースのアップグレード後のみに行う作業

� リリース 8.0.6 以下のデータベースのアップグレード後のみに行う作業

� リリース 7.3.4 のデータベースのアップグレード後のみに行う作業

� データベースのテストと結果の比較

� 現行リリースのワード・サイズの変更
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データベースのアップグレード後に行う作業データベースのアップグレード後に行う作業データベースのアップグレード後に行う作業データベースのアップグレード後に行う作業
データベースをアップグレードした後、次の作業を行います。

データベースのバックアップデータベースのバックアップデータベースのバックアップデータベースのバックアップ
必ず本番データベースの完全なバックアップを作成してください。このバックアップは、
データ・ファイル、制御ファイル、オンライン REDO ログ・ファイル、パラメータ・ファ
イル、新しいデータベース内のオブジェクトを作成するための SQL スクリプトなどをすべ
て含む完全なバックアップである必要があります。ホット・バックアップは完全なリカバリ
能力を提供できないため、完全なバックアップを作成するには全データベース・エクスポー
トまたはコールド・バックアップが必要です。後続の手順で、データベースに悪い影響が出
るような場合は、必要に応じて、このバックアップを使用して、この時点まで戻すことがで
きます。

オラクル社が提供するアカウント用のパスワードの変更オラクル社が提供するアカウント用のパスワードの変更オラクル社が提供するアカウント用のパスワードの変更オラクル社が提供するアカウント用のパスワードの変更
アップグレード元のリリースによっては、新しいアカウントが提供されている場合がありま
す。オラクル社が提供するすべてのアカウント（SYSおよび SYSTEMを除く）をロックし
て、パスワードを期限切れにし、アカウントのロックを解除する際には、新しいパスワード
を指定することをお薦めします。

次の SQL 文を発行して、すべてのアカウントの状態を確認できます。

SQL> SELECT username, account_status
         FROM dba_users
         ORDER BY username;

次の SQL 文を発行して、パスワードをロックまたは期限切れにします。

SQL> ALTER USER username PASSWORD EXPIRE ACCOUNT LOCK;

Standard Edition からからからから Enterprise Edition へのアップグレードへのアップグレードへのアップグレードへのアップグレード
Oracle の Standard Edition を Enterprise Edition にアップグレードする場合は、次の手順を
実行します。

1. Standard Edition サーバー・ソフトウェアと Enterprise Edition サーバー・ソフトウェア
のリリース番号が同じかどうかを確認します。

たとえば、Standard Edition サーバー・ソフトウェアがリリース 9.2.0.1.0 の場合、
Enterprise Edition サーバー・ソフトウェアもリリース 9.2.0.1.0 にアップグレードする必
要があります。

参照参照参照参照 : データベースのバックアップの詳細は、『Oracle9i ユーザー管理
バックアップおよびリカバリ・ガイド』を参照してください。
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2. データベースを停止します。

3. オペレーティング・システムが Windows の場合、OracleServiceSID（SIDはインス
タンス名）を含むすべての Oracle サービスを停止します。

4. Standard Edition サーバー・ソフトウェアを削除します。

5. Oracle Universal Installer を使用して、Enterprise Edition サーバー・ソフトウェアをイ
ンストールします。

削除された Standard Edition で使用されていたのと同じ Oracle ホームを選択します。
インストール中は、必ず Enterprise Edition を選択します。プロンプトが表示されたら、

「Database Configuration」画面から「Software Only」を選択します。

6. データベースを起動します。

これで、ご使用のデータベースが Enterprise Edition へアップグレードされました。

Oracle Managed Files（（（（OMF）の移行）の移行）の移行）の移行
リリース 9.0.1.2.0 より前のリリースの Oracle9i からアップグレードする場合、Oracle 
Managed Files （OMF）を移行する必要があります。リリース 9.0.1.2.0 より前のリリースの
Oracle9i では、非 OMF ファイルが誤って OMF とみなされる場合があります。これによっ
て、データベースにデータ・ファイル、制御ファイルまたはログ・ファイルを追加する場合
に、次のエラーが発生します（string には文字列が入ります）。

ORA-01276: ファイルstringは追加できません。ファイルにOracle Managed Filesのファイル名が

あります。

また、表領域または REDO ログを削除すると、表領域または REDO ログに対応付けられた
オペレーティング・システム・ファイルが誤って削除されることもあります。

リリース 9.0.1.2.0 以上では、Windows および UNIX オペレーティング・システム上の
Oracle Managed Files のファイル名の書式が変更されています。以前のリリースの Oracle9i
で作成された OMF ファイルは、OMF ファイル名の新しい書式に準拠するように名前が変更
されないかぎり、OMF ファイルとして認識されません。

以前のリリースの Oracle9i では、ベース・ファイル名が次の書式に準拠しているファイルは
OMF とみなされていました。

� 接頭辞 ora_

� 拡張子 .dbf、.tmp、.logまたは .ctl
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リリース 9.0.1.2.0 以上では、ベース・ファイル名が次の書式に準拠しているファイルは
OMF とみなされます。

� 接頭辞 o1_mf_

� 拡張子 .dbf、.tmp、.logまたは .ctl

� 拡張子の直前のアンダースコア（_）

古い OMF データ・ファイル、一時ファイルおよびログ・ファイルは、ファイル・システム
および制御ファイル内で名前を変更することによって移行できます。次の手順を実行しま
す。

1. 次の SQL 文を発行して、OMF ファイルを検索します。

SQL> SELECT name FROM v$datafile;
SQL> SELECT name FROM v$tempfile;
SQL> SELECT member FROM v$logfile;

2. インスタンスを停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

3. ファイル・システムのファイル名を変更します。

� ora_を o1_mf_に変更します。

� 拡張子の前に _を追加します。

たとえば、ora_tbs1_2ixfh90q.dbfという名前のファイルの場合、新しい名前
は o1_mf_tbs1_2ixfh90q_.dbfになります。

4. データベースをマウントします。

5. 制御ファイルのファイル名を変更します。次に例を示します。

SQL> ALTER DATABASE RENAME FILE ’old_filename' TO 'new_omf_filename';

6. データベースをオープンします。

OMF 制御ファイルは、ファイル・システムおよび CONTROL_FILES初期化パラメータで名
前を変更することによって移行できます。次の手順を実行します。

1. CONTROL_FILES初期化パラメータを確認して、OMF ファイルを検索します。

2. インスタンスを停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE
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3. ファイル・システムのファイル名を変更します。

� ora_を o1_mf_に変更します。

� 拡張子の前に _を追加します。

たとえば、ora_cmr7t90p.ctlという名前のファイルの場合、新しい名前は
o1_mf_cmr7t90p_.ctlになります。

4. 新しい名前を参照するように CONTROL_FILES初期化パラメータを変更します。

5. データベースをマウントし、オープンします。

Oracle OLAP のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
この項では、Oracle OLAP をアップグレードする方法について説明します。

リリースリリースリリースリリース 8.1.7 以上のリリースからのアップグレード以上のリリースからのアップグレード以上のリリースからのアップグレード以上のリリースからのアップグレード
Oracle OLAP では、SQL を介して分析作業領域へアクセスできます。COMPATIBLE初期化
パラメータが 8.1.6以上に設定されている場合、標準のアップグレード手順でこの機能を
使用できます。追加手順は必要ありません。

Oracle OLAP では、OLAP API（Java インタフェース）および OLAP Catalog Metadata も
提供されます。COMPATIBLEが 8.1.6以上の場合にこれらの機能を組み込むには、次の手
順を実行します。

1. 標準のアップグレード手順を実行します。

2. COMPATIBLEを 9.2.0に設定します。

3. データベースを再起動します。

4. 次のスクリプトを実行します。

ORACLE_HOME/olap/admin/olapapi.sql

5. リリース 1（9.0.1）より前のリリースからアップグレードする場合は、次の追加手順を
実行して、固有の表領域に OLAP Catalog Metadata を作成します。

a. 次のような文を実行して、表領域を作成します。任意の有効な表領域名およびデー
タベース・ファイル名を指定できます。

CREATE TABLESPACE OLAPCAT LOGGING
    DATAFILE 'ORACLE_HOME/rdbms/dbs/olap01.dbf'
    SIZE 20M REUSE AUTOEXTEND ON NEXT 640K
    MAXSIZE UNLIMITED EXTENT MANAGEMENT LOCAL
    SEGMENT SPACE MANAGEMENT AUTO;
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b. 作成した表領域の名前およびデータベースの一時表領域を指定して、次のスクリプ
トを実行します。この例の場合、名前は OLAPCATおよび TEMPです。

ORACLE_HOME/cwmlite/admin/oneinstl.sql OLAPCAT TEMP

リリースリリースリリースリリース 8.0.6 より前のリリースからのアップグレードより前のリリースからのアップグレードより前のリリースからのアップグレードより前のリリースからのアップグレード
OLAP API および OLAP Catalog Metadata を使用せずに、SQL を介して分析作業領域にア
クセスのみする場合、次の手順を実行します。

1. 標準のアップグレード手順を実行します。

2. COMPATIBLEを 8.1.6以上に設定します。

3. データベースを再起動します。

4. 次のスクリプトを実行します。

ORACLE_HOME/olap/admin/olapaw.sql

SQL を介した分析作業領域へのアクセスに加えて、OLAP API および OLAP Catalog 
Metadata のサポートが必要な場合は、次の手順を実行します。

1. 標準のアップグレード手順を実行します。

2. COMPATIBLEを 9.2.0に設定します。

3. データベースを再起動します。

4. 次のスクリプトを実行します。

ORACLE_HOME/olap/admin/olap.sql

5. 次のような文を実行して、表領域を作成します。任意の有効な表領域名およびデータ
ベース・ファイル名を指定できます。

CREATE TABLESPACE OLAPCAT LOGGING
    DATAFILE 'ORACLE_HOME/rdbms/dbs/olap01.dbf'
    SIZE 20M REUSE AUTOEXTEND ON NEXT 640K
    MAXSIZE UNLIMITED EXTENT MANAGEMENT LOCAL
    SEGMENT SPACE MANAGEMENT AUTO;

6. 作成した表領域の名前およびデータベースの一時表領域を指定して、次のスクリプトを
実行します。この例の場合、名前は OLAPCATおよび TEMPです。

ORACLE_HOME/cwmlite/admin/oneinstl.sql OLAPCAT TEMP
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サーバー・パラメータ・ファイルへの初期化パラメータ・ファイルの移行サーバー・パラメータ・ファイルへの初期化パラメータ・ファイルの移行サーバー・パラメータ・ファイルへの初期化パラメータ・ファイルの移行サーバー・パラメータ・ファイルへの初期化パラメータ・ファイルの移行
初期化パラメータ・ファイルを使用している場合は、次の手順でサーバー・パラメータ・
ファイルへ移行します。

1. 初期化パラメータ・ファイルがクライアント・マシンにある場合は、クライアント・マ
シンからサーバー・マシンへ転送します。

2. CREATE SPFILE文を使用して、サーバー・パラメータ・ファイルを作成します。この
文は、初期化パラメータ・ファイルを読み込み、サーバー・パラメータ・ファイルを作
成します。CREATE SPFILE文を発行するために、データベースを起動する必要はあり
ません。

3. 新しく作成されたサーバー・パラメータ・ファイルを使用して、インスタンスを起動し
ます。

LONG からからからから LOB への表の移行への表の移行への表の移行への表の移行
LOBデータ型（BFILE、BLOB、CLOBおよび NCLOB）には、LONGデータ型以上のメリット
があります。LONGデータ型と LOBデータ型の違いの詳細は、『Oracle9i データベース概要』
を参照してください。

Oracle9i では、ALTER TABLE文を使用して、LONG列のデータ型を CLOBに、LONG RAW
列のデータ型を BLOBに変更できます。

注意注意注意注意 : Oracle9i Real Application Clusters を使用している場合は、インス
タンス固有のすべての初期化パラメータ・ファイルを、単一の初期化パラ
メータ・ファイルに結合する必要があります。インスタンス固有の初期化
パラメータ・ファイルの結合方法およびクラスタ・データベース用のサー
バー・パラメータ・ファイルの使用方法については、次のマニュアルを参
照してください。

� 『Oracle9i Real Application Clusters セットアップおよび構成』

� 『Oracle9i Real Application Clusters 管理』

参照参照参照参照 :

� サーバー・パラメータ・ファイルの作成の詳細は、『Oracle9i データ
ベース管理者ガイド』を参照してください。

� CREATE SPFILE文の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』を参照
してください。
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次の例では、long_tab表の long_colという LONG列が、CLOBデータ型に変更されま
す。

SQL> ALTER TABLE Long_tab MODIFY ( long_col CLOB );

LONG列を LOB へ変換するメソッドを使用した後も、表に対するすべての制約およびトリ
ガーは使用可能です。ただし、表のすべての列で、ドメイン索引およびファンクション索引
を含むすべての索引が使用不可となるため、ALTER INDEX ... REBUILD文を使用してす
べての索引を再構築する必要があります。また、LONG列上のドメイン索引は、LONG列を
LOB に変更する前に削除する必要があります。

listener.ora ファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更ファイルの変更
次のいずれかに該当する場合のみ、listener.oraファイルを変更する必要があります。

� Database Upgrade Assistant を使用しないで、データベースをアップグレードした場合。

� データベースのアップグレードに Database Upgrade Assistant を使用したが、
listener.oraファイルが自動的に更新されるように選択しなかった場合。

これらのいずれにも該当しない場合は、この項は省略してください。これらのいずれかに該
当する場合は、listener.oraファイルを変更する必要があります。

スタンバイ・データベースのアップグレードスタンバイ・データベースのアップグレードスタンバイ・データベースのアップグレードスタンバイ・データベースのアップグレード
この項では、1 つ以上のスタンバイ・データベースを含む構成に対して、現行リリースの
Oracle から Oracle9i の新しいリリースへアップグレードする方法について示します。

アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備アップグレードの準備
複数のスタンバイ・データベースが存在する場合、アップグレードする各スタンバイ・デー
タベースに対して、この項の手順を繰り返します。

1. ロギングなしの操作が実行されているかどうかを確認します。ロギングなしの操作が実
行されている場合、スタンバイを更新する必要はありません。詳細は、『Oracle9i Data 
Guard 概要および管理』を参照してください。

2. 即時にオフラインになったためにリカバリが必要な表領域またはデータ・ファイルを記
録します。アップグレードする前に、表領域またはデータ・ファイルをリカバリして、
オンラインまたはオフラインにする必要があります。

参照参照参照参照 : LOB データを使用するためのアプリケーションの変更の詳細は、
『Oracle9i アプリケーション開発者ガイド - ラージ・オブジェクト』を参照
してください。

参照参照参照参照 : listener.oraファイルの変更の詳細は、B-11 ページの
「listener.ora」を参照してください。
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本番サイトのアップグレード本番サイトのアップグレード本番サイトのアップグレード本番サイトのアップグレード
本番サイトに Oracle9i の新しいリリースをインストールし、指示に従って本番データベース
をアップグレードします。

アップグレードする前に、パラメータ・ファイルに次の追加調整を行います。

� 本番データベースのパラメータ・ファイル内でのリモート・アーカイブがまだ使用可能
でない場合は、使用可能にしないでください。リモート・アーカイブが使用可能な場合
は、リモートの宛先を defer に設定します。

� スタンバイ・データベース上で実行されている管理リカバリを取り消します。

� リリース 8.1.7 以前のリリースからアップグレードする場合で、Oracle Parallel Fail Safe
を実行している場合は、PARALLEL_SERVER初期化パラメータをコメントアウトし、本
番サイトで CLUSTER_DATABASE = trueを設定します。

アップグレードする前に、すべてのアーカイブ REDO ログがスタンバイに適用されている
ことを確認します。

アップグレードが完了した後、ログ・ファイルを切り替え、最後のログに残っているすべて
の REDO をアーカイブします。

SQL> ALTER SYSTEM SWITCH LOGFILE;

アップグレードからのアーカイブ・ログを、本番サイトのプライマリ・アーカイブ先から、
スタンバイ・ホストのスタンバイ・アーカイブ先へ手動で転送します。

スタンバイ・データベースおよびリスナーを停止します。

スタンバイ・データベースを起動して、マウントします。

スタンバイ・データベースを管理リカバリ・モードにします。SUGGESTION プロンプトで、
AUTO を入力し、アップグレード処理中に生成されたすべてのアーカイブ・ログを適用しま
す。

スタンバイ・データベースが、スタンバイ・ホストへ転送された最後のログまでリカバリさ
れていることを確認します。本番とスタンバイ間のアーカイブ・ログの差異を解消します。

スタンバイ宛先を defer から enable へ変更することによって、プライマリ・サイト上のリ
モート・アーカイブを再度使用可能にします。

スタンバイをリカバリ状態にします。

新機能の適宜追加新機能の適宜追加新機能の適宜追加新機能の適宜追加
『Oracle9i データベース新機能』では、Oracle9i の新しいリリースで使用可能な多くの新機
能について説明しています。どの新機能がデータベースおよびアプリケーションに有効かを
判断して、これらの機能を使用する計画を立ててください。
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新しい Oracle9i データベースを使用するためにすぐに変更する必要はありません。データ
ベースおよびそれに対応するアプリケーションに、これらの拡張機能を徐々に取り入れるこ
ともできます。

第 6 章「アプリケーションのアップグレード」では、Oracle9i の新機能を利用するためにア
プリケーションを拡張する方法について説明します。ただし、Oracle9i の新機能を実装する
前にアプリケーションをテストし、アップグレードしたデータベース上でそれらを正常に動
作させる必要があります。

必要な新しい管理手順の作成必要な新しい管理手順の作成必要な新しい管理手順の作成必要な新しい管理手順の作成
Oracle9i の新機能をよく理解したうえで、データベース管理用のスクリプトおよび手順を再
確認し、変更が必要かどうかを判断します。

それぞれのアプリケーションに必要な変更を、データベースにも行う必要があります。たと
えば、データベースで整合性制約を使用可能にした場合、アプリケーションでのこのデータ
整合機能のいくつかを取り除けます。

新しいリリース用のパラメータ・ファイルの調整新しいリリース用のパラメータ・ファイルの調整新しいリリース用のパラメータ・ファイルの調整新しいリリース用のパラメータ・ファイルの調整
Oracle の新しいリリースごとに新しい初期化パラメータが導入され、いくつかの初期化パラ
メータが使用不可または廃止されます。ご使用のシステムに有効な新しい初期化パラメータ
を使用するために、これらの変更に対してパラメータ・ファイルを調整する必要がありま
す。

COMPATIBLE初期化パラメータは、ご使用のデータベースの互換レベルを制御します。
COMPATIBLE初期化パラメータを、新しいデータベースに必要な互換レベルに基づいて設定
します。

参照参照参照参照 :

� Oracle9i リリース 2（9.2）の新しい初期化パラメータのリストおよび
各パラメータの詳細は、『Oracle9i データベース・リファレンス』を
参照してください。

� リリース 2（9.2）で廃止された初期化パラメータおよび使用不可にさ
れた初期化パラメータのリストは、付録 A「初期化パラメータおよび
データ・ディクショナリの変更」を参照してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、5-6 ページの「COMPATIBLE 初期化パラメータの設定」
を参照してください。
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リリースリリースリリースリリース 8.1.7 以下のデータベースのアップグレード後のみに以下のデータベースのアップグレード後のみに以下のデータベースのアップグレード後のみに以下のデータベースのアップグレード後のみに
行う作業行う作業行う作業行う作業

データベースをリリース 8.1.7 以下のリリースからアップグレードした場合のみ、次の追加
作業を行います。リリース 1（9.0.1）からアップグレードする場合は、これらの作業は必要
ありません。

ユーザーのユーザーのユーザーのユーザーの NCHAR 列のアップグレード列のアップグレード列のアップグレード列のアップグレード
Oracle8 および Oracle8i からアップグレードしたデータベースに NCHAR列を持つユーザー表
が含まれている場合は、Oracle9i で使用する前に NCHAR列をアップグレードする必要があ
ります。

次の手順で、古い書式の NCHAR列およびキャラクタ・セットを Oracle9i の新しい書式に変
換します。また、古い各国語キャラクタ・セットが UTF8 の場合は、Oracle9i でも UTF8 の
まま残ります。ただし、以前のリリースの各国語キャラクタ・セットが UTF8 でなかった場
合は、AL16UTF16 へ変換されます。

デフォルトでアップグレードに選択された各国語キャラクタ・セットを上書きできます。つ
まり、Oracle8 の UTF8 各国語キャラクタ・セットを Oracle9i の AL16UTF16 各国語キャラ
クタ・セットに、また、Oracle8 の UTF8 以外の各国語キャラクタ・セットを Oracle9i の
UTF8 各国語キャラクタ・セットに変換できます。

この項の手順を実行するまで、Oracle9i で NCHAR列を使用すると、次のエラーが発生しま
す。

ORA-12714: 無効な各国語キャラクタ・セットが指定されました。

NCHAR列を持つユーザー表をアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. Oracle ホーム・ディレクトリの所有者としてシステムにログインします。

2. システム・プロンプトで、ORACLE_HOME/rdbms/adminディレクトリへ移動します。

3. SQL*Plus を起動します。

4. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

注意注意注意注意 : NCHAR 列をアップグレードすると、すべての NCHAR 列を削除
するまで Oracle の以前のリリースへはダウングレードできません。
データベースのアップグレード後の作業 4-11



リリース 8.1.7 以下のデータベースのアップグレード後のみに行う作業
5. インスタンスが実行されている場合は、SHUTDOWN IMMEDIATEを使用してインスタン
スを停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

6. RESTRICTモードでインスタンスを起動します。

SQL> STARTUP RESTRICT

PFILEオプションを使用して、初期化パラメータ・ファイルの場所を指定する必要があ
る場合があります。

7. utlnchar.sqlを実行します。

SQL> @utlnchar.sql

デフォルトでアップグレードに選択された各国語キャラクタ・セットを上書きするに
は、n_switch.sqlを実行します。

SQL> @n_switch.sql

8. インスタンスを停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

9. SQL*Plus を終了します。

SQL NCHAR 列のダウングレード列のダウングレード列のダウングレード列のダウングレード
SQL NCHAR 列（NCHAR、NVARCHAR2 および NCLOB）を Oracle9i にアップグレード
すると、すべての SQL NCHAR 列を削除するまで、以前のリリースへはダウングレードで
きません。Oracle8 および Oracle8i の SQL NCHAR データをリカバリする必要がある場合
は、以前のリリースのバックアップからデータを再度インポートする必要があります。

Server Manager ラインモード・スクリプトのラインモード・スクリプトのラインモード・スクリプトのラインモード・スクリプトの SQL*Plus への移行への移行への移行への移行
Oracle9i では、Server Manager は使用できません。Server Manager ラインモードを使用し
て SQL スクリプトを実行する場合は、SQL スクリプトを変更して SQL*Plus と互換性を持つ
ようにする必要があります。SQL*Plus で作業をするための Server Manager ラインモード・
スクリプトの変更の詳細は、付録 C「Server Manager から SQL*Plus への移行」を参照して
ください。
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リリース 8.0.6 以下のデータベースのアップグレード後のみに行う作業
リリースリリースリリースリリース 8.0.6 以下のデータベースのアップグレード後のみに以下のデータベースのアップグレード後のみに以下のデータベースのアップグレード後のみに以下のデータベースのアップグレード後のみに
行う作業行う作業行う作業行う作業

データベースをリリース 8.0.6 以下のリリースからアップグレードした場合のみ、次の追加
作業を行います。リリース 8.1.7 以上のリリースからアップグレードする場合は、これらの
作業は必要ありません。

パラレル実行での問題の回避パラレル実行での問題の回避パラレル実行での問題の回避パラレル実行での問題の回避
Oracle8i 以上では、パラレル実行のメッセージ・バッファはラージ・プールから割り当てら
れます。以前のリリースでは、共有プールから割り当てられていました。この変更により発
生する問題を避けるために、初期化パラメータ・ファイルの次のパラメータを調整する必要
があります。

� SHARED_POOL_SIZE

� LARGE_POOL_SIZE

Windows オペレーティング・システムでのファイル名の正規化オペレーティング・システムでのファイル名の正規化オペレーティング・システムでのファイル名の正規化オペレーティング・システムでのファイル名の正規化
Oracle を Windows オペレーティング・システムで実行している場合のみ、ファイル名の正
規化が必要です。UNIX プラットフォームでは、これらの手順を実行する必要はありませ
ん。

制御ファイルおよびリカバリ・カタログは、データベースが必要とする次のようなファイル
にアクセスするためにファイル名を格納しています。

� データ・ファイル

� 制御ファイル

� Oracle が使用するオンラインおよびアーカイブ REDO ログ

� Recovery Manager が使用するデータ・ファイルのコピーおよびディスク上のバック
アップ・ピース

Windows オペレーティング・システムで実行しているリリース 8.1.6 より前のリリースで
は、ファイル名の正規化メカニズムの不具合によって、異なる 2 つのファイル名が同じ物理
ファイルを参照することができました。このため、たとえば、Oracle はファイルのフルパス
名を制御ファイルに記録しない場合があります。つまり、Oracle は、
c:¥oracle¥oradata¥dbfile1.dbfではなく dbfile1.dbfのみを記録する場合があり
ます。この場合、c:¥oracle¥oradata¥dbfile1.dbfを変更する後続の文で、Oracle は
このファイルを dbfile1.dbfとは異なるファイルであると認識します。

参照参照参照参照 : これらのパラメータの調整については、A-8 ページの「ラージ・
プールから割り当てられたパラレル実行」を参照してください。
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リリース 8.0.6 以下のデータベースのアップグレード後のみに行う作業
同様にこの動作によって、既存のファイルを参照する SQL 文および Recovery Manager のコ
マンドは入力されたとおりに指定されるか、または認識されません。既存のファイルを参照
する SQL 文には、ALTER DATABASE RENAME FILE文などがあります。

リリース 8.1.6 以上では、このファイル名の正規化メカニズムの不具合が修正されています。
ただし、制御ファイルおよびリカバリ・カタログの既存のファイル名は、新しいファイル名
の正規化メカニズムで正規化する必要があります。

これらのファイル名を正規化するには、次の手順を行います。

1. SQL*Plus を使用して、SYSDBA権限を持つユーザーとしてデータベースに接続します。

2. SHUTDOWN NORMALまたは SHUTDOWN IMMEDIATEを使用して、データベースを停止
します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

3. 制御ファイルのオペレーティング・システム・バックアップを作成します。

4. STARTUP MOUNTを実行して、データベースをオープンせずにマウントします。

SQL> STARTUP MOUNT

5. DBMS_BACKUP_RESTORE.RENORMALIZEALLFILENAMESプロシージャを実行して、制
御ファイルのファイル名を正規化します。

SQL> EXECUTE DBMS_BACKUP_RESTORE.RENORMALIZEALLFILENAMES;

6. DBMS_BACKUP_RESTORE.RENORMALIZEALLFILENAMESプロシージャが正常に終了し
たら、データベースをオープンします。

SQL> ALTER DATABASE OPEN;

7. SQL*Plus を終了します。

注意注意注意注意 : リリース 8.1.6 より前の Oracle リリースでは、次の手順は行わな
いでください。

参照参照参照参照 : オペレーティング・システム・バックアップの詳細は、『Oracle9i
ユーザー管理バックアップおよびリカバリ・ガイド』を参照してくださ
い。
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リリース 8.0.6 以下のデータベースのアップグレード後のみに行う作業
8. Recovery Manager にログインして、ターゲット・データベースおよびリカバリ・カタ
ログに接続します。

たとえば、ターゲット・データベースのネットワーク・サービス名が TGT_DBで、リカ
バリ・カタログ・データベースのネットワーク・サービス名が CAT_DBの場合、適切な
スキーマ名およびパスワードで次のように入力します。

rman target sys/password@tgt_db catalog rcat_schema/rcat_password@cat_db 

9. RENORMALIZE CATALOGコマンドを発行して、このターゲット・データベースのリカ
バリ・カタログのファイル名を正規化します。

RMAN> renormalize catalog;

10. このリカバリ・カタログに登録されたリリース 8.1.6 以上の各ターゲット・データベー
スで、手順 8 ～ 9 を繰り返します。

これで、ファイル名が正規化されました。

使用禁止のファンクション索引の再構築使用禁止のファンクション索引の再構築使用禁止のファンクション索引の再構築使用禁止のファンクション索引の再構築
アップグレード中に、一部のファンクション索引が使用禁止になることがあります。これら
の索引を検索するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT owner, index_name, funcidx_status 
   FROM dba_indexes WHERE funcidx_status = 'DISABLED';

リストされた使用禁止のファンクション索引を再構築します。

注意注意注意注意 : RENORMALIZE CATALOGコマンドは Recovery Manager 構文の一
部ではないため、『Oracle9i Recovery Manager ユーザーズ・ガイド』には
記述されていません。このコマンドは、Windows プラットフォームのリ
リース 8.1.6 より前のリリースから移行またはアップグレードされたデー
タベースのみで使用されるものです。

注意注意注意注意 : 前述のファイル名を正規化する手順を行う前に作成したバック
アップから Point-in-Time リカバリのために制御ファイルをリストアする
必要がある場合は、最初にバックアップ制御ファイルをリストアし、次に
手順 1 ～ 7 を実行し、最後にリカバリを実行します。
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リリース 8.0.6 以下のデータベースのアップグレード後のみに行う作業
マテリアライズド・ビューのアップグレードマテリアライズド・ビューのアップグレードマテリアライズド・ビューのアップグレードマテリアライズド・ビューのアップグレード

リリース 8.0 からアップグレードされたマテリアライズド・ビュー、またはリリース 8.0
データベースからインポートされたマテリアライズド・ビューでは、リリース 8.1 以上で利
用できる新しいサマリー管理機能を使用できません。これらの新しい機能を使用する場合
は、アップグレードされたマテリアライズド・ビューおよびリリース 8.0 からインポートさ
れたマテリアライズド・ビューのそれぞれに次の手順を実行します。

1. QUERY REWRITE 権限をマテリアライズド・ビューの所有者に付与します。ローカル
のマテリアライズド・ビューのみでクエリー・リライトができます。

マテリアライズド・ビューが、所有者のスキーマ以外のスキーマ・オブジェクトを参照
する場合、GRANT GLOBAL QUERY REWRITE文を発行する必要があります。

2. アップグレードするマテリアライズド・ビューに ALTER MATERIALIZED VIEW ... 
ENABLE QUERY REWRITE文を発行します。

たとえば、SSORDERSという名前のマテリアライズド・ビューには、次の文を発行しま
す。

ALTER MATERIALIZED VIEW ssorders ENABLE QUERY REWRITE;

また、マテリアライズド・ビューに対して ENABLE QUERY REWRITEを発行しなかった場
合、マテリアライズド・ビューに対して ALTER MATERIALIZED VIEW ... COMPILE文
を発行するまで、DBMS_MVIEW.REFRESHプロシージャの ATOMIC=FALSEオプションは無
効になります。たとえば、SSCUSTという名前のマテリアライズド・ビューには、次の文を
発行します。

ALTER MATERIALIZED VIEW sscust COMPILE;

マテリアライズド・ビューに ALTER MATERIALIZED VIEW ... ENABLE QUERY 
REWRITE文など、別の ALTER MATERIALIZED VIEW文を発行した場合は、この文を発行
する必要はありません。

キュー表のアップグレードキュー表のアップグレードキュー表のアップグレードキュー表のアップグレード
既存のキュー表をアップグレードした場合のみ、次のリリース 8.1 以上の AQ 拡張機能が利
用できます。

� 伝播されたメッセージのためのオリジナル・メッセージ ID 列の追加

� 送信者の ID 列の追加

� キューおよびシステム・レベル権限

注意注意注意注意 : スナップショットとマテリアライズド・ビューは同義語です。
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リリース 8.0.6 以下のデータベースのアップグレード後のみに行う作業
� ルール・ベースのサブスクリプション

� リリース 8.0 の VARRAY に格納された履歴管理情報の個別の記憶域

既存のキュー表をアップグレードするには、DBMS_AQADM.MIGRATE_QUEUE_TABLEプロ
シージャを実行して、オプションに 8.1 を指定します。たとえば、ユーザー scottが所有す
る tb_queueというキュー表の場合は、次のコマンドを発行します。

EXECUTE dbms_aqadm.migrate_queue_table (
    queue_table => ’scott.tb_queue’,
    compatible => ’8.1’);

リリース 8.1 以上と互換性のある新しいキュー表を作成するには、キュー表の所有者として
接続し、DBMS_AQADM.CREATE_QUEUE_TABLEプロシージャを実行し、次の例のように
COMPATIBLEオプションに 8.1 を指定します。

EXECUTE dbms_aqadm.create_queue_table(
    queue_table => ’scott.tkaqqtpeqt’, 
    queue_payload_type =>’message’, 
    sort_list => ’priority,enq_time’, 
    multiple_consumers => true, 
    comment => ’Creating queue with priority and enq_time sort order’, 
    compatible => ’8.1’); 

リカバリ・カタログのアップグレードリカバリ・カタログのアップグレードリカバリ・カタログのアップグレードリカバリ・カタログのアップグレード
アップグレードされたデータベースのリカバリ・カタログ・スキーマが、アップグレードし
たデータベースとは別のデータベースに存在する場合があります。Recovery Manager 実行
可能ファイルをリリース 8.1 へアップグレードした場合は、リカバリ・カタログもリリース
8.1 へアップグレードする必要があります。

また、単一のリカバリ・カタログによって管理される異なるリリースの複数のデータベース
がある場合は、特定の Recovery Manager リリースとリカバリ・カタログ・リリース間での
互換性の問題を考慮する必要があります。たとえば、Recovery Manager のリリース 8.1.3 と
8.1.4 は、リリース 8.1.5 以上のリカバリ・カタログにアクセスできません。したがって、こ
の場合は、リリース 8.1.5 以上へのリカバリ・カタログによって管理されるデータベースの
すべてをアップグレードする必要があります。Recovery Manager とリカバリ・カタログの
互換性の詳細は、5-41 ページの「Recovery Manager」を参照してください。

注意注意注意注意 : キュー表をアップグレードし、新しいリリース 8.1 互換キュー表を
作成するには、COMPATIBLE初期化パラメータを 8.1.0 以上に設定する必
要があります。
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リリース 8.0.6 以下のデータベースのアップグレード後のみに行う作業
リカバリ・カタログを手動でアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. Recovery Manager にログインして、リカバリ・カタログに接続します。

たとえば、RCAT/RCAT がリカバリ・カタログの所有者のユーザー名およびパスワード
で、RECDB がネットワーク・サービス名の場合、次のように入力します。

rman rcvcat rcat/rcat@recdb 

Recovery Manager のリリース 8.1 を使用して古いリカバリ・カタログへ最初に接続する
ときは、メッセージ RMAN-06186 が表示されます。これは、リカバリ・カタログを
アップグレードする必要があることを表します。

2. UPGRADE CATALOG コマンドを使用して、リカバリ・カタログを最新のリリースへ
アップグレードします。Recovery Manager によって、カタログ・アップグレードの確
認のためにコマンドを 2 回入力するように指示されます。アップグレード中にエラーが
発生した場合は、Recovery Manager ログ内に表示されます。

次に、リリース 8.0.4 からリカバリ・カタログをアップグレードするセッションのログ
を示します。

Recovery Manager: Release 8.1.5.0.0 

RMAN-06008: リカバリ・カタログ・データベースに接続されました。

RMAN-06186: PL/SQLパッケージrcat.DBMS_RCVCATバージョン8.0.4（RCVCATデータベース内）
が古すぎます。

database is too old 

RMAN> upgrade catalog 

RMAN-06435: リカバリ・カタログの所有者はrcatです。
RMAN-06442: UPGRADE CATALOGコマンドを再入力して、カタログのアップグレードを確認してくだ

さい。

RMAN> upgrade catalog 

RMAN-06408: リカバリ・カタログがバージョン8.1.5にアップグレードしました。

DBMS_STATS パッケージで作成された統計表のアップグレードパッケージで作成された統計表のアップグレードパッケージで作成された統計表のアップグレードパッケージで作成された統計表のアップグレード
DBMS_STATS.CREATE_STAT_TABLE プロシージャを使用して統計表を作成した場合、次の
プロシージャを実行してこれらの表をアップグレードします。

EXECUTE DBMS_STATS.UPGRADE_STAT_TABLE('scott', 'stat_table'); 

ここで、SCOTT は統計表の所有者で、STAT_TABLE は統計表の名前です。各統計表にこの
プロシージャを実行します。
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リリース 7.3.4 のデータベースのアップグレード後のみに行う作業
リリースリリースリリースリリース 7.3.4 のデータベースのアップグレード後のみに行うのデータベースのアップグレード後のみに行うのデータベースのアップグレード後のみに行うのデータベースのアップグレード後のみに行う
作業作業作業作業

データベースをリリース 7.3.4 からアップグレードした場合のみ、次の作業を行います。
データベースをリリース 8.0.6 以上のリリースからアップグレードした場合は、これらの作
業は必要ありません。

使用不可となったビットマップ索引の再構築使用不可となったビットマップ索引の再構築使用不可となったビットマップ索引の再構築使用不可となったビットマップ索引の再構築
アップグレード中に、一部のビットマップ索引が使用不可になることがあります。これらの
索引を検索するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT index_name, index_type, table_owner, status
    FROM dba_indexes
        WHERE index_type = 'BITMAP'
        AND status = 'UNUSABLE';

リストされた使用不可のビットマップ索引を再構築します。

パーティション・ビューからパーティション表への移行パーティション・ビューからパーティション表への移行パーティション・ビューからパーティション表への移行パーティション・ビューからパーティション表への移行
Oracle9i の新しいアプリケーションでのパーティション・ビューの使用はお薦めしません。
また、既存のパーティション・ビューはパーティション表へ変換する必要があります。
ALTER TABLE文の EXCHANGE PARTITIONオプションを使用して、Oracle7 データベース
用に作成されたパーティション・ビューをパーティション表へ変換できます。

無効な日付制約のチェック無効な日付制約のチェック無効な日付制約のチェック無効な日付制約のチェック
無効な日付制約は、無効な日付操作を含みます。無効な日付操作は、日付の中の世紀を暗黙
的に想定するものであり、西暦 2000 年問題が発生します。utlconst.sqlスクリプトは、
データベース内のすべての CHECK 制約で実行されるもので、無効な日付操作を組み込んで
いる制約を無効とマークします。このスクリプトは、最後にすべての無効な制約を選択しま
す。Oracle7 では、年号桁が 2 桁の日付定数を持つ制約を作成できます。ただし、Oracle8 以
上では、CHECK 制約の日付定数に 4 桁の年号がない場合、エラーを戻します。

参照参照参照参照 : ビットマップ索引の使用方法の詳細は、『Oracle9i データベース・
パフォーマンス・チューニング・ガイドおよびリファレンス』および

『Oracle9i データベース概要』を参照してください。

参照参照参照参照 : パーティション・ビューのパーティション表への変換方法の詳細
は、『Oracle9i データベース管理者ガイド』を参照してください。パー
ティション・ビューおよびパーティション表のバックグランド情報は、

『Oracle9i データベース概要』を参照してください。
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リリース 7.3.4 のデータベースのアップグレード後のみに行う作業
utlconst.sqlスクリプトを実行するには、次の手順を実行します。

1. システム・プロンプトで、ORACLE_HOME/rdbms/adminディレクトリへ移動します。

2. SQL*Plus を起動します。

3. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

4. 次のように入力します。

SQL> SPOOL utlresult.log
SQL> @utlconst.sql
SQL> SPOOL OFF

スクリプトを実行した後、utlresult.logログ・ファイルには、無効な日付制約を持つす
べての制約が入っています。

Oracle Net Services の新しいリリースへのアップグレード（オプション）の新しいリリースへのアップグレード（オプション）の新しいリリースへのアップグレード（オプション）の新しいリリースへのアップグレード（オプション）
Oracle Net Services の新しいリリースへの移行またはアップグレードは必須ではありませ
ん。ただし、Oracle Net Services には SQL*Net V2 に比べて非常に便利で、簡素化された構
成および拡張された機能があります。また、Oracle Net Services の新しいリリースは、次の
点で以前のリリースの Net8 および SQL*Net よりも優れています。

� サービス・ネーミングサービス・ネーミングサービス・ネーミングサービス・ネーミングによって、クライアントは特定のデータベースのインスタンスで
はなく、サービス名を使用して、全体としてサービスにアクセスできます。サービス・
ネーミングはサービス名を論理的に特定なインスタンス名と区別し、SID パラメータを
交換して、1 つのインスタンスが複数のサービスで利用できるようにします。個々のイ
ンスタンスも複数のサービスの一部になることができます。

� インスタンス登録インスタンス登録インスタンス登録インスタンス登録は、自動で行われます。インスタンスは起動時にそれ自体をリスナー
に登録します。以前のリリースでは、インスタンスの情報は手動で listener.ora
ファイルに設定されていました。

� フェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーは、自動で行われます。インスタンスが停止した場合は、クライアン
ト接続要求は自動的に別のリスナーへ送信されます。

� ロード・バランシングによって、リスナーへ接続を分散します。

注意注意注意注意 : utlconst.sqlスクリプトは無効な制約を修正せずに、使用禁止
にします。無効な制約を削除するか、必要な変更を加えた後に再作成する
必要があります。

参照参照参照参照 : Oracle Net Services のメリットの詳細は、『Oracle9i Net Services
管理者ガイド』を参照してください。Oracle Net Services の新しいリリー
スへの移行またはアップグレード方法の詳細は、付録 B「Oracle Net 
Services のアップグレードに関する考慮点」を参照してください。
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現行リリースのワード・サイズの変更
データベースのテストと結果の比較データベースのテストと結果の比較データベースのテストと結果の比較データベースのテストと結果の比較
2-9 ページの「テスト計画の作成」で作成したテスト計画を使用して、新しい Oracle9i デー
タベースをテストします。テスト結果を元のデータベースで得られたテスト結果と比較し、
同じ結果が得られているかまたは改善しているかを確認します。

一般的に、新しい Oracle9i データベースでのパフォーマンスは、以前のデータベースでのパ
フォーマンスより向上します。新しい Oracle9i データベースでデータベースのパフォーマン
スの低下が見られる場合は、初期化パラメータが正しく設定されているかを確認してくださ
い。初期化パラメータの設定が正しくない場合、パフォーマンスに影響することがありま
す。

アップグレードされたデータベースのチューニングアップグレードされたデータベースのチューニングアップグレードされたデータベースのチューニングアップグレードされたデータベースのチューニング
アップグレードしたデータベースのパフォーマンスを改善するには、データベースをチュー
ニングします。以前のデータベースおよびアプリケーションをチューニングするために行っ
た処理が原因で、アップグレードした Oracle9i データベースのパフォーマンスが低下するこ
とはありません。

現行リリースのワード・サイズの変更現行リリースのワード・サイズの変更現行リリースのワード・サイズの変更現行リリースのワード・サイズの変更
この項では、現行リリースのワード・サイズを変更する手順について説明します（32 ビッ
ト・ソフトウェアから 64 ビット・ソフトウェア、または 64 ビット・ソフトウェアから 32
ビット・ソフトウェア）。

現行リリースのワード・サイズを変更するには、次の手順を実行します。

1. SQL*Plus を起動します。

2. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

3. データベース上で、SHUTDOWN IMMEDIATEを実行します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

参照参照参照参照 : チューニングの詳細は、『Oracle9i データベース・パフォーマン
ス・チューニング・ガイドおよびリファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : ワード・サイズ変更の詳細は、1-10 ページの「ワード・サイズの
変更」を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle9i Real Application Clusters に対して、すべてのインスタン
スにこの文を発行します。また、CLUSTER_DATABASE初期化パラメータ
を falseに設定します。ワード・サイズの変更が完了した後、trueに戻
すことができます。
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4. データベースの完全なバックアップを実行します。

5. 現行リリースと切替え先のリリースに同じ Oracle ホームを使用している場合、Oracle 
Universal Installer を使用して現行リリースを削除します。異なる Oracle ホーム・ディ
レクトリを使用している場合は、現行リリースを削除する必要はありません。

6. 現在 32 ビットのリリースがインストールされている場合は、64 ビットのリリースをイ
ンストールします。または、現在 64 ビットのリリースがインストールされている場合
は、32 ビット・リリースをインストールします。

7. 構成ファイルを古い Oracle ホーム以外の場所へコピーします。

a. 使用するパラメータ・ファイルが古い環境の Oracle ホーム内に存在する場合、古
い環境の Oracle ホーム以外の場所へ移動またはコピーします。パラメータ・ファ
イルはどの場所にも置くことができます。ただし、新しいリリースへの切替え後
は、古い環境の Oracle ホーム内に置くことはできません。

b. パラメータ・ファイルが IFILE（インクルード・ファイル）エントリを含み、
IFILE内に指定されたファイルが古い環境の Oracle ホーム内に存在する場合、
IFILEエントリで指定されているファイルを古い環境の Oracle ホーム以外の場所
へコピーします。IFILEエントリ内に指定されたファイルは、追加の初期化パラ
メータを持っています。このファイルをコピーしたら、パラメータ・ファイルの
IFILEエントリを編集して新しい場所を指定します。

c. 古い Oracle ホーム内に存在するパスワード・ファイルがある場合、そのパスワー
ド・ファイルを新しい Oracle9i の Oracle ホームに移動またはコピーします。パス
ワード・ファイルの名前および位置は、オペレーティング・システムによって異な
ります。たとえば、UNIX プラットフォームでは、デフォルトのパスワード・ファ
イルは $ORACLE_HOME/dbs/orapwsidですが、Windows オペレーティング・シ
ステムでは、%ORACLE_HOME%¥database¥pwdsid.oraです。両方の場合とも、
sid は Oracle インスタンスの ID です。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle9i ユーザー管理バックアップおよびリカバリ・ガ
イド』を参照してください。

注意注意注意注意 : インストールおよび削除は、オペレーティング・システム固有の
作業です。インストールおよび削除の詳細は、オペレーティング・システ
ム固有の Oracle9i のインストレーション・ガイドおよびオペレーティン
グ・システムの Oracle9i の README ファイルを参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle9i Real Application Clusters に対して、すべてのノードでこ
の手順を実行します。また、ご使用の initdb_name.oraファイルが古
い環境の Oracle ホーム内に存在する場合、initdb_name.oraファイル
を古い環境の Oracle ホーム以外の場所へ移動またはコピーします。
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8. システム・プロンプトで、ORACLE_HOME/rdbms/adminディレクトリへ移動します。

9. SQL*Plus を起動します。

10. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

11. STARTUP MIGRATEを実行します。

SQL> STARTUP MIGRATE

PFILEオプションを使用して、初期化パラメータ・ファイルの場所を指定する必要があ
る場合があります。

12. 成功したかどうかを後で確認するために、結果をログ・ファイルにスプールするように
システムを設定します。

SQL> SPOOL wordsize.log

13. utlirp.sqlを実行します。

SQL> @utlirp.sql

utlirp.sqlスクリプトは新しいデータベースが必要な形式で既存の PL/SQL モ
ジュールを再コンパイルします。このスクリプトは、最初に特定のディクショナリ表を
変更します。次に、STANDARDパッケージおよび DBMS_STANDARDパッケージを再ロー
ドします。これは、PL/SQL を使用するために必要です。最後に、パッケージ、プロ
シージャ、型などのすべての PL/SQL モジュールを再コンパイルします。

14. スクリプト結果のログ・ファイルへのスプーリングをオフにします。

SQL> SPOOL OFF

次に、スプール・ファイルを確認して、すべてのパッケージおよびプロシージャのコン
パイルが成功したかどうかを検証します。手順 12 で、スプール・ファイル名を
wordsize.logとしました。このファイルで見つけた問題を処理します。

15. ALTER SYSTEM DISABLE RESTRICTED SESSIONを実行します。

SQL> ALTER SYSTEM DISABLE RESTRICTED SESSION;

これで、ご使用のデータベースのワード・サイズが変更されました。データベースをオープ
ンして通常どおり使用できます。
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互換性および相互運
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互換性および相互運用性互換性および相互運用性互換性および相互運用性互換性および相互運用性

この章では、Oracle の異なるリリース間で発生する可能性のある互換性の問題、および相互
運用性の問題について説明します。これらの違いは、一般的なデータベース管理および既存
のアプリケーションに影響する可能性があります。

この章では、次の項目について説明します。

� 互換性の概要

� COMPATIBLE 設定を必要とする機能

� 相互運用性の概要

� リリース 2（9.2）とリリース 1（9.0.1）間の互換性および相互運用性の問題

� リリース 2（9.2）と以前のリリース間の互換性および相互運用性の問題
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互換性の概要
互換性の概要互換性の概要互換性の概要互換性の概要
Oracle の新しいリリースにアップグレードする場合、特定の新機能によって、以前のリリー
スとの互換性がなくなることがあります。次の機能については、アップグレードした Oracle
データベースは以前のリリースと互換性がなくなります。

� 以前のリリースでは処理できないデータ形式をディスクに格納する新機能（データ・
ディクショナリの変更を含む）。

� 以前のリリースと新しいリリースを比較すると、異なる動作をする既存の機能。このよ
うな非互換性は言語的非互換性言語的非互換性言語的非互換性言語的非互換性として分類されます。

COMPATIBLE 初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ
Oracle では、COMPATIBLE初期化パラメータを使用して、データベースの互換性を制御で
きます。COMPATIBLE初期化パラメータがパラメータ・ファイルに設定されない場合、その
リリースで可能な最も低い値（すべての Oracle9i リリースでは 8.1.0）がデフォルトで設
定されます。COMPATIBLE初期化パラメータをより高い値に設定しないかぎり、ご使用の
データベースに互換性の問題が発生するような新機能は使用できません。

このデフォルトの動作には、次のようなメリットがあります。

� デフォルトによって前回のリリースとの互換性が維持されるため、ダウングレードしや
すくなります。

� 複数のデータベースを使用する環境で操作する場合、アップグレードされたデータベー
スは、アップグレードされていないデータベースとの互換性を保ちます。

ただし、デフォルト設定では、COMPATIBLE初期化パラメータを設定しない場合、新しいリ
リースの機能の多くが使用できません。

Oracle9i の新しいリリースのインストール中にインストールする製品に応じて、Oracle 
Universal Installer が COMPATIBLE初期化パラメータをより高い値（9.2.0など）に設定す
ることがあります。現行の COMPATIBLE初期化パラメータの設定が不明な場合、パラメー
タ・ファイルを確認してください。

図 5-1 に、リリース 8.0、リリース 8.1、リリース 1（9.0.1）およびリリース 2（9.2）の
COMPATIBLE初期化パラメータのデフォルトの設定およびその他の可能な設定を示します。

参照参照参照参照 : COMPATIBLE初期化パラメータを必要とする機能のリストは、5-9
ページの「COMPATIBLE 設定を必要とする機能」を参照してください。
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図図図図 5-1 COMPATIBLE 初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ

COMPATIBLE 初期化パラメータの役割初期化パラメータの役割初期化パラメータの役割初期化パラメータの役割
COMPATIBLE初期化パラメータは、次のように動作します。

� データベースの動作を制御します。たとえば、COMPATIBLE初期化パラメータを 8.1.6
に設定してリリース 2（9.2）のデータベースを実行する場合、リリース 2（9.2）のデー
タベースはリリース 8.1.6 と互換性のあるデータベース構造をディスクに生成します。
つまり、COMPATIBLE初期化パラメータの設定によって、新機能を使用可能または使用
禁止にできます。データベースと COMPATIBLE初期化パラメータに設定されたリリー
スとの間の互換性を損う新機能を使用しようとすると、エラーが戻ります。ただし、互
換性を損う変更をディスクに行わない新機能はすべて使用できます。

� データベースが、そのデータベースの COMPATIBLEの設定と互換性があることを確認し
ます。データベースがその設定と互換性がない場合、データベースは起動せず、エラー
を戻して終了します。この場合、COMPATIBLE初期化パラメータを、データベースに対
する適切な値に設定する必要があります。

リリース8.0

8.0.xにのみ設定可能�

リリース8.1

8.1.yまたは8.0.xに�
設定可能�

デフォルトは8.0.0 デフォルトは8.0.0

最小設定値: 8.0.0 最小設定値: 8.0.0

最大設定値: ご使用の�
現行リリース�

最大設定値: ご使用の�
現行リリース�

設定不可能な値:
• Oracle7以下のリリース
• 現行リリース以上の�
リリース（8.1.0以上を�
含む）�

設定不可能な値:
• Oracle7以下のリリース
• 現行リリース以上の�
リリース（9.0.0以上を�
含む）�

リリース1
（9.0.1）�

9.0.yまたは8.1.xに�
設定可能

デフォルトは8.1.0

最小設定値: 8.1.0

最大設定値: ご使用の�
現行リリース�

設定不可能な値:
• Oracle8以下のリリース
• 現行リリース以上の�
リリース（9.2.0以上を�
含む）�

リリース2
（9.2）�

9.2.z、9.0.yまたは8.1.xに�
設定可能

デフォルトは8.1.0

最小設定値: 8.1.0

最大設定値: ご使用の�
現行リリース�

設定不可能な値:
• Oracle8以下のリリース
• 現行リリース以上の�
リリース
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互換性の概要
図図図図 5-2 COMPATIBLE 設定によるデータベース構造設定によるデータベース構造設定によるデータベース構造設定によるデータベース構造

参照参照参照参照 : データベース構造の詳細は、『Oracle9i データベース概要』を参照
してください。

リリース1
（9.0.1）�

8.1.0 COMPATIBLE
設定�

リリース1
（9.0.1）�

9.0.0 COMPATIBLE
設定�

8.1.0データベース�
構造�

9.0.0データベース�
構造�

リリース2
（9.2）�

9.2.0 COMPATIBLE
設定�

9.2.0データベース�
構造�
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ダウングレードおよび互換性ダウングレードおよび互換性ダウングレードおよび互換性ダウングレードおよび互換性
新しいリリースへアップグレードすると、COMPATIBLE初期化パラメータを新しいリリース
と一致するように設定できます。これによって、新しいリリースのすべての機能を使用でき
ますが、前回のリリースにダウングレードすることがより難しく、または不可能になること
があります。ダウングレードする場合、ダウングレード先のリリースとの非互換性をすべて
削除する必要があります。その処理には時間と手間がかかります。

互換性のレベル互換性のレベル互換性のレベル互換性のレベル
データベースの互換性レベルは、COMPATIBLE初期化パラメータの値に対応します。たとえ
ば、COMPATIBLE初期化パラメータを 8.1.6に設定すると、データベースは 8.1.6 の互換性
レベルで実行されます。

現行の現行の現行の現行の COMPATIBLE 初期化パラメータ値の確認初期化パラメータ値の確認初期化パラメータ値の確認初期化パラメータ値の確認
現行の COMPATIBLE初期化パラメータ値を確認するには、次の SQL 文を発行します。

SQL> SELECT name, value, description FROM v$parameter
         WHERE name = 'compatible';

特定の機能の互換性レベルの確認特定の機能の互換性レベルの確認特定の機能の互換性レベルの確認特定の機能の互換性レベルの確認
特定の機能の互換性レベルを確認するには、次の SQL 文を発行します。

SQL> SELECT * FROM v$compatibility;

互換性レベルが 0.0.0.0.0の機能は現在使用されていません。

COMPATIBLE 初期化パラメータ設定のタイミング初期化パラメータ設定のタイミング初期化パラメータ設定のタイミング初期化パラメータ設定のタイミング
COMPATIBLE初期化パラメータは、アップグレードまたはダウングレード処理の特定の時点
で設定する必要があります。該当する章の手順に従い、設定を指示された場合のみ、
COMPATIBLE初期化パラメータを設定してください。

参照参照参照参照 : ダウングレードの詳細は、第 7 章「以前の Oracle リリースへの
データベースのダウングレード」を参照してください。

注意注意注意注意 : アップグレードまたはダウングレードが完了した後は、必要に応
じて COMPATIBLE初期化パラメータの設定を変更できます。
互換性および相互運用性 5-5



互換性の概要
COMPATIBLE 初期化パラメータの設定初期化パラメータの設定初期化パラメータの設定初期化パラメータの設定
次のいずれかの手順を実行して、COMPATIBLE初期化パラメータを設定します。

� COMPATIBLE初期化パラメータ値を増やす

� COMPATIBLE初期化パラメータ値を減らす

COMPATIBLE 初期化パラメータ値を増やす初期化パラメータ値を増やす初期化パラメータ値を増やす初期化パラメータ値を増やす
COMPATIBLE初期化パラメータ値を増やすには、次の手順を実行します。

1. COMPATIBLE初期化パラメータ値を増やす前に、データベースのバックアップを取りま
す（オプション）。

COMPATIBLE初期化パラメータ値を増やすことによって、データベースと Oracle の以
前のリリースとの間の互換性が失われることがあります。バックアップを取っておく
と、必要に応じて以前のリリースに戻すことができます。

2. サーバー・パラメータ・ファイルを使用している場合は、次の手順を実行します。

a. サーバー・パラメータ・ファイルを更新して、COMPATIBLE初期化パラメータの値
を設定または変更します。

たとえば、COMPATIBLE初期化パラメータを 9.2.0に設定するには、次の文を発
行します。

SQL> ALTER SYSTEM SET COMPATIBLE = ’9.2.0’ SCOPE=SPFILE;

b. インスタンスを停止し、再起動します。

3. 初期化パラメータ・ファイルを使用している場合は、次の手順を実行します。

a. インスタンスが実行している場合は、停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

b. 初期化パラメータ・ファイルを編集して、COMPATIBLE初期化パラメータの値を設
定または変更します。

たとえば、COMPATIBLE初期化パラメータを 9.2.0に設定するには、初期化パラ
メータ・ファイルに次のように入力します。

COMPATIBLE = 9.2.0

c. STARTUPを使用してインスタンスを起動します。

参照参照参照参照 : バックアップの詳細は、『Oracle9i バックアップおよびリカバリ概
要』を参照してください。
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互換性の概要
COMPATIBLE 初期化パラメータ値を減らす初期化パラメータ値を減らす初期化パラメータ値を減らす初期化パラメータ値を減らす
COMPATIBLE初期化パラメータ値を減らすには、次の手順を実行します。

1. データベースが COMPATIBLE初期化パラメータに設定する値のリリースと互換性があ
ることを確認します。

2. COMPATIBLE初期化パラメータに設定するリリースより高いリリースに追加された初期
化パラメータを使用している場合は、そのパラメータをご使用のパラメータ・ファイル
から削除します。

3. ALTER DATABASE RESET COMPATIBILITY文を発行します。

SQL> ALTER DATABASE RESET COMPATIBILITY;

4. サーバー・パラメータ・ファイルを使用している場合は、次の手順を実行します。

a. サーバー・パラメータ・ファイルを更新して、COMPATIBLE初期化パラメータの値
を設定または変更します。

たとえば、COMPATIBLE初期化パラメータを 9.0.0に設定するには、次の文を発
行します。

SQL> ALTER SYSTEM SET COMPATIBLE = ’9.0.0’ SCOPE=SPFILE;

b. インスタンスを停止し、再起動します。

5. 初期化パラメータ・ファイルを使用している場合は、次の手順を実行します。

a. インスタンスが実行している場合は、停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

参照参照参照参照 : 非互換性の削除の詳細は、7-2 ページの「非互換性の削除」を参照
してください。

参照参照参照参照 : Oracle9i の各リリースに追加された初期化パラメータのリストは、
『Oracle9i データベース・リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、5-8 ページの「ALTER DATABASE RESET 
COMPATIBILITY について」を参照してください。
互換性および相互運用性 5-7



互換性の概要
b. 初期化パラメータ・ファイルを編集して、COMPATIBLE初期化パラメータの値を設
定または変更します。

たとえば、COMPATIBLE初期化パラメータを 9.0.0に設定するには、初期化パラ
メータ・ファイルに次のように入力します。

COMPATIBLE = 9.0.0

c. STARTUPを使用してインスタンスを起動します。

ALTER DATABASE RESET COMPATIBILITY についてについてについてについて
データベースの互換性レベルを下げるには、ALTER DATABASE RESET COMPATIBILITY
文を使用します。UNDO 表領域などの一部の Oracle の機能は 9.0.0 以上の互換性レベルを必
要とします。COMPATIBLE初期化パラメータを 9.0.0 以上に設定して UNDO 表領域を作成
すると、その UNDO 表領域は、データベース内で互換性レベル 9.0.0 のオブジェクトになり
ます。

ALTER DATABASE RESET COMPATIBILITYは、考えられる最も低い互換性レベル
（Oracle9i のすべてのリリースで 8.1.0）とは互換性のないオブジェクトを作成する各機能を
調査します。特定の機能に対して互換性のないオブジェクトが存在しないことが確認される
と、その機能の互換性レベルは 0.0.0 に設定されます。これは、その機能が使用されていな
いことを意味します。ただし、特定の機能によって作成された互換性のないオブジェクトが
確認されると、その機能に対する互換性レベルは、その機能を使用可能にするために考えら
れる最も低い互換性レベルに設定されます。

たとえば、1 つ以上の UNDO 表領域が存在する場合、9.0.0 がその UNDO 表領域の機能を使
用可能にするための、考えられる最も低い互換性レベルであるため、UNDO 表領域の互換
性レベルは 9.0.0 に設定されます。ただし、ALTER DATABASE RESET COMPATIBILITYで
は、データベースの互換性レベルを上げることができないことに注意してください。9.0.0 以
上の互換性レベルを必要とするデータベース・オブジェクトを作成する前に、まず
COMPATIBLE初期化パラメータをより高い値（9.0.0 など）に設定する必要があります。

データベースをクローズし、COMPATIBLE初期化パラメータを低い値に変更してからデータ
ベースをオープンすると、Oracle は各機能の互換性レベルを調査します。COMPATIBLE初
期化パラメータの値より上の互換性レベルの機能がある場合、データベースはオープンでき
ず、互換性のない機能が存在することを示すエラー・メッセージを表示します。

ご使用のデータベースの非互換性をすべて削除しても、データベースを停止する前に ALTER 
DATABASE RESET COMPATIBILITY文を発行しないと、非互換性がないにもかかわらず、
データベースをオープンすることはできません。これは、各機能の互換性レベルの調査が、
データベース内の各オブジェクトに対して行われるわけではないためです。Oracle は、互換
性を持たないオブジェクトが、過去に作成されたことがあるという情報のみを記録してお
り、これらの機能の互換性レベルは、リセットされないかぎり、下がることはありません。
ALTER DATABASE RESET COMPATIBILITY文を実行すると、互換性を持たないオブジェ
クトが明示的に確認され、互換性を持たないオブジェクトがない場合、互換性レベルはリ
セットされます。
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COMPATIBLE 設定を必要とする機能
COMPATIBLE 設定を必要とする機能設定を必要とする機能設定を必要とする機能設定を必要とする機能
表 5-1 にリストされている機能を使用するには、COMPATIBLE初期化パラメータを指定され
た値に設定する必要があります。リストされている機能は、Oracle のすべての機能ではな
く、互換性レベルを必要とする機能のみです。一部の機能は互換性レベルを必要としませ
ん。

参照参照参照参照 :

� 次の項に示す機能の詳細、または Oracle9i リリース 2（9.2）のその他
の新機能の詳細は、『Oracle9i データベース新機能』を参照してくだ
さい。

� Oracle9i リリース 2（9.2）の新機能の一覧については、『Oracle9i 
Database Generic Documentation Master Index』を参照してくださ
い。

表表表表 5-1 COMPATIBLE の設定を必要とする機能の設定を必要とする機能の設定を必要とする機能の設定を必要とする機能

機能の識別子機能の識別子機能の識別子機能の識別子 互換性のレベル互換性のレベル互換性のレベル互換性のレベル 説明説明説明説明

DEFPART 9.2.0.0.0 リリース 2（9.2）のデフォルト・パーティション

� リスト・パーティション表のデフォルト・パーティション

MV92 9.2.0.0.0 リリース 2（9.2）のマテリアライズド・ビュー

PARTMCLS 9.2.0.0.0 リリース 2（9.2）のパーティション化メソッド

� レンジ・リスト・メソッドを使用した表のパーティション
化

KNL92 9.2.0.0.0 リリース 2（9.2）の Streams

SPTEMPL 9.2.0.0.0 リリース 2（9.2）のサブパーティション・テンプレート

� コンポジット・パーティション表のサブパーティション・
テンプレート

FGASYNPL 9.2.0.0.0 ファイングレイン・セキュリティ・シノニム・ポリシー

HSC 9.2.0.0.0 ヒープ・セグメント・ブロック圧縮

LOB_RET 9.2.0.0.0 LOBリテンション

� LOB列に格納されたリテンション

LMST 9.2.0.0.0 ローカル管理 SYSTEM表領域

COLLOCT 9.2.0.0.0 表内の順序付けされたコレクション

� 表に格納された、順序付けされたコレクション
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COMPATIBLE 設定を必要とする機能
PGTMGDLB 9.2.0.0.0 LOB を含む、自動セグメント領域で管理される表領域

� 自動セグメント領域で管理される表領域の LOB列

RLENG 9.2.0.0.0 ルール・エンジン

SYNUDC 9.2.0.0.0 型シノニム・コンストラクタまたはユーザー定義コンストラク
タ

XMLSBSTR 9.2.0.0.0 XMLSchema ベースの XMLType 記憶域

PGTMGDTS 9.0.1.3.0 自動セグメント領域で管理される表領域

MV90 9.0.0.0.0 リリース 1（9.0）のマテリアライズド・ビュー

PARTM82 9.0.0.0.0 リリース 1（9.0）のパーティション化メソッド

� リスト・メソッドを使用した表のパーティション化

APPROLE 9.0.0.0.0 アプリケーション・ロール

LGMR_B 9.0.0.0.0 LogMiner の基本情報

CPTLEN 9.0.0.0.0 コード・ポイントの長さ

EXTTAB 9.0.0.0.0 外部表の作成

WRDIR 9.0.0.0.0 ディレクトリの書込み権限

DOMINDEA 9.0.0.0.0 埋込みユーザー定義型のドメイン索引

DOMINIOT 9.0.0.0.0 索引構成表のドメイン索引

DOMINDRM 9.0.0.0.0 行移動を伴うドメイン索引

EJTYPE 9.0.0.0.0 外部 Java 型

APPFGA 9.0.0.0.0 ファイングレイン監査

LGMR_F 9.0.0.0.0 LogMiner の完全な情報

FDOMIND 9.0.0.0.0 ファンクション・ドメイン索引

HASHPIOT 9.0.0.0.0 ハッシュ・パーティション索引構成表

IOTBULOG 9.0.0.0.0 索引構成表のバッチ更新ロギング

IOTCVLOG 9.0.0.0.0 索引構成表の列のベクター・ロギング

IOTWMAP 9.0.0.0.0 マッピング表を持つ索引構成表

URIDIND 9.0.0.0.0 UROWIDの索引

JOININD 9.0.0.0.0 結合索引

表表表表 5-1 COMPATIBLE の設定を必要とする機能（続き）の設定を必要とする機能（続き）の設定を必要とする機能（続き）の設定を必要とする機能（続き）

機能の識別子機能の識別子機能の識別子機能の識別子 互換性のレベル互換性のレベル互換性のレベル互換性のレベル 説明説明説明説明
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COMPATIBLE 設定を必要とする機能
LGINDKEY 9.0.0.0.0 大きい索引キー

LDOMIND 9.0.0.0.0 ローカル・ドメイン索引

LOGSTDBY 9.0.0.0.0 ロジカル・スタンバイ

MLCTABLE 9.0.0.0.0 表のマルチレベル・コレクション

MULTBZ 9.0.0.0.0 マルチブロック・サイズ

NFSTABLE 9.0.0.0.0 表の NOT FINAL型またはサブタイプ

PDMLITLS 9.0.0.0.0 不変 PDML ITL

PIOTLOBS 9.0.0.0.0 LOB を含むパーティション索引構成表

� パーティション索引構成表の LOB列

� パーティション索引構成表の VARRAY列

TXNAUDN 9.0.0.0.0 トランザクション名監査の REDO

NESTEDTX 9.0.0.0.0 ネストしたトランザクションの REDO/UNDO

ROWDEP 9.0.0.0.0 行レベル依存性

STAUTOFM 9.0.0.0.0 スタンバイ自動ファイル管理

TYPEVL 9.0.0.0.0 型進化

UNDOTBSP 9.0.0.0.0 UNDO 表領域

VWCONSTR 9.0.0.0.0 ビュー制約

ANYTABLE 9.0.0.0.0 表の XMLType/AnyType/AnyData

ALTERFRL 8.1.6.0.0 空きリストの変更

� ALTER文の FREELIST指定の変更

CARELOB 8.1.6.0.0 LOB のキャッシュ読込みモード

EDTRIG 8.1.6.0.0 トリガーの拡張 DDL/DML のサポート

FASTDROP 8.1.6.0.0 セグメントの高速削除

OPQTYPE 8.1.6.0.0 不透明な型

TBSMIGTN 8.1.6.0.0 表領域の移行

TBSTRNSG 8.1.6.0.0 一時セグメント

表表表表 5-1 COMPATIBLE の設定を必要とする機能（続き）の設定を必要とする機能（続き）の設定を必要とする機能（続き）の設定を必要とする機能（続き）

機能の識別子機能の識別子機能の識別子機能の識別子 互換性のレベル互換性のレベル互換性のレベル互換性のレベル 説明説明説明説明
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相互運用性の概要
相互運用性の概要相互運用性の概要相互運用性の概要相互運用性の概要
相互運用性とは、Oracle の異なるリリース間における分散環境で、相互に通信および動作す
る性能を示します。Oracle の分散データベース・システムは、異なるリリースの Oracle
データベースを持つことができます。サポートされるすべての Oracle のリリースは、分散
データベース・システムで実行できます。ただし、分散データベースとともに動作するアプ
リケーションは、システムの各ノードで使用できる機能を認識する必要があります。

たとえば、分散データベース・アプリケーションでは、リリース 7.3.4 データベースが、リ
リース 8.0 以上でのみ利用可能なオブジェクト SQL 拡張子を認識できません。

リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）とリリース）とリリース）とリリース）とリリース 1（（（（9.0.1）間の互換性および相互）間の互換性および相互）間の互換性および相互）間の互換性および相互
運用性の問題運用性の問題運用性の問題運用性の問題

次の項では、互換性の問題および相互運用性の問題を示し、その問題によって発生する問題
を防ぐ処置について説明します。これらの項で説明する問題は、リリース 2（9.2）とリリー
ス 1（9.0.1）の違いによって発生します。

� ローカル管理 SYSTEM 表領域

� 新しい AnyData データ型

� ディクショナリ管理表領域

� 自動セグメント領域で管理される表領域の互換性の変更

� 互換性およびオブジェクト型

� Oracle Managed Files

� Oracle OLAP

� パラレル REDO を使用したログ形式の変更

� Oracle Dynamic Services

� Oracle Syndication Server

注意注意注意注意 : このマニュアルでは、Oracle の異なるリリース間で実行される
アップグレードおよびダウングレードについて説明しています。そのた
め、前述の相互運用性の定義が適用されます。ただし、他の Oracle マ
ニュアルでは、相互運用性相互運用性相互運用性相互運用性という用語をより幅広い定義で使用する場合が
あります。たとえば、相互運用性は、異なるハードウェア・プラット
フォームとオペレーティング・システム間の通信を示すこともあります。
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リリース 2（9.2）とリリース 1（9.0.1）間の互換性および相互運用性の問題
ローカル管理ローカル管理ローカル管理ローカル管理 SYSTEM 表領域表領域表領域表領域
SYSTEM表領域は、COMPATIBLEが 9.2.0以上に設定されている場合のみ、ローカル管理
できます。SYSTEM表領域は、DBMS_SPACE_ADMIN.TABLESPACE_MIGRATE_TO_LOCAL
プロシージャを使用して、ディクショナリ管理形式からローカル管理形式へ移行できます。

SYSTEM表領域をローカル管理形式へ移行する前に、次のことを確認する必要があります。

� データベースには、SYSTEM以外のデフォルトの一時表領域がある。

� ディクショナリ管理表領域にロールバック・セグメントがない。

� ローカル管理表領域に 1 つ以上のオンライン・ロールバック・セグメントがある。そう
でない場合は、（自動 UNDO 管理モードを使用している場合に）UNDO 表領域がオン
ラインである必要があります。

� UNDO 領域（UNDO 表領域またはロールバック・セグメントを含む表領域）を含む表
領域およびデフォルトの一時表領域以外のすべての表領域が、読込み専用モードであ
る。

� システムのコールド・バックアップがある。

� システムは制限モード状態である。

SYSTEM表領域がローカル管理形式へ移行されると、以前のリリースへダウングレードする
ことはできません。次の問合せを実行すると、SYSTEM表領域がローカル管理されているか
どうかを判断できます。

SQL> SELECT ts# FROM ts$
         WHERE ts# = 0 AND bitmapped <> 0;

0 rowsが戻される場合、SYSTEM表領域はディクショナリ管理されています。それ以外の
場合、SYSTEM表領域はローカル管理されています。

新しい新しい新しい新しい AnyData データ型データ型データ型データ型
COMPATIBLEが 9.2.0以上に設定されている場合のみ、次のデータ型の AnyData値の永
続ストレージは使用可能です。

� TIMESTAMP

� TIMESTAMP WITH TIME ZONE

� TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE

� INTERVAL YEAR TO MONTH

� INTERVAL DAY TO SECOND

� NCHAR
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� NVARCHAR2

� NCLOB

これらの値を表の列に永続的に格納した場合、以前のリリースにダウングレードすることは
できなくなります。

ディクショナリ管理表領域ディクショナリ管理表領域ディクショナリ管理表領域ディクショナリ管理表領域
リリース 2（9.2）以上では、ディクショナリ管理表領域は非推奨です。SYSTEM表領域が
ディクショナリ管理形式からローカル管理形式へ移行されると、既存のディクショナリ管理
表領域は読込み専用になります。SYSTEM表領域がローカル管理されると、読込み / 書込み
モードにできません。

（SYSTEM表領域が新しくインストールされたか、または移行されたかによって）SYSTEM表
領域がローカル管理されると、新しいディクショナリ管理表領域は作成できません。

自動セグメント領域で管理される表領域の互換性の変更自動セグメント領域で管理される表領域の互換性の変更自動セグメント領域で管理される表領域の互換性の変更自動セグメント領域で管理される表領域の互換性の変更
リリース 1（9.0.1.3.0）以上では、自動セグメント領域で管理される表領域の互換性の要件
が、最初にリリース 1（9.0.1.0.0）で導入されたときの 9.0.0.0.0から 9.0.1.3.0へ変更
されています。リリース 1（9.0.1.3.0）より前のリリースの Oracle9i からアップグレードし、
データベースに自動セグメント領域で管理される表領域が含まれている場合、データベース
をオープンするには、COMPATIBLE初期化パラメータを 9.0.1.3.0以上に設定する必要が
あります。既存の表領域は削除する必要はありません。

COMPATIBLEを 9.0.1.3.0以上に設定してデータベースをオープンすると、自動セグメン
ト領域で管理される表領域が使用されている場合、リリース 1（9.0.1.3.0）以上にのみダウン
グレードできます。

互換性およびオブジェクト型互換性およびオブジェクト型互換性およびオブジェクト型互換性およびオブジェクト型
リリース 2（9.2）以上では、オブジェクト型は、以前の Oracle リリースの PL/SQL プログ
ラムからは参照できない CONSTRUCTORキーワードを使用して、ユーザー定義のコンストラ
クタをサポートします。このようなプログラムはコンパイルに失敗し、エラーが表示されま
す。

Oracle Managed Files
リリース 1（9.0.1.2.0）以上では、Oracle Managed Files で Oracle が使用するネーミング計
画が変更されています。そのため、リリース 1（9.0.1.2.0）より前のリリースの Oracle9i で
作成された既存の Oracle Managed Files が、Oracle の通常のオペレーティング・システム・
ファイルとして表示されます。Oracle Managed Files を新しいネーミング計画に移行する方
法の詳細は、4-3 ページの「Oracle Managed Files（OMF）の移行」を参照してください。
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Oracle OLAP
リリース 1（9.0.1）で提供される OLAP API クライアントは、それより後のリリースの
Oracle とは互換性がありません。同様に、リリース 2（9.2）で提供される OLAP API クラ
イアントは、それより前のリリースの Oracle とは互換性がありません。

アプリケーションが OLAP API を介して接続するために使用するプロシージャは、リリース
2（9.2）で変更されています。以前のリリースでの接続は CORBA ソフトウェアに依存して
いましたが、リリース 2（9.2）では、Java Database Connectivity（JDBC）を介して接続が
確立されます。したがって、リリース 1（9.0.1）で提供される OLAP API クライアントを使
用して作成されたプログラムは、それより後のリリースでは実行されず、リリース 2（9.2）
で提供される OLAP API クライアントを使用して作成されたプログラムは、それより前のリ
リースの Oracle では実行されません。

リリース 1（9.0.1）で実行するように設計された OLAP API アプリケーションをアップグ
レードするために、アプリケーション開発者は、リリース 2（9.2）で提供された OLAP API
クライアントを使用し、接続の確立および MetadataProvider の作成用にコードを変更する
必要があります。

リリース 2（9.2）の OLAP API を使用してこれらの処理を実行する方法の詳細は、
『Oracle9i OLAP Developer’s Guide to the OLAP API』およびリリース 2（9.2）で提供され
る Oracle OLAP API のオンライン・ヘルプを参照してください。

パラレルパラレルパラレルパラレル REDO を使用したログ形式の変更を使用したログ形式の変更を使用したログ形式の変更を使用したログ形式の変更
リリース 2（9.2）以上では、パラレル REDO 機能によって、新しい形式の REDO ログが生
成されます。以前のリリースの Oracle では、パラレル REDO 生成ログは適用できません。
ただし、Oracle9i リリース 1（9.0.1）で Oracle9i リリース 2（9.2）のパラレル REDO が適用
されていることが検出されると、次のエラーが表示されます。

ORA-00303: パラレルREDOは処理できません

新しいログ形式では、ダウングレード前にデータベースを正しく停止する必要があります。
完全なバックアップを取ることもお薦めします。ダウングレード後に ORA-00303エラーが
表示された場合、リリース 2（9.2）へのアップグレード、リカバリの実行、データベースの
正しい停止およびダウングレードの再実行を行う必要があります。

リリース 2（9.2）は、リリース 2（9.2）のパラレル REDO 形式のログに加えて、リリース 1
（9.0.1）以前のリリース形式のログを処理できます。

Oracle Dynamic Services
リリース 2（9.2）以上では、Oracle Dynamic Services は非推奨です。様々な内容のソースか
らサービスを作成、集計および配置するための XML ベースのブローカである Oracle 
Dynamic Services は、Oracle9i データベース・リリース 1（9.0.1）で導入されています。ま
た、『Oracle Dynamic Services User’s and Administrator’s Guide』が付属しています。
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Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）以上では、統合された J2EE 対応の Web サービス・プラット
フォームが提供されています。Oracle Dynamic Services は、XML/HTML ストリーム処理
ツールとして、Oracle9iAS Web Services に統合されています。

Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）では、業界標準に準拠し、完全に統合された J2EE サービス
および Web サービスの配置プラットフォームが提供されています。現行の Dynamic 
Services の機能は Oracle9iAS プラットフォームに統合され、Dynamic Services 端末は
Oracle9i データベース・リリース 2（9.2）で導入されています。

Oracle Syndication Server
リリース 2（9.2）以上では、Oracle Syndication Server は非推奨です。ファイル・システム
およびデータベースの内容を Information and Content Exchange（ICE）に準拠したサブス
クライバに配信するように設計された Oracle Syndication Server は、Oracle9i データベー
ス・リリース 1（9.0.1）で導入されています。また、『Oracle Syndication Server User’s and 
Administrator’s Guide』が付属しています。

Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）以上では、Oracle Syndication Server は Oracle9iAS の機能に
なっています。現行の Syndication Server の機能はこのプラットフォームに統合され、
Syndication Server 端末は Oracle9i データベース・リリース 2（9.2）で導入されています。

Oracle9i Syndication Server は、Oracle9iAS Portal をインストールすると、自動的にインス
トールされます。現行のリリースの『Oracle Syndication Server User's and Administrator's 
Guide』は、Oracle9iAS Portal のマニュアルとともに、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）のド
キュメント CD-ROM にあります。

リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）と以前のリリース間の互換性および相互運用）と以前のリリース間の互換性および相互運用）と以前のリリース間の互換性および相互運用）と以前のリリース間の互換性および相互運用
性の問題性の問題性の問題性の問題

次の項では、互換性の問題および相互運用性の問題を示し、その問題によって発生する問題
を防ぐ処置について説明します。これらの項で説明する問題は、Oracle のリリースの違いに
よって発生します。

� アプリケーション

� STARTUP コマンド

� 表領域およびデータ・ファイル

� データ・ディクショナリ

� スキーマ・オブジェクト

� データ型

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle9iAS Web Services 開発者ガイド』を参照してく
ださい。
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� ユーザー定義データ型

� SQL および PL/SQL

� アドバンスト・キューイング（AQ）

� プロシージャおよびパッケージ

� Oracle オプティマイザ

� Oracle9i Real Application Clusters

� データベース・セキュリティ

� データベース・バックアップおよびリカバリ

� 分散データベース

� SQL*Net、Net8 または Oracle Net

� その他の互換性および相互運用性の問題

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
リリース 2（9.2）の新機能を使用しない既存のアプリケーションを変更する必要はありませ
ん。既存のアプリケーションは、同じまたは拡張された機能をリリース 2（9.2）で実行でき
ます。以前のリリースへダウングレードしても、リリース 2（9.2）のデータベースで動作し
ているアプリケーションが継続して動作できるようにするには、COMPATIBLE初期化パラ
メータを以前のリリースに一致するように設定します。

ただし、この COMPATIBLE初期化パラメータは、ディスクの書式を変更するリリース 2
（9.2）の機能の使用を制限するのみで、リリース 2（9.2）のその他の機能の使用は制限しま
せん。したがって、COMPATIBLE初期化パラメータを 9.2.0未満に設定しても、データ
ベースを以前のリリースへダウングレードした場合に、リリース 2（9.2）で開発されたアプ
リケーションが正しく動作するという保証はありません。

アプリケーションの一般的な互換性の問題および相互運用性の問題アプリケーションの一般的な互換性の問題および相互運用性の問題アプリケーションの一般的な互換性の問題および相互運用性の問題アプリケーションの一般的な互換性の問題および相互運用性の問題
この項では、アプリケーションの一般的な互換性の問題および相互運用性の問題について説
明します。

VARCHAR2、、、、CHAR およびおよびおよびおよび RAW の最大サイズの変更の最大サイズの変更の最大サイズの変更の最大サイズの変更   VARCHAR2、CHARまたは RAWデータ型
を使用している Oracle7 クライアントでは、アプリケーションでバッファのオーバーフ
ロー・エラーが発生する場合があります。リリース 8.0 以上では VARCHAR2データ型の最大
サイズが 2000 から 4000 へ増加され、CHARデータ型および RAWデータ型の最大サイズが
255 から 2000 へ増加されたため、このエラーが発生します。

参照参照参照参照 : アプリケーションのアップグレードの詳細は、第 6 章「アプリ
ケーションのアップグレード」を参照してください。
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この問題が発生したクライアントでは、アプリケーションが大きいバッファ・サイズを受け
入れることができるように修正するか、または問題のある問合せに SUBSTR()演算子を使用
して、バッファの戻りサイズをアプリケーションが処理できる長さに制限することができま
す。

次の例では、SIZE_TAB.SIZE_COL列は VARCHAR(80)です。

SQL> CREATE VIEW v1 AS SELECT
       LPAD(' ',40-length(size_tab.size_col)/2,' ') size_col 
       FROM size_tab;
Statement processed.

SQL> DESC v1

Column Name                    Null?    Type
------------------------------ -------- ----
SIZE_COL                                VARCHAR2(4000)

SQL> DROP VIEW v1;
View dropped.

SQL> CREATE VIEW v1 AS SELECT 
       SUBSTR(lpad(' ',40-length(size_tab.size_col)/2,' '), 2000) size_col 
       FROM size_tab;
Statement processed.

SQL> DESC v1;

Column Name                    Null?    Type
------------------------------ -------- ----
SIZE_COL                                VARCHAR2(2001)

アプリケーションにアクセスされる索引構成表アプリケーションにアクセスされる索引構成表アプリケーションにアクセスされる索引構成表アプリケーションにアクセスされる索引構成表  アプリケーションにアクセスされる表が、
通常の表から索引構成表に変更された場合、アプリケーションも変更を必要とすることがあ
ります。この変更が必要であるかどうかは、アプリケーションが物理 ROWIDまたはユニ
バーサル ROWID（UROWID）のどちらを使用しているかによって決定されます。

アプリケーションが変更を必要とするかどうかは、ROWID値をバインドまたは定義するため
にアプリケーションが使用しているホスト変数の種類によって異なります。

� アプリケーションがリリース 8.0 以上の OCI ROWID記述子（Pro*C の OCIROWIDおよび
Pro*COBOL の SQL-ROWID）を使用している場合、アプリケーションは変更しなくても
正常に機能します。

� アプリケーションがホスト変数に対して常に DESCRIBEを実行している場合、アプリ
ケーションは変更しなくても正常に機能します。アプリケーションは SQLT_RDDという
新しいデータ型に対応できることを確認してください。
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� アプリケーションが SQLT_RIDホスト変数を使用している場合、VARCHARホスト変数
または ROWID記述子を使用するようにアプリケーションを書きなおす必要があります。
書き直す場合、ROWID記述子の方が適切です。

� アプリケーションが CHARACTERホスト変数を使用している場合、動作はそのホスト変
数のサイズによって異なります。そのサイズによって主キーを保持でき、変数が可変長
文字列である場合、アプリケーションは変更しなくても正常に機能します。ただし、ア
プリケーションが、固定サイズで 18 文字列を使用している場合、より長い可変文字列
または OCI記述子を使用するようにアプリケーションを変更する必要があります。

UROWIDを使用するアプリケーションでは、VARCHARホスト変数が ROWIDを保持できるほ
ど大きくない場合があります。その場合、変数の最大サイズを増やすか、または OCI 
ROWID記述子を使用するようにアプリケーションを変更します。OCI ROWID記述子は不透
明であり、自動的にサイズを変更するため、OCI ROWID記述子を使用する方が適切です。

ANALYZE TABLE VALIDATE STRUCTURE 文の動作の変更文の動作の変更文の動作の変更文の動作の変更  リリース 8.1 以上では、ANALYZE 
TABLE VALIDATE STRUCTURE文は最初に発見されたエラーで実行を停止しません。この
変更を考慮して、この動作に基づくアプリケーションを変更します。

OCI アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
この項では、OCI アプリケーションに関する互換性の問題および相互運用性の問題について
説明します。

共有構造および相互運用性共有構造および相互運用性共有構造および相互運用性共有構造および相互運用性  共有構造は、Oracle8i のライブラリとリンクした Oracle7 クライ
アントではサポートされていません。共有構造を利用するには、アプリケーションを
Oracle8i 以上の OCI で作成する必要があります。また、Oracle8i 以上の Oracle データベー
ス・サーバーと通信している必要があります。

Oracle8 の Oracle データベース・サーバーにアクセスしている Oracle8i の OCI クライアン
トは、共有構造の一部のみを利用できます。クライアントおよび Oracle データベース・
サーバーの両方が Oracle8 以前の場合、共有構造はサポートされません。

スレッド・セーフティスレッド・セーフティスレッド・セーフティスレッド・セーフティ  ORLON コールおよび OLON コールは、Oracle8 および Oracle8i で
はサポートされていません。シングル・スレッド・アプリケーションの場合でも、OLOG を
使用してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイド』を参照
してください。

注意注意注意注意 : マルチスレッド・アプリケーションの場合は OLOG コールが必要
になります。
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OCI アプリケーションのリンク・ラインアプリケーションのリンク・ラインアプリケーションのリンク・ラインアプリケーションのリンク・ライン  OCI アプリケーションの場合、Oracle9i のリンク・
ラインは Oracle7 のリンク・ラインとは異なります。Oracle9i の OCI アプリケーションをコ
ンパイルする場合の Oracle9i のリンク・ラインの使用例については、
ORACLE_HOME/rdbms/demo/demo_rdbms.mkファイルを参照してください。

Oracle7 クライアントクライアントクライアントクライアント  Oracle7 クライアントは、Oracle7 と Oracle9i のコールを組み合せて、
Oracle9i OCI の使用を選択できます。どちらのコールを使用するかによって機能性の程度が
異なります。暗号化 API およびパスワード・リセット・コールも同様に、単独で使用できま
す。次の機能を使用可能にするには、処理された文のすべてのフェーズに Oracle9i の OCI
を使用します。

� フェイルオーバー

� プリフェッチ

� ピギーバック方式のコミットまたは取消し

� クライアント側の変換

Oracle7 コードと Oracle9i のコードを組み合せる場合、Oracle7 クライアントは Oracle9i
コールを使用してログインする必要があります。

文の実行に対するバッチ・エラー・モードの使用文の実行に対するバッチ・エラー・モードの使用文の実行に対するバッチ・エラー・モードの使用文の実行に対するバッチ・エラー・モードの使用  リリース 8.1 以上では、OCI アプリケー
ションは、OCIStmtExecute を使用して DML 配列を実行するときにバッチ・エラー・モード
を使用できます。バッチ・エラー・モードを使用するには、OCI ライブラリおよびサー
バー・ライブラリがリリース 8.1 以上である必要があります。

OCI_BATCH_ERRORS にモード・パラメータを設定し、この機能に必要な新規コードを追
加することによって、既存のアプリケーションを変更してバッチ・エラー・モードを使用で
きます。その後、リリース 8.1 クライアント・ライブラリに、変更したアプリケーションを
再コンパイルおよび再リンクします。

クライアントへの通知サポートクライアントへの通知サポートクライアントへの通知サポートクライアントへの通知サポート  リリース 8.1 以上では、パブリッシュ / サブスクライブ・イ
ンタフェースを使用する OCI アプリケーションでクライアント通知がサポートされます。ク
ライアント通知によって、アプリケーションはデータベース・イベント・パブリッシュおよ
びアドバンスト・キューイング機能を利用できます。クライアント通知機能を使用するに
は、クライアント・アプリケーションがリリース 8.1 以上のクライアント・ライブラリとリ
ンクしている必要があります。

アドバンスト・キューイング・オプションでのアドバンスト・キューイング・オプションでのアドバンスト・キューイング・オプションでのアドバンスト・キューイング・オプションでの LISTEN コール・サポートコール・サポートコール・サポートコール・サポート  リリース 8.1 以上
では、OCI アプリケーションで LISTEN コールがサポートされます。LISTEN コールはアド
バンスト・キューイング・オプションで使用でき、一連のキューに対してメッセージがない
か監視するために使用されます。LISTEN コールを使用するには、クライアント・アプリ
ケーションがリリース 8.1 以上のクライアント・ライブラリとリンクしている必要がありま
す。
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プリコンパイラ・アプリケーションプリコンパイラ・アプリケーションプリコンパイラ・アプリケーションプリコンパイラ・アプリケーション
この項では、プリコンパイラ・アプリケーションに関する互換性の問題および相互運用性の
問題について説明します。

Pro*C/C++ でのでのでのでの SYSDBA の権限による接続の権限による接続の権限による接続の権限による接続  Pro*C/C++ で CONNECT文を発行する場合、
SYSDBA権限はデフォルトで使用されなくなりました。リリース 8.0 では、次の CONNECT文
を使用して Pro*C/C++ の SYSDBA権限と接続しました。

EXEC SQL CONNECT :sys IDENTIFIED BY :sys_passwd;

リリース 8.1 以上では、次の CONNECT文を発行して Pro*C/C++ で SYSDBAの権限と接続し
ます。

EXEC SQL CONNECT :sys IDENTIFIED BY :sys_passwd IN SYSDBA MODE;

Pro*COBOL でのでのでのでの SYSDBA 権限による接続権限による接続権限による接続権限による接続  Pro*COBOL で CONNECT文を発行する場合、
SYSDBA権限はデフォルトで使用されなくなりました。リリース 8.0 では、次の CONNECT文
を使用して SYSDBA権限と接続しました。

EXEC SQL
    CONNECT :sys IDENTIFIED BY :SYS-PASSWD
END-EXEC.

リリース 8.1 以上では、次の CONNECT文を発行して SYSDBAの権限と接続します。

EXEC SQL
    CONNECT :sys IDENTIFIED BY :SYS-PASSWD IN SYSDBA MODE
END-EXEC.

Oracle8 およびおよびおよびおよび Oracle8i でのでのでのでの ADA のサポートのサポートのサポートのサポート  Pro*ADA 製品は、Oracle7 リリース 7.3 ではサ
ポートされませんでした。Pro*ADA は、多くの新機能を持つ SQL*Module for ADA 8.1 の
最新リリースへアップグレードできます。ただし、SQL*Module for ADA 8.1 は、オブジェ
クトをサポートしていません。

PL/SQL の下位互換性およびプリコンパイラの下位互換性およびプリコンパイラの下位互換性およびプリコンパイラの下位互換性およびプリコンパイラ  PLSQL_V2_COMPATIBILITY下位互換性動作
は、次のように DBMS プリコンパイラ・コマンドライン・オプションを設定することに
よって、プリコンパイラ環境で使用できます。

... DBMS=Oracle7

参照参照参照参照 : 詳細は、『Pro*C/C++ Precompiler プログラマーズ・ガイド』およ
び『Pro*COBOL Precompiler プログラマーズ・ガイド』を参照してくださ
い。
互換性および相互運用性 5-21



リリース 2（9.2）と以前のリリース間の互換性および相互運用性の問題
PL/SQL アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
この項では、PL/SQL のアプリケーションの互換性の問題および相互運用性の問題について
説明します。

SQL 分析の統合分析の統合分析の統合分析の統合  PL/SQL プログラムでの SQL 文の構文およびセマンティクスの分析は、現
在、SQL エンジンに統合されています。その結果、SQL*Plus または OCI を介して使用可能
な SQL の新機能は、PL/SQL でも使用可能です。

Oracle9i での SQL 文の構文およびセマンティクスの分析は、以前のリリースよりわずかに
精度が上がっています。PL/SQL では、無効な SQL 文に対して実行時に例外を発生させる
のではなく、コンパイル中に SQL 文の追加エラーを表示します。その結果、以前のリリー
スでは正常にコンパイルされた PL/SQL プログラムで、接頭辞が「PL/SQL: ORA-」のコン
パイル・エラーが表示されることがあります。新しいエラー・メッセージでは、プログラム
をコンパイルする前に修正する必要がある SQL 文の問題が示されます。

高精度の新しいチェックを満たすように SQL 文を直接変更できない場合のために、オラク
ル社では、PL/SQL コードの Oracle9i への移行を一時的に補助するイベントを提供していま
す。

ALTER SESSION SET events = '10933 trace name context forever, level 512';

このイベントは、一時的な移行の補助としてのみ提供されます。このイベントを長期間にわ
たり、使用しないでください。また、このイベントは Oracle の次の主要リリースではサ
ポートされません。

リリース 8.1.7 からアップグレードし、このイベントがパラメータ・ファイル内に存在する
場合、一時的な解決策として、このイベントの発生条件を event = '10933 trace name 
context forever, level 512'から event = '10933 trace name context 
forever, level 1024'に変更します。

仕様部と本体のファンクションまたはプロシージャに対するパラメータのデフォルト値の不仕様部と本体のファンクションまたはプロシージャに対するパラメータのデフォルト値の不仕様部と本体のファンクションまたはプロシージャに対するパラメータのデフォルト値の不仕様部と本体のファンクションまたはプロシージャに対するパラメータのデフォルト値の不
一致一致一致一致  以前のリリースでは、PL/SQL を実行するとこのエラーが暗黙的に無視され、（本体の
値が異なる場合も無視して）仕様部に指定されたデフォルト値が使用されていました。ま
た、仕様部にデフォルト値が指定されておらず、本体にデフォルト値が指定されている場
合、本体のデフォルト値は無視されます。

Oracle9i では、PL/SQL を実行すると、このような不一致がエラーとしてフラグ付けされま
す。このようなエラーが報告される場合は、将来発生する可能性のあるエラーを回避するた
めに、コードを修正することをお薦めします。

参照参照参照参照 : 詳細は、『PL/SQL ユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』を参
照してください。
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PL/SQL コードをすぐに変更できない場合、Oracle は、古いコンパイラの動作を一時的にリ
ストアするためのイベントを提供します。

ALTER SESSION SET events = '10932 trace name context level 32768';

このイベントは、一時的な移行の補助としてのみ提供されます。このイベントを長期間にわ
たり、使用しないでください。また、このイベントは Oracle の次の主要リリースではサ
ポートされません。

互換性およびオブジェクト型互換性およびオブジェクト型互換性およびオブジェクト型互換性およびオブジェクト型  Oracle9i では、NOT FINALまたは NOT INSTANTIABLEであ
るオブジェクト型、サブタイプあるいは SQLJ 型は、以前のリリースの Oracle の PL/SQL
プログラムからは参照できません。このようなプログラムはコンパイルに失敗し、エラーが
表示されます。

PL/SQL V2 互換モード互換モード互換モード互換モード  PL/SQL V2 互換モードは、リリース 8.0 以上の PL/SQL で使用でき
ます。このモードは、PLSQL_V2_COMPATIBILITY初期化パラメータによって使用可能に
なります。

PL/SQL V2 互換モードは、次のいずれかの方法で設定します。

� 次の行を初期化パラメータ・ファイルに追加します。

PLSQL_V2_COMPATIBILITY = true

� 次の SQL 文を発行します。

ALTER SYSTEM SET PLSQL_V2_COMPATIBILITY = true;

� 次の SQL 文を発行します。

ALTER SESSION SET PLSQL_V2_COMPATIBILITY = true;

PLSQL_V2_COMPATIBILITY初期化パラメータによって、次のような状況でリリース 8.0 以
上の PL/SQL と PL/SQL V2 の間に互換性が得られます。

� PL/SQL V2 コンパイラを使用すると、ソース内での定義を行う前にソース内でレコー
ド型や索引表の型を参照できます。リリース 8.0 以上の PL/SQL では、ソース内で型を
参照する前に必ず型を定義しておく必要があります。ただし、PL/SQL V2 の互換モー
ドを使用可能にすると、リリース 8.0 以上の PL/SQL は PL/SQL V2 と同様に動作しま
す。
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� PL/SQL V2 コンパイラは、次のような不正な構文を許可します。

return variable-expression

この構文は誤っており、次の形式に変更する必要があります。

return variable-type

このような不正な構文が見つかると、リリース 8.0 以上の PL/SQL のコンパイラはエ
ラーを表示します。ただし、PL/SQL V2 の互換モードを使用可能にすると、リリース
8.0 以上の PL/SQL は PL/SQL V2 と同様に動作し、エラーは表示しません。

� PL/SQL V2 では、INパラメータとして渡された索引表の要素を変更または削除できま
す。次にその例を示します。

function foo (x IN table_t) is
begin
x.delete(2);
end;

この INパラメータの使用方法は誤っています。リリース 8.0 以上の PL/SQL では、IN
パラメータの読込み専用セマンティクスを正しく施行し、INパラメータとして渡され
た索引表を索引表方式から変更することはありません。ただし、PL/SQL V2 の互換
モードを使用可能にすると、リリース 8.0 以上の PL/SQL は PL/SQL V2 と同様に動作
し、そのパラメータを認めます。

� PL/SQL V2 では、レコードである INパラメータのフィールドを（OUTパラメータとし
て）引き渡すことができますが、リリース 8.0 以上の PL/SQL では、そのような引渡し
は許可しません。ただし、PL/SQL V2 の互換モードを使用可能にすると、リリース 8.0
以上の PL/SQL は PL/SQL V2 と同様に動作し、このような引渡しを許可します。

� PL/SQL V2 コンパイラでは、レコード変数である OUTパラメータのフィールドが式の
コンテキスト中で使用されることを許可します（たとえば、割当て文の右側にあるドッ
ト修飾名など）。

このような OUTパラメータの使用は許可しないでください。リリース 8.0 以上の
PL/SQL では、OUTパラメータを式のコンテキストに使用できません。ただし、
PL/SQL V2 の互換モードを使用可能にすると、リリース 8.0 以上の PL/SQL は
PL/SQL V2 と同様に動作します。

� PL/SQL V2 では、SELECTリストの FROM句の中で OUTパラメータを使用できます。リ
リース 8.0 以上の PL/SQL では、OUTパラメータのそのような使用方法は許可されませ
ん。ただし、PL/SQL V2 の互換モードを使用可能にすると、リリース 8.0 以上の
PL/SQL は PL/SQL V2 と同様に動作します。
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キーワード動作の違いキーワード動作の違いキーワード動作の違いキーワード動作の違い : Oracle7 とととと Oracle8 以上以上以上以上  Oracle7 および Oracle8 以上のいずれにも含
まれる様々なキーワードや型は、SELECTリスト内のファンクション名として使用されたと
き、Oracle7 および Oracle8 以上では次のようにわずかに異なるエラー・メッセージ識別子
を出力します。

STARTUP コマンドコマンドコマンドコマンド
この項では、STARTUPコマンドに関する互換性の問題および相互運用性の問題について説
明します。

デフォルトで選択されるパラメータ・ファイルの変更デフォルトで選択されるパラメータ・ファイルの変更デフォルトで選択されるパラメータ・ファイルの変更デフォルトで選択されるパラメータ・ファイルの変更
PFILEオプションなしで STARTUPコマンドを発行すると、デフォルトのパラメータ・ファ
イルを使用してインスタンスが起動されます。Oracle9i では、サーバー・パラメータ・ファ
イルを簡単に使用できるように、デフォルトのパラメータ・ファイルを選択する場合の検索
基準が変更されています。

以前のリリースの Oracle では、STARTUPコマンドは、ORACLE_HOME/dbs/initSID.ora
という名前の初期化パラメータ・ファイルを検索しました。この場合の SIDはインスタンス
名です。

Oracle9i では、次のようにデフォルトのパラメータ・ファイルが選択されます。

� STARTUPコマンドは、ORACLE_HOME/dbs/spfileSID.oraという名前のサーバー・
パラメータ・ファイルを検索します。この場合の SIDはインスタンス名です。

� STARTUPコマンドは、ORACLE_HOME/dbs/spfile.oraという名前のサーバー・パラ
メータ・ファイルを検索します。

� STARTUPコマンドがサーバー・パラメータ・ファイルを検索できない場合は、以前のリ
リースの STARTUPコマンドの動作と同様に、デフォルトで
ORACLE_HOME/dbs/initSID.oraという名前の初期化パラメータ・ファイルを検索
します。

表表表表 5-2 キーワード動作の違いキーワード動作の違いキーワード動作の違いキーワード動作の違い

キーワードキーワードキーワードキーワード Oracle8 以上の動作以上の動作以上の動作以上の動作 Oracle7 の動作の動作の動作の動作

CHARACTER、COMMIT、
DEC、FALSE、INT、
NUMERIC、REAL、
SAVEPOINT、TRUE

エラーの生成（ORA-06550
および PLS-00222）

エラーの生成（ORA-06552
および PLS-00222）

参照参照参照参照 : サーバー・パラメータ・ファイルの詳細は、『Oracle9i データベー
ス管理者ガイド』を参照してください。
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表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル
この項では、表領域およびデータ・ファイルに関する互換性の問題および相互運用性の問題
について説明します。

CREATE TABLESPACE: 新しい動作新しい動作新しい動作新しい動作
Oracle8i では、CREATE TABLESPACE文で EXTENT MANAGEMENT句が指定されていない場
合、作成される表領域のデフォルト形式は、ディクショナリ管理になります。

Oracle9i では、EXTENT MANAGEMENT句のデフォルトは、COMPATIBLE初期化パラメータ
の設定によって異なります。

� COMPATIBLEが 8.1.xに設定されている場合、Oracle8i の動作が維持されます。この場
合、表領域はディクショナリ管理として作成されます。

� COMPATIBLEが 9.0.0以上に設定されている場合、デフォルトはローカル管理になり
ます。デフォルトの STORAGE句が解析され、この表領域に AUTOALLOCATE割当てポ
リシーまたは UNIFORM割当てポリシーを使用するかどうかが決定されます。

また、永続的なローカル管理表領域をユーザーの一時表領域として割り当てることが禁止さ
れています。Oracle8i では、一時セグメントを表領域に作成する必要がある場合にのみエ
ラーが発生していました。

デフォルトの一時表領域デフォルトの一時表領域デフォルトの一時表領域デフォルトの一時表領域
データベースに対してデフォルトの一時表領域を使用することをお薦めします。将来のリ
リースでは、デフォルトの一時表領域が必須になります。CREATE TEMPORARY 
TABLESPACE文を使用して、デフォルトの一時表領域を作成する必要があります。

UNDO 表領域表領域表領域表領域
Oracle インスタンスは、次のいずれかの UNDO 領域管理モードで実行できます。

� 自動 UNDO 管理モード

� 手動 UNDO 管理モード

同じデータベースのすべてのインスタンスは、同じ UNDO 領域管理モードで実行する必要
があります。

COMPATIBLE初期化パラメータは、UNDO 領域の管理方法に影響します。COMPATIBLEが
9.0.0以上に設定されている場合のみ、自動 UNDO 管理モードを使用できます。
UNDO_MANAGEMENT初期化パラメータが指定されていない場合、または COMPATIBLEが
9.0.0未満に設定されている場合、インスタンスは手動 UNDO 管理モードで起動されま
す。
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COMPATIBLEが 9.0.0以上に設定されている手動 UNDO 管理モードでは、表領域に対し
て CREATE、ALTERおよび DROP操作を行うことができます。ロールバック・セグメント
は、UNDO 表領域と共存できます。つまり、自動 UNDO 管理モードで実行中にロールバッ
ク・セグメントが存在し、手動 UNDO 管理モードで実行中に UNDO 表領域が存在できま
す。インスタンスが自動 UNDO 管理モードで実行されていないかぎり、UNDO 表領域はオ
ンラインにできません。

自動 UNDO 管理モードでは、DROP ROLLBACK SEGMENT操作を行うことができます。
ロールバック・セグメントはオンラインにできません。

トランスポータブル表領域トランスポータブル表領域トランスポータブル表領域トランスポータブル表領域
2 つのデータベース間で表領域を移動させる場合、互換性の問題が発生します。

一時ファイル一時ファイル一時ファイル一時ファイル
リリース 8.1 では、一時ファイルが導入されました。一時ファイルの情報は、データ・ファ
イルの情報とは異なり、静的データ・ディクショナリ・ビューおよび動的パフォーマンス・
ビューにあります。一時ファイルの情報については、DBA_TEMP_FILES静的データ・ディ
クショナリ・ビューおよび次に示す動的パフォーマンス・ビューを参照してください。

� V$TEMPFILE

� V$TEMP_EXTENT_MAP

� V$TEMP_EXTENT_POOL

� V$TEMP_SPACE_HEADER

� V$TEMPSTAT

� V$TEMP_PING

Oracle は、データ・ファイルと一時ファイルの両方に自動的に番号を割り当てます。2 つの
データ・ファイル間では同じ番号を共有できません。同様に、一時ファイル間でも同じ番号
は共有できません。ただし、一時ファイルとデータ・ファイルの間では同じ番号を共有でき
ます。

参照参照参照参照 : UNDO 領域の管理については、『Oracle9i データベース管理者ガ
イド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 互換性の問題の詳細は、『Oracle9i データベース管理者ガイド』を
参照してください。

参照参照参照参照 : 一時ファイルの詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』を参照して
ください。
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データ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリ
この項では、データ・ディクショナリの変更によって発生する互換性の問題および相互運用
性の問題について説明します。

データ・ディクショナリの保護データ・ディクショナリの保護データ・ディクショナリの保護データ・ディクショナリの保護
Oracle8 で導入されたデータ・ディクショナリの保護のメカニズムによって、SYSスキーマ
にユーザー表を作成し、'ANY' 権限を使用してその表にアクセスするアプリケーションに問
題が発生する場合があります。たとえば、ユーザーは、AUD$表内の監査レコードを消去す
る DELETE文を使用するために DELETE CATALOG ROLEを所有する必要があります。

SYSスキーマでユーザー表を作成し、それらにアクセスすることは安全性の面で保証できま
せん。したがって、アプリケーション側ではオブジェクトを別のスキーマに移動することが
要求されます。一時的な互換性を確保するために、O7_DICTIONARY_ACCESSIBILITYと
いう初期化パラメータを使用します。ただし、このパラメータは暫定的にのみ使用されま
す。

アプリケーションから SYSDBA権限なしでユーザー SYSに接続することは避けてください。
ユーザー SYSに接続してパスワードを共有するのではなく、一般ユーザーに DBA 権限を付
与し、SYSDBA権限を持つユーザーとしてデータベースに接続して SYSスキーマに接続でき
るようにします。

Oracle9i では、ユーザーに SELECT ANY DICTIONARY権限を付与することができます。こ
の権限を持つユーザーは、O7_DICTIONARY_ACCESSIBILITYの設定にかかわらず、SYS
スキーマのオブジェクトにアクセスできます。

廃止されたデータ・ディクショナリ・ビュー廃止されたデータ・ディクショナリ・ビュー廃止されたデータ・ディクショナリ・ビュー廃止されたデータ・ディクショナリ・ビュー
catalog5.sqlファイルおよび catalog6.sqlファイルで作成され、Oracle バージョン 5
およびバージョン 6 に対する下位互換性のために Oracle7 で保持されていた特定のデータ・
ディクショナリ・ビューは、リリース 8.0 以上では廃止されています。これらのデータ・
ディクショナリ・ビューに対する参照を、データベース・ツールおよびアプリケーションか
ら削除してください。

参照参照参照参照 : 廃止されたディクショナリ・ビューおよび非推奨のディクショナ
リ・ビューの詳細は、付録 A「初期化パラメータおよびデータ・ディク
ショナリの変更」を参照してください。
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スキーマ・オブジェクトスキーマ・オブジェクトスキーマ・オブジェクトスキーマ・オブジェクト
この項では、スキーマ・オブジェクトに関する互換性の問題および相互運用性の問題につい
て説明します。

ビットマップ索引の保護ビットマップ索引の保護ビットマップ索引の保護ビットマップ索引の保護
リリース 8.1 より前のリリースでは、特定の SQL 文を発行することによって、ビットマップ
索引が無効になることがありました。ビットマップ索引が無効になる最も一般的な原因は、
次に示すタイプの文によるものです。

� あらかじめ主キーを持たない既存の表に主キーを設定する ALTER TABLE文

� あらかじめ NOT NULL 制約を持たない列に NOT NULLを設定する ALTER TABLE文

Oracle9i では、このように意図せずに索引が無効になることはありません。

データ型データ型データ型データ型
この項では、データ型に関する互換性の問題および相互運用性の問題について説明します。

日時データ型および期間データ型日時データ型および期間データ型日時データ型および期間データ型日時データ型および期間データ型
データベースが Oracle9i にアップグレードされると、データベースのタイムゾーンは、環境
変数 ORA_SDTZのタイムゾーンに設定されます。ORA_SDTZが設定されていない場合、
データベースのタイムゾーンはオペレーティング・システムのタイムゾーンに設定されま
す。オペレーティング・システムのタイムゾーンが設定されていない場合、または有効でな
い場合、データベースのタイムゾーンはデフォルトの協定世界時（UTC）に設定されます。

時間部分を持つ以前の Oracle の DATEデータは、秒の小数部分をサポートするために
TIMESTAMPへ、またはレガシー・データを再書込みせずに秒の小数部分およびタイムゾー
ンの調整をサポートするために TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEへ移行することが
できます。DATE列を TIMESTAMP列または TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEに変更
するには、ALTER TABLE文を明示的に発行する必要があります。

ラージ・オブジェクト（ラージ・オブジェクト（ラージ・オブジェクト（ラージ・オブジェクト（LOB））））
この項では、LOB に関する互換性の問題および相互運用性の問題について説明します。

CLOB およびおよびおよびおよび NCLOB の可変幅キャラクタ・セットの可変幅キャラクタ・セットの可変幅キャラクタ・セットの可変幅キャラクタ・セット  リリース 8.0 では、データベース・キャラ
クタ・セットが可変幅の場合、SYSTEM以外のユーザーは CLOBまたは NCLOBのデータ型が
ある表を作成できませんでした。リリース 8.1 以上では、可変幅キャラクタ・セットを持つ
表で CLOBおよび NCLOBデータ型をサポートします。データは UCS2（2 バイトの固定値ユ
ニコード）として格納されます。
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LOB 索引句索引句索引句索引句  LOB格納用の表領域以外の表領域で、LOB索引データを格納するために LOB索
引句を使用した場合、索引データは、LOBと同じ表領域に属するように再配置されます。こ
れには、リリース 8.1 以上で次のいずれかの操作を実行する必要があります。

� LOBについてエクスポート / インポートを実行します。

� LOBをパーティション表へ移動します。

Oracle7 から Oracle9i へアップグレードするために、エクスポート / インポートを使用した
場合、索引データは移行中に自動的に再配置されます。ただし、移行ユーティリティまたは
Database Upgrade Assistant を使用した場合、索引データは再配置されません。

また、リリース 8.1 以上で新しい表を作成し、非パーティション表の LOB索引のために表領
域を指定した場合、表領域の指定は無視され、LOB索引は LOBと同じ表領域に配置されま
す。

LOB索引の格納を確認するには、SYSDBA権限を持つユーザーとして接続し、次の SQL 文を
発行します。

SELECT index_name, index_type, tablespace_name
    FROM dba_indexes
    WHERE index_type = 'LOB';

動的パフォーマンス・ビューの日付列動的パフォーマンス・ビューの日付列動的パフォーマンス・ビューの日付列動的パフォーマンス・ビューの日付列
Oracle7 では、動的パフォーマンス・ビューのすべての日付列は、MM/DD/YY 
HH24:MI:SS という書式の VARCHAR2(20)文字列です。リリース 8.0 以上では、すべての日
付列は、DATEデータ型を使用する実際の DATE列です。以前の VARCHAR2(20)文字列と比
較して、DATEデータ型には次のようなメリットがあります。

� すべての日付列が DATEデータ型であるため、一貫性を確立します。

� SQL および PL/SQL では、日付算術（ソートを含む）を簡易化します。

� NLS_DATE_FORMATを使用して、日付書式を設定します。

� NLS_DATE_FORMATを MM/DD/YY HH24:MI:SS に設定することにより、以前の書式で
日付を見せることができます。

� 2 桁の年数値の使用を避けることによって、西暦 2000 年以降の問題を回避することがで
きます。

注意注意注意注意 : Oracle7 は、動的パフォーマンス・ビューの VARCHAR(20)データ
型を使用して日付を表示しますが、完全には西暦 2000 年問題を避けるこ
とができません。Oracle7 は、REDO ログ・ファイルと制御ファイルにあ
る最も近い秒にあわせて時間を格納します。
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Oracle ROWID
この項では、ROWIDに関する互換性の問題および相互運用性の問題について説明します。

UROWID データ型データ型データ型データ型  リリース 8.1 では、UROWID（ユニバーサル ROWID）データ型が導入され
ました。リリース 8.1 より前のクライアントが UROWIDデータ型の列にアクセスする場合に
使用できるのは、キャラクタ・ホスト変数のみです。つまり、他の種類の変数はサポートさ
れません。

新規の物理新規の物理新規の物理新規の物理 ROWID データ型書式データ型書式データ型書式データ型書式  リリース 8.0 で、新規の物理 ROWID書式が導入されまし
た。列またはアプリケーション・コードに格納された物理 ROWIDを使用する場合、以前の
物理 ROWIDは無効であるため、変換する必要があります。

AL24UTFFSS キャラクタ・セットの非サポートキャラクタ・セットの非サポートキャラクタ・セットの非サポートキャラクタ・セットの非サポート
AL24UTFFSS Unicode キャラクタ・セットは、Oracle9i ではサポートされていません。
AL24UTFFSS は、Unicode 1.1 規格に基づく UTF-8 コード体系をサポートする Unicode キャ
ラクタ・セットとして Oracle7 で導入されましたが、現在は廃止されています。Oracle9i で
は、Unicode キャラクタ・セット AL32UTF8 および UTF8 が、Unicode 3.1 規格に基づく
Unicode の拡張機能を備えています。

既存の AL24UTFFSS データベースの移行パスは、Oracle9i へアップグレードする前に、
データベース・キャラクタ・セットを UTF8 にアップグレードすることです。新しいデータ
ベース・キャラクタ・セットへ移行する場合は、既存のデータベース・キャラクタ・セット
を UTF8 へ移行する前に、キャラクタ・セット・スキャナを使用して、データを分析するこ
とをお薦めします。

NCHAR およびおよびおよびおよび NLS の使用の使用の使用の使用
Oracle8 および Oracle8i では、特定の列、属性、PL/SQL 変数、パラメータおよび戻り値に
各国語キャラクタ・セット（NCHAR）を使用することを宣言できます。そのような明示的な
宣言がないかぎり、NCHARおよび NLS の使用はほとんどが透過的に処理され、Oracle8 お
よび Oracle8i の他の機能には影響しません。例外としては、PROPS$または VALUE$ディク
ショナリ・ビューにある SELECT文で、CHARACTER_SET_NAME列または
NLS_NCHAR_CHARACTERSET行を戻す場合があります。

参照参照参照参照 : 新規の物理 ROWID書式の詳細は、D-33 ページの「物理 ROWID
の移行について」を参照してください。

参照参照参照参照 : キャラクタ・セット・スキャナの詳細は、『Oracle9i Database グ
ローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。
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NCHAR およびおよびおよびおよび NLS に伴う移行問題に伴う移行問題に伴う移行問題に伴う移行問題  PROPS$ディクショナリ表には、CREATE DATABASE文
で指定されたキャラクタ・セットを記述する 2 つの行があります。
NAME='NLS_CHARACTERSET'を含む行では、VALUE$列にデータベース・キャラクタ・
セットの名前があります。NAME='NLS_NCHAR_CHARACTERSET'を含む行では、VALUE$
列に各国語キャラクタ・セットの名前があります。

リリース 7.3 と比較すると、様々なビューに、次の値を持つ新規列 CHARACTER_SET_NAME
が含まれます。

DECODE(x$.CHARSETFORM,
       1, 'CHAR_CS',
       2, 'NCHAR_CS',

ここで、x$ はベース表の 1 つを表します。ビューの DATA_TYPEまたは COLTYPE列値は、
キャラクタ・セットの選択項目を表示するようには変更されません。

NCHAR とととと NLS 環境変数および互換性環境変数および互換性環境変数および互換性環境変数および互換性  次のように、使用環境に NLS_LANGを設定する必要が
あります。

� リリース 7.3.x の環境に環境変数 ORA_NLS32を設定します。

� リリース 8.0 以上の環境に環境変数 ORA_NLS33を設定します。

クライアントに正しい NLS キャラクタ・セットの環境変数があることを確認します。リ
リース 7.3 の NLS コードがリリース 8.0 以上のキャラクタ・セットをロードしようとする
と、エラーが発生します。

ユーザー定義データ型ユーザー定義データ型ユーザー定義データ型ユーザー定義データ型
この項では、ユーザー定義データ型に関する互換性の問題および相互運用性の問題について
説明します。

型進化型進化型進化型進化
型進化には、COMPATIBLE初期化パラメータを 9.0.0 以上に設定する必要があるため、以前
のリリースの PL/SQL を使用しているクライアントは、進化した型にはアクセスできませ
ん。

サブタイプおよびサブタイプおよびサブタイプおよびサブタイプおよび NOT FINAL 型型型型
リリース 8.1 以下で作成された型は、FINAL型とみなされます。そのため、Oracle9i ではサ
ブタイプとして使用できません。ただし、ALTER文を明示的に使用して、型を NOT FINAL
に変更することができます。

COMPATIBLE初期化パラメータが 9.0.0未満に設定されている場合、サブタイプは作成で
きません。また、NOT INSTANTIABLE型および NOT FINAL型も作成できません。した
がって、サブ表、サブビューおよび代替可能な列も使用できません。
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リリースリリースリリースリリース 8.1 クライアントによるリリースクライアントによるリリースクライアントによるリリースクライアントによるリリース 1（（（（9.0.1）以上のサーバーへのアクセス）以上のサーバーへのアクセス）以上のサーバーへのアクセス）以上のサーバーへのアクセス  NOT 
FINAL型のデータを含む転送はエラーを戻します。型がサーバー上で NOT FINAL型に変更
されている場合、リリース 8.1 クライアントは、リリース 1（9.0.1）以上のサーバーにアク
セスできません。

リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）以上のクライアントによるリリース）以上のクライアントによるリリース）以上のクライアントによるリリース）以上のクライアントによるリリース 8.1 サーバーへのアクセスサーバーへのアクセスサーバーへのアクセスサーバーへのアクセス  リリース
8.1 サーバーには FINAL型のみが存在するため、エラーは発生しません。

ユーザー定義データ型の新しい書式ユーザー定義データ型の新しい書式ユーザー定義データ型の新しい書式ユーザー定義データ型の新しい書式
リリース 8.1 では、ユーザー定義データ型に新しい書式が導入されました。新しい書式に
よって、リリース 8.0 で使用されていた書式よりもパフォーマンスが大幅に向上します。リ
リース 8.0 のユーザー定義データ型をリリース 8.1 以上のデータベースで使用しても互換性
の問題はありません。ただし、データベースは、新しい書式によるパフォーマンスの向上は
得られません。

リリースリリースリリースリリース 8.1 以上のクライアントによるリリース以上のクライアントによるリリース以上のクライアントによるリリース以上のクライアントによるリリース 8.0 のユーザー定義データ型へのアクセスのユーザー定義データ型へのアクセスのユーザー定義データ型へのアクセスのユーザー定義データ型へのアクセス  
ユーザー定義データ型の書式は、クライアントとサーバー間の互換性のやりとりの一部とし
て交渉されます。リリース 8.0 サーバーを使用している場合、リリース 8.1 以上のクライア
ントはデータベースにアクセスできますが、リリース 8.0 に設定されます。

リリースリリースリリースリリース 8.0 クライアントによるリリースクライアントによるリリースクライアントによるリリースクライアントによるリリース 8.1 以上のユーザー定義データ型へのアクセス以上のユーザー定義データ型へのアクセス以上のユーザー定義データ型へのアクセス以上のユーザー定義データ型へのアクセス  
リリース 8.0 クライアントがリリース 8.1 以上のユーザー定義データ型を持つサーバーにア
クセスする場合は、データベースがユーザー定義データ型をリリース 8.0 の書式に変換しま
す。したがって、リリース 8.0 クライアントはデータにアクセスできますが、パフォーマン
スの向上は得られないことがあります。

ネストした表ネストした表ネストした表ネストした表
リリース 8.0 クライアントは、リリース 8.1 以上のネストした表の次の機能はサポートしま
せん。

� コレクション・ロケータ

� 索引構成表にあるネストした表データの記憶域を含む、コレクション列のユーザー指定
記憶域

したがって、リリース 8.0 のクライアントがリリース 8.1 以上のサーバーにアクセスしよう
とし、ネストした表がロケータとして戻されるように指定されている場合、またはネストし
た表の記憶域がユーザー指定の場合、非互換エラーとなりアクセスできません。

LOB として格納されるとして格納されるとして格納されるとして格納される VARRAY
リリース 8.0 のクライアントは、VARRAYを LOBとして格納する記憶域パラメータの指定を
サポートしません。したがって、リリース 8.0 のクライアントが、VARRAYを LOBとして格
納する記憶域パラメータの指定のあるリリース 8.1 以上のサーバーにアクセスしようとする
と、非互換エラーとなりアクセスできません。
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SQL およびおよびおよびおよび PL/SQL
この項では、SQL および PL/SQL に関する、互換性の問題および相互運用性の問題につい
て説明します。

GREATEST_LB、、、、LEAST_UB およびおよびおよびおよび TO_LABEL ファンクションの非サポートファンクションの非サポートファンクションの非サポートファンクションの非サポート
リリース 8.1 以上では、組込み PL/SQL ファンクション GREATEST_LB、LEAST_UBおよび
TO_LABELはサポートされません。

PL/SQL のネイティブ動的のネイティブ動的のネイティブ動的のネイティブ動的 SQL
次の項では、PL/SQL のネイティブ動的 SQL に関する相互運用性の問題について説明しま
す。

サーバー側のサーバー側のサーバー側のサーバー側の PL/SQL  リリース 8.1.0 以上の互換性レベルを持つ Oracle データベース・サー
バーでは、リモート・サーバーのオブジェクトへの参照を含むネイティブ動的 SQL 文を、
どの互換性レベルでも実行できます。

たとえば、次のプロシージャはネイティブ動的 SQL 文を持ち、リモートの Oracle データ
ベース・サーバーにリンクします。

PROCEDURE dyn1 is
BEGIN
    EXECUTE IMMEDIATE 'insert into tab@remote_link
        values ('a', 10)';
END;

前述の例の remote_link は、リリース 7.3、8.0、8.1 などのすべての Oracle リリースへのリン
クとして使用できます。

ネイティブ動的ネイティブ動的ネイティブ動的ネイティブ動的 SQL およびおよびおよびおよび RPC コールコールコールコール  RPC コールを作成するクライアントのリリースにか
かわらず、RPC コールのターゲットである PL/SQL プログラムはネイティブ動的 SQL を使
用できます。たとえば、リリース 7.3 または 8.0 のクライアントは、リリース 8.1.0 以上の互
換性レベルで Oracle データベース・サーバに RPC コールを発行することができます。

SQL スクリプト（スクリプト（スクリプト（スクリプト（utlchain.sql およびおよびおよびおよび utlchn1.sql））））
Oracle9i のインストールでは、移行された行および連鎖された行を格納する表を作成するス
クリプトとして、utlchain.sqlおよび utlchn1.sqlの 2 つが提供されます。
utlchn1.sqlスクリプトは通常の表および索引構成表の両方で実行できますが、
utlchain.sqlスクリプトは通常の表でのみ実行でき、索引構成表では実行できません。

Oracle9i では、常に utlchn1.sqlスクリプトを実行する必要があります。

参照参照参照参照 : SQL および PL/SQL の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』お
よび『PL/SQL ユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』を参照してくだ
さい。
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SQL スクリプト（スクリプト（スクリプト（スクリプト（utlexcpt.sql およびおよびおよびおよび utlexpt1.sql））））
Oracle9i のインストールでは、制約を使用可能にした場合の例外を格納する表を作成するス
クリプトとして、utlexcpt.sqlおよび utlexpt1.sqlの 2 つが提供されます。
utlexpt1.sqlスクリプトは通常の表および索引構成表の両方で実行できますが、
utlexcpt.sqlスクリプトは通常の表でのみ実行でき、索引構成表では実行できません。

Oracle9i では、常に utlexpt1.sqlスクリプトを実行する必要があります。

AS 副問合せを持つパラレル副問合せを持つパラレル副問合せを持つパラレル副問合せを持つパラレル CREATE TABLE 文の動作変更文の動作変更文の動作変更文の動作変更
リリース 8.0 以上で、AS副問合せを持つ CREATE TABLE文に PARALLEL句を使用すると、
INITIAL記憶域パラメータは無視され、NEXT記憶域パラメータが使用されます。Oracle7
では、INITIAL記憶域パラメータは無視されません。

次に、SQL 文の例を示します。

CREATE TABLE tb_2 STORAGE (INITIAL 1M NEXT 500K)
   PARALLEL (DEGREE 2)
   AS SELECT * FROM tb_1;

リリース 8.0 以上では、INITIALの値は 500KB となりますが、Oracle7 では 1MB となりま
す。

アドバンスト・キューイング（アドバンスト・キューイング（アドバンスト・キューイング（アドバンスト・キューイング（AQ））））
この項では、AQ の互換性の問題および相互運用性の問題について説明します。

キュー・レベル権限およびシステム・レベル権限キュー・レベル権限およびシステム・レベル権限キュー・レベル権限およびシステム・レベル権限キュー・レベル権限およびシステム・レベル権限
キュー・レベル権限およびシステム・レベル権限を使用するには、キュー表が 8.1.0 以上の
互換性レベルである必要があります。特に、DBMS_AQADMパッケージにある次のプロシー
ジャを使用してキュー・レベル権限を付与するには、キュー表の互換性レベルが 8.1.0 以上
である必要があります。

� GRANT_QUEUE_PRIVILEGE

� REVOKE_QUEUE_PRIVILEGE

参照参照参照参照 : AQ の詳細は、『Oracle9i アプリケーション開発者ガイド - アドバ
ンスト・キューイング』を参照してください。次の項では、新しい AQ 機
能の互換性および相互運用性のみ説明します。使用方法の詳細は、

『Oracle9i アプリケーション開発者ガイド - アドバンスト・キューイング』
を参照してください。
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相互運用性および送信者の相互運用性および送信者の相互運用性および送信者の相互運用性および送信者の ID 列列列列
リリース 8.1 以上では、送信者の ID は付加的な属性としてメッセージ・プロパティにマッ
プされます。リリース 8.0 とリリース 1（9.0.1）以上のデータベース間で通信する場合、新
しい属性は無視されます。

OCI のアプリケーション用に、メッセージ・プロパティの記述子の新しい属性として送信者
の ID 属性を利用できます。リリース 8.1 以上の OCI クライアントは、メッセージ・プロパ
ティをサーバーへ送信またはサーバーから受信するために新しい RPC コードを使用します。

ルールベースのサブスクリプションルールベースのサブスクリプションルールベースのサブスクリプションルールベースのサブスクリプション
DBMS_AQADM.MIGRATE_QUEUE_TABLEプロシージャを使用してリリース 8.0 からリリース
8.1 以上へキュー表を移行する場合は、既存のサブスクライバは NULL ルールを持つサブス
クライバに自動的にアップグレードされます。

プロシージャおよびパッケージプロシージャおよびパッケージプロシージャおよびパッケージプロシージャおよびパッケージ
この項では、プロシージャおよびパッケージに関する互換性の問題および相互運用性の問題
について説明します。

SET_SESSION_LONGOPS プロシージャの構文変更プロシージャの構文変更プロシージャの構文変更プロシージャの構文変更
リリース 8.0 では、DBMS_APPLICATION_INFO.SET_SESSION_LONGOPSプロシージャが
変更されました。新しい構文の詳細は、dbmsapin.sqlファイルを参照してください。ご
使用のアプリケーションがこのプロシージャを使用している場合は、それに応じてアプリ
ケーションを変更します。

Oracle オプティマイザオプティマイザオプティマイザオプティマイザ
Oracle9i には、以前のリリースでは新規またはデフォルトで使用不可であった多くのオプ
ティマイザ拡張機能が含まれています。

したがって、既存のアプリケーションを Oracle9i へアップグレードすると、実行計画が大幅
に変更される可能性があります。長期間使用しているアプリケーションの場合、動作の変更
がリスクを伴う場合があります。OPTIMIZER_FEATURES_ENABLE初期化パラメータを使用
すると、実行計画の変更を最小化できます。

このパラメータの値をリリース 8.1.7 などの以前のリリースに設定すると、Oracle は、その
リリースのデフォルトで使用可能なオプティマイザ機能のみを使用します。これによって、
そのリリースからアップグレードする場合に実行計画が変更される可能性が減ります。

Oracle のプラン・スタビリティ機能を使用して、新しいリリースへアップグレードする場合
に、以前の動作を保つこともできます。

参照参照参照参照 : パッケージの詳細は、『Oracle9i PL/SQL パッケージ・プロシー
ジャおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
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Oracle9i Real Application Clusters
Oracle9i Real Application Clusters 環境で複数の Oracle リリースを使用する場合、リリース
のサポートはオペレーティング・システムによって異なります。ご使用のオペレーティン
グ・システムが、単一の Oracle9i Real Application Clusters 環境で異なるリリースの共存を
サポートするかどうかについては、ご使用のオペレーティング・システム固有の Oracle マ
ニュアルを参照してください。

PARALLEL 句の句の句の句の INSTANCES キーワードキーワードキーワードキーワード
リリース 8.1 以上で INSTANCESキーワードを使用することはできますが、旧リリースとは
異なって解釈されます。Oracle7 およびリリース 8.0 では、次のような文の PARALLEL句で
INSTANCESキーワードを使用することができました。

� ALTER CLUSTER

� ALTER DATABASE ... RECOVER

� ALTER INDEX ... REBUILD

� ALTER TABLE

� CREATE CLUSTER

� CREATE INDEX

� CREATE TABLE

また、ヒントでも使用することができました。INSTANCESキーワードは、パラレル操作で
使用される Oracle Parallel Server インスタンスの数を指定するために使用されました。

またリリース 8.1 以上では、PARALLEL句に並列度を指定する構文が変更されています。次
の例のように、PARALLELの後に数値を置くことで簡単に並列度を指定できます。

ALTER TABLE emp PARALLEL 5;

ただし、使用できるように選択した場合、DEGREEキーワードは有効なままです。前述の構
文は次の文と同等です。

ALTER TABLE emp PARALLEL (DEGREE 5 INSTANCES 1);

構文にかかわらず、パラレル操作で使用される問合せスレッド数と同じ数値を指定します。
いずれの構文も、問合せを実行するために必要なインスタンス数に影響することはありませ
ん。いくつのインスタンスを使用するかは、使用可能なインスタンス数および各インスタン
スのロードに基づいてシステムが決定します。したがって、どの構文でも結果は同じとなり
ます。
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リリースリリースリリースリリース 8.1 以上での以上での以上での以上での INSTANCES キーワードの使用キーワードの使用キーワードの使用キーワードの使用  リリース 8.1 以上では、旧構文を引き続
き使用して INSTANCESおよび DEGREEを指定することができますが、並列度を指定する単
一のキーワードとして解釈されます。したがって、リリース 8.1 以上では廃止されたコマン
ド構文は引き続き受け入れられますが、これまでのリリースとは解釈が異なる場合がありま
す。表 5-3 に、廃止された構文を引き続き使用した場合に、可能な INSTANCESおよび
DEGREEの設定を Oracle が解釈する方法を示します。表 5-3 の各列は、次のことを示しま
す。

� 並列度並列度並列度並列度は、PARALLEL句の DEGREEキーワードの設定を示します。

� インスタンスインスタンスインスタンスインスタンスは、PARALLEL句の INSTANCESキーワードの設定を示します。

� 8.1 並列度並列度並列度並列度は、DEGREEおよび INSTANCESに基づいてリリース 8.1 以上での Oracle の並
列度の解釈を示します。

表中の x および y は、整数を表す変数です。

キーワードが解除された場合、1 を使用します。

これらの解釈のために、リリース 8.1 以上では Oracle は次のように動作します。

� DEGREEに x、INSTANCESに 1 を設定しても、パラレル操作で使用するインスタンスが
1 つのみになるとは保証されません。

� DEGREEに 1、INSTANCESに y を設定しても、パラレル操作で 1 つのインスタンスにつ
いて使用する問合せスレッドが 1 つのみになるとは保証されません。

� DEGREEに x、INSTANCESに y を設定しても、いずれの設定も保証されません。そのか
わり、Oracle は x に y を掛けた値を並列度に設定しようとします。

表表表表 5-3 リリースリリースリリースリリース 8.1 でのでのでのでの INSTANCES キーワードの変換キーワードの変換キーワードの変換キーワードの変換

並列度並列度並列度並列度 インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス 8.1 並列度並列度並列度並列度

解除または 1 解除または 1 1

x DEFAULT x

x 解除または 1 x

解除または 1 DEFAULT DEFAULT

DEFAULT y y

解除または 1 y y

DEFAULT 解除または 1 DEFAULT

x y x * y
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予期しない動作を避けるため、INSTANCESキーワードを使用しないことをお薦めします。
また、PARALLEL_INSTANCE_GROUP初期化パラメータを使用することをお薦めします。

データベース・セキュリティデータベース・セキュリティデータベース・セキュリティデータベース・セキュリティ
この項では、データベース・セキュリティに関する互換性の問題および相互運用性の問題に
ついて説明します。

パスワード管理パスワード管理パスワード管理パスワード管理
Oracle7 以下のアプリケーションを Oracle8 および Oracle8i のパスワード管理に対応させる
には、アプリケーションに次の変更を行います。

� Oracle8およびOracle8iのOCIコールである OCISessionBegin()を使用してサーバー
に接続します。サーバーが SUCCESS_WITH_INFO を戻す場合、パスワードが有効でま
だ猶予期間にあるかどうかを確認します。パスワードの期限が切れていても、まだ猶予
期間内であれば、ユーザーに警告を出し、OCIChangePassword()コールを使用して
ユーザーのパスワードを変更します（パスワード変更コールはオプションですが、使用
することをお薦めします）。

� パスワードの期限が切れていてエラーが戻された場合は、Oracle8 および Oracle8i の
OCI コールである OCIChangePassword()を使用してユーザーのパスワードを変更す
る必要があります。OCIChangePassword()を使用してパスワードを変更しない場合
は、パスワード検証ルーチンは、新しいパスワードが古いパスワードと等しいかどうか
を確認せず、等しい場合でも変更を拒否しません。

Oracle7 のアプリケーションで前述の変更を行わなかった場合、ユーザー・アカウントの期
限が切れた後にパスワードを変更するには、SQL*Plus などの Oracle のツール製品が必要に
なります。

この Oracle8 および Oracle8i のパスワード管理機能は、デフォルトでオフになっています。
Oracle8 および Oracle8i のサーバー・システムでパスワード期限切れ機能を実装していない
場合は、Oracle7 のクライアント側でパスワード管理について変更を行う必要はありません。
デフォルトのプロファイルでは、すべてのパラメータが UNLIMITEDに設定されており、パ
スワード複雑度チェック・ルーチンは NULLに設定されています。

パスワード検証ルーチンは、そのプロファイル定義とともにエクスポート / インポートされ
ます。ユーザーの履歴表も Oracle8 および Oracle8i でインポート / エクスポートできます。

参照参照参照参照 : PARALLEL句の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』を、
PARALLEL_INSTANCE_GROUP初期化パラメータの詳細は、『Oracle9i
データベース・リファレンス』を参照してください。
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Oracle8 以上のサーバーに接続する以上のサーバーに接続する以上のサーバーに接続する以上のサーバーに接続する Oracle7 以前のクライアント以前のクライアント以前のクライアント以前のクライアント  Oracle7 クライアントは、
Oracle7 の OCI コールを使用してサーバーに接続します。このため、Oracle8 以上のパス
ワードの有効期限は検出できません。ただし、Oracle8 以上のその他のパスワード管理機能
は、Oracle7 クライアントでも動作します。パスワード期限切れの処理も含めた Oracle8 以
上のパスワード管理の全機能は、Oracle7 のログイン・コールを Oracle8 以上のログイン・
コールに置き換えるのみで、Oracle7 クライアントでも動作します。

Oracle7 以下のサーバーのある以下のサーバーのある以下のサーバーのある以下のサーバーのある Oracle8 以上のクライアント以上のクライアント以上のクライアント以上のクライアント  Oracle8 以上のクライアントを
コード化して、Oracle7 以前のサーバーで機能させることができます。このようなクライア
ント用のコード例を、次に示します。

OCISessionBegin(...) /* call release 8.0 and higher logon OCI call */
if (SUCCESS_WITH_INFO) then
{ /* Check for password expiration and take appropriate action*/
...
OCIChangePassword(...);
...
}

エンタープライズ・ユーザー管理エンタープライズ・ユーザー管理エンタープライズ・ユーザー管理エンタープライズ・ユーザー管理
この項では、エンタープライズ・ユーザー管理に関する互換性の問題および相互運用性の問
題について説明します。この機能は、Oracle Advanced Security の機能の一部です。

リリースリリースリリースリリース 8.1.5 とリリースとリリースとリリースとリリース 8.0 との相互運用性との相互運用性との相互運用性との相互運用性  リリース 8.1.5 および 8.0 のサーバーは、グ
ローバル・ユーザーおよびロールをリリース 8.1.6 以上のサーバーと共有できません。また、
リリース 8.1.5 とリリース 8.1.6 以上の間での現行のユーザーのデータベース・リンクはサ
ポートされません。リリース 8.0 とリリース 8.1.6 以上の間での現行のユーザーのデータベー
ス・リンクもサポートされません。

Oracle7 およびバージョンおよびバージョンおよびバージョンおよびバージョン 6 リリースとの相互運用性リリースとの相互運用性リリースとの相互運用性リリースとの相互運用性  Oracle7 またはバージョン 6 のサーバー
ではグローバル・ユーザーを作成または認可できないため、これらのサーバーはグローバ
ル・ユーザーまたはロールを Oracle8 および Oracle8i と共有できません。また、Oracle8 お
よび Oracle8i からバージョン 6 または Oracle7 への現行のユーザーのデータベース・リンク
は、サポートされません。

注意注意注意注意 : Oracle Security Server（OSS）のコンポーネントは、Oracle8i には
存在しません。ほとんどの機能は Oracle Advanced Security に統合されて
います。オラクル社は、OSS から Oracle Advanced Security に移行するた
めのツールを提供していません。
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データベース・バックアップおよびリカバリデータベース・バックアップおよびリカバリデータベース・バックアップおよびリカバリデータベース・バックアップおよびリカバリ
この項では、データベースのバックアップおよびリカバリに関する互換性および相互運用性
の問題について説明します。

Recovery Manager

Recovery Manager コマンドコマンドコマンドコマンド
Recovery Manager リリース 8.1 では Recovery Manager コマンドがいくつか変更されまし
た。ただし、以前のリリースで使用されていたすべてのコマンドは、Recovery Manager リ
リース 8.1 以上で同様に動作します。

たとえば、CLONEコマンドは DUPLICATEコマンドに変更されていますが、CLONEコマン
ドは引き続き実行できます。また、ALLOCATEコマンドおよび CONNECTコマンドの CLONE
オプションは、現在 AUXILIARYオプションですが、CLONEオプションは引き続き実行でき
ます。同様に、COPYコマンドおよび SETコマンドの CLONENAMEキーワードは、現在
AUXNAMEに変更されていますが、CLONENAMEは引き続き実行できます。

バックアップ管理バックアップ管理バックアップ管理バックアップ管理 : EBU およびおよびおよびおよび Recovery Manager
EBU および Recovery Manager は、Oracle データベースのバックアップを管理するためのク
ライアント側のユーティリティです。ただし、Oracle8 および Oracle8i データベースのバッ
クアップを管理するには、Recovery Manager を使用する必要があります。EBU は、Oracle8
および Oracle8i では使用できません。

EBU および Recovery Manager は両方とも、EMC などのサード・パーティの記憶域サブシ
ステムと通信するためにメディア管理言語（MML）を使用します。EBU および Oracle7 用
のテープ・サブシステム管理モジュールに対して行った投資は、Recovery Manager、
Oracle8 および Oracle8i でも再利用できます。ただし、バックアップ・ボリューム形式は再
利用できません。Recovery Manager は異なる形式を作成し、Oracle7 のバックアップは
Oracle8 および Oracle8i でのリストアには一般的に役に立たないため、Oracle8 および
Oracle8i で記憶域サブシステムに新しいバックアップを書き込む必要があります。

参照参照参照参照 :

� Recovery Manager に関する互換性の問題および相互運用性の問題の
詳細は、『Oracle9i Recovery Manager リファレンス』を参照してくだ
さい。

� リカバリ・カタログのアップグレードの詳細は、4-17 ページの「リカ
バリ・カタログのアップグレード」を参照してください。

注意注意注意注意 : Recovery Manager のスクリプト言語は、EBU のスクリプト言語
とは大きく異なります。
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データ・ファイル・バックアップデータ・ファイル・バックアップデータ・ファイル・バックアップデータ・ファイル・バックアップ
Oracle7 で作成されたデータ・ファイル・バックアップは、それ以上のリリースの Oracle で
はリストアすることができません。ただし、移行ユーティリティの実行後に取られた
Oracle7 データベースのバックアップは、Oracle9i でリストアまたはリカバリできます。
EBU を使用して Oracle7 データベースのバックアップを取り、そのデータベースを Oracle9i
でリストアする必要がある場合、Oracle9i でリカバリする前に、EBU を使用してデータ・
ファイルをリストアする必要があります。Oracle7 データベースが、オペレーティング・シ
ステム・コマンドでディスク・ファイルにバックアップされる場合、そのディスク・ファイ
ルは、CATALOG DATAFILECOPYコマンドを使用して、Recovery Manager に登録できます。

ファイルのバックアップを取るリリースとファイルをリカバリするリリース間の直接のアッ
プグレード・パスが、2-3 ページの表 2-1「アップグレード・パス」でサポートされている場
合、Oracle8 以上で取られたデータ・ファイル・バックアップは、それ以上のどのリリース
でもリストアおよびリカバリできます。データ・ファイルの内容が以前のリリースと互換性
がある場合、Oracle8 以上のバックアップをそれ以下のリリースにリストアおよびリカバリ
することもできます。

スタンバイ・データベーススタンバイ・データベーススタンバイ・データベーススタンバイ・データベース
スタンバイ・データベースは Oracle7 リリース 7.3 以上で動作します。次の互換性に関する
制限はスタンバイ・データベースに適用されます。

� プライマリ・データベースおよびスタンバイ・データベースは同じオペレーティング・
システムで実行する必要があります。また、プライマリ・データベースとスタンバイ・
データベースはオペレーティング・システムの同じリリースで実行することをお薦めし
ます。

� プライマリ・データベースおよびスタンバイ・データベースは、Oracle の同じメンテナ
ンス・リリースを実行する必要があります。たとえば、プライマリ・データベースがリ
リース 8.1.6 を実行する場合、スタンバイ・データベースは、8.1.5、8.1.6、8.1.7 などの
Oracle8i を実行できます。ただし、この場合、スタンバイ・データベースは Oracle7 ま
たは Oracle8 を実行することはできません。

ファスト・スタート・オンデマンド・ロールバックおよびファスト・ファスト・スタート・オンデマンド・ロールバックおよびファスト・ファスト・スタート・オンデマンド・ロールバックおよびファスト・ファスト・スタート・オンデマンド・ロールバックおよびファスト・
スタート・パラレル・ロールバックスタート・パラレル・ロールバックスタート・パラレル・ロールバックスタート・パラレル・ロールバック
セッションまたはインスタンスが正常に終了しない場合、リカバリ・プロセスとして、
Oracle はコミットされていないトランザクションをロールバックします。Oracle9i には、
ロールバック・パフォーマンスを向上する、ファスト・スタート・オンデマンド・ロール
バックおよびファスト・スタート・パラレル・ロールバックの 2 つの新機能があります。

参照参照参照参照 : スタンバイ・データベースに関するオペレーティング・システム
の要件の詳細は、オペレーティング・システム固有の Oracle マニュアル
を参照してください。
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使用不可能のトランザクションが、他のトランザクションが必要とする行に行ロックをかけ
ている場合、ファスト・スタート・オンデマンド・ロールバックは、自動的にその新規トラ
ンザクションが必要とするデータ・ブロックをリカバリします。新規トランザクションの進
行をブロックしない他のデータ・ブロックおよびトランザクションは、バックグラウンドで
ロールバックされます。ファスト・スタート・オンデマンド・ロールバックは、
COMPATIBLE初期化パラメータを 8.1.0 以上に設定した場合にのみ使用可能です。

ファスト・スタート・パラレル・ロールバックは、複数のサーバー・プロセスを使用して使
用不可能のトランザクションをリカバリすることによって、バックグラウンドのロールバッ
ク・パフォーマンスを向上させます。COMPATIBLE初期化パラメータがリリース 8.0 または
8.1 に設定されている場合に、ファスト・スタート・パラレル・ロールバックを使用できま
す。ファスト・スタート・パラレル・ロールバックは、次の条件が満たされた場合にのみ、
複数のサーバー・プロセスを使用して使用不可能のトランザクションをリカバリします。

� 使用不可能の各トランザクションに 1 つ以上のプロセスを割り当てるサーバー・プロセ
スが十分ある。

� COMPATIBLEがリリース 8.0 に設定された場合、トランザクションは複数のサーバー・
プロセスで作成される。トランザクションが 1 つのサーバー・プロセスのみで作成され
る場合、1 つのサーバー・プロセスのみがロールバック操作で使用されます。この制限
は COMPATIBLEが 8.1.0 以上に設定された場合には適用されません。

REDO ログのアーカイブログのアーカイブログのアーカイブログのアーカイブ
リリース 8.1 以上では、オンライン REDO ログ・ファイルを、ローカル・ディスクベースの
ファイルや特定のスタンバイ・データベースなど、複数のアーカイブ先にアーカイブするこ
とができます。この機能によって、この項で説明する互換性および相互運用性の問題が発生
する可能性があります。

以前アーカイブされたオンライン以前アーカイブされたオンライン以前アーカイブされたオンライン以前アーカイブされたオンライン REDO ログの再アーカイブログの再アーカイブログの再アーカイブログの再アーカイブ  リリース 8.1 より前のリリース
では、正常かつ完全にアーカイブされたオンライン REDO ログ・ファイルを再アーカイブ
できました。REDO ログ・ファイルを、以前、正常にアーカイブしたアーカイブ先に再アー
カイブもできました。

リリース 8.1 以上では、次の制限が適用されます。

� 正常にアーカイブされたオンライン REDO ログは再アーカイブできない。

� 正常にアーカイブしたアーカイブ先に再アーカイブできない。

参照参照参照参照 : ファスト・スタート・オンデマンド・ロールバックの詳細は、
『Oracle9i データベース概要』を参照してください。
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アーカイブ操作エラー検出動作アーカイブ操作エラー検出動作アーカイブ操作エラー検出動作アーカイブ操作エラー検出動作  リリース 8.1 より前のリリースでは、エラーが検出された場
合、アーカイブ操作がただちに停止し、そのエラーをアラート・ログに報告して、ユーザー
にエラーの警告をしていました。

リリース 8.1 以上では、アーカイブ操作は、アーカイブ先のすべてが処理されない場合にの
み、プロセスを停止します。1 つ以上のアーカイブ先でのエラーのみではアーカイブ操作は
停止しません。アーカイブ操作は、すべてのアーカイブ先が処理できない場合に停止しま
す。特に、必須のアーカイブは再試行され、アーカイブの再試行が失敗するとプロセスが強
制終了します。

LogMiner
LogMiner はリリース 8.1 以上のインスタンスで動作し、次の基準を満たすすべてのデータ
ベースの REDO ログ・ファイルを分析します。

� 分析 Oracle インスタンスと同様のデータベース・キャラクタ・セット（DBCS）を持つ。

� 分析 Oracle インスタンスと同様のハードウェア・プラットフォームで実行する。

� リリース 8.0 以上のデータベースである。

LogMiner は、REDO ログ・ファイルを分析するために、マウントされたデータベースを必
要としません。ただし、REDO ログ・ファイルの内容を完全に翻訳するには、LogMiner
ディクショナリ（カタログ）へアクセスする必要があります。LogMiner はそのディクショ
ナリを使用して、内部オブジェクト識別子およびデータ型をオブジェクト名および外部デー
タ形式に翻訳します。PL/SQL パッケージ DBMS_LOGMNR_D を使用して、データベー
ス・ディクショナリを外部ファイルに抽出します。そのファイルは、後で REDO ログ・
ファイルの分析に使用できます。ディクショナリがなければ、LogMiner は内部オブジェク
ト識別子を戻し、データを 16 進で表示します。

他のデータベースのアーカイブ他のデータベースのアーカイブ他のデータベースのアーカイブ他のデータベースのアーカイブ REDO ログ・ファイルの分析ログ・ファイルの分析ログ・ファイルの分析ログ・ファイルの分析  異なるデータベースの REDO
ログ・ファイルを分析すると同時に、データベースのインスタンスに LogMiner を実行でき
ます。他のデータベースのアーカイブされた REDO ログ・ファイルを分析する場合、
LogMiner は次の条件を備えている必要があります。

� REDO ログ・ファイルと同じデータベースおよび同じデータベースのキャラクタ・セッ
トで作成されるディクショナリ・ファイルへアクセスする。

� 同じシステム上である必要はないが、ログ・ファイルを生成したのと同様のハードウェ
ア・プラットフォームで実行する。

� Oracle8 以上のリカバリに適用される REDO ログ・ファイルを使用する。
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Oracle Media Management API およびプロキシ・コピーおよびプロキシ・コピーおよびプロキシ・コピーおよびプロキシ・コピー
Oracle Media Management API バージョン 2 以上では、プロキシ・コピーの機能がサポート
されます。Recovery Manager プロキシ・バックアップを行う場合、Oracle はプロキシ・コ
ピー機能をサポートしない Oracle Media Management API リリース 1.1 またはバージョン 2
とリンクされます。その後 Recovery Manager はエラーを戻し、バックアップは失敗します。

分散データベース分散データベース分散データベース分散データベース
この項では、分散データベースに関連する互換性および相互運用性の問題について説明しま
す。

マテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビュー
リリース 8.1 より前のリリースでは、Oracle マテリアライズド・ビューは、常にマテリアラ
イズド・ビュー・ベース表とそのベース表のビューで構成されていました。たとえば、
SNAP_EMPマテリアライズド・ビューを作成することによって、SNAP_EMPビューおよび
ベース表（通常、SNAP$_SNAP_EMPと呼ばれる）が作成されました。リリース 8.1 以上で
は、ほとんどのマテリアライズド・ビューは、そのマテリアライズド・ビューと同じ名前の
ベース表のみを持ちます。ビューは作成されません。

ビューは次の場合にマテリアライズド・ビューに追加されます。

� リリース 8.0 などのリリース 8.1 より前のデータベースからマテリアライズド・ビューが
インポートされた。

� COMPATIBLEパラメータが 8.1.0未満に設定されている。

� マテリアライズド・ビューは非表示列を必要とする（副問合せを含む ROWID マテリア
ライズド・ビューおよび高速リフレッシュ可能なマテリアライズド・ビュー）。

Oracle Replication
レプリケート環境には、次の互換性に関する制限が適用されます。

� Oracle の異なるリリースがあるレプリケート環境の場合、古いリリースと互換性がない
データはレプリケートできません。たとえば、リリース 8.1.0 の互換性レベルのデータ
ベースとリリース 8.0.0 の互換性レベルのデータベースがあるレプリケート環境では、
リリース 8.0 と互換性のないデータは、これらのデータベース間でレプリケートできま
せん。

注意注意注意注意 : Oracle8 および Oracle8i のスナップショットの Oracle7 データベー
スへのインポートはサポートされていません。
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� リリース 8.1 より前のリリースの環境では、Advanced Replication パッケージの多くは
外部に存在しましたが、リリース 8.1 以上では内部に存在します。これは、パフォーマ
ンスを向上し、データの整合性を保つためです。このような内部パッケージについて
は、『Oracle9i アドバンスト・レプリケーション』を参照してください。

マスター・サイトの 1 つ以上がリリース 8.1 より前のものであれば、次のプロシージャで
GENERATE_80_COMPATIBLEフラグを解除または TRUE に設定する必要があります。

� GENERATE_REPLICATION_SUPPORT

� CREATE_SNAPSHOT_REPOBJECT

� GENERATE_SNAPSHOT_SUPPORT

異機種間サービス・エージェント異機種間サービス・エージェント異機種間サービス・エージェント異機種間サービス・エージェント
この項では、異機種間サービス・エージェントに関する互換性の問題および相互運用性の問
題について説明します。

異なるリリースのサーバー間の相互運用性異なるリリースのサーバー間の相互運用性異なるリリースのサーバー間の相互運用性異なるリリースのサーバー間の相互運用性  リリース 8.0.3 以上のリリースのサーバーは、リ
リース 8.0.3 以上のリリースの異機種間サービス・エージェントに接続および使用できます。
異なるリリースのサーバー間で接続する場合、リリースの低い方の機能に制限されます。

マルチスレッド・サービス・エージェントマルチスレッド・サービス・エージェントマルチスレッド・サービス・エージェントマルチスレッド・サービス・エージェント  リリース 8.1 以上では、マルチスレッド異機種間
サービス・エージェントがサポートされています。既存のエージェントが存在し、マルチス
レッド機能を利用する場合は、エージェント初期化ファイルを作成し、エージェント制御
ユーティリティを使用してそのエージェントを起動します。

SQL*Net、、、、Net8 またはまたはまたはまたは Oracle Net
Oracle7、Oracle8 および Oracle8i では、SQL*Net V2 または Net8 を使用できます。ただし、
SQL*Net V1 は、異なるネットワーク・アドレッシング・スキームを使用しているため、
Oracle8 以上では使用できません。したがって、アップグレードしたアプリケーションには、
次の要件が適用されます。

� クライアントおよびサーバーの両方で、SQL*Net V2 または Net8 を起動する必要があり
ます。

� 共有サーバーには、SQL*Net V2、Net8 または Oracle Net がサーバー上に必要です。し
たがって、共有サーバーを使用してクライアントと接続するには、クライアント上の
SQL*Net V2、Net8 または Oracle Net を使用する必要があります。

参照参照参照参照 : 異機種間サービスの概要、エージェント初期化ファイルの作成お
よびエージェント制御ユーティリティを使用したエージェントの起動につ
いては、『Oracle9i Heterogeneous Connectivity Administrator’s Guide』
を参照してください。
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SQL*Net V2 またはまたはまたはまたは Net8 へのへのへのへの SQL*Net V1 のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
SQL*Net V1 を SQL*Net V2 または Net8 へアップグレードするには、次の変更を行います。

� SQL*Net V2 または Net8 をインストールします。

� 各接続文字列を次のバージョンの接続記述子として再作成します。SQL*Net V2 は
『SQL*Net 管理者ガイド』で説明されている構文を使用し、Net8 は『Oracle8i Net8 管
理者ガイド』で説明されている構文を使用します。

� SQL*Plus および SQL*Forms を含む、SQL*Net V2 または Net8 で使用するプリコンパイ
ラ・プログラムおよび Oracle 実行可能ファイルを再リンクします。

サービス・ネーミングおよび接続時ロード・バランシングサービス・ネーミングおよび接続時ロード・バランシングサービス・ネーミングおよび接続時ロード・バランシングサービス・ネーミングおよび接続時ロード・バランシング
リリース 8.1 以上のリリースは、複数のデータベース・インスタンスを含むサービスのサー
ビス・ネーミングおよび接続時ロード・バランシングをサポートします。各サービスは複数
インスタンスを含むことができ、各インスタンスは複数ハンドラを含むことができます。こ
のサポートによって、クライアントはある特定のデータベース・インスタンスではなくサー
ビスにアクセスできるようになります。また、ある特定のインスタンス名からサービス名を
論理的に分割することができます。

複数インスタンスを含むサービスをサポートするには、次のような接続記述子の新規パラ
メータを使用します。

� SERVICE_NAME

� INSTANCE_NAME

新規パラメータは、次のような処理で発生する要求を処理することで接続時ロード・バラン
シングを使用可能にします。

1. クライアント・プログラムが接続先のサービスの名前を指定します。

2. TNS リスナーがサービス内で最も負荷の少ないインスタンスを検索します。

3. TNS リスナーがサービス内で最も負荷の少ないハンドラを検索します。

4. 必要に応じて、TNS リスナーがクライアントを最適のハンドラにリダイレクトするか、
クライアント接続をハンドラに渡します。

接続時ロード・バランシングを使用するには、次の処理を実行してください。

� 接続拡張子の SIDパラメータの使用を中止します。

� SERVICE_NAMESおよび INSTANCE_NAME初期化パラメータを初期化パラメータ・ファ
イルで使用します。

参照参照参照参照 : V1 から V2 への SQL*Net のアップグレードの詳細は、『SQL*Net 
管理者ガイド』および『SQL*Net V2 Migration Guide』を参照してくださ
い。SQL*Net V1 の Net8 へのアップグレードの詳細は、『Oracle8i Net8 管
理者ガイド』を参照してください。
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リリース 2（9.2）と以前のリリース間の互換性および相互運用性の問題
� SERVICE_NAMEパラメータを tnsnames.oraファイルで使用します。

その他の互換性および相互運用性の問題その他の互換性および相互運用性の問題その他の互換性および相互運用性の問題その他の互換性および相互運用性の問題
この項では、Oracle インストールのその他の互換性の問題および相互運用性の問題について
説明します。

2GB のファイル・サイズ依存性のファイル・サイズ依存性のファイル・サイズ依存性のファイル・サイズ依存性
リリース 8.0.4 以上では、2GB を超えるファイルにアクセスできます。ただし、このアクセ
スは次のようなオペレーティング・システム依存性に影響されます。

� ファイル・モードファイル・モードファイル・モードファイル・モード : そのファイルは、ファイル・システム・ファイルまたは RAW デバイ
ス・ファイルですか ? 多くの UNIX システムは、2GB を超えるファイルサイズを RAW
デバイスでのみサポートします。

� 非同期非同期非同期非同期 I/O: オペレーティング・システムは、ファイルの非同期 I/O をローおよびファイ
ル・システム・ファイルの両方についてサポートしていますか ? 非同期 I/O は 2GB を
超えるファイルをサポートしていますか ?

� オペレーティング・システムのリビジョンオペレーティング・システムのリビジョンオペレーティング・システムのリビジョンオペレーティング・システムのリビジョン : オペレーティング・システムのリリース番
号は 2GB を超えるファイル・サイズをサポートしていますか ? たとえば、Solaris 2.5.1
では、RAW デバイスについてのみ 2GB を超えるファイル・サイズをサポートしていま
す。ただし、Solaris 2.6 では、2GB を超えるローおよびファイル・システム・ファイル
をサポートします。

� オペレーティング・システムのオペレーティング・システムのオペレーティング・システムのオペレーティング・システムの I/O サブシステムに関する問題サブシステムに関する問題サブシステムに関する問題サブシステムに関する問題 : 2GB を超えるファイル・
サイズをサポートするために、オペレーティング・システムがファームウェアのアップ
グレードを必要としていますか ? 2GB を超えるファイル・サイズをサポートするように
なったのは最近のことで、多くのディスク・アレイまたは I/O サブシステムは、2GB
を超えるファイル・サイズをサポートするために、ファームウェアのアップグレードを
必要としています。オペレーティング・システムの発売元に、大きいサイズのファイル
をサポートするためにどのファームウェア・パッチが必要かを確認してください。

2GB を超えるサイズのファイルを使用する前に、これらのオペレーティング・システム依存
性を確認してください。

注意注意注意注意 : TNS リスナーが同じインスタンス名を持つ 2 つ以上のインスタン
スを処理できるように設定する前に、どのクライアント・プログラムも
SID パラメータに基づく接続を使用していないことを確認してください。

参照参照参照参照 : 接続時ロード・バランシングおよび SERVICE_NAMEパラメータの
使用の詳細は、『Oracle9i Net Services 管理者ガイド』を参照してくださ
い。
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アプリケーションのアップグレ
6

アプリケーションのアップグレードアプリケーションのアップグレードアプリケーションのアップグレードアプリケーションのアップグレード

この章では、ご使用のアプリケーションのアップグレードについて説明します。この章で
は、次の項目について説明します。

� アプリケーションのアップグレードの概要

� プリコンパイラおよび OCI アプリケーションのアップグレード

� SQL*Plus スクリプトのアップグレード

� Oracle7 Forms または Oracle Developer アプリケーションのアップグレード
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アプリケーションのアップグレードの概要
アプリケーションのアップグレードの概要アプリケーションのアップグレードの概要アプリケーションのアップグレードの概要アプリケーションのアップグレードの概要
Oracle9i の新しいリリースで使用可能になった機能を使用しない既存のアプリケーションを
変更する必要はありません。新しい Oracle9i データベースで実行される既存のアプリケー
ションは以前のリリースと同様に機能し、同等以上のパフォーマンスを得ることができま
す。

Oracle9i の新しいリリースにアップグレードすると、多くの新機能および拡張機能を使用で
きます。いくつかの機能が追加され、またパフォーマンスが向上します。アプリケーション
をアップグレードする前に、これらの新機能を確認して、どの機能を使用するかを判断する
必要があります。

アプリケーションの互換性の問題アプリケーションの互換性の問題アプリケーションの互換性の問題アプリケーションの互換性の問題
Oracle の異なるリリース間に互換性の問題があり、ご使用のアプリケーションに影響する場
合があります。これらの互換性の問題は、異なるリリースの Oracle データベース・サー
バーの違いによって発生します。また、Oracle の新しいリリースでは、Oracle の新しい予約
語が追加され、初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリが変更されている場合があ
ります。

ご使用の Oracle データベース・サーバーを新しいリリースにアップグレードする場合は、
アプリケーションが Oracle の予約語を使用していないか、アプリケーションがサーバーの
初期化パラメータと互換性があるか、またはアプリケーションがサーバーのデータ・ディク
ショナリと互換性があるかを確認してください。Oracle ソフトウェアの新しいリリースに
は、特定のリリースのオペレーティング・システムまたはパッチの適用が必要な場合があり
ます。

参照参照参照参照 : Oracle9i の新しいリリースで使用可能な機能の詳細は、『Oracle9i
データベース新機能』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� アプリケーションに関する互換性の問題の詳細は、5-17 ページの「ア
プリケーション」を参照してください。

� 初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの変更の詳細は、付
録 A「初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの変更」を参
照してください。

� Oracle の予約語の詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』を参照して
ください。

� オペレーティング・システムの要件の詳細は、ご使用のオペレーティ
ング・システム固有の Oracle マニュアルを参照してください。
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プリコンパイラおよび OCI アプリケーションのアップグレード
SQL*Net V2、Net8 および Oracle Net Services は、Oracle の様々なリリースで動作します。
そのため、Oracle7 データベース、Oracle8 および Oracle8i データベース、Oracle9i データ
ベースは、SQL*Net V2、Net8 および Oracle Net Services を使用して通信できます。ただ
し、SQL*Net V1 は、異なるネットワーク・アドレッシング・スキームを使用しているため、
Oracle8 以上では使用できません。

プリコンパイラおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラおよび OCI アプリケーションのアップグレードアプリケーションのアップグレードアプリケーションのアップグレードアプリケーションのアップグレード
プリコンパイラと OCI アプリケーションのアップグレード・パスは似ています。この項で
は、これらのアプリケーションのアップグレード選択肢について説明します。また、必要に
応じてプリコンパイラと OCI アプリケーションの違いを注記します。

本番環境をアップグレードする前に、テスト環境を作成します。テスト環境には、アップグ
レードされたアプリケーションおよび新しい Oracle9i データベースが必要です。また、テス
ト環境では、アプリケーションの現実的なテストを行う必要があります。

ソフトウェアのアップグレードおよびクライアントソフトウェアのアップグレードおよびクライアントソフトウェアのアップグレードおよびクライアントソフトウェアのアップグレードおよびクライアント / サーバー構成の理解サーバー構成の理解サーバー構成の理解サーバー構成の理解
プリコンパイラおよび OCI アプリケーションのアップグレード選択肢を理解するには、ま
ず、実行するソフトウェアのアップグレード・タイプおよびクライアント / サーバー構成を
理解する必要があります。

ソフトウェアのアップグレード・タイプソフトウェアのアップグレード・タイプソフトウェアのアップグレード・タイプソフトウェアのアップグレード・タイプ
クライアントおよびサーバーの Oracle ソフトウェアに対して、次の 2 つのタイプのアップ
グレードを行うことができます。

データベースのメジャー・リリースのアップグレードデータベースのメジャー・リリースのアップグレードデータベースのメジャー・リリースのアップグレードデータベースのメジャー・リリースのアップグレード  このアップグレードは、リリース番
号の最初の数字を変更します。たとえば、Oracle8i から Oracle9i へのアップグレードは、
データベースのメジャー・リリースのアップグレードです。

データベースのメンテナンス・リリースのアップグレードデータベースのメンテナンス・リリースのアップグレードデータベースのメンテナンス・リリースのアップグレードデータベースのメンテナンス・リリースのアップグレード  このアップグレードは、リリー
ス番号の 2 番目の数字を変更します。たとえば、リリース 1（9.0.1）からリリース 2（9.2）
へのアップグレードは、メンテナンス・リリースのアップグレードです。

参照参照参照参照 : これらのプログラミング環境の使用方法の詳細は、『Pro*C/C++ 
Precompiler プログラマーズ・ガイド』、『Pro*COBOL Precompiler プログ
ラマーズ・ガイド』および『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイ
ド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle9i リリース 2（9.2）以上では、リリース番号の 2 番目の数
字が Oracle のメンテナンス・リリースを表します。以前のリリースでは、
3 番目の数字がメンテナンス・リリースを表していました。
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プリコンパイラおよび OCI アプリケーションのアップグレード
使用可能なクライアント使用可能なクライアント使用可能なクライアント使用可能なクライアント / サーバー構成サーバー構成サーバー構成サーバー構成
ご使用のプリコンパイラおよび OCI アプリケーションは、クライアント / サーバー環境の
クライアントで実行されます。ここで、Oracle データベース・サーバーはサーバーにありま
す。ご使用の環境で、次の 1 つ以上のクライアント / サーバー構成を使用できます。

異なるコンピュータ異なるコンピュータ異なるコンピュータ異なるコンピュータ  クライアント・ソフトウェアおよびサーバー・ソフトウェアが異なる
コンピュータにあり、それぞれがネットワークで接続されています。クライアント環境と
サーバー環境は独立しています。

同じコンピュータ上の異なる同じコンピュータ上の異なる同じコンピュータ上の異なる同じコンピュータ上の異なる Oracle ホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリホーム・ディレクトリ  クライアント・ソフトウェアお
よびサーバー・ソフトウェアは同じコンピュータ上にありますが、異なる Oracle ホーム・
ディレクトリにインストールされています。クライアント環境とサーバー環境は独立してい
ます。

同じ同じ同じ同じ Oracle ホームホームホームホーム  クライアント・ソフトウェアおよびサーバー・ソフトウェアが同じコン
ピュータ上の同じ Oracle ホームにインストールされています。この場合、サーバー・ソフ
トウェアをアップグレードすると、クライアント・ソフトウェアもアップグレードされま
す。

Oracle ソフトウェアをアップグレードする場合のアプリケーションの互換ソフトウェアをアップグレードする場合のアプリケーションの互換ソフトウェアをアップグレードする場合のアプリケーションの互換ソフトウェアをアップグレードする場合のアプリケーションの互換
性規則性規則性規則性規則

この項では、Oracle サーバー・ソフトウェアまたは Oracle クライアント・ソフトウェアを
アップグレードする場合に適用される、互換性規則について説明します。この規則は、実行
するソフトウェア・アップグレードのタイプおよびご使用のクライアント / サーバー構成に
基づきます。

この項では、次のようなアップグレードの互換性規則について説明します。

� Oracle サーバー・ソフトウェアのアップグレード

� Oracle クライアント・ソフトウェアのアップグレード

参照参照参照参照 : クライアント / サーバー環境の詳細は、『Oracle9i データベース概
要』および『Oracle9i Heterogeneous Connectivity Administrator’s 
Guide』を参照してください。

注意注意注意注意 : この項では、6-3 ページの「ソフトウェアのアップグレードおよび
クライアント / サーバー構成の理解」で説明する用語を使用しています。
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プリコンパイラおよび OCI アプリケーションのアップグレード
Oracle サーバー・ソフトウェアのアップグレードサーバー・ソフトウェアのアップグレードサーバー・ソフトウェアのアップグレードサーバー・ソフトウェアのアップグレード
次の規則は、Oracle サーバー・ソフトウェアをアップグレードする場合に適用されます。

クライアント環境を変更しない場合、再リンクは不要クライアント環境を変更しない場合、再リンクは不要クライアント環境を変更しない場合、再リンクは不要クライアント環境を変更しない場合、再リンクは不要  ご使用のクライアントとサーバーが
異なるコンピュータにあるか、または同じコンピュータの異なる Oracle ホーム・ディレク
トリにあるときに、クライアント・ソフトウェアを変更しないで Oracle サーバー・ソフト
ウェアをアップグレードする場合は、アプリケーションをプリコンパイル、コンパイルまた
は再リンクする必要はありません。このような場合、クライアント・ソフトウェアはサー
バー・ソフトウェアから独立しており、サーバーに対し継続して機能します。

ただし、アプリケーションが Oracle データベース・サーバーと同じ Oracle ホームを使用し
ている場合は、サーバー・ソフトウェアをアップグレードするとクライアント・ソフトウェ
アもアップグレードされます。この場合、6-6 ページの「Oracle クライアント・ソフトウェ
アのアップグレード」の規則に従う必要があります。

Oracle サーバーの新サーバーの新サーバーの新サーバーの新 / 旧リリースでアプリケーションを実行できる旧リリースでアプリケーションを実行できる旧リリースでアプリケーションを実行できる旧リリースでアプリケーションを実行できる  データベース・サーバー
に対してプリコンパイラまたは OCI アプリケーションを実行する場合、データベースのサー
バー・ソフトウェアのリリースをクライアント・ソフトウェアのリリース以上にすることを
お薦めします。ただし、これは必須ではありません。たとえば、Oracle クライアント・ソフ
トウェアがリリース 8.1.7 の場合、クライアントのプリコンパイラ・アプリケーションを
サーバーに対して実行するには、Oracle サーバー・ソフトウェアはリリース 8.1.7 以上であ
る必要があります。

OCI では、Oracle7 のクライアント・ソフトウェアは、リリース 8.0 以上の Oracle サーバー
に対して実行できます。また、リリース 8.0 以上のクライアント・ソフトウェアは、Oracle7
サーバーに対して実行できます。リリース 8.0 以上のクライアントを Oracle7 サーバーに対
して実行している場合、アプリケーションは、リリース 8.0 以上で使用可能な機能（オブ
ジェクト機能を含む）を使用できません。

注意注意注意注意 : Oracle サーバー・ソフトウェアと、プリコンパイラまたは OCI ク
ライアント・ソフトウェアが同じ Oracle ホームを使用している場合、新
しいプリコンパイラまたは OCI クライアント・ソフトウェアはインストー
ルしないで、Oracle サーバー・ソフトウェアをアップグレードすることが
できます。この場合、クライアント・ソフトウェアはアップグレードされ
ません。ただし、このような構成はお薦めしません。
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プリコンパイラおよび OCI アプリケーションのアップグレード
Oracle クライアント・ソフトウェアのアップグレードクライアント・ソフトウェアのアップグレードクライアント・ソフトウェアのアップグレードクライアント・ソフトウェアのアップグレード
ご使用のクライアント・ソフトウェアをアップグレードして、現行のサーバー・ソフトウェ
アと一致させることをお薦めします。たとえば、ご使用の Oracle データベース・サーバー
を Oracle9i リリース 2（9.2）にアップグレードする場合は、クライアント・ソフトウェアも
Oracle9i リリース 2（9.2）にアップグレードすることをお薦めします。サーバー・ソフト
ウェアとクライアント・ソフトウェアのリリース番号を同じにしておくと、アプリケーショ
ンの最大の安定性を得ることができます。さらに、最新の Oracle クライアント・ソフト
ウェアは、以前のリリースにはない追加機能およびパフォーマンス強化を提供する場合があ
ります。

次の規則は、Oracle クライアント・ソフトウェアをアップグレードする場合に適用されま
す。

アプリケーションは、より新しいライブラリにリンクできるアプリケーションは、より新しいライブラリにリンクできるアプリケーションは、より新しいライブラリにリンクできるアプリケーションは、より新しいライブラリにリンクできる  プリコンパイラ・アプリケー
ションによって生成されたコードは、サーバーのリリース以上のクライアント・ライブラリ
のリリースにリンクできます。また、Oracle7、リリース 8.0 以上の SQLLIB 関数コールは、
同じアプリケーションおよび同じトランザクションで混在できません。

OCI アプリケーションは、そのアプリケーションが開発された OCI ライブラリのバージョ
ン以上の OCI ランタイム・ライブラリのバージョンとリンクできます。

静的にリンクされたアプリケーションを再リンクさせる必要はない静的にリンクされたアプリケーションを再リンクさせる必要はない静的にリンクされたアプリケーションを再リンクさせる必要はない静的にリンクされたアプリケーションを再リンクさせる必要はない  静的にリンクされたア
プリケーションに対しては、クライアント・ソフトウェアのどのタイプのアップグレードを
実行しても、プリコンパイラおよび OCI アプリケーションを再リンクさせる必要はありませ
ん。ただし、パフォーマンスが向上する場合があるため、再リンクさせることをお薦めしま
す。

動的にリンクされたアプリケーションを再リンクさせる必要はない動的にリンクされたアプリケーションを再リンクさせる必要はない動的にリンクされたアプリケーションを再リンクさせる必要はない動的にリンクされたアプリケーションを再リンクさせる必要はない  クライアント・ソフト
ウェアのアップグレードを実行する場合、動的にリンクされたプリコンパイラおよび OCI ア
プリケーションを再リンクさせる必要はありません。ただし、パフォーマンスが向上する場
合があるため、再リンクさせることをお薦めします。

プリコンパイラおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラおよび OCI アプリケーションのアップグレード選択肢アプリケーションのアップグレード選択肢アプリケーションのアップグレード選択肢アプリケーションのアップグレード選択肢
プリコンパイラおよび OCI アプリケーションをアップグレードする場合、次の 4 つの選択肢
があります。

選択肢選択肢選択肢選択肢 1: アプリケーションを変更しません。アプリケーションを再リンク、
プリコンパイルまたはコンパイルしません。また、アプリケーショ
ン・コードを変更しません。アプリケーションは、Oracle9i データ
ベースで継続して動作します。

選択肢選択肢選択肢選択肢 2: アプリケーションを新しい Oracle9i ライブラリと再リンクさせま
す。アプリケーションをプリコンパイルまたはコンパイルしません。
また、アプリケーション・コードを変更しません。
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プリコンパイラおよび OCI アプリケーションのアップグレード
これらの選択肢は、難易度が高く、考えられるメリットが大きくなる順序に記述されていま
す。つまり、選択肢 1 は最も簡単ですが、考えられるメリットは最も小さくなります。選択
肢 4 は最も難しい方法ですが、考えられるメリットは最も大きくなります。これらの選択肢
については次の項で説明します。

選択肢選択肢選択肢選択肢 1: アプリケーションを変更しないアプリケーションを変更しないアプリケーションを変更しないアプリケーションを変更しない
アプリケーションを変更しません。アプリケーションは Oracle9i データベースで継続して動
作します。この選択肢の主なメリットは、単純で簡単であることです。さらに、この選択肢
では、すべてのクライアント・コンピュータをアップグレードする必要がないため、管理の
必要性が最も少なくなります。多くのクライアント・コンピュータがある場合は、すべての
コンピュータのアップグレードに費やす管理コストを削減することが大変重要になります。

この選択肢のデメリットは、アプリケーションが Oracle9i の新しいリリースで使用可能な機
能を使用できないことです。さらに、アプリケーションは、Oracle9i の新しいリリースのパ
フォーマンスのメリットを得ることができません。

選択肢選択肢選択肢選択肢 2: アプリケーションを新しいアプリケーションを新しいアプリケーションを新しいアプリケーションを新しい Oracle9i ライブラリと再リンクライブラリと再リンクライブラリと再リンクライブラリと再リンク
させるさせるさせるさせる
コード変更および再コンパイルしないで、アプリケーションを新しい Oracle9i ライブラリに
再リンクさせることができます。再リンクさせることによって、アプリケーションは、新し
いライブラリのみで得られるパフォーマンスの向上を得られます。本番環境でアプリケー
ションを再リンクさせる前に、必ずテスト環境でアプリケーションを再リンクさせてくださ
い。

選択肢選択肢選択肢選択肢 3: 新しい Oracle9i ソフトウェアを使用して、Oracle9i アプリケーショ
ンをプリコンパイルまたはコンパイル（あるいはその両方）し、再
リンクさせます。アプリケーション・コードは変更しません。

選択肢選択肢選択肢選択肢 4: アプリケーション・コードを変更して、Oracle9i の新機能を使用し
ます。コードをプリコンパイルまたはコンパイル（あるいはその両
方）し、再リンクさせます。

注意注意注意注意 : 共有ライブラリをサポートしていないオペレーティング・システ
ムでは、実行可能ファイルに新しいライブラリを追加する場合、アプリ
ケーションを再リンクさせてください。
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プリコンパイラおよび OCI アプリケーションのアップグレード
選択肢選択肢選択肢選択肢 3: 新しい新しい新しい新しい Oracle9i ソフトウェアを使用してアプリケーションをソフトウェアを使用してアプリケーションをソフトウェアを使用してアプリケーションをソフトウェアを使用してアプリケーションを
プリコンパイルまたはコンパイルするプリコンパイルまたはコンパイルするプリコンパイルまたはコンパイルするプリコンパイルまたはコンパイルする
コードを変更しないで、新しい Oracle9i ソフトウェアを使用してアプリケーションをプリコ
ンパイルまたはコンパイルできます。この選択肢では、各クライアント・コンピュータに新
しい Oracle クライアント・ソフトウェアをインストールする必要があります。ただし、ク
ライアントの数にかかわらず、必要なアプリケーションのプリコンパイルまたはコンパイル
および再リンクは 1 回のみです。これは大きなメリットです。

再コンパイルすることによって、アプリケーション・コードの構文チェックを実行します。
新しい Oracle ソフトウェアを使用してプリコンパイルまたはコンパイルすると、Oracle ソ
フトウェアの以前のリリースでは検出されなかったアプリケーション・コードのいくつかの
問題が、検出される場合があります。したがって、新しいソフトウェアを使用したプリコン
パイルまたはコンパイルは、以前に検出されなかった可能性があるアプリケーション・コー
ドの問題の検出および解決に役立ちます。

また、アプリケーションは新しい Oracle ソフトウェアで動作するため、再コンパイルする
ことによって、アプリケーションの最大の安定性を得ることができます。さらに、使用可能
な最新のツール製品および機能を使用して、ご使用の環境で新しい開発を行うことができま
す。さらに、再コンパイルおよび再リンクの実行後のみ、新しい Oracle ソフトウェアで得
られるパフォーマンスの向上を得ることができます。

選択肢選択肢選択肢選択肢 4: アプリケーション・コードを変更して、アプリケーション・コードを変更して、アプリケーション・コードを変更して、アプリケーション・コードを変更して、Oracle9i の新機能を使の新機能を使の新機能を使の新機能を使
用する用する用する用する
アプリケーションのコードを変更することで、新しい Oracle9i 機能のメリットを得ることが
できます。この選択肢は最も難しい方法ですが、考えられるメリットも最大です。この選択
肢では、選択肢 3 で説明したすべてのメリットを得ることができます。さらに、アプリケー
ションへの変更によって、Oracle9i で得られるパフォーマンスおよびスケーラビリティのメ
リットも得ることができます。さらに、Oracle9i の新しいリリースでのみ使用できる新機能
を、アプリケーションに追加できます。

『Oracle9i データベース新機能』を参照して、新しい Oracle9i の機能を理解してください。
使用する機能の実装方法については、ご使用の開発環境の Oracle マニュアルを参照してく
ださい。プリコンパイラの詳細は、『Pro*C/C++ Precompiler プログラマーズ・ガイド』お
よび『Pro*COBOL Precompiler プログラマーズ・ガイド』を参照してください。OCI の詳
細は、『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイド』を参照してください。

使用する新機能を決定したら、アプリケーションのコードを変更して、これらの機能を使用
できるようにします。ご使用の開発環境に基づいて、次の項の該当する指示に従ってくださ
い。

� プリコンパイラ・アプリケーションの変更

� OCI アプリケーションの変更
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プリコンパイラおよび OCI アプリケーションのアップグレード
プリコンパイラ・アプリケーションの変更プリコンパイラ・アプリケーションの変更プリコンパイラ・アプリケーションの変更プリコンパイラ・アプリケーションの変更  Oracle9i の機能を使用できるようにプリコンパ
イラ・アプリケーションを変更するには、次の手順を実行します。

1. 既存のアプリケーションが Oracle7、Oracle8 または Oracle8i のいずれかによって、次
のいずれかの処理を実行します。

� Oracle7 アプリケーションを使用している場合、Oracle7 と Oracle9i の違いを反映さ
せるように、既存の Oracle7 アプリケーションを変更するか、または新しいアプリ
ケーションが記述されている必要があります。

� Oracle8 または Oracle8i のアプリケーションを使用していて、Oracle9i の新機能のメ
リットを得る場合、Oracle9i の新機能のコードを既存の Oracle8 または Oracle8i の
アプリケーションに取り込みます。

2. Oracle プリコンパイラを使用して、アプリケーションをプリコンパイルします。

3. アプリケーションをコンパイルします。

4. プリコンパイラに付属する Oracle9i のランタイム・ライブラリ（SQLLIB）に、アプリ
ケーションを再リンクさせます。

OCI アプリケーションの変更アプリケーションの変更アプリケーションの変更アプリケーションの変更  Oracle9i の機能を使用できるように OCI アプリケーションを
変更するには、次の手順を実行します。

1. 次のいずれかの方法で、OCI コールを変更します。

� アプリケーションが Oracle7 の OCI コールを使用している場合、新しい Oracle9i の
OCI コールのみを使用するように、アプリケーションを変更します。

� アプリケーションが Oracle7 の OCI コールを使用している場合、Oracle7 のコールを
いくつかの操作に使用したままで、Oracle9i の OCI コールを既存のアプリケーショ
ンに取り込みます。

� アプリケーションが Oracle8 または Oracle8i のコールのみを使用している場合、新
しい Oracle9i の OCI コールを既存のアプリケーションに取り込みます。

2. アプリケーションをコンパイルします。

3. アプリケーションを Oracle9i のランタイム・ライブラリに再リンクさせます。
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SQL*Plus スクリプトのアップグレード
SQL*Plus スクリプトのアップグレードスクリプトのアップグレードスクリプトのアップグレードスクリプトのアップグレード
SQL*Plus リリース 8.0 以上、リリース 8.0 以上のデータベースおよび PL/SQL リリース 8.0
以上の機能を使用するには、次の手順を実行します。

1. SQL*Plus リリース 3.x のスクリプトを次のように変更して、SQL*Plus リリース 8.0 以
上と互換性のあるスクリプトに変換します。

a. スクリプトに SET COMPATIBILITY VERSION 7という行がある場合は、それを
SET COMPATIBILITY NATIVEに変更します。または、この行を削除してデフォ
ルト設定を使用します。Oracle9i では、デフォルトの設定は NATIVEです。

b. login.sqlおよび glogin.sqlファイルを確認して、SET COMPATIBILITY 
VERSION 7という行を SET COMPATIBILITY NATIVEに変更します。

2. Oracle9i の新機能を使用するには、Oracle9i の新しい構文を使用するように既存の SQL
スクリプトを変更します。Oracle9i の新機能を使用しない場合は、既存の SQL スクリ
プトに変更を加えなくても Oracle9i で実行できます。

Oracle7 Forms またはまたはまたはまたは Oracle Developer アプリケーションのアプリケーションのアプリケーションのアプリケーションの
アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

Forms アプリケーションは、Oracle7、Oracle8、Oracle8i および Oracle9i で同様に動作しま
す。ただし、『Oracle9i データベース新機能』で説明されている新機能を確認して、Oracle9i
の新機能がアプリケーションに有効か、またはアプリケーションに影響を与えるかを判断し
てください。Oracle9i の機能とどのように相互作用するかについては、Oracle Developer の
ドキュメント・セットを参照してください。また、オペレーティング・システムの Oracle 
Developer ドキュメントには、ご使用の Forms または Developer アプリケーションのアップ
グレード方法が記述されています。

参照参照参照参照 :

� SQL*Plus の新機能の詳細は、『SQL*Plus ユーザーズ・ガイドおよびリ
ファレンス』を参照してください。

� SQL スクリプトのアップグレードの詳細は、『Oracle9i SQL リファレ
ンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : PL/SQL パッケージ、プロシージャまたはファンクションを変更
する必要はありません。

注意注意注意注意 : Oracle Developer の新しいリリースでは、Oracle Developer 固有
の新しい予約語が導入されている場合があります。アプリケーションがこ
れらの予約語を使用している場合は、コードを変更する必要があります。
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以前の以前の以前の以前の Oracle リリースへのデータベースのリリースへのデータベースのリリースへのデータベースのリリースへのデータベースの

ダウングレードダウングレードダウングレードダウングレード

この章では、データベースを Oracle の以前のリリースへダウングレードする処理について
説明します。この章では、次の項目について説明します。

� ダウングレードがサポートされているリリース

� 全オフライン・バックアップの実行

� 非互換性の削除

� データベース互換性のリセット

� 特定のコンポーネントのダウングレード

� データベースのダウングレード

参照参照参照参照 : ダウングレードには、オペレーティング・システム固有の部分が
あります。ご使用のオペレーティング・システムでのダウングレードに関
するその他の指示は、オペレーティング・システム固有の Oracle マニュ
アルを参照してください。
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ダウングレードがサポートされているリリース
ダウングレードがサポートされているリリースダウングレードがサポートされているリリースダウングレードがサポートされているリリースダウングレードがサポートされているリリース
Oracle9i リリース 2（9.2）では、次のリリースのみダウングレードが可能です。

� リリース 9.0.1.3.0

� リリース 8.1.7.3.0

以前のデータベースのリリース番号が、リリース 8.1.7（リリース 8.1.7.3.0 より前）の場合
は、ダウングレードする前に、パッチ・リリース 8.1.7.3.0 のソフトウェアをインストールし
てください。

同様に、データベースのリリース番号が、リリース 1（9.0.1）（リリース 9.0.1.3.0 より前）の
場合は、ダウングレードする前に、パッチ・リリース 9.0.1.3.0 のソフトウェアをインストー
ルしてください。

以前のデータベースを、最初にパッチ・リリース 8.1.7.3.0 または 9.0.1.3.0 へアップグレード
する必要はありませんが、パッチ・リリースのソフトウェアは、リリース 2（9.2）からダウ
ングレードする前にインストールする必要があります。

全オフライン・バックアップの実行全オフライン・バックアップの実行全オフライン・バックアップの実行全オフライン・バックアップの実行
ダウングレードする前に、Oracle9i リリース 2（9.2）のデータベースに対し、全オフライ
ン・バックアップを実行してください。

非互換性の削除非互換性の削除非互換性の削除非互換性の削除
非互換性の削除のプロセスは、ダウングレード先のリリースによって異なります。まず、ご
使用のデータベースの互換性レベルを調査して、ダウングレードするリリースと互換性があ
るかどうかを確認します。

データベースの互換性レベルの調査データベースの互換性レベルの調査データベースの互換性レベルの調査データベースの互換性レベルの調査
ご使用のデータベースの互換性レベルがダウングレードするリリースより高い場合、ダウン
グレードする前に削除する必要がある非互換性が、データベースにある可能性があります。
ご使用のデータベースの互換性レベルは、COMPATIBLE初期化パラメータの設定によって決
まります。次の SQL 文を発行して、COMPATIBLE初期化パラメータの設定を調査します。

SQL> SELECT name, value, description FROM v$parameter
         WHERE name='compatible';

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle9i ユーザー管理バックアップおよびリカバリ・ガ
イド』を参照してください。
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非互換性の削除
COMPATIBLEパラメータが、ダウングレードしようとしているリリース以前に設定されてい
る場合、非互換性の削除は必要ありません。たとえば、リリース 1（9.0.1）にダウングレー
ドする場合、COMPATIBLEパラメータが 9.0.0以下に設定されていれば、非互換性の削除
は必要ありません。この場合、使用しているデータベースには、ダウングレードするリリー
スとの間の非互換性は存在しません。7-20 ページの「特定のコンポーネントのダウングレー
ド」に進んでください。

ただし、COMPATIBLEパラメータがダウングレードするリリースより高く設定されている場
合は、非互換性がいくつか存在している可能性があります。たとえば、リリース 8.1.7 にダ
ウングレードする場合、COMPATIBLEが 9.0.0以上に設定されていると、非互換性が存在
する可能性があります。

非互換性の識別非互換性の識別非互換性の識別非互換性の識別
ダウングレードするリリースに存在する可能性がある非互換性を識別するには、次の手順を
実行します。

1. Oracle ホーム・ディレクトリの所有者としてシステムにログインします。

2. システム・プロンプトで、ORACLE_HOME/rdbms/adminディレクトリへ移動します。

3. SQL*Plus を起動します。

4. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

5. RESTRICTモードでインスタンスを起動します。

SQL> STARTUP RESTRICT

PFILEオプションを使用して、初期化パラメータ・ファイルの場所を指定する必要があ
る場合があります。

6. V$COMPATIBILITYの動的パフォーマンス・ビューに問い合せ、非互換性を識別しま
す。

SQL> SELECT * FROM v$compatibility WHERE release != ’0.0.0.0.0’;

RELEASE列の値がダウングレードするリリースより高い場合は、非互換性が存在しま
す。

注意注意注意注意 : この問合せは、0.0.0.0.0 の互換性レベルの機能を表示しません。こ
れらの機能は現在使用されておらず、その機能に対しての処置は必要あり
ません。
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非互換性の削除
7. utlincmpt.sqlを実行します。

SQL> SPOOL utlincmp.log
SQL> @utlincmp.sql
SQL> SPOOL OFF

utlincmp.sqlスクリプトは、この章のこれ以降に示すすべての問合せを実行して、
非互換性を識別します。したがって、utlincmp.sqlスクリプトを実行することに
よって、この章のこれ以降の部分で説明するすべての SELECT文を実行できます。

utlincmp.sqlスクリプトの実行後、utlincmp.logファイルを表示し、SELECT文
が値を戻したインスタンスを検索します。戻された値が、ダウングレードするリリース
との非互換性で、削除が必要な場合があります。

8. すべての非互換性を削除または変更し、ダウングレードするリリースと互換性のある
データベースを作成します。

次の項では、Oracle の以前のリリースとの非互換性の削除について説明します。ダウング
レードするリリースによっては、次の項の一部またはすべての手順の実行が必要になる場合
があります。

たとえば、リリース 1（9.0.1）にダウングレードする場合は、7-4 ページの「リリース 2
（9.2）の非互換性の削除」の手順の実行のみが必要です。ただし、リリース 8.1.7 へダウング
レードする場合は、7-4 ページの「リリース 2（9.2）の非互換性の削除」および 7-8 ページ
の「リリース 1（9.0.1）の非互換性の削除」の手順を実行する必要があります。

リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）の非互換性の削除）の非互換性の削除）の非互換性の削除）の非互換性の削除
リリース 1（9.0.1）以下にダウングレードする場合は、次の項に示す処置を実行して非互換
性を削除します。

� リリース 2（9.2）のデフォルト・パーティション

� リリース 2（9.2）のパーティション化メソッド

� リリース 2（9.2）の Streams

� リリース 2（9.2）のサブパーティション・テンプレート

� LOB リテンション

� LOB を含む自動セグメント領域で管理される表領域

注意注意注意注意 : Oracle9i Enterprise Edition から Oracle9i（以前は Workgroup 
Server）へダウングレードする場合は、ダウングレードの実行前に、
Oracle9i Enterprise Edition の拡張機能を使用するアプリケーションを変更
し、それらの拡張機能を使用できないようにしてください。Edition 間の
違いに関する詳細は、『Oracle9i データベース新機能』を参照してくださ
い。
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リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）のデフォルト・パーティション）のデフォルト・パーティション）のデフォルト・パーティション）のデフォルト・パーティション
この項では、リリース 2（9.2）のデフォルト・パーティションに関する非互換性の削除につ
いて説明します。

リスト・パーティション表にあるすべてのデフォルト・パーティションの削除リスト・パーティション表にあるすべてのデフォルト・パーティションの削除リスト・パーティション表にあるすべてのデフォルト・パーティションの削除リスト・パーティション表にあるすべてのデフォルト・パーティションの削除  リリース 1
（9.0.1）以下にダウングレードする前に、リスト・パーティション表のすべてのデフォルト・
パーティションを削除します。デフォルト・パーティションのあるすべてのリスト・パー
ティション表を識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT u.name AS OWNER, o.name AS TABLE_NAME, o.subname AS PARTITION_NAME
    FROM sys.user$ u, sys.obj$ o, sys.tabpart$ tp
    WHERE BITAND(tp.flags, 16384) = 16384
        AND tp.obj# = o.obj# AND o.owner# = u.user#;

OWNER.TABLE_NAME列で表される表の PARTITION_NAME列で表される各パーティション
を削除します。

ALTER TABLE OWNER.TABLE_NAME DROP PARTITION PARTITION_NAME;

リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）のパーティション化メソッド）のパーティション化メソッド）のパーティション化メソッド）のパーティション化メソッド
この項では、リリース 2（9.2）のパーティション化メソッドに関する非互換性の削除につい
て説明します。

レンジ・リスト・メソッドを使用するすべてのパーティション表の削除レンジ・リスト・メソッドを使用するすべてのパーティション表の削除レンジ・リスト・メソッドを使用するすべてのパーティション表の削除レンジ・リスト・メソッドを使用するすべてのパーティション表の削除  リリース 1（9.0.1）
以下にダウングレードする前に、レンジ・リスト・メソッドを使用するすべてのパーティ
ション表を削除します。レンジ・リスト・メソッドを使用してパーティション化された既存
の表を識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT u.name AS OWNER, o.name AS TABLE_NAME
    FROM sys.user$ u, sys.obj$ o, sys.partobj$ po
    WHERE po.parttype = 1 AND MOD(po.spare2, 256) = 4
        AND o.obj# = po.obj# AND o.owner# = u.user#;

表データを保存する必要がない場合、OWNER.TABLE_NAME列で表される各表を削除します。

DROP TABLE OWNER.TABLE_NAME;

ただし、表データを保存する必要がある場合、データを非パーティション表へコピーする
か、またはデータをレンジ、ハッシュ、リストまたは他のコンポジット・メソッドによって
パーティション化された表へコピーします。

リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）の）の）の）の Streams
この項では、リリース 2（9.2）の Streams に関する非互換性の削除について説明します。
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すべてのすべてのすべてのすべての Streams 取得プロセスの削除取得プロセスの削除取得プロセスの削除取得プロセスの削除  リリース 1（9.0.1）以下にダウングレードする前に、
すべての Streams 取得プロセスを削除します。既存の取得プロセスを識別するには、次の
SQL 文を発行します。

SELECT capture_name FROM dba_capture;

CAPTURE_NAME列にリストされている各取得プロセスに対して、次の SQL 文を発行しま
す。

EXECUTE dbms_capture_adm.drop_capture(capture_name => ’CAPTURE_NAME');

すべてのすべてのすべてのすべての Streams 適用プロセスの削除適用プロセスの削除適用プロセスの削除適用プロセスの削除  リリース 1（9.0.1）以下にダウングレードする前に、
すべての Streams 適用プロセスを削除します。既存の適用プロセスを識別するには、次の
SQL 文を発行します。

SELECT apply_name FROM dba_apply;

APPLY_NAME列にリストされている各適用プロセスに対して、次の SQL 文を発行します。

EXECUTE dbms_apply_adm.drop_apply(apply_name => ’APPLY_NAME');

リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）のサブパーティション・テンプレート）のサブパーティション・テンプレート）のサブパーティション・テンプレート）のサブパーティション・テンプレート
この項では、リリース 2（9.2）のサブパーティション・テンプレートに関する非互換性の削
除について説明します。

コンポジット・パーティション表にあるすべてのサブパーティション・テンプレートの削除コンポジット・パーティション表にあるすべてのサブパーティション・テンプレートの削除コンポジット・パーティション表にあるすべてのサブパーティション・テンプレートの削除コンポジット・パーティション表にあるすべてのサブパーティション・テンプレートの削除  
リリース 1（9.0.1）以下にダウングレードする前に、コンポジット・パーティション表のす
べてのサブパーティション・テンプレートを削除します。サブパーティション・テンプレー
トを含む既存のコンポジット・パーティション表を識別するには、次の SQL 文を発行しま
す。

SELECT u.name AS OWNER, o.name AS TABLE_NAME
    FROM sys.user$ u, sys.obj$ o
    WHERE o.owner# = u.user#
        AND o.obj# in (SELECT DISTINCT bo# FROM defsubpart$)
UNION
SELECT u.name AS OWNER, o.name AS TABLE_NAME
    FROM sys.user$ u, sys.obj$ o
    WHERE o.owner# = u.user#
        AND o.obj# in (SELECT DISTINCT bo# from defsubpartlob$);

OWNER.TABLE_NAME列で表される表のサブパーティション・テンプレートを削除します。

ALTER TABLE OWNER.TABLE_NAME SET SUBPARTITION TEMPLATE ();
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LOB リテンションリテンションリテンションリテンション
この項では、LOB リテンションに関する非互換性の削除について説明します。

LOB 列に格納されたリテンションの削除列に格納されたリテンションの削除列に格納されたリテンションの削除列に格納されたリテンションの削除  リリース 1（9.0.1）以下にダウングレードする前
に、LOB 列に格納されたリテンションを削除します。リテンションを含む既存の LOB 列を
識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT u.name AS OWNER, o.name AS TABLE_NAME, c.name AS LOB_COL_NAME
    FROM sys.user$ u, sys.obj$ o, sys.col$ c, sys.lob$ l
    WHERE BITAND(l.flags, 64) = 64 AND l.obj# = o.obj#
        AND c.obj# = o.obj# AND c.col# = l.col#
        AND o.owner# = u.user#;

OWNER.TABLE_NAME列で表される表の LOB_COL_NAME列で表される各列のリテンションを
削除します。

ALTER TABLE OWNER.TABLE_NAME MODIFY LOB(LOB_COL_NAME)
    (REBUILD FREEPOOLS);

LOB を含む自動セグメント領域で管理される表領域を含む自動セグメント領域で管理される表領域を含む自動セグメント領域で管理される表領域を含む自動セグメント領域で管理される表領域
この項では、LOB を含む自動セグメント領域で管理される表領域に関する非互換性の削除に
ついて説明します。

自動セグメント領域で管理される表領域の自動セグメント領域で管理される表領域の自動セグメント領域で管理される表領域の自動セグメント領域で管理される表領域の LOB 列の削除列の削除列の削除列の削除  リリース 1（9.0.1）以下にダウン
グレードする前に、自動セグメント領域で管理される表領域のすべての LOB 列を削除しま
す。LOB 列を含む自動セグメント領域を管理する表領域を識別するには、次の SQL 文を発
行します。

SELECT u.name AS OWNER, o.name AS TABLE_NAME, c.name AS LOB_COL_NAME
    FROM sys.lob$ l, sys.ts$ t, sys.user$ u, sys.obj$ o, sys.col$ c
    WHERE l.ts# = t.ts# AND
        (DECODE(BITAND(t.flags, 32), 32, 1, 0) = 1 AND t.online$ <> 3) AND
        o.owner# = u.user# AND l.obj# = o.obj# AND
        l.obj# = c.obj# AND l.col# = c.col#;

リストされている各 LOB セグメントについては、次のいずれかの処理を実行します。

� 自動セグメント領域で管理されていない表領域へ LOB 列を移動します。

ALTER TABLE OWNER.TABLE_NAME MOVE LOB(LOB_COL_NAME) STORE AS
    (TABLESPACE manual segment space-managed tablespace);

� LOB 列を含む表を削除します。

DROP TABLE OWNER.TABLE_NAME;
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リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）の非互換性の削除）の非互換性の削除）の非互換性の削除）の非互換性の削除
リリース 8.1.7 以下にダウングレードする場合、次の項に示す処置を実行して非互換性を削
除します。

� 表領域

� スキーマ・オブジェクト

� リリース 1（9.0.1）のパーティション化メソッド

� ハッシュ・パーティション索引構成表

� 不変 PDML ITL

� LOB を含むパーティション索引構成表

� データ型

� ユーザー定義データ型

� SQL および PL/SQL

� 制約およびトリガー

� OLAP

表領域表領域表領域表領域
この項では、リリース 1（9.0.1）で導入された表領域に関する非互換性の削除について説明
します。

自動セグメント領域で管理されるすべての表領域の削除自動セグメント領域で管理されるすべての表領域の削除自動セグメント領域で管理されるすべての表領域の削除自動セグメント領域で管理されるすべての表領域の削除  リリース 8.1.7 以下にダウングレー
ドする前に、自動セグメント領域で管理されるすべての表領域を削除します。自動セグメン
ト領域で管理される表領域を識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT TABLESPACE_NAME FROM dba_tablespaces
    WHERE segment_space_management = 'AUTO';

TABLESPACE_NAME列で表される各表領域を削除します。

DROP TABLESPACE TABLESPACE_NAME;

すべてのすべてのすべてのすべての UNDO 表領域の削除表領域の削除表領域の削除表領域の削除  リリース 8.1.7 以下にダウングレードする前に、すべての
UNDO 表領域を削除します。既存の UNDO 表領域を識別するには、次の SQL 文を発行し
ます。

SELECT name AS TABLESPACE_NAME FROM sys.ts$
    WHERE BITAND(flags, 16) = 16 AND online$ <> 3;
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TABLESPACE_NAME列で表される各表領域を削除します。

DROP TABLESPACE TABLESPACE_NAME;

スキーマ・オブジェクトスキーマ・オブジェクトスキーマ・オブジェクトスキーマ・オブジェクト
この項では、リリース 1（9.0.1）で導入されたスキーマ・オブジェクトに関する非互換性の
削除について説明します。

すべての外部表の削除すべての外部表の削除すべての外部表の削除すべての外部表の削除  リリース 8.1.7 以下にダウングレードする前に、すべての外部表を削
除します。既存の外部表を識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT u.name AS OWNER, o.name AS TABLE_NAME
    FROM sys.user$ u, sys.obj$ o, sys.tab$ t
    WHERE t.obj# = o.obj# AND o.owner# = u.user# AND
        BITAND(t.property, 2147483648) != 0;

OWNER.TABLE_NAME列で表される各表を削除します。

DROP TABLE OWNER.TABLE_NAME;

索引構成表上のビットマップ索引構成表上のビットマップ索引構成表上のビットマップ索引構成表上のビットマップ 2 次索引の削除次索引の削除次索引の削除次索引の削除  リリース 8.1.7 以下にダウングレードする前
に、データベース内にある非パーティション化およびパーティション化された索引構成表の
すべてのビットマップ 2 次索引を削除します。索引構成表の既存のビットマップ 2 次索引を
識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT index_name, i.owner, t.table_name
    FROM dba_indexes i, dba_tables t
    WHERE i.index_type = 'BITMAP' AND i.table_name = t.table_name
        AND t.owner = i.table_owner AND t.iot_type = 'IOT';

マッピング表を持たない索引構成表の再作成マッピング表を持たない索引構成表の再作成マッピング表を持たない索引構成表の再作成マッピング表を持たない索引構成表の再作成  リリース 8.1.7 以下にダウングレードする前
で、非パーティション化およびパーティション化された索引構成表のすべてのビットマップ
2 次索引を削除した後に、マッピング表を持たない索引構成表を再構築する必要があります。

マッピング表を持つ索引構成表を識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT owner, iot_name
    FROM dba_tables
    WHERE iot_type = 'IOT_MAPPING';

各表（たとえば、iot）では、次のようにマッピング表なしで再構築できます。

ALTER TABLE iot MOVE NOMAPPING;
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ヒープおよび索引構成表上のヒープおよび索引構成表上のヒープおよび索引構成表上のヒープおよび索引構成表上の UROWID データ型のデータ型のデータ型のデータ型の B ツリー索引の削除ツリー索引の削除ツリー索引の削除ツリー索引の削除  リリース 8.1.7 以下に
ダウングレードする前に、ヒープおよび索引構成表のすべての B ツリー索引を削除します。
そのような B ツリー索引を識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT index_owner, index_name
    FROM dba_ind_columns ic, dba_tab_columns tc
    WHERE tc.data_type = 'UROWID' AND tc.table_name = ic.table_name
        AND tc.column_name = ic.column_name;

大きいキーを持つ索引の削除大きいキーを持つ索引の削除大きいキーを持つ索引の削除大きいキーを持つ索引の削除  リリース 8.1.7 以下にダウングレードする前に、大きいキーを
持つすべての索引を削除します。そのような索引を識別するには、次の SQL 文を発行しま
す。

SELECT u.name, o.name, i.flags
    FROM sys.obj$ o, sys.user$ u, sys.ind$ i
    WHERE u.user# = o.owner#
        AND o.obj# = i.obj#
        AND BITAND(i.flags, 16384) != 0;

この文によって識別されたすべての索引を削除してください。

リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）のパーティション化メソッド）のパーティション化メソッド）のパーティション化メソッド）のパーティション化メソッド
この項では、リリース 1（9.0.1）のパーティション化メソッドに関する非互換性の削除につ
いて説明します。

リスト・メソッドを使用するすべてのパーティション表の削除リスト・メソッドを使用するすべてのパーティション表の削除リスト・メソッドを使用するすべてのパーティション表の削除リスト・メソッドを使用するすべてのパーティション表の削除  リリース 8.1.7 以下にダウン
グレードする前に、リスト・メソッドを使用するすべてのパーティション表を削除します。
リスト・メソッドを使用してパーティション化された既存の表を識別するには、次の SQL
文を発行します。

SELECT u.name AS OWNER, o.name AS TABLE_NAME
    FROM sys.user$ u, sys.obj$ o, sys.partobj$ po
    WHERE po.parttype = 4
        AND o.obj# = po.obj# AND o.owner# = u.user#;

表データを保存する必要がない場合、OWNER.TABLE_NAME列で表される各表を削除します。

DROP TABLE OWNER.TABLE_NAME;

ただし、表データを保存する必要がある場合、データを非パーティション表へコピーする
か、またはデータをレンジ、ハッシュまたは他のコンポジット・メソッドによってパーティ
ション化された表へコピーします。
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ハッシュ・パーティション索引構成表ハッシュ・パーティション索引構成表ハッシュ・パーティション索引構成表ハッシュ・パーティション索引構成表
この項では、ハッシュ・パーティション索引構成表に関する非互換性の削除について説明し
ます。

すべてのハッシュ・パーティション索引構成表の削除すべてのハッシュ・パーティション索引構成表の削除すべてのハッシュ・パーティション索引構成表の削除すべてのハッシュ・パーティション索引構成表の削除  リリース 8.1.7 以下にダウングレード
する前に、ハッシュ・パーティション化されたすべての索引構成表を削除します。既存の
ハッシュ・パーティション化された索引構成表を識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT t.OWNER, t.TABLE_NAME
    FROM dba_tables t, dba_part_tables p
    WHERE t.table_name = p.table_name AND t.owner = p.owner
        AND t.iot_type = 'IOT' AND t.partitioned = 'YES'
        AND p.partitioning_type = 'HASH';

表データを保存する必要がない場合、OWNER.TABLE_NAME列で表される各表を削除します。

DROP TABLE OWNER.TABLE_NAME;

ただし、表データを保存する必要がある場合は、次のいずれかの処理を行います。

� CREATE TABLE ... AS SELECT文を使用して、表データをレンジ・パーティション
索引構成表または非パーティション索引構成表へ移動します。

CREATE range or non-partitioned index-organized table ... AS SELECT * FROM 
OWNER.TABLE_NAME;
DROP TABLE OWNER.TABLE_NAME;

� Oracle9i エクスポート・ユーティリティを使用して表をエクスポートします。データは、
リリース 8.1.7 のインポート・ユーティリティを使用して非パーティション索引構成表
またはレンジ・パーティション索引構成表へロードされます。

不変不変不変不変 PDML ITL
リリース 8.1.7 以下にダウングレードする前に、すべての不変 PDML ITL を削除します。既
存の不変 PDML ITL を識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT COUNT(*) FROM sys.tab$
    WHERE BITAND(property, 536870912) > 0;

この問合せで 0を超える結果が戻される場合、次の手順を実行します。

1. ORACLE_HOME/rdbms/adminディレクトリへ移動します。

2. utlpitl.sqlを実行します。

SQL> @utlpitl.sql
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非互換性の削除
LOB を含むパーティション索引構成表を含むパーティション索引構成表を含むパーティション索引構成表を含むパーティション索引構成表
この項では、LOB を含むパーティション索引構成表に関する非互換性の削除について説明し
ます。

パーティション索引構成表のすべてのパーティション索引構成表のすべてのパーティション索引構成表のすべてのパーティション索引構成表のすべての LOB 列の削除列の削除列の削除列の削除  リリース 8.1.7 以下にダウングレードす
る前に、パーティション索引構成表のすべての LOB 列を削除します。LOB 列のある既存の
パーティション索引構成表を識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT t.OWNER, t.TABLE_NAME, l.COLUMN_NAME
    FROM dba_lobs l, dba_tables t
    WHERE l.table_name = t.table_name and l.owner = t.owner
        AND t.iot_type = 'IOT' AND t.partitioned = 'YES';

LOB 列およびそのデータを保存する必要がない場合、OWNER.TABLE_NAME列で表される表
の COLUMN_NAME列で表される各列を削除します。

ALTER TABLE OWNER.TABLE_NAME DROP COLUMN COLUMN_NAME;

ただし、LOB 列を保存する必要がある場合は、対応する非パーティション索引構成表を作成
できます。

CREATE non-partitioned index-organized table ... AS SELECT * FROM OWNER.TABLE_NAME;
DROP TABLE OWNER.TABLE_NAME;

パーティション索引構成表のすべてのパーティション索引構成表のすべてのパーティション索引構成表のすべてのパーティション索引構成表のすべての VARRAY 列の削除列の削除列の削除列の削除  リリース 8.1.7 以下にダウングレー
ドする前に、パーティション索引構成表のすべての VARRAY 列を削除します。VARRAY 列
のある既存のパーティション索引構成表を識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT v.OWNER, v.PARENT_TABLE_NAME, v.PARENT_TABLE_COLUMN
    FROM dba_varrays v, dba_tables t
    WHERE v.parent_table_name = t.table_name and v.owner = t.owner
        AND t.iot_type = 'IOT' AND t.partitioned = 'YES';

VARRAY 列およびそのデータを保存する必要がない場合、OWNER.PARENT_TABLE_NAME列
で表される表の PARENT_TABLE_COLUMN列で表される各列を削除します。

ALTER TABLE OWNER.PARENT_TABLE_NAME DROP COLUMN PARENT_TABLE_COLUMN;

ただし、VARRAY 列を保存する必要がある場合は、対応する非パーティション索引構成表を
作成できます。

CREATE non-partitioned index-organized table ... AS SELECT * FROM OWNER.PARENT_
TABLE_NAME;
DROP TABLE OWNER.PARENT_TABLE_NAME;
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非互換性の削除
データ型データ型データ型データ型
この項では、リリース 1（9.0.1）以上で有効なデータ型を使用禁止にする方法について説明
します。

日時データ型および期間データ型の使用の中断日時データ型および期間データ型の使用の中断日時データ型および期間データ型の使用の中断日時データ型および期間データ型の使用の中断  リリース 8.1.7 以下にダウングレードする前
に、次の日時データ型および期間データ型を削除する必要があります。

� TIMESTAMP

� TIMESTAMP WITH TIME ZONE

� TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE

� INTERVAL YEAR TO MONTH

� INTERVAL DAY TO SECOND

ただし、データ型が TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEの場合は、明示的に ALTER 
TABLE文を発行して、TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE列を DATE列に変換できま
す。

ALTER TABLE文は、表のすべての行をスキャンします。TIMESTAMP WITH LOCAL TIME 
ZONEデータに秒の小数部分がある場合は、その小数部分を四捨五入して列の行データを更
新します。TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEデータの分フィールドが 60 を超える場
合は、その分フィールドから 60 を引いて列の行データを更新します。TIMESTAMP WITH 
LOCAL TIME ZONE列を DATE列に変更すると、秒の小数部分およびタイムゾーンの調整の
ための情報が失われます。

次のいずれかのオブジェクトがデータベースに存在する場合、ダウングレードは正常に実行
されません。

� これらの新しいデータ型の列を含む表

� これらの新しいデータ型の引数または結果で宣言された（スタンドアロンまたはパッ
ケージに含まれる）プロシージャまたはファンクション

� これらの新しいデータ型の属性を持つオブジェクト型、あるいはこれらの新しいデータ
型の引数または結果を持つメンバー・ファンクション

� 要素型がこれらの新しいデータ型の 1 つであるコレクション型

以前のリリースにダウングレードするには、これらのオブジェクトを削除する必要がありま
す。

TIMESTAMP型の列を持つ表をリストするには、次の SQL 文を発行します。

SELECT owner, table_name, column_name
    FROM dba_tab_columns
    WHERE data_type LIKE 'TIMESTAMP(%)';
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この文の結果、リストされた各表の TIMESTAMPデータ型の列を削除するか、または表全体
を削除します。

TIMESTAMP WITH TIME ZONE型の列を持つ表をリストするには、次の SQL 文を発行しま
す。

SELECT owner, table_name, column_name
    FROM dba_tab_columns
    WHERE data_type LIKE 'TIMESTAMP(%) WITH TIME ZONE';

この文の結果、リストされた各表の TIMESTAMP WITH TIME ZONEデータ型の列を削除す
るか、または表全体を削除します。

TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE型の列を持つ表をリストするには、次の SQL 文を
発行します。

SELECT owner, table_name, column_name
    FROM dba_tab_columns
    WHERE data_type LIKE 'TIMESTAMP(%) WITH LOCAL TIME ZONE';

この文の結果、リストされた各表の TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEデータ型の列
を削除するか、または表全体を削除します。

INTERVAL YEAR TO MONTH型の列を持つ表をリストするには、次の SQL 文を発行しま
す。

SELECT owner, table_name, column_name
    FROM dba_tab_columns
    WHERE data_type LIKE 'INTERVAL YEAR(%) TO MONTH';

この文の結果、リストされた各表の INTERVAL YEAR TO MONTHデータ型の列を削除する
か、または表全体を削除します。

INTERVAL DAY TO SECOND型の列を持つ表をリストするには、次の SQL 文を発行しま
す。

SELECT owner, table_name, column_name
    FROM dba_tab_columns
    WHERE data_type LIKE 'INTERVAL DAY(%) TO SECOND';

この文の結果、リストされた各表の INTERVAL DAY TO SECONDデータ型の列を削除する
か、または表全体を削除します。

TIMESTAMP型の引数または結果で宣言されたプロシージャまたはファンクションのリスト
を検索するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT owner, object_name, package_name, argument_name
    FROM all_arguments
    WHERE data_type = 'TIMESTAMP';
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非互換性の削除
TIMESTAMP WITH TIME ZONE型の引数または結果で宣言されたプロシージャまたはファ
ンクションのリストを検索するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT owner, object_name, package_name, argument_name
    FROM all_arguments
    WHERE data_type = 'TIMESTAMP WITH TIME ZONE';

TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE型の引数または結果で宣言されたプロシージャまた
はファンクションのリストを検索するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT owner, object_name, package_name, argument_name
    FROM all_arguments
    WHERE data_type = 'TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE';

INTERVAL YEAR TO MONTH型の引数または結果で宣言されたプロシージャまたはファン
クションのリストを検索するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT owner, object_name, package_name, argument_name
    FROM all_arguments
    WHERE data_type = 'INTERVAL YEAR TO MONTH';

INTERVAL DAY TO SECOND型の引数または結果で宣言されたプロシージャまたはファン
クションのリストを検索するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT owner, object_name, package_name, argument_name
    FROM all_arguments
    WHERE data_type = 'INTERVAL DAY TO SECOND';

TIMESTAMP型の属性を持つオブジェクト型、あるいは TIMESTAMP型の引数または結果を
持つメンバー・ファンクションを検索するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT owner, type_name, attr_name
    FROM dba_type_attrs
    WHERE attr_type_name = 'TIMESTAMP';

SELECT owner, type_name, method_name, param_name
    FROM dba_method_params
    WHERE param_type_name = 'TIMESTAMP';

SELECT owner, type_name, method_name
    FROM dba_method_results
    WHERE result_type_name = 'TIMESTAMP';

TIMESTAMP WITH TIME ZONE型の属性を持つオブジェクト型、あるいは TIMESTAMP 
WITH TIME ZONE型の引数または結果を持つメンバー・ファンクションを検索するには、
次の SQL 文を発行します。
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SELECT owner, type_name, attr_name
    FROM dba_type_attrs
    WHERE attr_type_name = 'TIMESTAMP WITH TIME ZONE';

SELECT owner, type_name, method_name, param_name
    FROM dba_method_params
    WHERE param_type_name = 'TIMESTAMP WITH TIME ZONE';

SELECT owner, type_name, method_name
    FROM dba_method_results
    WHERE result_type_name = 'TIMESTAMP WITH TIME ZONE';

TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE型の属性を持つオブジェクト型、あるいは
TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE型の引数または結果を持つメンバー・ファンクショ
ンを検索するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT owner, type_name, attr_name
    FROM dba_type_attrs
    WHERE attr_type_name = 'TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE';

SELECT owner, type_name, method_name, param_name
    FROM dba_method_params
    WHERE param_type_name = 'TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE';

SELECT owner, type_name, method_name
    FROM dba_method_results
    WHERE result_type_name = 'TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE';

INTERVAL YEAR TO MONTH型の属性を持つオブジェクト型、あるいは INTERVAL YEAR 
TO MONTH型の引数または結果を持つメンバー・ファンクションを検索するには、次の SQL
文を発行します。

SELECT owner, type_name, attr_name
    FROM dba_type_attrs
    WHERE attr_type_name = 'INTERVAL YEAR TO MONTH';

SELECT owner, type_name, method_name, param_name
    FROM dba_method_params
    WHERE param_type_name = 'INTERVAL YEAR TO MONTH';

SELECT owner, type_name, method_name
    FROM dba_method_results
    WHERE result_type_name = 'INTERVAL YEAR TO MONTH';

INTERVAL DAY TO SECOND型の属性を持つオブジェクト型、あるいは INTERVAL DAY 
TO SECOND型の引数または結果を持つメンバー・ファンクションを検索するには、次の
SQL 文を発行します。
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SELECT owner, type_name, attr_name
    FROM dba_type_attrs
    WHERE attr_type_name = 'INTERVAL DAY TO SECOND';

SELECT owner, type_name, method_name, param_name
    FROM dba_method_params
    WHERE param_type_name = 'INTERVAL DAY TO SECOND';

SELECT owner, type_name, method_name
    FROM dba_method_results
    WHERE result_type_name = 'INTERVAL DAY TO SECOND';

TIMESTAMP型の要素を持つコレクション型のリストを検索するには、次の SQL 文を発行し
ます。

SELECT owner, type_name, coll_type
    FROM dba_coll_types
    WHERE elem_type_name = 'TIMESTAMP';

TIMESTAMP WITH TIME ZONE型の要素を持つコレクション型のリストを検索するには、
次の SQL 文を発行します。

SELECT owner, type_name, coll_type
    FROM dba_coll_types
    WHERE elem_type_name = 'TIMESTAMP WITH TIME ZONE';

TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE型の要素を持つコレクション型のリストを検索する
には、次の SQL 文を発行します。

SELECT owner, type_name, coll_type
    FROM dba_coll_types
    WHERE elem_type_name = 'TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE';

INTERVAL YEAR TO MONTH型の要素を持つコレクション型のリストを検索するには、次
の SQL 文を発行します。

SELECT owner, type_name, coll_type
    FROM dba_coll_types
    WHERE elem_type_name = 'INTERVAL YEAR TO MONTH';

INTERVAL DAY TO SECOND型の要素を持つコレクション型のリストを検索するには、次
の SQL 文を発行します。

SELECT owner, type_name, coll_type
    FROM dba_coll_types
    WHERE elem_type_name = 'INTERVAL DAY TO SECOND';
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ユーザー定義データ型ユーザー定義データ型ユーザー定義データ型ユーザー定義データ型
この項では、リリース 1（9.0.1）で有効なユーザー定義データ型に関連する機能を使用禁止
にする方法ついて説明します。

ユーザー定義集計関数の削除ユーザー定義集計関数の削除ユーザー定義集計関数の削除ユーザー定義集計関数の削除  リリース 8.1.7 以下にダウングレードする前に、すべてのユー
ザー定義集計関数を削除します。既存のユーザー定義集計関数を識別するには、次の SQL
文を発行します。

SELECT procedure_name FROM dba_procedures
    WHERE aggregate = 'YES';

リストされたすべての集計関数を削除します。

すべての発展型およびそれに依存する型と表の削除すべての発展型およびそれに依存する型と表の削除すべての発展型およびそれに依存する型と表の削除すべての発展型およびそれに依存する型と表の削除  リリース 8.1.7 以下にダウングレードす
る前に、すべての発展型およびそれに依存する型と表を削除する必要があります。すべての
発展型を識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT UNIQUE owner, type_name
    FROM dba_types
    WHERE version_name != '$8.0';

発展型を参照するすべての表を識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT UNIQUE owner, table_name
    FROM dba_tab_columns
    WHERE data_type_owner IS NOT NULL
        AND version_name != '$8.0';

サブタイプおよびサブタイプおよびサブタイプおよびサブタイプおよび NOT FINAL 型の使用の中断型の使用の中断型の使用の中断型の使用の中断  リリース 8.1.7 以下にダウングレードする前に、
表のサブタイプおよび NOT FINAL 型すべての使用を中断します。表の既存のサブタイプお
よび NOT FINAL 型の使用を識別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT c.name AS COLUMN_NAME, o.name AS TABLE_NAME, u.name AS TABLE_OWNER
    FROM user$ u, sys.obj$ o, sys.col$ c, sys.coltype$ ct, sys.type$ t
    WHERE u.user# = o.owner# AND o.obj# = c.obj# AND c.obj# = ct.obj#
        AND c.intcol# = ct.intcol# and ct.toid = t.toid AND o.type# = 2
        AND BITAND(t.properties, 3153928) > 0;

SQL およびおよびおよびおよび PL/SQL
次の項では、SQL および PL/SQL のダウングレード問題について説明します。これらの項
で説明する処置を行うと、SQL スクリプトおよびストアド・プロシージャでのコンパイルお
よび実行中のエラーを回避できます。必須ではありませんが、オラクル社ではダウングレー
ド前にこれらの処置を行うことをお薦めします。
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パイプライン表関数の使用の中断パイプライン表関数の使用の中断パイプライン表関数の使用の中断パイプライン表関数の使用の中断  リリース 8.1.7 以下にダウングレードする前に、すべての
パイプライン表関数の使用を中断します。既存のパイプライン表関数を識別するには、次の
SQL 文を発行します。

SELECT procedure_name FROM dba_procedures
    WHERE pipelined = 'YES';

パラレル表関数の使用の中断パラレル表関数の使用の中断パラレル表関数の使用の中断パラレル表関数の使用の中断  リリース 8.1.7 以下にダウングレードする前に、すべてのパラ
レル表関数の使用を中断します。既存のパラレル表関数を識別するには、次の SQL 文を発
行します。

SELECT procedure_name FROM dba_procedures
    WHERE parallel = 'YES';

制約およびトリガー制約およびトリガー制約およびトリガー制約およびトリガー
この項では、制約およびトリガーに関する非互換性の削除について説明します。

すべてのビュー制約の削除すべてのビュー制約の削除すべてのビュー制約の削除すべてのビュー制約の削除  リリース 8.1.7 以下にダウングレードする前に、主キー、一意
キーおよび外部キー制約に関連するすべてのビューを削除します。既存のビューの制約を識
別するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT * FROM dba_constraints WHERE view_related = 'DEPEND_ON_VIEW';

OLAP
この項では、OLAP に関する非互換性の削除について説明します。

OLAP の非互換性の削除の非互換性の削除の非互換性の削除の非互換性の削除   リリース 8.1.7 以下にダウングレードする前に、次のスクリプトを
実行して、OLAP に関する非互換性を削除します。

ORACLE_HOME/olap/admin/olapidrp.sql

データベース互換性のリセットデータベース互換性のリセットデータベース互換性のリセットデータベース互換性のリセット
ダウングレード先のリリースとの非互換性をすべて削除した後、データベースの互換性レベ
ルを（以前のリリースに対する互換性に）リセットします。

参照参照参照参照 : 5-7 ページの「COMPATIBLE 初期化パラメータ値を減らす」を参
照してください。
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特定のコンポーネントのダウングレード
COMPATIBLE初期化パラメータ値を減らしても非互換性がまだ存在する場合は、データベー
スをオープンできません。その場合、再度 COMPATIBLE初期化パラメータを増やします。
その後、非互換性を削除し、データベースの互換性を再設定します。ダウングレード先のリ
リースのすべての非互換性を削除してから、ダウングレード処理を続行します。

特定のコンポーネントのダウングレード特定のコンポーネントのダウングレード特定のコンポーネントのダウングレード特定のコンポーネントのダウングレード
Oracle データベース・サーバーのコンポーネントによっては、前述の一般的なダウングレー
ド手順とは別の処理（7-22 ページの「データベースのダウングレード」を参照）が必要な場
合があります。表 7-1 に、コンポーネントおよびそのダウングレード状態を示します。

参照参照参照参照 : 非互換性の削除の詳細は、7-2 ページの「非互換性の削除」を参照
してください。

表表表表 7-1 コンポーネントのダウングレード状態コンポーネントのダウングレード状態コンポーネントのダウングレード状態コンポーネントのダウングレード状態

インストール済のコンポーネントインストール済のコンポーネントインストール済のコンポーネントインストール済のコンポーネント 自動ダウングレードの有無自動ダウングレードの有無自動ダウングレードの有無自動ダウングレードの有無

Oracle9i Catalog Views はい

Oracle9i Packages and Types はい

Oracle JVM はい

Oracle9i Java Packages はい

Oracle XDK for Java はい

Messaging Gateway はい

Oracle Text いいえ

Oracle9i Real Application Clusters はい

Oracle Workspace Manager はい

Oracle Data Mining はい

Oracle Ultra Search いいえ

OLAP Catalog はい

OLAP Analytic Workspace はい

Oracle Spatial いいえ

Oracle interMedia いいえ

Oracle Visual Information Retrieval いいえ

Oracle Label Security はい
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次の処理を完了して、自動的にダウングレードされないコンポーネントをダウングレードし
ます。

Oracle Spatial のダウングレードのダウングレードのダウングレードのダウングレード
Oracle システムに Oracle Spatial がインストールされている場合は、Oracle Spatial のダウン
グレード方法について、『Oracle Spatial ユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』を参照し
てください。

interMedia のダウングレードのダウングレードのダウングレードのダウングレード
Oracle interMedia のダウングレード方法については、UNIX プラットフォームでは
$ORACLE_HOME/ord/im/admin/README.txtを、Windows プラットフォームでは
%ORACLE_HOME%¥ord¥im¥admin¥README.txtを参照してください。

Oracle Visual Information Retrieval のダウングレードのダウングレードのダウングレードのダウングレード
Oracle Visual Information Retrieval のダウングレード方法については、UNIX プラット
フォームでは $ORACLE_HOME/ord/im/admin/README.txtを、Windows プラット
フォームでは %ORACLE_HOME%¥ord¥im¥admin¥README.txtを参照してください。

Oracle Text のダウングレードのダウングレードのダウングレードのダウングレード
Oracle システムに Oracle Text がインストールされている場合は、次の手順を実行します。

1. リリース 2（9.2）の Oracle ホーム・ディレクトリの所有者としてシステムにログイン
します。

2. システム・プロンプトで、ORACLE_HOME/ctx/adminディレクトリへ移動します。

3. SQL*Plus を起動します。

4. ユーザー CTXSYS. としてデータベース・インスタンスに接続します。

5. インスタンスが実行されている場合は、SHUTDOWN IMMEDIATEを使用してインスタン
スを停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

6. RESTRICTモードでインスタンスを起動します。

SQL> STARTUP RESTRICT

PFILEオプションを使用して、初期化パラメータ・ファイルの場所を指定する必要があ
る場合があります。
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7. 適切なダウングレード・スクリプトを実行して、Oracle Text をダウングレードします。

リリース 8.1.7 にダウングレードしている場合は、次のスクリプトを実行します。

SQL> @d0801070.sql

リリース 1（9.0.1）にダウングレードしている場合は、次のスクリプトを実行します。

SQL> @d0900010.sql

8. インスタンスを停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

9. SQL*Plus を終了します。

Oracle Ultra Search のダウングレードのダウングレードのダウングレードのダウングレード
Oracle システムに Oracle Ultra Search がインストールされている場合は、次の手順を実行し
ます。

1. SQL*Plus を起動します。

2. ユーザー WKSYSとしてデータベース・インスタンスに接続します。

3. 次の SQL 文を発行します。

SQL> EXECUTE dbms_registry.downgraded(’WK’,’9.0.1.0.0’);

4. SQL*Plus を終了します。

データベースのダウングレードデータベースのダウングレードデータベースのダウングレードデータベースのダウングレード
この項のダウングレードの手順を行う前に、データベースがダウングレード先のリリースと
互換性があることを確認してください。

参照参照参照参照 : まだ非互換性を削除してない場合は、7-2 ページの「非互換性の削
除」を参照してください。
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リリース 2（9.2）のデータベースをそれ以前のリリースの Oracle へダウングレードするに
は、次の手順を実行します。

1. リリース 2（9.2）の Oracle ホーム・ディレクトリの所有者としてシステムにログイン
します。

2. システム・プロンプトで、ORACLE_HOME/rdbms/adminディレクトリへ移動します。

3. SQL*Plus を起動します。

4. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

5. MIGRATEモードでインスタンスを起動します。

SQL> STARTUP MIGRATE

PFILEオプションを使用して、初期化パラメータ・ファイルの場所を指定する必要があ
る場合があります。

6. 成功したかどうかを後で確認するために、結果をログ・ファイルにスプールするように
システムを設定します。

SQL> SPOOL downgrade.log

7. old_releaseがダウングレード先のリリースを参照する場合、dold_release.sql
を実行します。適切なスクリプトの選択は、表 7-2 を参照してください。各スクリプト
によって、ダウングレード先に指定したリリースに直接ダウングレードできます。

スクリプトを実行するには、次のように入力します。

SQL> @dold_release.sql

表表表表 7-2 ダウングレード・スクリプトダウングレード・スクリプトダウングレード・スクリプトダウングレード・スクリプト

ダウングレード先ダウングレード先ダウングレード先ダウングレード先 実行スクリプト実行スクリプト実行スクリプト実行スクリプト

9.0.1 d0900010.sql

8.1.7 d0801070.sql

注意注意注意注意 : ダウングレード先のリリースが表 7-2 に含まれていない場合、実
行する正しいダウングレード・スクリプトについては、新しいインストー
ルの README ファイルを参照してください。
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スクリプトの実行についての注意は、次のとおりです。

� リリース 2（9.2）に付属するスクリプトのバージョンを使用してください。

� リリース 2（9.2）の環境でスクリプトを実行する必要があります。

� ダウングレードが複数のリリースにわたる場合でも、1 つのスクリプトのみを実行
する必要があります。たとえば、リリース 8.1.7 にダウングレードする場合は、
d0801070.sqlのみを実行します。

このスクリプトまたは残りの手順のいずれかのスクリプトを実行中になんらかの問題が
発生した場合は、問題を解決してスクリプトを再実行します。必要に応じて、この章で
説明されているスクリプトのいずれかを実行できます。

8. スクリプト結果のログ・ファイルへのスプーリングをオフにします。

SQL> SPOOL OFF

次に、スプール・ファイルを確認して、すべてのパッケージおよびプロシージャのコン
パイルが成功したかどうかを検証します。手順 6 で、スプール・ファイル名を
downgrade.logとしました。このファイルで見つけた問題を処理し、必要に応じて適
切なダウングレード・スクリプトを再実行します。

9. インスタンスを停止します。

SQL> SHUTDOWN IMMEDIATE

クラスタ・データベースをダウングレードする場合は、すべてのインスタンスを停止し
ます。

10. SQL*Plus を終了します。

11. リリース 1（9.0.1）にダウングレードする場合、リリース 2（9.2）の Oracle ホームから
リリース 1（9.0.1）の Oracle ホームに次のファイルをコピーします。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）の）の）の）の Oracle ホームホームホームホーム
からのコピーからのコピーからのコピーからのコピー

以前の以前の以前の以前の Oracle ホームへのコピーホームへのコピーホームへのコピーホームへのコピー

Oracle JVM ORACLE_HOME/javavm/install
/jvmd901.sql

ORACLE_HOME/javavm/install

Oracle XDK for Java ORACLE_HOME/xdk/admin
/xmld901.sql

ORACLE_HOME/xdk/admin

Messaging Gateway ORACLE_HOME/mgw/admin
/mgwd901.sql

ORACLE_HOME/mgw/admin

Oracle Workspace 
Manager

ORACLE_HOME/rdbms/admin
/owmd901.plb

ORACLE_HOME/rdbms/admin
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リリース 8.1.7 にダウングレードする場合、リリース 2（9.2）の Oracle ホームからリ
リース 8.1.7 の Oracle ホームに次のファイルをコピーします。

12. ご使用のオペレーティング・システムが UNIX の場合、次の環境変数がダウングレード
先のリリースのディレクトリを指定するように変更してください。

� ORACLE_HOME

� PATH

� ORA_NLS33

� LD_LIBRARY_PATH

13. ご使用のオペレーティング・システムが Windows の場合、次の手順を実行します。

a. リリース 2（9.2）のデータベースのすべての Oracle サービス
（OracleServiceSIDなど）を停止します。SIDはインスタンスの名前です。

たとえば、SID が ORCL の場合、コマンド・プロンプトで次のように入力します。

C:¥> NET STOP OracleServiceORCL

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）の）の）の）の Oracle ホームホームホームホーム
からのコピーからのコピーからのコピーからのコピー

以前の以前の以前の以前の Oracle ホームへのコピーホームへのコピーホームへのコピーホームへのコピー

Oracle JVM ORACLE_HOME/javavm/install
/jvmd817.sql

ORACLE_HOME/javavm/install

Oracle XDK for Java ORACLE_HOME/xdk/admin
/xmld817.sql

ORACLE_HOME/oracore/admin

Oracle Label Security ORACLE_HOME/rdbms/admin
/olsd817.sql

ORACLE_HOME/lbac/admin

注意注意注意注意 : クラスタ・データベースをダウングレードしている場合は、この
クラスタ・データベースがインスタンスを構成しているすべてのノードで
この手順を実行してください。

参照参照参照参照 : ご使用のオペレーティング・システムでのその他の重要な環境変
数の設定は、オペレーティング・システム固有の Oracle9i インストレー
ション・ガイドを参照してください。

参照参照参照参照 : サービスの停止方法については、『Oracle9i Database for Windows
管理者ガイド』を参照してください。
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b. コマンド・プロンプトで ORADIM コマンドを発行して、Oracle サービスを削除し
ます。たとえば、SID が ORCL の場合、次のコマンドを入力します。

C:¥> ORADIM -DELETE -SID ORCL

c. コマンド・プロンプトで ORADIM コマンドを使用して、ダウングレードするデー
タベースの Oracle サービスを作成します。

C:¥> ORADIM -NEW -SID SID -INTPWD PASSWORD -MAXUSERS USERS
     -STARTMODE AUTO -PFILE ORACLE_HOME¥DATABASE¥INITSID.ORA

この構文には次の変数が含まれます。

たとえば、ダウングレード先がリリース 8.1.7、SID が ORCL、PASSWORD が
TWxy579、USERS の最大数が 10、ORACLE_HOME ディレクトリが C:¥ORANTの
場合、次のコマンドを入力します。

C:¥> ORADIM -NEW -SID ORCL -INTPWD TWxy579 -MAXUSERS 10
     -STARTMODE AUTO -PFILE C:¥ORANT¥DATABASE¥INITORCL.ORA

14. サーバー・パラメータ・ファイルを使用してインスタンスを起動する場合、または初期
化パラメータ・ファイルが SPFILE（サーバー・パラメータ・ファイル）エントリを含
む場合は、次の手順を実行します。

a. サーバー・パラメータ・ファイルを従来の初期化パラメータ・ファイルへエクス
ポートします。

CREATE PFILE[=pfile-name] FROM SPFILE[=spfile-name];

初期化パラメータ・ファイルはテキスト・ファイルとして作成されます。Oracle9i 
Real Application Clusters 環境では、すべてのインスタンスのパラメータ設定が初
期化パラメータ・ファイルに含まれます。

SID ダウングレードするデータベースと同じ SID 名です。

PASSWORD データベース・インスタンスのパスワードです。SYSDBA権
限で接続したユーザー用のパスワードです。-INTPWD オプ
ションは必須ではありません。これを指定しない場合、オペ
レーティング・システムの認証が使用され、パスワードは不
要です。

USERS SYSDBA権限および SYSOPER権限を付与できるユーザーの
最大数。

ORACLE_HOME ダウングレード先のデータベースの Oracle ホーム・ディレ
クトリです。-PFILE オプションを使用して、（Oracle ホー
ム・ディレクトリのドライブを含む）フルパス名を指定する
必要があります。
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b. SPFILEパラメータを使用してサーバー・パラメータ・ファイルを指定していた場
合は、インスタンスの起動に使用する初期化パラメータ・ファイル内の SPFILEパ
ラメータを IFILEに変更します。IFILEパラメータがサーバー・パラメータ・
ファイルからエクスポートした初期化パラメータ・ファイルを指定していることを
確認します。

c. Oracle9i Real Application Clusters を使用している場合は、インスタンス固有の初
期化パラメータ・ファイルを作成します。サーバー・パラメータ・ファイルからエ
クスポートした初期化パラメータ・ファイルから、すべてのインスタンス固有のパ
ラメータを削除します。

インスタンス固有の各パラメータ・ファイル内の IFILEパラメータを使用して、
サーバー・パラメータ・ファイルからエクスポートした初期化パラメータ・ファイ
ルを指定できます。

15. リリース 2（9.2）の Oracle ホーム・ディレクトリから、ダウングレードするリリース
の Oracle ホームに構成ファイルをコピーします。

a. リリース 2（9.2）の Oracle ホームから、ダウングレードするリリースの Oracle
ホームにパラメータ・ファイルをコピーします。デフォルトでは、Oracle はパラ
メータ・ファイルを UNIX プラットフォームの場合は $ORACLE_HOME/dbsで、
Windows オペレーティング・システムの場合は %ORACLE_HOME%¥databaseで検
索します。初期化パラメータ・ファイルは任意の場所に格納できます。ただし、リ
リース 2（9.2）の Oracle ホーム内には格納できません。

b. 初期化パラメータ・ファイルに IFILE（インクルード・ファイル）エントリがあ
り、IFILEエントリで指定されたファイルがリリース 2（9.2）の Oracle ホーム・
ディレクトリに存在する場合、IFILEエントリが指定したファイルを、ダウング
レードするリリースの Oracle ホームにコピーします。IFILEエントリ内に指定さ
れたファイルには、追加の初期化パラメータがあります。このファイルをコピーし
た後、パラメータ・ファイルを編集して新しい場所を指定します。

c. リリース 2（9.2）の Oracle ホームに存在するパスワード・ファイルがある場合は、
そのパスワード・ファイルを、ダウングレード先のリリースの Oracle ホームに移
動またはコピーします。パスワード・ファイルの名前と位置は、オペレーティン
グ・システムによって異なります。UNIX プラットフォームでは、デフォルトのパ
スワード・ファイルは $ORACLE_HOME/dbs/orapwsidです。Windows オペレー
ティング・システムでは、デフォルトのパスワード・ファイルは
%ORACLE_HOME%¥database¥pwdsid.oraです。両方とも、sid は Oracle インス
タンスの ID です。
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16. 次の初期化パラメータをパラメータ・ファイルに追加します。

_SYSTEM_TRIG_ENABLED = false
JOB_QUEUE_PROCESSES = 0
AQ_TM_PROCESSES = 0

リリース 1（9.0.1）にダウングレードする場合、次の初期化パラメータをパラメータ・
ファイルに追加します。

NLS_LENGTH_SEMANTICS = BYTE

前述の初期化パラメータは、ダウングレード完了後にパラメータ・ファイルから削除す
る必要があります。

17. システム・プロンプトで、以前のリリースの ORACLE_HOME/rdbms/adminディレクト
リへ移動します。

18. SQL*Plus を起動します。

19. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

20. インスタンスを起動します。

UNIX プラットフォームでは、次の手順に従います。

STARTUP RESTRICT

PFILEオプションを使用して、初期化パラメータ・ファイルの場所を指定する必要があ
る場合があります。

注意注意注意注意 : クラスタ・データベースをダウングレードしている場合は、この
クラスタ・データベースがインスタンスを構成しているすべてのノードで
この手順を実行してください。

� リリース 1（9.0.1）へダウングレードしている場合は、
CLUSTER_DATABASE初期化パラメータを falseに設定します。

� リリース 8.1.7 へダウングレードしている場合は、PARALLEL_SERVER
初期化パラメータを falseに設定します。

ダウングレード後、この該当する初期化パラメータの設定を trueに戻す
必要があります。

注意注意注意注意 : リリース 8.1.7 にダウングレードする場合は、Server Manager を
起動してください。SQL*Plus は起動しないでください。
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Windows オペレーティング・システムでは、次の手順に従います。

ALTER SYSTEM ENABLE RESTRICTED SESSION;

21. 成功したかどうかを後で確認するために、結果をログ・ファイルにスプールするように
システムを設定します。

SPOOL old_scripts.log

22. utlip.sqlを実行します。

@utlip.sql

utlip.sqlスクリプトは一定のディクショナリ表を変更し、データベースが必要とす
る形式で次の再コンパイルが発生するように、既存のすべての PL/SQL モジュールを無
効にします。また、PL/SQL コンパイルに必要なパッケージ STANDARDおよび
DBMS_STANDARDを再ロードします。

23. 次のカタログ・スクリプトを実行します。

a. catalog.sqlを実行します。

@catalog.sql

b. catproc.sqlを実行します。

@catproc.sql

c. リリース 8.1.7 にダウングレードする場合は、catrep.sqlを実行します。

@catrep.sql

d. クラスタ・データベースをリリース 1（9.0.1）にダウングレードしている場合は、
catclust.sqlを実行します。

@catclust.sql

クラスタ・データベースをリリース 8.1.7 にダウングレードしている場合は、
catparr.sqlを実行します。

@catparr.sql

参照参照参照参照 : ワード・サイズ変更の詳細は、1-10 ページの「ワード・サイズの
変更」を参照してください。
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e. 必要に応じて、その他のカタログ・スクリプトも実行します。たとえば、異機種間
サービスのデータ・ディクショナリ・ビュー、データ・ディクショナリ表および
データ・ディクショナリ・パッケージを再作成するには、caths.sqlを実行しま
す。

@caths.sql

インスタンスを停止し、再起動します。

SHUTDOWN IMMEDIATE

STARTUP

24. 以前のデータベースに Oracle JVM をインストールしている場合は、適切なダウング
レード・スクリプト（手順 11 で以前の Oracle ホームへコピー済）を実行して、Oracle 
JVM をダウングレードします。スクリプトを実行するときは、ORACLE_HOME を以前
の Oracle ホーム・ディレクトリのフルパスに置き換えます。

リリース 1（9.0.1）にダウングレードしている場合は、次のスクリプトを実行します。

@ORACLE_HOME/javavm/install/jvmd901.sql

リリース 8.1.7 にダウングレードしている場合は、次のスクリプトを実行します。

@ORACLE_HOME/javavm/install/jvmd817.sql

次のスクリプトを実行して、以前のデータベースに Java クラスを再ロードします。

@ORACLE_HOME/rdbms/admin/initsoxx.sql
@ORACLE_HOME/rdbms/admin/initjms.sql

リリース 1（9.0.1）にダウングレードしている場合は、次のスクリプトを実行します。

@ORACLE_HOME/rdbms/admin/initcdc.sql
@ORACLE_HOME/rdbms/admin/initqsma.sql
@ORACLE_HOME/rdbms/admin/initsjty.sql
@ORACLE_HOME/rdbms/admin/initapcx.sql

25. 以前のデータベースに Oracle XDK for Java をインストールしている場合は、適切なダ
ウングレード・スクリプト（手順 11 で次のディレクトリにコピー済）を実行して、
Oracle XDK for Java をダウングレードします。ダウングレード・スクリプトを実行する
ときは、ORACLE_HOME を、ダウングレード先のリリースの Oracle ホーム・ディレク
トリのフルパスに置き換えます。

リリース 1（9.0.1）にダウングレードしている場合は、次のスクリプトを実行します。

@ORACLE_HOME/xdk/admin/xmld901.sql
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リリース 8.1.7 にダウングレードしている場合は、次のスクリプトを実行します。

@ORACLE_HOME/oracore/admin/xmld817.sql

インスタンスを停止し、再起動します。

SHUTDOWN IMMEDIATE

STARTUP

26. 以前のデータベースに Messaging Gateway をインストールしている場合は、適切なダ
ウングレード・スクリプト（手順 11 で次のディレクトリにコピー済）を実行して、
Messaging Gateway をダウングレードします。ダウングレード・スクリプトを実行する
ときは、ORACLE_HOME を、ダウングレード先のリリースの Oracle ホーム・ディレク
トリのフルパスに置き換えます。

リリース 1（9.0.1）にダウングレードしている場合は、次のスクリプトを実行します。

@ORACLE_HOME/mgw/admin/mgwd901.sql

27. 以前のデータベースに Oracle Workspace Manager をインストールしている場合は、適
切なダウングレード・スクリプト（手順 11 で次のディレクトリにコピー済）を実行し
て Oracle Workspace Manager をダウングレードします。ダウングレード・スクリプト
を実行するときは、ORACLE_HOME を、ダウングレード先のリリースの Oracle ホー
ム・ディレクトリのフルパスに置き換えます。

リリース 1（9.0.1）にダウングレードしている場合は、次のスクリプトを実行します。

@ORACLE_HOME/rdbms/admin/owmd901.plb

28. 以前のデータベースに Oracle Label Security をインストールしている場合は、適切なダ
ウングレード・スクリプトを実行して、Oracle Label Security をダウングレードします。
スクリプトを実行するときは、 ORACLE_HOMEを以前の Oracle ホーム・ディレクトリの
フルパスに置き換えます。

リリース 1（9.0.1）にダウングレードしている場合は、次のスクリプトを実行します。

@ORACLE_HOME/rdbms/admin/catols.sql

リリース 8.1.7 にダウングレードしている場合は、次の文を発行します。

GRANT RESTRICTED SESSION TO LBACSYS;

CONNECT LBACSYS/LBACSYS

@ORACLE_HOME/lbac/admin/olsd817.sql

SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

REVOKE RESTRICTED SESSION FROM LBACSYS;
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29. utlrp.sqlを実行します。この手順はオプションで、ワード・サイズに変更がある場
合でも実行できます。

@utlrp.sql

utlrp.sqlスクリプトは、以前 INVALID状態だったパッケージ、プロシージャ、型
などのすべての既存の PL/SQL モジュールを、再コンパイルします。これらの処置はオ
プションですが、これらの処理を行うと、再コンパイルはダウングレード後ではなくダ
ウングレード中に行われます。

オラクル社では、このオプションの utlrp.sqlを実行することをお薦めします。

30. スクリプト結果のログ・ファイルへのスプーリングをオフにします。

SPOOL OFF

次に、スプール・ファイルを確認して、すべてのパッケージおよびプロシージャのコン
パイルが成功したかどうかを検証します。手順 21 で、スプール・ファイル名を
old_scripts.logとしました。このファイルで見つけた問題を処理し、必要に応じて
適切なスクリプトを再実行します。

31. インスタンスを停止します。

SHUTDOWN IMMEDIATE

32. 手順 18 で起動した Server Manager または SQL*Plus を終了します。

33. 手順 16 で追加した初期化パラメータをパラメータ・ファイルから削除します。

データベースがダウングレードされました。

注意注意注意注意 :

� リリース 1（9.0.1）へダウングレードしている場合は、
CLUSTER_DATABASE初期化パラメータを falseに設定します。

� リリース 8.1.7 へダウングレードしている場合は、PARALLEL_SERVER
初期化パラメータを falseに設定します。

ダウングレード処理が完了した後、trueに戻すことができます。
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エクスポート / インポート
8

エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート / インポートによるインポートによるインポートによるインポートによる

データベースの移行データベースの移行データベースの移行データベースの移行

この章では、エクスポート / インポート・ユーティリティを使用して、Oracle データベース
のデータをアップグレードおよびダウングレードする処理について説明します。この章で
は、次の項目について説明します。

� エクスポート・ダンプ・ファイルの互換性

� ソース・データベースおよびターゲット・データベース

� エクスポート / インポートを使用したソース・データベースのアップグレード

参照参照参照参照 : エクスポート / インポート・ユーティリティの詳細は、『Oracle9i
データベース・ユーティリティ』を参照してください。
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エクスポート・ダンプ・ファイルの互換性
エクスポート・ダンプ・ファイルの互換性エクスポート・ダンプ・ファイルの互換性エクスポート・ダンプ・ファイルの互換性エクスポート・ダンプ・ファイルの互換性
エクスポート・ダンプ・ファイルは、Oracle のすべての上位リリースにインポートできま
す。たとえば、Oracle7 のエクスポート・ダンプ・ファイルは、リリース 8.1.7、リリース 1

（9.0.1）およびリリース 2（9.2）のインポート・ユーティリティでインポートできます。

ただし、エクスポート・ダンプ・ファイルは、それより前の Oracle リリースのインポート・
ユーティリティとは下位互換性がありません。エクスポートされたデータは、以前の Oracle
リリースのインポート・ユーティリティではインポートできません。たとえば、リリース
8.1.7 のエクスポート・ダンプ・ファイルは、リリース 8.0.6 のインポート・ユーティリティ
ではインポートできません。また、Oracle9i のエクスポート・ダンプ・ファイルは、Oracle7
のインポート・ユーティリティではインポートできません。

以前のリリースのエクスポート・ユーティリティおよびインポート・ユーティリティを使用
してデータをエクスポートおよびインポートしている場合は、データベースの内容を以前の
Oracle リリースにインポートすることができます。表 8-1 に、このサポートの詳細を示しま
す。

表 8-1 に示すとおり、Oracle8 以上のデータベースから Oracle7 データベースへデータをエ
クスポートするには、Oracle7 のエクスポート・ユーティリティを使用してデータをエクス
ポートする前に、まず Oracle8 以上のデータベースで catexp7.sqlスクリプトを実行する
必要があります。

データを Oracle8i 以上のデータベースから Oracle8 データベースにエクスポートする場合
は、catexp7.sqlスクリプトを実行する必要はありません。

表表表表 8-1 エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート / インポートの下位互換性サポートインポートの下位互換性サポートインポートの下位互換性サポートインポートの下位互換性サポート

データのエクスポート元データのエクスポート元データのエクスポート元データのエクスポート元 インポート先インポート先インポート先インポート先 使用するエクスポート使用するエクスポート使用するエクスポート使用するエクスポート / インポート・ユーインポート・ユーインポート・ユーインポート・ユー
ティリティティリティティリティティリティ

リリース 2（9.2）

リリース 1（9.0.1）

リリース 8.1.7

リリース 8.0.6

リリース 7.3.4 リリース 7.3.4

注意注意注意注意 : エクスポートする前に、catexp7.sql
スクリプトを実行してください。

リリース 2（9.2）

リリース 1（9.0.1）

リリース 8.1.7

リリース 8.0.6 リリース 8.0.6

リリース 2（9.2）

リリース 1（9.0.1）

リリース 8.1.7 リリース 8.1.7

リリース 2（9.2） リリース 1（9.0.1） リリース 1（9.0.1）
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ソース・データベースおよびターゲット・データベース
以前のリリースと互換性がないデータでのエクスポート以前のリリースと互換性がないデータでのエクスポート以前のリリースと互換性がないデータでのエクスポート以前のリリースと互換性がないデータでのエクスポート / インポートのインポートのインポートのインポートの
使用方法使用方法使用方法使用方法

データを以前のリリースにエクスポートする場合、以前のリリースと互換性のないデータは
エクスポートできないか、またはいくつかの機能が失われた状態でエクスポートされます。

たとえば、パーティション表は Oracle7 のエクスポート・ユーティリティではエクスポート
されません。パーティション表を Oracle8 以上のデータベースから Oracle7 データベースに
移動する必要がある場合は、まずその表をパーティション化されていない表へ再編成しま
す。また、Oracle8i 以上で実行者権限を使用するプロシージャをエクスポート / インポート
する場合にもこの問題が発生します。Oracle8 のエクスポート・ユーティリティを使用する
場合、これらのプロシージャはエクスポートされますが、Oracle8 では正常に機能しません。
これは、Oracle8 では実行者権限がサポートされていないためです。通常は、データを以前
のリリースにエクスポートする必要がある場合は、データをエクスポートする前に、以前の
リリースとの非互換性をできるだけ多く削除します。

ソース・データベースおよびターゲット・データベースソース・データベースおよびターゲット・データベースソース・データベースおよびターゲット・データベースソース・データベースおよびターゲット・データベース
ソースソースソースソース・データベースは、エクスポートするデータを含むデータベースです。ターゲットターゲットターゲットターゲット・
データベースは、エクスポートしたデータをインポートするデータベースです。

エクスポート・ユーティリティ要件エクスポート・ユーティリティ要件エクスポート・ユーティリティ要件エクスポート・ユーティリティ要件
データベースをアップグレードするには、ソース・データベースのリリースに付属のエクス
ポート・ユーティリティを使用します。エクスポートの後、インポート・ユーティリティを
使用して、エクスポート・ダンプ・ファイルのデータをターゲット・データベース（新しい
Oracle9i データベース）にコピーします。エクスポートしたデータをインポート・ユーティ
リティでインポートする前に、新しい Oracle9i データベースが作成済ですでに操作可能な状
態である必要があります。

たとえば、Oracle7 リリース 7.3.4 から Oracle9i リリース 2（9.2）へアップグレードする場合
は、Oracle7 リリース 7.3.4 のエクスポート・ユーティリティを使用します。

インポート・ユーティリティ要件インポート・ユーティリティ要件インポート・ユーティリティ要件インポート・ユーティリティ要件
データベースをアップグレードするには、ターゲット・データベース（新しい Oracle9i デー
タベース）のリリースに付属のインポート・ユーティリティを使用します。たとえば、
Oracle7 リリース 7.3.4 から Oracle9i リリース 2（9.2）へアップグレードする場合は、
Oracle9i リリース 2（9.2）のインポート・ユーティリティを使用します。
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エクスポート / インポートを使用したソース・データベースのアップグレード
エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート / インポートを使用したソース・データベースのインポートを使用したソース・データベースのインポートを使用したソース・データベースのインポートを使用したソース・データベースの
アップグレードアップグレードアップグレードアップグレード

エクスポート / インポート・ユーティリティを使用してデータベースをアップグレードする
には、次の手順を実行します。

1. ソース・データベースに付属のエクスポート・ユーティリティを使用して、ソース・
データベースのデータをエクスポートします。ソース・データベースでのエクスポー
ト・ユーティリティの使用方法の詳細は、ソース・データベースのサーバー・ユーティ
リティのドキュメントを参照してください。

一貫性のあるエクスポート結果を得るには、エクスポートの実行中と実行後はソース・
データベースが更新不可である必要があります。エクスポート実行後にユーザーがソー
ス・データベースを更新できるようにする場合は、インポート完了後にソース・データ
ベースに対する変更を新しい Oracle9i ターゲット・データベースにコピーする手順を実
行し、その後でソース・データベースを使用可能にします。

2. 新しい Oracle9i ソフトウェアをインストールします。インストールは、オペレーティン
グ・システム固有の作業です。Oracle9i のインストール手順は、ご使用のオペレーティ
ング・システム固有の Oracle マニュアルを参照してください。

3. 新しい Oracle9i データベースに既存のソース・データベースと同じ名前を付ける場合
は、新しい Oracle9i データベースを作成する前に既存のデータベースを停止する必要が
あります。

4. 新しい Oracle9i ターゲット・データベースを作成します。

5. SQL*Plus を新しい Oracle9i 環境で起動します。

6. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

7. STARTUPを使用して、Oracle9i データベース・インスタンスを起動します。

8. 記憶域パラメータを変更して、ディスク領域の使用状況を改善するなどの目的のため
に、ターゲット・データベースに表領域、ユーザーおよび表を事前に作成しておきま
す。SQL*Plus を使用して表を事前に作成する場合は、元のデータベースとの互換モー
ドで実行するか、またはインポート中に発生する特定のデータ定義の変換について特に
配慮する必要があります。

参照参照参照参照 : Oracle9i データベースの作成の詳細は、『Oracle9i データベース管
理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 新しい Oracle9i データベースをソース・データベースと同じコン
ピュータ上に作成し、ソース・データベースのデータ・ファイルを上書き
しない場合は、事前に表領域を作成し、インポート時に IGNORE=Yおよび
DESTROY=Nを指定する必要があります。
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9. 新しい Oracle9i データベースのインポート・ユーティリティを使用して、ソース・デー
タベースからエクスポートしたオブジェクトをインポートします。インポート・セッ
ションからファイルに情報メッセージやエラー・メッセージを保存するには、LOGパラ
メータを組み込んでください。

10. インポート作業が完了したら、どのオブジェクトのどのインポートが正常に終了してど
れが失敗したか（失敗したものがある場合）を、インポート・ログ・ファイルで確認し
ます。

11. その他のインポート方法（『Oracle9i データベース・ユーティリティ』を参照）を使用
するか、またはソース・オブジェクトを作成する SQL スクリプトを使用して、イン
ポートに失敗したオブジェクトを作成しなおします（または、完全に新規のインポート
を開始します）。

12. エクスポートの実行後にソース・データベースに変更を加えた場合は、そのデータベー
スを使用可能にする前に、それらの変更が新しい Oracle9i データベースに反映されてい
ることを確認します。詳細は、8-4 ページの手順 1 を参照してください。

13. 第 4 章「データベースのアップグレード後の作業」に示す手順を実行します。

参照参照参照参照 : インポート・ユーティリティの詳細は、『Oracle9i データベース・
ユーティリティ』を参照してください。

参照参照参照参照 : エラー処理情報については、『Oracle9i データベース・ユーティリ
ティ』を参照してください。
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初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの
A

初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリ初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリ初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリ初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリ

の変更の変更の変更の変更

この付録では、Oracle の異なるリリース間での初期化パラメータおよびデータ・ディクショ
ナリの変更点を示します。また、特定の初期化パラメータにおける互換性の問題についても
説明します。

この付録では、次の項目について説明します。

� 初期化パラメータの変更

� 初期化パラメータの互換性の問題

� 静的データ・ディクショナリ・ビューの変更

� 動的パフォーマンス・ビューの変更

注意注意注意注意 : この付録では、Oracle8 での初期化パラメータおよびデータ・ディ
クショナリの変更点は示しません。Oracle7 からアップグレードする場合
は、この付録で説明する変更点の他に、D-39 ページの「リリース 8.0 での
初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの変更」を参照してくだ
さい。
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初期化パラメータの変更
初期化パラメータの変更初期化パラメータの変更初期化パラメータの変更初期化パラメータの変更
次の項では、Oracle の異なるリリース間での初期化パラメータの変更点を示します。

� 非推奨の初期化パラメータ

� 廃止された初期化パラメータ

非推奨の初期化パラメータ非推奨の初期化パラメータ非推奨の初期化パラメータ非推奨の初期化パラメータ
次の項では、非推奨の初期化パラメータを示します。非推奨のパラメータは通常のパラメー
タと同様に動作しますが、非推奨のパラメータをパラメータ・ファイルに指定した場合、イ
ンスタンスの起動時に警告メッセージが表示されます。また、非推奨のすべてのパラメータ
は、インスタンスの起動時にアラート・ログに記録されます。

� リリース 2（9.2）で非推奨の初期化パラメータ

� リリース 1（9.0.1）で非推奨の初期化パラメータ

リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）で非推奨の初期化パラメータ）で非推奨の初期化パラメータ）で非推奨の初期化パラメータ）で非推奨の初期化パラメータ
次の初期化パラメータはリリース 2（9.2）で非推奨のものです。

リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）で非推奨の初期化パラメータ）で非推奨の初期化パラメータ）で非推奨の初期化パラメータ）で非推奨の初期化パラメータ
次の初期化パラメータはリリース 1（9.0.1）で非推奨のものです。

参照参照参照参照 : Oracle9i の新しい初期化パラメータのリストは、『Oracle9i データ
ベース・リファレンス』を参照してください。

非推奨の初期化パラメータ非推奨の初期化パラメータ非推奨の初期化パラメータ非推奨の初期化パラメータ 新しい初期化パラメータ新しい初期化パラメータ新しい初期化パラメータ新しい初期化パラメータ

DRS_START DG_BROKER_START

非推奨の初期化パラメータ非推奨の初期化パラメータ非推奨の初期化パラメータ非推奨の初期化パラメータ 新しい初期化パラメータ新しい初期化パラメータ新しい初期化パラメータ新しい初期化パラメータ

MTS_CIRCUITS CIRCUITS

MTS_DISPATCHERS DISPATCHERS

MTS_MAX_DISPATCHERS MAX_DISPATCHERS

MTS_MAX_SERVERS MAX_SHARED_SERVERS

MTS_SERVERS SHARED_SERVERS

MTS_SESSIONS SHARED_SERVER_SESSIONS
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初期化パラメータの変更
廃止された初期化パラメータ廃止された初期化パラメータ廃止された初期化パラメータ廃止された初期化パラメータ
次の項では、廃止された初期化パラメータを示します。

� リリース 2（9.2）で廃止された初期化パラメータ

� リリース 1（9.0.1）で廃止された初期化パラメータ

� リリース 8.1 で廃止された初期化パラメータ

リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）で廃止された初期化パラメータ）で廃止された初期化パラメータ）で廃止された初期化パラメータ）で廃止された初期化パラメータ
次の初期化パラメータはリリース 2（9.2）で廃止されたものです。

リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）で廃止された初期化パラメータ）で廃止された初期化パラメータ）で廃止された初期化パラメータ）で廃止された初期化パラメータ
次の初期化パラメータはリリース 1（9.0.1）で廃止されたものです。

PARALLEL_SERVER CLUSTER_DATABASE

PARALLEL_SERVER_INSTANCES CLUSTER_DATABASE_INSTANCES

注意注意注意注意 : 1 つ以上の廃止された初期化パラメータを使用すると、リリース 2
（9.2）データベースを起動できますが、警告が戻され、アラート・ログに
記録されます。

DISTRIBUTED_TRANSACTIONS MAX_TRANSACTION_BRANCHES

PARALLEL_BROADCAST_ENABLED STANDBY_PRESERVES_NAMES

ALWAYS_ANTI_JOIN ALWAYS_SEMI_JOIN

DB_BLOCK_LRU_LATCHES DB_BLOCK_MAX_DIRTY_TARGET

DB_FILE_DIRECT_IO_COUNT GC_DEFER_TIME

GC_RELEASABLE_LOCKS GC_ROLLBACK_LOCKS

HASH_MULTIBLOCK_IO_COUNT INSTANCE_NODESET

JOB_QUEUE_INTERVAL OPS_INTERCONNECTS

OPTIMIZER_PERCENT_PARALLEL SORT_MULTIBLOCK_READ_COUNT

TEXT_ENABLE

非推奨の初期化パラメータ非推奨の初期化パラメータ非推奨の初期化パラメータ非推奨の初期化パラメータ 新しい初期化パラメータ新しい初期化パラメータ新しい初期化パラメータ新しい初期化パラメータ
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初期化パラメータの変更
リリースリリースリリースリリース 8.1 で廃止された初期化パラメータで廃止された初期化パラメータで廃止された初期化パラメータで廃止された初期化パラメータ
次の初期化パラメータはリリース 8.1 で廃止されたものです。

ALLOW_PARTIAL_SN_RESULTS ARCH_IO_SLAVES

B_TREE_BITMAP_PLANS BACKUP_DISK_IO_SLAVES

CACHE_SIZE_THRESHOLD CLEANUP_ROLLBACK_ENTRIES

CLOSE_CACHED_OPEN_CURSORS COMPATIBLE_NO_RECOVERY

COMPLEX_VIEW_MERGING DB_BLOCK_CHECKPOINT_BATCH

DB_BLOCK_LRU_EXTENDED_STATISTICS DB_BLOCK_LRU_STATISTICS

DB_FILE_SIMULTANEOUS_WRITES DELAYED_LOGGING_BLOCK_CLEANOUTS

DISCRETE_TRANSACTIONS_ENABLED DISTRIBUTED_RECOVERY_CONNECTION_
HOLD_TIMEFAST_FULL_SCAN_ENABLED

ENT_DOMAIN_NAME FREEZE_DB_FOR_FAST_INSTANCE_
RECOVERY

GC_LATCHES GC_LCK_PROCS

JOB_QUEUE_KEEP_CONNECTIONS LARGE_POOL_MIN_ALLOC

LGWR_IO_SLAVES LM_LOCKS

LM_PROCS LM_RESS

LOCK_SGA_AREAS LOG_ARCHIVE_BUFFER_SIZE

LOG_ARCHIVE_BUFFERS LOG_BLOCK_CHECKSUM

LOG_FILES LOG_SIMULTANEOUS_COPIES

LOG_SMALL_ENTRY_MAX_SIZE MTS_LISTENER_ADDRESS

MTS_MULTIPLE_LISTENERS MTS_RATE_LOG_SIZE

MTS_RATE_SCALE MTS_SERVICE

OGMS_HOME OPS_ADMIN_GROUP

OPTIMIZER_SEARCH_LIMIT PARALLEL_DEFAULT_MAX_INSTANCES

PARALLEL_MIN_MESSAGE_POOL PARALLEL_SERVER_IDLE_TIME

PARALLEL_TRANSACTION_RESOURCE_
TIMEOUT

PUSH_JOIN_PREDICATE

REDUCE_ALARM ROW_CACHE_CURSORS
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初期化パラメータの互換性の問題
初期化パラメータの互換性の問題初期化パラメータの互換性の問題初期化パラメータの互換性の問題初期化パラメータの互換性の問題
この付録の前半で示した非推奨および廃止された初期化パラメータの一覧では、Oracle の異
なるリリース間での初期化パラメータの変更点を示しました。ただし、特定の初期化パラ
メータの変更は、データベースの互換性に問題が発生する可能性があるので、特に注意が必
要です。この項では、これらパラメータの変更について説明します。

DB_BLOCK_CHECKSUM の新規デフォルト値の新規デフォルト値の新規デフォルト値の新規デフォルト値
リリース 1（9.0.1）以上では、DB_BLOCK_CHECKSUM初期化パラメータは新規のデフォルト
値が設定されています。以前のリリースではデフォルト値が falseでしたが、リリース 1

（9.0.1）以上でのデフォルト値は trueです。

ジョブ・キュー・プロセスの最大数ジョブ・キュー・プロセスの最大数ジョブ・キュー・プロセスの最大数ジョブ・キュー・プロセスの最大数
Oracle9i では、1 つのインスタンスにつき、起動されるジョブ・キュー・プロセスのインス
タンスは 1000 です。以前のリリースでは、最大 36 でした。JOB_QUEUE_PROCESSES初期
化パラメータは、ジョブ・キュー・プロセスの数を制御します。

SEQUENCE_CACHE_ENTRIES SEQUENCE_CACHE_HASH_BUCKETS

SHARED_POOL_RESERVED_MIN_ALLOC SNAPSHOT_REFRESH_KEEP_CONNECTIONS

SNAPSHOT_REFRESH_PROCESSES SORT_DIRECT_WRITES

SORT_READ_FAC SORT_SPACEMAP_SIZE

SORT_WRITE_BUFFER_SIZE SORT_WRITE_BUFFERS

SPIN_COUNT TEMPORARY_TABLE_LOCKS

USE_ISM  

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle9i データベース・リファレンス』の
「DB_BLOCK_CHECKSUM」を参照してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle9i データベース・リファレンス』の
「JOB_QUEUE_PROCESSES」を参照してください。
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初期化パラメータの互換性の問題
ORACLE_TRACE_ENABLE パラメータパラメータパラメータパラメータ
リリース 8.1.7 以上では、ORACLE_TRACE_ENABLE初期化パラメータは動的です。デフォル
ト値は falseです。

サーバーの Oracle Trace のコレクション機能を使用可能にするには、ALTER SYSTEMまた
は ALTER SESSIONを使用して、ORACLE_TRACE_ENABLEを trueに設定します。この設
定のみでは Oracle Trace のコレクション機能は起動されませんが、そのサーバーで Oracle 
Trace が使用可能になります。

ORACLE_TRACE_ENABLEを trueに設定すると、次のいずれかの方法で、サーバー・イベ
ント・データの Oracle Trace のコレクション機能を実行できます。

� Oracle Trace Manager アプリケーション（Oracle Diagnostics Pack とともに提供されま
す）を使用します。

� Oracle Trace のコマンドライン・インタフェース（サーバーとともに提供されます）を
使用します。

� ORACLE_TRACE_COLLECTION_NAME初期化パラメータにコレクション名を指定しま
す。

SERIALIZABLE パラメータパラメータパラメータパラメータ
リリース 8.1.6 以上では、SERIALIZABLE初期化パラメータに trueを設定することはでき
ません。これは「廃止」とは異なります。V$PARAMETERデータ・ディクショナリ・ビュー
では、有効なパラメータとして表示されます。

今後、SERIALIZABLEが falseに設定されているようにデフォルトで動作します。SET 
TRANSACTION ISOLATION LEVEL SERIALIZABLEコマンドを使用すると、同様のトラン
ザクション分離動作を実行します。
ALTER SESSION SET ISOLATION_LEVEL=SERIALIZABLEを使用すると、すべてのセッ
ションでこの動作を実行できます。

SORT_AREA_SIZE およびおよびおよびおよび SORT_DIRECT_WRITES パラメータパラメータパラメータパラメータ
リリース 8.1 以上では、SORT_DIRECT_WRITES初期化パラメータは廃止されています。以
前のリリースで SORT_DIRECT_WRITESを falseまたは autoに設定した場合、ソート・
バッファは、バッファ・キャッシュに保存されます（可能な場合）。SORT_DIRECT_WRITES
はリリース 8.1 以上では廃止されたため、SORT_AREA_SIZE初期化パラメータを調整しな
ければ、ソート・バッファを直接ディスクへ送ることができます。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle9i データベース・リファレンス』および
『Oracle9i データベース・パフォーマンス・チューニング・ガイドおよび
リファレンス』を参照してください。
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初期化パラメータの互換性の問題
以前のリリースに次のいずれかの条件が該当する場合、SORT_AREA_SIZEの値を大きくす
る必要があります。

� SORT_DIRECT_WRITESが falseに設定されている。

� SORT_DIRECT_WRITESが autoに設定され、SORT_AREA_SIZEが 640KB 以下に設定さ
れている。

このいずれかの条件が以前のリリースに該当する場合、パフォーマンスを向上させるために
SORT_AREA_SIZEの値を大きくします。

LOG_CHECKPOINT_TIMEOUT の新規デフォルト値の新規デフォルト値の新規デフォルト値の新規デフォルト値
リリース 8.1.5 以上では、LOG_CHECKPOINT_TIMEOUT初期化パラメータには新規のデフォ
ルト値が設定されています。以前のリリースでのデフォルト値は 0 秒でしたが、リリース
8.1.5 以上でのデフォルト値は 1800 秒です。

O7_DICTIONARY_ACCESSIBILITY パラメータパラメータパラメータパラメータ
O7_DICTIONARY_ACCESSIBILITY初期化パラメータを使用して、Oracle7 のデータ・ディ
クショナリの動作を継承するかどうかを制御します。この初期化パラメータの使用は一時的
な機能です。Oracle9i リリース 1（9.0.1）以上では、この初期化パラメータのデフォルト値
は falseです。

DML_LOCKS パラメータパラメータパラメータパラメータ
Oracle9i システムでは、通常、DDL 操作の実行中に Oracle7 のシステムで必要とする以上の
DML ロックを使用します。ただし、Oracle7 の DML_LOCKSパラメータのデフォルト設定
は、Oracle9i のシステムおよび DML を非常に多く使用するアプリケーションに適していま
す。

DML_LOCKSのデフォルト値はトランザクションの数の倍数であり、ロールバック・セグメ
ントの数を基に計算されます。ただし、Oracle9i ではロールバック・セグメント当たりの使
用トランザクション数が Oracle7 より少なくなっています。したがって、DML_LOCKSの
Oracle9i でのデフォルト値が低くなっています。ある極端な負荷条件では、DML_LOCKSパ
ラメータの値を大きくする必要があります。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle9i データベース・リファレンス』の
「LOG_CHECKPOINT_TIMEOUT」を参照してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、5-28 ページの「データ・ディクショナリの保護」を参照
してください。
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初期化パラメータの互換性の問題
また、TRANSACTION_PER_ROLLBACK_SEGMENTパラメータ設定の調整が必要になる場合
があり、それはオペレーティング・システム固有の設定によって異なります。この変更につ
いての情報メッセージは、データベースの起動操作中に表示されます。

DB_DOMAIN パラメータパラメータパラメータパラメータ
リリース 8.1 以上では、DB_DOMAIN初期化パラメータが設定されていない場合、このパラ
メータはデフォルトで NULL に設定されます。Oracle の以前のリリースでは、デフォルト
設定は次のように設定されていました。

WORLD

DB_DOMAINの NULL 設定は、環境によってはデータベース接続の問題の原因になることが
あります。リリース 8.0.6 以下からアップグレードする場合は、初期化パラメータ・ファイ
ルの DB_DOMAIN初期化パラメータを次のいずれかに設定する必要があります。

� WORLD

� 環境に有効なドメイン設定

既存のデータベースに DB_DOMAINを設定していない場合は、アップグレードする前に、
WORLDに設定してください。

DB_DOMEINを既存のデータベースの環境に有効なドメインに設定した場合は、アップグ
レードする前に、その設定を初期化パラメータ・ファイルに保存してください。

ラージ・プールから割り当てられたパラレル実行ラージ・プールから割り当てられたパラレル実行ラージ・プールから割り当てられたパラレル実行ラージ・プールから割り当てられたパラレル実行
リリース 8.1 以上では、PARALLEL_AUTOMATIC_TUNINGを trueに設定すると、パラレル
実行のメッセージ・バッファをラージ・プールから割り当てることができます。以前のリ
リースでは、共有プールから割り当てられていました。リリース 8.0.6 以下からアップグ
レードし、PARALLEL_AUTOMATIC_TUNINGに trueを設定すると、次の初期化パラメータ
の変更によって問題を回避できます。

� SHARED_POOL_SIZE

� LARGE_POOL_SIZE

通常、問題を回避するには、SHARED_POOL_SIZEの設定を小さくし、LARGE_POOL_SIZE
の設定を大きくしますが、かわりに SHARED_POOL_SIZEの設定を小さくし、
LARGE_POOL_SIZEの設定を Oracle に計算させます。PARALLEL_AUTOMATIC_TUNINGを
trueに設定し、LARGE_POOL_SIZEを設定しない場合にのみ、Oracle がデフォルトの
LARGE_POOL_SIZEを計算します。

PARALLEL_AUTOMATIC_TUNINGを設定していない場合、または falseと設定している場
合、および LARGE_POOL_SIZEを設定していない場合、LARGE_POOL_SIZEのデフォルト
に対する値は 0 になります。
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初期化パラメータの互換性の問題
次に、リリース 8.1 以上へのアップグレードした際の、個々の初期化パラメータ設定の結果
として発生する動作を示します。

パラメータ設定を変更しないで保存パラメータ設定を変更しないで保存パラメータ設定を変更しないで保存パラメータ設定を変更しないで保存
パラメータを以前の設定から変更しない場合 :

これらの設定方法が最も一般的です。この場合、共有プールでのパラレル実行に必要な領域
をすでに占めています。

PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING の使用の使用の使用の使用
パラメータを以前の設定から次の設定に変更した場合 :

この場合、パラレル実行は自動計算に基づいて、ラージ・プールからバッファを割り当てま
す。バッファの割当てはより効果的で、割当てに失敗すると、共有プールのクライアントか
ら分離されます。

参照参照参照参照 : PARALLEL_AUTOMATIC_TUNINGの初期化パラメータのその他の
影響については、『Oracle9i データベース・リファレンス』および

『Oracle9i データベース・パフォーマンス・チューニング・ガイドおよび
リファレンス』を参照してください。

表表表表 A-1 パラメータ設定を変更しないで保存パラメータ設定を変更しないで保存パラメータ設定を変更しないで保存パラメータ設定を変更しないで保存

パラメータパラメータパラメータパラメータ 設定設定設定設定

PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING 未設定（デフォルトは false）

SHARED_POOL_SIZE パラレル実行に必要な領域も含めて大きい値に
設定

LARGE_POOL_SIZE 未設定（デフォルトは 0）

表表表表 A-2 PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING の使用の使用の使用の使用

パラメータパラメータパラメータパラメータ 設定設定設定設定

PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING trueに設定

SHARED_POOL_SIZE パラレル実行を除く、全クライアントを占める
小さい値に設定

LARGE_POOL_SIZE 未設定（デフォルトは、パラレル実行に必要な
領域も含めて大きい値にします）
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初期化パラメータの互換性の問題
PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING の使用およびの使用およびの使用およびの使用および LARGE_POOL_SIZE の設定の設定の設定の設定
パラメータを以前の設定から次の設定に変更した場合 :

この場合、パラレル実行はラージ・プールからのバッファを割り当てます。
LARGE_POOL_SIZEの設定を解除した状態で初期テストを終了した後、LARGE_POOL_SIZE
に対するデフォルトの計算値がラージ・プールの要件を反映していないと判断した場合の設
定です。したがって、LARGE_POOL_SIZEの設定は手動になります。LARGE_POOL_SIZE
を正しく設定するとバッファの割当てはより効果的になり、割当てに失敗すると、共有プー
ルのクライアントから分離されます。

SHARED_POOL_SIZE を変更しないでを変更しないでを変更しないでを変更しないで PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING をををを
使用使用使用使用
パラメータを以前の設定から次の設定に変更した場合 :

この場合、ラージ・プールからのバッファを割り当てますが、SHARED_POOL_SIZEの変更
がなかったため SGA は不必要に大きくなり、パフォーマンスの妨げになる可能性がありま
す。したがって、適切な SHARED_POOL_SIZEおよび LARGE_POOL_SIZEの設定をしてか
ら、PARALLEL_AUTOMATIC_TUNINGを trueに設定してください。

表表表表 A-3 PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING の使用およびの使用およびの使用およびの使用および LARGE_POOL_SIZE の設定の設定の設定の設定

パラメータパラメータパラメータパラメータ 設定設定設定設定

PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING trueに設定

SHARED_POOL_SIZE パラレル実行を除く、全クライアントを占める
小さい値に設定

LARGE_POOL_SIZE パラレル実行に必要な領域も含めて大きい値に
設定

表表表表 A-4 SHARED_POOL_SIZE を変更しないでを変更しないでを変更しないでを変更しないで PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING を使用を使用を使用を使用

パラメータパラメータパラメータパラメータ 設定設定設定設定

PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING trueに設定

SHARED_POOL_SIZE パラレル実行に必要な領域も含めて大きい値に
設定

LARGE_POOL_SIZE 未設定（デフォルトは、パラレル実行に必要な
領域も含めて大きい値にします）
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初期化パラメータの互換性の問題
アーカイブ・ログの宛先のパラメータアーカイブ・ログの宛先のパラメータアーカイブ・ログの宛先のパラメータアーカイブ・ログの宛先のパラメータ
リリース 8.1 以上で、新規アーカイブ・ログの宛先のパラメータをサポートします。アップ
グレードの後、リリース 8.1 より前の旧パラメータ（LOG_ARCHIVE_DESTおよび
LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DEST）からリリース 8.1 以上の新しいパラメータ

（LOG_ARCHIVE_DEST_nおよび LOG_ARCHIVE_DEST_STATE_n）への動的な変換が可能に
なります。旧パラメータへの動的な変換も可能になります。

新規アーカイブ・ログの宛先のパラメータへの変更新規アーカイブ・ログの宛先のパラメータへの変更新規アーカイブ・ログの宛先のパラメータへの変更新規アーカイブ・ログの宛先のパラメータへの変更
新規アーカイブ先、対応する状態およびオプションを決めたら、旧アーカイブ・ログの宛先
のパラメータから新規アーカイブ・ログの宛先のパラメータへ変更するため、次の手順を実
行してください。

1. ALTER SYSTEMを使用して、LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTを 1に設定します。

2. ALTER SYSTEMを使用して、LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DESTを NULLに設定します。

3. ALTER SYSTEMを使用して、LOG_ARCHIVE_DESTを NULLに設定します。

4. ALTER SYSTEMを使用して、LOG_ARCHIVE_DEST_STATE_nのパラメータを指示どお
りに「defer」または「enable」に設定します。enableはデフォルトですが、オラ
クル社では、状態を各宛先に明確に設定することをお薦めします。

5. ALTER SYSTEMを使用して、ローカルの宛先を指定する値に、1 つ以上の
LOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータを設定します。

6. ALTER SYSTEMを使用して、指定どおりに、その他の LOG_ARCHIVE_DEST_nパラ
メータを設定します。

7. ALTER SYSTEMを使用して、LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTを指定した値に設
定します。

たとえば、次の 2 つの宛先があると仮定します。

� /oracle/dbs/arclog

� /backup/dbs/arclog

注意注意注意注意 : Oracle9i では、アーカイブ・ログ出力先の数が 5 から 10 に増えま
した。
初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの変更 A-11



初期化パラメータの互換性の問題
両方の宛先が固定されます（最小宛先件数は 2）。新規の宛先は次のとおりです。

� /oracle/dbs/arclog（ローカル）

� stndby1（スタンバイ・データベース）

� /backup/dbs/arclog

� /backup2/dbs/arclog

最初の宛先である standby および backup のどちらかが固定されます（最小宛先件数は 3）。

これらの仮定をもとに、次の SQL 文を発行して旧アーカイブ・ログの宛先を新規に変更し
てください。

ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DEST = 1; 

ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DEST = ' '; 

ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DEST = ' '; 

ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DEST_STATE_1 = 'enable'; 
ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DEST_STATE_2 = 'enable'; 
ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DEST_STATE_3 = 'enable'; 
ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DEST_STATE_4 = 'enable'; 

ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DEST_1 = 'LOCATION=/oracle/dbs/arclog MANDATORY';
ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DEST_2 = 'SERVICE=stndby1 MANDATORY'; 
ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DEST_3 = 'LOCATION=/backup/dbs/arclog OPTIONAL'; 
ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DEST_4 = 'LOCATION=/backup2/dbs/arclog OPTIONAL'; 
ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DEST = 3; 

旧アーカイブ・ログの宛先のパラメータへの変更旧アーカイブ・ログの宛先のパラメータへの変更旧アーカイブ・ログの宛先のパラメータへの変更旧アーカイブ・ログの宛先のパラメータへの変更
次の手順を実行して、旧アーカイブ・ログの宛先のパラメータに戻してください。

1. ALTER SYSTEMを使用して、LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTを 1 に設定します。

2. ALTER SYSTEMを使用して、指定どおりに、すべての LOG_ARCHIVE_DEST_nパラ
メータを NULL に設定します。

3. ALTER SYSTEMを使用して、ローカルの宛先を指定する値に LOG_ARCHIVE_DESTの
パラメータを設定します。

4. ALTER SYSTEMを使用して、指定どおりに、LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTに
設定します。

5. ALTER SYSTEMを使用して、LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DESTを指定した値に設
定します。
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初期化パラメータの互換性の問題
たとえば、次の 2 つの宛先があると仮定します。

� /oracle/dbs/arclog（LOG_ARCHIVE_DEST_1）

� /backup/dbs/arclog（LOG_ARCHIVE_DEST_4）

宛先は両方とも固定されています。新規宛先および最小件数は同じです。

これらの仮定をもとに、次の SQL 文を発行して新規アーカイブ・ログの宛先を旧アーカイ
ブ・ログの宛先に変更してください。

ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DEST = 1; 

ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DEST_4 = ' '; 
ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DEST_1 = ' ';

ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DEST = '/oracle/dbs/arclog'; 

ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_DUPLEX_DEST = '/backup/dbs/arclog'; 

ALTER SYSTEM SET LOG_ARCHIVE_MIN_SUCCEED_DEST = 2; 

トランザクション・パラメータ中に発生する可能性のあるエラートランザクション・パラメータ中に発生する可能性のあるエラートランザクション・パラメータ中に発生する可能性のあるエラートランザクション・パラメータ中に発生する可能性のあるエラー
この項の前半で説明した手順に従ってアーカイブ先のパラメータを変更する場合、アーカイ
ブが使用可能になると、ログ・ファイル中に次のエラー・メッセージが表示されることがあ
ります。

� アラート・ログ : Archiving not possible: No available destinations

� トレース・ログ : ARCH: INCOMPLETE, no available destinations

アーカイブが使用禁止の場合、これらのエラーは発生しません。有効なアーカイブ先がない
場合、作業中にエラーが発生します。ただし、パラメータの変更が完了すればエラーは発生
しなくなります。これらのエラーを回避するため、変換中にアーカイブを使用禁止にしない
でください。
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静的データ・ディクショナリ・ビューの変更
静的データ・ディクショナリ・ビューの変更静的データ・ディクショナリ・ビューの変更静的データ・ディクショナリ・ビューの変更静的データ・ディクショナリ・ビューの変更
次の項では、Oracle の異なるリリース間での静的データ・ディクショナリ・ビューの変更点
を示します。

� 非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー

� 廃止された静的データ・ディクショナリ・ビュー

� 列の名前が変更された静的データ・ディクショナリ・ビュー

� 列が削除された静的データ・ディクショナリ・ビュー

� NULL を戻す可能性のある列を持つ静的データ・ディクショナリ・ビュー

非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー
次の項では、非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビューを示します。

� リリース 2（9.2）で非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー

� リリース 1（9.0.1）で非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー

� リリース 8.1 で非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー

リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）で非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー）で非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー）で非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー）で非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー
次の静的データ・ディクショナリ・ビューはリリース 2（9.2）で非推奨のものです。

参照参照参照参照 : Oracle9i の新しい静的データ・ディクショナリ・ビューのリスト
は、『Oracle9i データベース・リファレンス』の第 2 章「静的データ・
ディクショナリ・ビュー」を参照してください。

非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー 新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー

ALL_RULESETS ALL_RULE_SETS

DBA_RULESETS DBA_RULE_SETS

USER_RULESETS USER_RULE_SETS
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静的データ・ディクショナリ・ビューの変更
リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）で非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー）で非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー）で非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー）で非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー
次の静的データ・ディクショナリ・ビューはリリース 1（9.0.1）で非推奨のものです。

リリースリリースリリースリリース 8.1 で非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビューで非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビューで非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビューで非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー
次の静的データ・ディクショナリ・ビューはリリース 8.1 で非推奨のものです。

非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー 新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー

ALL_REGISTERED_SNAPSHOTS ALL_REGISTERED_MVIEWS

ALL_SNAPSHOT_LOGS ALL_BASE_TABLE_MVIEWS

ALL_MVIEW_LOGS

ALL_SNAPSHOT_REFRESH_TIMES ALL_MVIEW_REFRESH_TIMES

DBA_REGISTERED_SNAPSHOT_GROUPS DBA_REGISTERED_MVIEW_GROUPS

DBA_REGISTERED_SNAPSHOTS DBA_REGISTERED_MVIEWS

DBA_SNAPSHOT_LOG_FILTER_COLS DBA_MVIEW_LOG_FILTER_COLS

DBA_SNAPSHOT_LOGS DBA_BASE_TABLE_MVIEWS

DBA_MVIEW_LOGS

DBA_SNAPSHOT_REFRESH_TIMES DBA_MVIEW_REFRESH_TIMES

USER_REGISTERED_SNAPSHOTS USER_REGISTERED_MVIEWS

USER_SNAPSHOT_LOGS USER_BASE_TABLE_MVIEWS

USER_MVIEW_LOGS

USER_SNAPSHOT_REFRESH_TIMES USER_MVIEW_REFRESH_TIMES

非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー 新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー

ALL_SNAPSHOTS ALL_MVIEWS

ALL_SUMMARIES ALL_MVIEW_ANALYSIS

ALL_SUMMARY_AGGREGATES ALL_MVIEW_AGGREGATES

ALL_SUMMARY_DETAIL_TABLES ALL_MVIEW_DETAIL_RELATIONS

ALL_SUMMARY_JOINS ALL_MVIEW_JOINS

ALL_SUMMARY_KEYS ALL_MVIEW_KEYS
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静的データ・ディクショナリ・ビューの変更
廃止された静的データ・ディクショナリ・ビュー廃止された静的データ・ディクショナリ・ビュー廃止された静的データ・ディクショナリ・ビュー廃止された静的データ・ディクショナリ・ビュー
次の項では、廃止された静的データ・ディクショナリ・ビューを示します。

� リリース 8.1 で廃止された静的データ・ディクショナリ・ビュー

リリースリリースリリースリリース 8.1 で廃止された静的データ・ディクショナリ・ビューで廃止された静的データ・ディクショナリ・ビューで廃止された静的データ・ディクショナリ・ビューで廃止された静的データ・ディクショナリ・ビュー
次の静的データ・ディクショナリ・ビューはリリース 8.1 で廃止されたものです。

DBA_SNAPSHOTS DBA_MVIEWS

DBA_SUMMARIES DBA_MVIEW_ANALYSIS

DBA_SUMMARY_AGGREGATES DBA_MVIEW_AGGREGATES

DBA_SUMMARY_DETAIL_TABLES DBA_MVIEW_DETAIL_RELATIONS

DBA_SUMMARY_JOINS DBA_MVIEW_JOINS

DBA_SUMMARY_KEYS DBA_MVIEW_KEYS

USER_SNAPSHOTS USER_MVIEWS

USER_SUMMARIES USER_MVIEW_ANALYSIS

USER_SUMMARY_AGGREGATES USER_MVIEW_AGGREGATES

USER_SUMMARY_DETAIL_TABLES USER_MVIEW_DETAIL_RELATIONS

USER_SUMMARY_JOINS USER_MVIEW_JOINS

USER_SUMMARY_KEYS USER_MVIEW_KEYS

ALL_LABELS

非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー非推奨の静的データ・ディクショナリ・ビュー 新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー新しい静的データ・ディクショナリ・ビュー
A-16 Oracle9i データベース移行ガイド



静的データ・ディクショナリ・ビューの変更
列の名前が変更された静的データ・ディクショナリ・ビュー列の名前が変更された静的データ・ディクショナリ・ビュー列の名前が変更された静的データ・ディクショナリ・ビュー列の名前が変更された静的データ・ディクショナリ・ビュー
次の項では、列の名前が変更された静的データ・ディクショナリ・ビューを示します。

� リリース 1（9.0.1）で列の名前が変更された静的データ・ディクショナリ・ビュー

リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）で列の名前が変更された静的データ・ディクショ）で列の名前が変更された静的データ・ディクショ）で列の名前が変更された静的データ・ディクショ）で列の名前が変更された静的データ・ディクショ
ナリ・ビューナリ・ビューナリ・ビューナリ・ビュー
リリース 1（9.0.1）では、表 A-5 に示す静的データ・ディクショナリ・ビューの列の名前が
変更されました。

列が削除された静的データ・ディクショナリ・ビュー列が削除された静的データ・ディクショナリ・ビュー列が削除された静的データ・ディクショナリ・ビュー列が削除された静的データ・ディクショナリ・ビュー
次の項では、列が削除された静的データ・ディクショナリ・ビューを示します。

� リリース 1（9.0.1）で列が削除された静的データ・ディクショナリ・ビュー

� リリース 8.1 で列が削除された静的データ・ディクショナリ・ビュー

リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）で列が削除された静的データ・ディクショナリ・）で列が削除された静的データ・ディクショナリ・）で列が削除された静的データ・ディクショナリ・）で列が削除された静的データ・ディクショナリ・
ビュービュービュービュー
リリース 1（9.0.1）では、次の静的データ・ディクショナリ・ビューの列が削除されました。

表表表表 A-5 リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）で列の名前が変更された静的データ・ディクショナリ・ビュー）で列の名前が変更された静的データ・ディクショナリ・ビュー）で列の名前が変更された静的データ・ディクショナリ・ビュー）で列の名前が変更された静的データ・ディクショナリ・ビュー

静的データ・ディクショナリ・静的データ・ディクショナリ・静的データ・ディクショナリ・静的データ・ディクショナリ・
ビュービュービュービュー

リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）より前の列名）より前の列名）より前の列名）より前の列名 リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）以上の）以上の）以上の）以上の
列名列名列名列名

DBA_RSRC_PLAN_
DIRECTIVES

MAX_ACTIVE_SESS_TARGET_
P1

ACTIVE_SESS_POOL_P1

DBA_RSRC_PLANS MAX_ACTIVE_SESS_TARGET_
MTH

ACTIVE_SESS_POOL_MTH

静的データ・ディクショナリ・ビュー静的データ・ディクショナリ・ビュー静的データ・ディクショナリ・ビュー静的データ・ディクショナリ・ビュー 削除された列削除された列削除された列削除された列

DBA_RSRC_PLAN_DIRECTIVES MAX_ACTIVE_SESS_TARGET_P1

DBA_RSRC_PLANS MAX_ACTIVE_SESS_TARGET_MTH
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静的データ・ディクショナリ・ビューの変更
リリースリリースリリースリリース 8.1 で列が削除された静的データ・ディクショナリ・ビューで列が削除された静的データ・ディクショナリ・ビューで列が削除された静的データ・ディクショナリ・ビューで列が削除された静的データ・ディクショナリ・ビュー
リリース 8.1 では、次の静的データ・ディクショナリ・ビューの列が削除されました。

静的データ・ディクショナリ・ビュー静的データ・ディクショナリ・ビュー静的データ・ディクショナリ・ビュー静的データ・ディクショナリ・ビュー 削除された列削除された列削除された列削除された列

DBA_AUDIT_OBJECT

USER_AUDIT_OBJECT

OBJECT_LABEL

SESSION_LABEL

DBA_AUDIT_SESSION

USER_AUDIT_SESSION

SESSION_LABEL

DBA_AUDIT_STATEMENT

USER_AUDIT_STATEMENT

SESSION_LABEL

DBA_AUDIT_TRAIL

USER_AUDIT_TRAIL

OBJECT_LABEL

SESSION_LABEL

DBA_CONTEXT ATTRIBUTE

ALL_IND_COLUMNS

DBA_IND_COLUMNS

USER_IND_COLUMNS

COLUMN_EXPRESSION

ALL_JOBS

DBA_JOBS

USER_JOBS

CLEARANCE_HI

CLEARANCE_LO

CURRENT_SESSION_LABEL

ALL_REFS

DBA_REFS

USER_REFS

HAS_REFERENTIAL_CONS

REFERENTIAL_CONS_NAME
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静的データ・ディクショナリ・ビューの変更
NULL を戻す可能性のある列を持つ静的データ・ディクショナリ・ビューを戻す可能性のある列を持つ静的データ・ディクショナリ・ビューを戻す可能性のある列を持つ静的データ・ディクショナリ・ビューを戻す可能性のある列を持つ静的データ・ディクショナリ・ビュー
リリース 8.1 以上では、表 A-6 に示す静的データ・ディクショナリ・ビューの列は、NULL
を戻す可能性があります。以前のリリースでは、これらの列は NULLを戻すことはできませ
んでした。アプリケーションでこれらの 1 つ以上の列に対して NULL以外の値が必要とされ
る場合は、それに応じてアプリケーションを変更します。

表表表表A-6 リリースリリースリリースリリース 8.1 ででででNULL を戻す可能性のある列を持つ静的データ・ディクショナリ・ビューを戻す可能性のある列を持つ静的データ・ディクショナリ・ビューを戻す可能性のある列を持つ静的データ・ディクショナリ・ビューを戻す可能性のある列を持つ静的データ・ディクショナリ・ビュー

静的データ・ディクショナリ・静的データ・ディクショナリ・静的データ・ディクショナリ・静的データ・ディクショナリ・
ビュービュービュービュー

列列列列 説明説明説明説明

DBA_DATA_FILES AUTOEXTENSIBLE

BLOCKS

BYTES

INCREMENT_BY

MAXBLOCKS

MAXBYTES

データ・ファイルがオフラインの場合
は読込み不可能であるため、これらの
列は NULLを戻します。

ALL_IND_COLUMNS

DBA_IND_COLUMNS

USER_IND_COLUMNS

COLUMN_NAME 索引が列ではなく機能に付いている場
合、この列は NULLを戻します。この

場合、示すべき列がありません。

ALL_IND_PARTITIONS

DBA_IND_PARTITIONS

USER_IND_PARTITIONS

INITIAL_EXTENT

MAX_EXTENT

MIN_EXTENT

NEXT_EXTENT

PCT_INCREASE

索引がコンポジット・メソッドを使用
して区分される場合や、デフォルト値
が区分に対して特定されていない場合、
これらの列は NULLを戻します。

ALL_OBJECT_TABLES

DBA_OBJECT_TABLES

USER_OBJECT_TABLES

TABLESPACE_NAME オブジェクト表がパーティション化さ
れている場合、または一時表の場合、
この列は NULLを戻します。
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静的データ・ディクショナリ・ビューの変更
ALL_SEGMENTS

DBA_SEGMENTS

USER_SEGMENTS

BLOCKS

BYTES

EXTENTS

NEXT_EXTENT

PCT_INCREASE

ファイルがオフラインであるためセグ
メント・ヘッダーが読込み不可能の場
合、または他に問題がある場合、
BLOCKS列、BYTES列および EXTENTS
列は NULLを戻します。

セグメントを格納する表領域がローカ
ル管理され、AUTOALLOCATEオプショ

ンを使用する場合、NEXT_EXTENTや

PCT_INCREASE列は NULLを戻しま

す。それは、システムが拡張サイズを
選択し、アルゴリズムは
NEXT_EXTENTや PCT_INCREASEの点

において説明できないためです。

ALL_TAB_PARTITIONS

DBA_TAB_PARTITIONS

USER_TAB_PARTITIONS

INITIAL_EXTENT

MAX_EXTENT

MIN_EXTENT

NEXT_EXTENT

PCT_INCREASE

索引がコンポジット・メソッドを使用
してパーティション化される場合や、
パーティション化について、デフォル
ト値が特定されていない場合、これら
の列は NULL を戻します。

ALL_TABLESPACES

DBA_TABLESPACES

USER_TABLESPACES

NEXT_EXTENT

PCT_INCREASE

表領域がローカル管理され、
AUTOALLOCATEオプションを使用する

場合、これらの列は NULL を戻しま

す。それは、システムが拡張サイズを
選択し、アルゴリズムは
NEXT_EXTENTや PCT_INCREASEの点

において説明できないためです。

ALL_TRIGGERS

DBA_TRIGGERS

USER_TRIGGERS

TABLE_NAME トリガーがシステム・トリガーの場合、
この列は NULL を戻します。この場

合、トリガーのオブジェクト基本型は、
TABLEや VIEWではなく、SCHEMAや

DATABASEになります。

表表表表A-6 リリースリリースリリースリリース 8.1 ででででNULL を戻す可能性のある列を持つ静的データ・ディクショナリ・ビュー（続き）を戻す可能性のある列を持つ静的データ・ディクショナリ・ビュー（続き）を戻す可能性のある列を持つ静的データ・ディクショナリ・ビュー（続き）を戻す可能性のある列を持つ静的データ・ディクショナリ・ビュー（続き）

静的データ・ディクショナリ・静的データ・ディクショナリ・静的データ・ディクショナリ・静的データ・ディクショナリ・
ビュービュービュービュー

列列列列 説明説明説明説明
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動的パフォーマンス・ビューの変更
動的パフォーマンス・ビューの変更動的パフォーマンス・ビューの変更動的パフォーマンス・ビューの変更動的パフォーマンス・ビューの変更
次の項では、Oracle の異なるリリース間での動的パフォーマンス・ビュー（V$ビュー）の
変更点を示します。

� 非推奨の動的パフォーマンス・ビュー

� 廃止された動的パフォーマンス・ビュー

� 列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー

� 列が削除された動的パフォーマンス・ビュー

非推奨の動的パフォーマンス・ビュー非推奨の動的パフォーマンス・ビュー非推奨の動的パフォーマンス・ビュー非推奨の動的パフォーマンス・ビュー
次の項では、非推奨の動的パフォーマンス・ビューを示します。

� リリース 2（9.2）で非推奨の動的パフォーマンス・ビュー

� リリース 1（9.0.1）で非推奨の動的パフォーマンス・ビュー

リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）で非推奨の動的パフォーマンス・ビュー）で非推奨の動的パフォーマンス・ビュー）で非推奨の動的パフォーマンス・ビュー）で非推奨の動的パフォーマンス・ビュー
次の動的パフォーマンス・ビューはリリース 2（9.2）で非推奨のものです。

参照参照参照参照 : Oracle9i の新しい動的パフォーマンス・ビューのリストは、
『Oracle9i データベース・リファレンス』を参照してください。

非推奨の動的パフォーマンス・ビュー非推奨の動的パフォーマンス・ビュー非推奨の動的パフォーマンス・ビュー非推奨の動的パフォーマンス・ビュー 新しい動的パフォーマンス・ビュー新しい動的パフォーマンス・ビュー新しい動的パフォーマンス・ビュー新しい動的パフォーマンス・ビュー

GV$SORT_USAGE GV$TEMPSEG_USAGE

V$SORT_USAGE V$TEMPSEG_USAGE
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動的パフォーマンス・ビューの変更
リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）で非推奨の動的パフォーマンス・ビュー）で非推奨の動的パフォーマンス・ビュー）で非推奨の動的パフォーマンス・ビュー）で非推奨の動的パフォーマンス・ビュー
次の動的パフォーマンス・ビューはリリース 1（9.0.1）で非推奨のものです。

非推奨の動的パフォーマンス・ビュー非推奨の動的パフォーマンス・ビュー非推奨の動的パフォーマンス・ビュー非推奨の動的パフォーマンス・ビュー 新しい動的パフォーマンス・ビュー新しい動的パフォーマンス・ビュー新しい動的パフォーマンス・ビュー新しい動的パフォーマンス・ビュー

GV$BSP GV$CR_BLOCK_SERVER

GV$CLASS_PING GV$CLASS_CACHE_TRANSFER

GV$DLM_ALL_LOCKS GV$GES_ENQUEUE

GV$DLM_CONVERT_LOCAL GV$GES_CONVERT_LOCAL

GV$DLM_CONVERT_REMOTE GV$GES_CONVERT_REMOTE

GV$DLM_LATCH GV$GES_LATCH

GV$DLM_LOCKS GV$GES_BLOCKING_ENQUEUE

GV$DLM_MISC GV$GES_STATISTICS

GV$DLM_RESS GV$GES_RESOURCE

GV$DLM_TRAFFIC_CONTROLLER GV$GES_TRAFFIC_CONTROLLER

GV$FILE_PING GV$FILE_CACHE_TRANSFER

GV$LOCK_ELEMENT GV$GC_ELEMENT

GV$LOCKS_WITH_COLLISIONS GV$GC_ELEMENTS_WITH_COLLISIONS

GV$MAX_ACTIVE_SESS_TARGET_MTH GV$ACTIVE_SESS_POOL_MTH

GV$MTS GV$SHARED_SERVER_MONITOR

GV$PING GV$CACHE_TRANSFER

GV$TEMP_PING GV$TEMP_CACHE_TRANSFER

V$BSP V$CR_BLOCK_SERVER

V$CLASS_PING V$CLASS_CACHE_TRANSFER

V$DLM_ALL_LOCKS V$GES_ENQUEUE

V$DLM_CONVERT_LOCAL V$GES_CONVERT_LOCAL

V$DLM_CONVERT_REMOTE V$GES_CONVERT_REMOTE

V$DLM_LATCH V$GES_LATCH

V$DLM_LOCKS V$GES_BLOCKING_ENQUEUE

V$DLM_MISC V$GES_STATISTICS

V$DLM_RESS V$GES_RESOURCE
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動的パフォーマンス・ビューの変更
廃止された動的パフォーマンス・ビュー廃止された動的パフォーマンス・ビュー廃止された動的パフォーマンス・ビュー廃止された動的パフォーマンス・ビュー
次の項では、廃止された動的パフォーマンス・ビューを示します。

� リリース 2（9.2）で廃止された動的パフォーマンス・ビュー

� リリース 1（9.0.1）で廃止された動的パフォーマンス・ビュー

� リリース 8.1 で廃止された動的パフォーマンス・ビュー

リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）で廃止された動的パフォーマンス・ビュー）で廃止された動的パフォーマンス・ビュー）で廃止された動的パフォーマンス・ビュー）で廃止された動的パフォーマンス・ビュー
次の動的パフォーマンス・ビューはリリース 2（9.2）で廃止されたものです。

リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）で廃止された動的パフォーマンス・ビュー）で廃止された動的パフォーマンス・ビュー）で廃止された動的パフォーマンス・ビュー）で廃止された動的パフォーマンス・ビュー
次の動的パフォーマンス・ビューはリリース 1（9.0.1）で廃止されたものです。

リリースリリースリリースリリース 8.1 で廃止された動的パフォーマンス・ビューで廃止された動的パフォーマンス・ビューで廃止された動的パフォーマンス・ビューで廃止された動的パフォーマンス・ビュー
次の動的パフォーマンス・ビューはリリース 8.1 で廃止されたものです。

V$DLM_TRAFFIC_CONTROLLER V$GES_TRAFFIC_CONTROLLER

V$FILE_PING V$FILE_CACHE_TRANSFER

V$LOCK_ELEMENT V$GC_ELEMENT

V$LOCKS_WITH_COLLISIONS V$GC_ELEMENTS_WITH_COLLISIONS

V$MAX_ACTIVE_SESS_TARGET_MTH V$ACTIVE_SESS_POOL_MTH

V$MTS V$SHARED_SERVER_MONITOR

V$PING V$CACHE_TRANSFER

V$TEMP_PING V$TEMP_CACHE_TRANSFER

GV$LOADCSTAT V$LOADCSTAT

GV$LOADTSTAT V$LOADTSTAT

GV$TARGETRBA V$TARGETRBA

GV$CURRENT_BUCKET V$CURRENT_BUCKET

GV$RECENT_BUCKET V$RECENT_BUCKET

非推奨の動的パフォーマンス・ビュー非推奨の動的パフォーマンス・ビュー非推奨の動的パフォーマンス・ビュー非推奨の動的パフォーマンス・ビュー 新しい動的パフォーマンス・ビュー新しい動的パフォーマンス・ビュー新しい動的パフォーマンス・ビュー新しい動的パフォーマンス・ビュー
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動的パフォーマンス・ビューの変更
列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー
次の項では、列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビューを示します。

� リリース 2（9.2）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー

� リリース 1（9.0.1）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー

� リリース 8.1 で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー

リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー
リリース 2（9.2）では、表 A-7 に示す動的パフォーマンス・ビューの列の名前が変更されま
した。

リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・
ビュービュービュービュー
リリース 1（9.0.1）では、表 A-8 に示す動的パフォーマンス・ビューの列の名前が変更され
ました。

表表表表 A-7 リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー

動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）より前の列名）より前の列名）より前の列名）より前の列名 リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）以上の列名）以上の列名）以上の列名）以上の列名

GV$ARCHIVE_DESTおよび
V$ARCHIVE_DEST

MANIFEST REGISTER

REGISTER REMOTE_TEMPLATE

GV$DATABASEおよび
V$DATABASE

STANDBY_MODE PROTECTION_MODE

GV$LOGMNR_CALLBACKおよ

び V$LOGMNR_CALLBACK

CALLBACK_STATE STATE

CALLBACK_TYPE TYPE

CALLBACK_CAPABILITY CAPABILITY

GV$LOGMNR_REGIONおよび
V$LOGMNR_REGION

ID MEMSTATE

CURRENT_STATE STATE

表表表表 A-8 リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー）で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー

動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）より前の）より前の）より前の）より前の
列名列名列名列名

リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）以上の列名）以上の列名）以上の列名）以上の列名

GV$RSRC_CONSUMER_GROUP
および V$RSRC_CONSUMER_
GROUP

SESSIONS_QUEUED QUEUE_LENGTH
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動的パフォーマンス・ビューの変更
リリースリリースリリースリリース 8.1 で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビューで列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビューで列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビューで列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー
リリース 8.1 では、表 A-9 に示す動的パフォーマンス・ビューの列の名前が変更されまし
た。

列が削除された動的パフォーマンス・ビュー列が削除された動的パフォーマンス・ビュー列が削除された動的パフォーマンス・ビュー列が削除された動的パフォーマンス・ビュー
次の項では、列が削除された動的パフォーマンス・ビューを示します。アプリケーションで
これらの 1 つ以上の列が必要とされる場合は、それに応じてアプリケーションを変更しま
す。

� リリース 2（9.2）で列が削除された動的パフォーマンス・ビュー

� リリース 1（9.0.1）で列が削除された動的パフォーマンス・ビュー

� リリース 8.1 で列が削除された動的パフォーマンス・ビュー

表表表表 A-9 リリースリリースリリースリリース 8.1 で列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビューで列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビューで列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビューで列の名前が変更された動的パフォーマンス・ビュー

動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー リリースリリースリリースリリース 8.1 より前の列名より前の列名より前の列名より前の列名 リリースリリースリリースリリース 8.1 以上の列名以上の列名以上の列名以上の列名

GV$DISPATCHER_RATE
および
V$DISPATCHER_RATE

NUM_LOOPS_TRACKED TTL_LOOPS

NUM_MSG_TRACKED TTL_MSG

NUM_SVR_BUF_TRACKED TTL_SVR_BUF

NUM_CLT_BUF_TRACKED TTL_CLT_BUF

NUM_BUF_TRACKED TTL_BUF

NUM_IN_CONNECT_TRACKED TTL_IN_CONNECT

NUM_OUT_CONNECT_TRACKED TTL_OUT_CONNECT

NUM_RECONNECT_TRACKED TTL_RECONNECT
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動的パフォーマンス・ビューの変更
リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）で列が削除された動的パフォーマンス・ビュー）で列が削除された動的パフォーマンス・ビュー）で列が削除された動的パフォーマンス・ビュー）で列が削除された動的パフォーマンス・ビュー
リリース 2（9.2）では、次の動的パフォーマンス・ビューの列は削除されました。

リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）で列が削除された動的パフォーマンス・ビュー）で列が削除された動的パフォーマンス・ビュー）で列が削除された動的パフォーマンス・ビュー）で列が削除された動的パフォーマンス・ビュー
リリース 1（9.0.1）では、次の動的パフォーマンス・ビューの列は削除されました。

動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー 削除された列削除された列削除された列削除された列

GV$DATABASEおよび V$DATABASE STANDBY_MODE

GV$LOGMNR_CALLBACKおよび
V$LOGMNR_CALLBACK

FUNC_NAME

CALLBACK_ID

CALLBACK_RESULT_SIZE

CALLBACK_STATE

CALLBACK_TYPE

CALLBACK_CAPABILITY

NUMBER_INVOKED

GV$LOGMNR_REGIONおよび
V$LOGMNR_REGION

ID

CURRENT_STATE

動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー 削除された列削除された列削除された列削除された列

GV$LOGMNR_CONTENTSおよび
V$LOGMNR_CONTENTS

PH1_NAME

PH1_REDO

PH1_UNDO

PH2_NAME

PH2_REDO

PH2_UNDO

PH3_NAME

PH3_REDO

PH3_UNDO

PH4_NAME

PH4_REDO

PH4_UNDO

PH5_NAME

PH5_REDO

PH5_UNDO
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動的パフォーマンス・ビューの変更
リリースリリースリリースリリース 8.1 で列が削除された動的パフォーマンス・ビューで列が削除された動的パフォーマンス・ビューで列が削除された動的パフォーマンス・ビューで列が削除された動的パフォーマンス・ビュー
リリース 8.1 では、次の動的パフォーマンス・ビューの列は削除されました。

GV$RSRC_CONSUMER_GROUPおよび
V$RSRC_CONSUMER_GROUP

SESSIONS_QUEUED

動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー 削除された列削除された列削除された列削除された列

V$ARCHIVE_DEST ARCMODE

V$DLM_LATCH IMM_GETS

LATCH_TYPE

TTL_GETS

V$DLM_LOCKS RESOURCE_NAME

V$SESSION_LONGOPS APPLICATION_DATA_1

APPLICATION_DATA_2

APPLICATION_DATA_3

COMPNAM

CURRENT_TIME

MSG

OBJID

OPID

STEPID

STEPSOFAR

STEPTOTAL

UPDATE_COUNT

動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー動的パフォーマンス・ビュー 削除された列削除された列削除された列削除された列
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動的パフォーマンス・ビューの変更
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Oracle Net Services のアップグレード
B

Oracle Net Services のアップグレードにのアップグレードにのアップグレードにのアップグレードに

関する考慮点関する考慮点関する考慮点関する考慮点

この付録では、Oracle Net Services の共存およびアップグレードについて説明します。この
付録では、次の項目について説明します。

� サポートされない Oracle Net Services の機能の概要

� サポートされないパラメータおよび制御ユーティリティ・コマンド

� クライアントおよびデータベースの共存問題

� Oracle Net Manager を使用した互換性の問題の処理

� Oracle Net Services へのアップグレード

� Oracle Names バージョン 9 の使用
に関する考慮点 B-1



サポートされない Oracle Net Services の機能の概要
サポートされないサポートされないサポートされないサポートされない Oracle Net Services の機能の概要の機能の概要の機能の概要の機能の概要
インターネット用の構成における決定事項を簡略化するために、次の項では、今後はサポー
トされない機能および構成ファイルについて説明します。

� Identix および SecurID 認証方式

� NDS 外部ネーミングおよび NDS 認証

� Net8 OPEN

� protocol.ora ファイル

� 事前生成済専用サーバー

� プロトコル

Identix およびおよびおよびおよび SecurID 認証方式認証方式認証方式認証方式
Oracle Advanced Security が提供する Identix または SecurID 認証を使用している場合は、
次のいずれかの認証方式へアップグレードすることをお薦めします。

� CyberSafe

� RADIUS

� Kerberos

� Secure Sockets Layer（SSL）

NDS 外部ネーミングおよび外部ネーミングおよび外部ネーミングおよび外部ネーミングおよび NDS 認証認証認証認証

認証方式および外部ネーミング・メソッドとしての Novell Directory Services（NDS）は、
今後、サポートされません。外部ネーミング・メソッドとして NDS を使用している場合、
かわりにディレクトリ・ネーミングを使用することをお薦めします。

Net8 OPEN
プログラマがデータベースおよびデータベース以外のアプリケーションを開発できる
Application Program Interface（API）を提供した Net8 OPEN は、今後、サポートされませ
ん。

参照参照参照参照 : 『Oracle Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。
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サポートされない Oracle Net Services の機能の概要
protocol.ora ファイルファイルファイルファイル

protocol.oraファイル内のパラメータは、sqlnet.oraファイルにマージされました。
Transmission Control Protocol/Internet Protocol（TCP/IP）バッファ・フラッシングにおけ
る遅延と同様に、これらのパラメータを使用すると、データベースへのアクセス制御を構成
できます。これらのパラメータには、次のものが含まれます。

� TCP.NODELAY

� TCP.EXCLUDED_NODES

� TCP.INVITED_NODES

� TCP.VALIDNODE_CHECKING

UNIX では $ORACLE_HOME/network/admin、Windows では
%ORACLE_HOME%¥network¥adminに protocol.oraファイルがある場合、Net Manager
の最初の起動時に、自動的にパラメータが sqlnet.oraファイルにマージされます。

protocol.oraには、ノード固有でオペレーティング・システム固有のパラメータがあり
ます。このため、これらのパラメータをマージまたは追加した後に、他のノードで
sqlnet.oraを共有しないことをお薦めします。

事前生成済専用サーバー事前生成済専用サーバー事前生成済専用サーバー事前生成済専用サーバー

事前生成済専用サーバー・プロセスはサポートされません。かわりに、スケーラビリティお
よびシステム・リソース使用率を改善する共有サーバー（以前はマルチスレッド・サー
バー）を構成します。

プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル

SPX プロトコルまたは LU6.2 プロトコルを使用するプロトコル・アドレスは置換する必要が
あります。Oracle Net では、次のネットワーク・プロトコルをサポートしています。

� TCP/IP

� SSL 付き TCP/IP

� Named Pipes

参照参照参照参照 : これらのパラメータの詳細は、『Oracle9i Net Services リファレン
ス・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : プロトコル・パラメータの詳細は、『Oracle9i Net Services リファ
レンス・ガイド』を参照してください。
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サポートされないパラメータおよび制御ユーティリティ・コマンド
サポートされないパラメータおよび制御ユーティリティ・サポートされないパラメータおよび制御ユーティリティ・サポートされないパラメータおよび制御ユーティリティ・サポートされないパラメータおよび制御ユーティリティ・
コマンドコマンドコマンドコマンド

クライアントおよびデータベースの共存問題クライアントおよびデータベースの共存問題クライアントおよびデータベースの共存問題クライアントおよびデータベースの共存問題
クライアントおよびデータベース・サーバーには、Oracle Net Services または Net8 の互換
性のあるリリースが必要です。たとえば、Oracle9i クライアントには Oracle Net Services を
インストールする必要があり、Oracle9i データベースには Oracle Net Listener とともに
Oracle Net Services をインストールする必要があります。

ご使用の環境でアップグレードが適切かどうかを判断する前に、次のようなクライアント /
データベース接続の問題を考慮してください。

� Oracle9i データベースへの接続

� Oracle8 または Oracle7 データベースへの接続

� Oracle Names

Oracle9i データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
Oracle9i または Oracle8i データベースへ接続するために作成された接続記述子は、データ
ベースを SERVICE_NAMEパラメータで指定するサービス名によって識別します。

Oracle9i または Oracle8i データベースへの接続記述子は、次の例のようにパラメータ
SERVICE_NAMEを使用します。

sales=
(DESCRIPTION=
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

現在、SIDパラメータで構成されている接続記述子は、残しておくことができます。ただ
し、新機能（クライアント・ロード・バランスや接続時フェイルオーバーなど）のメリット
を得るために、SIDを SERVICE_NAMEに置き換えることをお薦めします。

SERVICE_NAMEを使用するように接続記述子を変更するには、B-7 ページの「Oracle Net 
Manager を使用した互換性の問題の処理」に示すとおり、Oracle Net Manager の互換性
モードを使用します。

参照参照参照参照 : サポートされない構成パラメータおよび制御ユーティリティ・コ
マンドの詳細は、『Oracle9i Net Services リファレンス・ガイド』を参照し
てください。

参照参照参照参照 : SIDではなく SERVICE_NAMEでデータベースを識別する方法は、
『Oracle9i Net Services 管理者ガイド』を参照してください。
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クライアントおよびデータベースの共存問題
Oracle8 クライアントが Oracle9i データベースに接続している環境について、次のことを考
慮してください。

� 使用しているサード・パーティ製アプリケーションは、Oracle Net Services の機能を使
用できますか ?

できません。Oracle Net ライブラリで動作するように、アプリケーションを再構築また
はアップグレードする必要があります。

� クライアントがリモートの Oracle9i データベースに接続するには、Oracle Net が必要で
すか ?

必要ありません。クライアントがリモートの Oracle9i データベースに接続する必要があ
る場合は、Net8 Client リリース 8.0 のみをクライアントに設定してください。ただし、
Oracle Net Services の新機能は、これらのクライアントでは使用できません。

� クライアントがローカルの Oracle9i データベースに接続するには、Oracle Net が必要で
すか ?

必要ありません。クライアントには Oracle ホームに Net8 Client リリース 8.0 をインス
トールする必要があり、Oracle9i には Oracle ホームに Oracle Net および Oracle Net 
Listener をインストールする必要があります。

Oracle8 またはまたはまたはまたは Oracle7 データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
Oracle8 または Oracle7 データベースへの接続記述子は、次の例のように SIDを使用します。

sales=
(DESCRIPTION=
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA=
     (SID=sales)))

さらに、データベース・サーバーの listener.oraファイルは、Oracle8 データベースの
SIDの記述で構成されている必要があります。次の例では、リスナーは、salesという SID
を持つデータベース・サービス sales.us.acme.comのリスナーで構成されます。

SID_LIST_listener=
(SID_LIST=
 (SID_DESC=
  (GLOBAL_DBNAME=sales.us.acme.com)
  (SID_NAME=sales)))

参照参照参照参照 : SIDによるデータベースの識別方法については、『Oracle9i Net 
Services 管理者ガイド』を参照してください。
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クライアントおよびデータベースの共存問題
Oracle9i クライアントが Oracle8 データベースに接続している環境について、次のことを考
慮してください。

� クライアントがリモートの Oracle8 データベースに接続するには、Net8 Client リリース
8.0 が必要ですか ?

必要ありません。クライアントがリモートの Oracle8 データベースに接続する必要があ
る場合は、互換性のあるリリースの Net8 Client のみをクライアントに設定してくださ
い。ただし、Oracle Net Services で使用できる新機能は、この接続では使用できませ
ん。

� クライアントがローカルの Oracle8 データベースに接続するには、Net8 Client リリース
8.0 が必要ですか ?

必要です。クライアントには Oracle ホームに Oracle Net をインストールする必要があ
り、Oracle8 データベースには Oracle ホームに Net8 Server をインストールする必要が
あります。

Oracle Names
ご使用のネットワークのすべてまたは一部を Oracle9i へアップグレードする場合は、リー
ジョンのすべての Oracle Names Server をバージョン 9 へアップグレードする必要がありま
す。

� Oracle8 クライアントは、Oracle Names バージョン 9 を使用してサービス名を解決でき
ますか ?

できます。

� Oracle8 クライアントは、Oracle Names バージョン 9 から戻された接続記述子を使用し
て、Oracle8 および Oracle8i データベースへ接続できますか ?

接続記述子が Oracle Names に入力されたときに正しく指定されている場合は、接続で
きます。

注意注意注意注意 : 将来のリリースでは、Oracle Names は中心的なネーミング・メ
ソッドとしてはサポートされません。Oracle Names には新しい拡張機能
が追加されないので、『Oracle9i Net Services 管理者ガイド』に従って、
ディレクトリ・ネーミングを使用するか、または既存の Oracle Names 構
成のディレクトリ・ネーミングへアップグレードすることをお薦めしま
す。
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Oracle Net Manager を使用した互換性の問題の処理
Oracle Net Manager を使用した互換性の問題の処理を使用した互換性の問題の処理を使用した互換性の問題の処理を使用した互換性の問題の処理
いくつかのパラメータは Oracle9i および Oracle8i のみで使用可能であるため、Oracle Net 
Manager は、特定のリリースのデータベースに接続するクライアントに対して、
tnsnames.oraファイルに適切なパラメータを設定するための 2 つのオプションを提供し
ます。表 B-1 に、これらのオプションを示します。

表表表表 B-1 Oracle Net Manager で使用可能な互換性のあるオプションで使用可能な互換性のあるオプションで使用可能な互換性のあるオプションで使用可能な互換性のあるオプション

Oracle Net Manager オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

Net8 Client 8.0 と互換性のあるオプ

ションを使用

複数アドレス・パラメータをクライアントに構成できま
す。

選択すると、Oracle Connection Manager への接続が必

要な Oracle8i より前のクライアントに、SOURCE_ROUTE
パラメータを使用できます。

使用しないと、SOURCE_ROUTE、LOAD_BALANCEおよ

び FAILOVERパラメータを Oracle9i および Oracle8i ク
ライアントに使用できます。

参照参照参照参照 : アドレス・リスト・パラメータの構成の詳細は、

『Oracle9i Net Services 管理者ガイド』を参照してくださ

い。

Oracle8i 互換識別子を使用 接続記述子の CONNECT_DATAセクションにあるデータ

ベース・リリース固有のパラメータを構成できます。

選択すると、Oracle8 または Oracle7 データベースの

SID を入力できます。

選択しないと、Oracle9i または Oracle8i データベースの

サービス名（SERVICE_NAME）を入力できます。

注意注意注意注意 : 「Service Identification」グループにある

「Advanced」ボタンが選択されているときに表示される

「Advanced Service Options」ダイアログ・ボックスは、

このオプションの選択の有無に影響されます。いくつか
の設定は、Oracle9i または Oracle8i データベース・サー

ビスへの接続のみで使用可能です。

参照参照参照参照 : 拡張接続データ・パラメータの構成の詳細は、

『Oracle9i Net Services 管理者ガイド』を参照してくださ

い。
Oracle Net Services のアップグレードに関する考慮点 B-7



Oracle Net Services へのアップグレード
Oracle Net Services へのアップグレードへのアップグレードへのアップグレードへのアップグレード
SQL*Net V2 から Oracle Net Services へアップグレード、または Net8 リリース 8.0 またはリ
リース 8.1 からアップグレードするには、次の作業を行います。

手順 1: サービス名およびインスタンス名の検証

手順 2: データベース・サーバーのソフトウェアのアップグレードの実行

手順 3: クライアントのソフトウェアのアップグレードの実行

手順 4: 機能のアップグレードの実行

手順手順手順手順 1: サービス名およびインスタンス名の検証サービス名およびインスタンス名の検証サービス名およびインスタンス名の検証サービス名およびインスタンス名の検証
tnsnames.oraファイルのサービスおよびインスタンスを識別するには、SERVICE_NAMES
および INSTANCE_NAMES初期化パラメータが初期化パラメータ・ファイルに設定されてい
ることを確認します。

表表表表 B-2 Oracle Net Services の初期化パラメータの初期化パラメータの初期化パラメータの初期化パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

SERVICE_NAMES このインスタンスが接続するデータベース・サービスに、1 つ以

上の名前を指定します。複数のサービス名を指定して、同じデー
タベースの異なる使用を区別することができます。次にその例を
示します。

SERVICE_NAMES = sales.us.acme.com, 
widgetsales.us.acme.com

このパラメータにある名前をドメインで修飾しない場合、Oracle
はこれらの名前を DB_DOMAINパラメータの値で修飾します。

DB_DOMAINが指定されない場合、Oracle は、データ・ディク

ショナリに現在あるローカル・データベースのドメインを使用し
ます。

注意注意注意注意 : データベースの実行中、SQL の ALTER SYSTEMを使用し

て動的に SERVICE_NAMESパラメータの値を変更できます。この

パラメータについては、『Oracle9i データベース・リファレンス』

を参照してください。

INSTANCE_NAME このインスタンスの一意の名前を指定します。インスタンス名を
Oracle システム識別子（SID）の値に設定します。
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Oracle Net Services へのアップグレード
手順手順手順手順 2: データベース・サーバーのソフトウェアのアップグレードの実行データベース・サーバーのソフトウェアのアップグレードの実行データベース・サーバーのソフトウェアのアップグレードの実行データベース・サーバーのソフトウェアのアップグレードの実行

データベース・サーバーのソフトウェアをアップグレードするには、Oracle Universal 
Installer から Oracle Net および Oracle Net Listener の最新リリースをインストールして、最
新の実行可能ファイルを入手します。

Oracle Universal Installer によって、システムにリリース 2（9.2）より前のデータベースが
検出された場合は、Database Upgrade Assistant を使用してデータベースをアップグレード
するよう求められます。インストール・プロセス中にアップグレードしない場合は、後でこ
の Assistant をインストールし、使用することもできます。

Oracle Universal Installer は自動的に次の作業を実行します。

� 古いリスナーの停止

� リリース 2（9.2）リスナーの起動

手順手順手順手順 3: クライアントのソフトウェアのアップグレードの実行クライアントのソフトウェアのアップグレードの実行クライアントのソフトウェアのアップグレードの実行クライアントのソフトウェアのアップグレードの実行
クライアントのソフトウェアのアップグレードを実行するには、Oracle Universal Installer
から Oracle Net Services の最新リリースをインストールして、最新の実行可能ファイルを入
手します。

手順手順手順手順 4: 機能のアップグレードの実行機能のアップグレードの実行機能のアップグレードの実行機能のアップグレードの実行
ソフトウェアがアップグレードされた後は、Oracle9i の機能を使用しないかぎり、構成ファ
イルをアップグレードする必要はありません。新機能のメリットを得るには、次の構成ファ
イルを確認します。

� sqlnet.ora

� tnsnames.ora

� listener.ora

� protocol.ora

廃止されたパラメータまたは名前が変更されたパラメータを置き換えます。

参照参照参照参照 : サポートされない構成パラメータの詳細は、『Oracle9i Net 
Services リファレンス・ガイド』を参照してください。
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Oracle Net Services へのアップグレード
tnsnames.ora
次の例のように、リリース 8.1 以上のサービスに接続するために SIDパラメータを
SERVICE_NAMEパラメータに置き換えます。

sales=
(DESCRIPTION=
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales-server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

複数のアドレスがある場合、次の例のように、クライアント・ロード・バランスおよび接続
時フェイルオーバー機能を構成できます。

sales=
(DESCRIPTION=
 (ADDRESS_LIST=
  (FAILOVER=on)
  (LOAD_BALANCE=on)
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales1-server)(PORT=1521)
  (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=sales2-server)(PORT=1521))
  (CONNECT_DATA=
     (SERVICE_NAME=sales.us.acme.com)))

参照参照参照参照 :

� サービス名および複数のアドレス機能の構成については、B-7 ページ
の「Oracle Net Manager を使用した互換性の問題の処理」を参照して
ください。

� 複数アドレスの詳細は、『Oracle9i Net Services 管理者ガイド』を参照
してください。
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Oracle Net Services へのアップグレード
listener.ora
インスタンス情報は Oracle9i のリスナーに登録されるため、インスタンス情報を
listener.oraファイルの SID_LIST_listener_nameセクションに入れる必要はありま
せん。

ただし、Oracle Enterprise Manager では、listener.oraファイルに静的情報が必要です。
Oracle Enterprise Manager を使用してデータベース・オブジェクトを管理している場合は、
次の方法で、listener.oraファイルをデータベースに関する情報で構成する必要があり
ます。

SID_LIST_listener_name=
  (SID_LIST=
     (SID_DESC=
        (GLOBAL_DBNAME=global_database_name)
        (ORACLE_HOME=oracle_home)
        (SID_NAME=sid)))

表表表表 B-3 listener.ora のサービス設定のサービス設定のサービス設定のサービス設定

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

SID_NAME Oracle SID は、インスタンスを識別します。SID 値は、データ

ベース初期化ファイルの INSTANCE_NAMEパラメータから取得で

きます。

GLOBAL_DBNAME グローバル・データベース名は、データベース名およびデータ
ベース・ドメイン名で構成されます。GLOBAL_DBNAME値は、初

期化ファイルの SERVICE_NAMESパラメータ、または DB_NAME
パラメータおよび DB_DOMAINパラメータから取得できます。

ORACLE_HOME 指定しているデータベースの Oracle ホームの場所を識別します。

注意注意注意注意 : この設定は UNIX で必要です。

重要重要重要重要 : Oracle9i Real Application Clusters 環境などで、接続時フェイル
オーバーまたは透過的アプリケーション・フェイルオーバー（TAF）を使
用している場合は、GLOBAL_DBNAMEパラメータを設定しないことをお薦
めします。

参照参照参照参照 : サービス情報、接続時フェイルオーバーおよび透過的アプリケー
ション・フェイルオーバー（TAF）の構成については、『Oracle9i Net 
Services 管理者ガイド』を参照してください。
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Oracle Names バージョンバージョンバージョンバージョン 9 の使用の使用の使用の使用

Oracle Names バージョン 9 は、Oracle Names バージョン 2 およびバージョン 8 と下位互換
性があります。Oracle Names バージョン 9 で提供される新機能のメリットを得るには、
Oracle Names バージョン 9 をすべての既存の Oracle Names のサーバー・ノードにインス
トールし、リージョンにあるすべての既存の Oracle Names Server をバージョン 9 へアップ
グレードする必要があります。

次に、注意が必要なアップグレード問題について説明します。

� データベースを使用した Oracle Names バージョン 2 からのアップグレード

� 動的検出オプションを使用した Oracle Names バージョン 2 からのアップグレード

� ROSFILES からのアップグレード

� ドメインおよびトポロジ・チェックポイント・ファイルへのリージョン・チェックポイ
ント・ファイルのアップグレード

� アップグレード・チェックリストの確認

データベースを使用したデータベースを使用したデータベースを使用したデータベースを使用した Oracle Names バージョンバージョンバージョンバージョン 2 からのアップグレードからのアップグレードからのアップグレードからのアップグレード
既存の Oracle Names Server バージョン 2 データベースから、バージョン 9 のリージョン・
データベースへデータをアップグレードおよび転送するには、Oracle Network Manager が
ネットワーク定義を格納しているノードで、UNIX プラットフォームでは
$ORACLE_HOME/network/admin、Windows プラットフォームでは
%ORACLE_HOME%¥network¥adminにある namesupg.sqlスクリプトを実行します。

注意注意注意注意 : 将来のリリースでは、Oracle Names は中心的なネーミング・メ
ソッドとしてはサポートされません。Oracle Names には新しい拡張機能
が追加されないので、『Oracle9i Net Services 管理者ガイド』に従って、
ディレクトリ・ネーミングの使用または既存の Oracle Names 構成のディ
レクトリ・ネーミングへのアップグレードをお薦めします。ここで示す情
報は、現在ご使用の Oracle Names 環境を維持する場合に参照してくださ
い。
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namesupg.sqlスクリプトを実行するには、NAMES_DOMおよび NAMES_DIDの 2 つの表を
作成し、既存の names.oraファイルの値を使用して移入する必要があります。

� NAMES_DOM表には、names.oraファイルの NAMES.DOMAINSパラメータに指定されて
いるドメインごとに、1 行の DOMAIN列が必要です。

� NAMES_DID表には、NMO_INFORMATION表の NAME_P列に定義されている ID が必要で
す。NAME_P列は、names.oraファイルの NAMES.ADMIN_REGIONパラメータに指定
されている DOCNAMEと同じです。

データをアップグレードするには、次の手順を行います。

1. 次のように、NAMES_DOM表を作成します。

SQL> CONNECT user/password
SQL> CREATE TABLE NAMES_DOM (domain varchar(256));

2. names.oraファイルの NAMES.DOMAINSパラメータに指定されているドメイン名で表
を移入します。たとえば、次のような NAMES.DOMAINパラメータ設定があるとします。

NAMES.DOMAINS=
 (DOMAIN_LIST=
  (DOMAIN=
    (NAME=)
    (MIN_TTL=86400))
  (DOMAIN=
    (NAME=com)
    (MIN_TTL=86400))
  (DOMAIN=
    (NAME=acme.com)
    (MIN_TTL=86400))

この例では、次のように、root ドメイン、acmeサブドメインおよび comドメインに対
する 3 行を作成する必要があります。

SQL> INSERT into NAMES_DOM values (’(root)’);
SQL> INSERT into NAMES_DOM values (’acme’);
SQL> INSERT into NAMES_DOM values (’acme.com’);

3. 次のように、NAMES_DID表を作成します。

SQL> CREATE TABLE NAMES_DID (did number(10));
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4. names.oraファイル内の NAMES.ADMIN_REGIONパラメータの DOCNAME値を検索し
ます。DOCNAMEは、リージョンに対応付けられた名前を示します。次の例では、
DOCNAMEは sboxです。

NAMES.ADMIN_REGION= (REGION=
                      (NAME=local_region.world)
                      (TYPE=rosdb)
                      (USERID=names)
                      (PASSWORD=names)
                      (description= 
                        (ADDRESS_LIST=
                          (ADDRESS=
                            (PROTOCOL=tcp)
                            (HOST=nineva)
                            (PORT=1387)))
                        (CONNECT_DATA=(SID=em)))
                      (DOCNAME=sbox)
                      (VERSION=34619392) # 2.1.4
                      (RETRY=60))

5. DOCNAMEに対応付けられた ID を NMO_INFORMATION表に問い合せ、この ID を
NAMES.DOM表に挿入します。

SQL> SELECT ID from NMO_INFORMATION where name_P=docname;
SQL> INSERT into NAMES_DID
    select DID from NMO_INFORMATION
       where NAME_p='docname';

6. namesupg.sqlスクリプトを実行します。

SQL> CONNECT user/password
SQL> @ORACLE_HOME/network/admin/namesupg.sql;

動的検出オプションを使用した動的検出オプションを使用した動的検出オプションを使用した動的検出オプションを使用した Oracle Names バージョンバージョンバージョンバージョン 2 からのアップからのアップからのアップからのアップ
グレードグレードグレードグレード

動的検出オプションを使用して Oracle Names バージョン 2 をアップグレードする手順は、
Oracle Names バージョン 8 を使用して、リージョン・データベースに情報を格納するかど
うかによって異なります。

� 非リージョン・データベースのアップグレード

� リージョン・データベースのアップグレード
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非リージョン・データベースのアップグレード非リージョン・データベースのアップグレード非リージョン・データベースのアップグレード非リージョン・データベースのアップグレード
動的検出オプションを使用して Oracle Names バージョン 2 から Oracle Names バージョン 8
へアップグレードする場合、新しい Oracle Names Server は、古いチェックポイント・ファ
イルから登録されたデータを取得できる必要があります。データが登録されていない場合
は、『Oracle9i Net Services 管理者ガイド』で説明している次の手順を行うことによって、オ
ブジェクトを登録できます。

リージョン・データベースのアップグレードリージョン・データベースのアップグレードリージョン・データベースのアップグレードリージョン・データベースのアップグレード
動的検出オプションを使用して Oracle Names バージョン 2 を実行済で、リージョン・デー
タベースを Oracle Names 情報のリポジトリとして構成する場合は、次の手順を行う必要が
あります。

1. Oracle Names バージョン 2 のローカル管理リージョンに格納されている情報を Oracle 
Network Manager から tnsnames.oraファイルに書き込むか、またはバージョン 8 の
Oracle Names 制御ユーティリティを使用してコマンドラインから次のコマンドを実行
します。

NAMESCTL
NAMESCTL> DUMP_TNSNAMES

2. データベースが常駐しているコンピュータで、UNIX プラットフォームでは
$ORACLE_HOME/network/admin、Windows プラットフォームでは
ORACLE_HOME¥network¥adminにある namesini.sqlスクリプトを実行します。

SQL> CONNECT user/password
SQL> @ORACLE_HOME/network/admin/namesini.sql;

3. Oracle Net Manager を使用して、すべての Oracle Names Server 構成ファイル
（names.ora）に NAMES.ADMIN_REGIONパラメータを構成します。

4. Oracle Net Manager または Oracle Names 制御ユーティリティを使用して、
tnsnames.oraファイルを Oracle Names Server バージョン 9 にロードします。

参照参照参照参照 : Oracle Names Server の作成の詳細は、『Oracle9i Net Services 管理
者ガイド』を参照してください。
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Oracle Net Manager を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合 Oracle Names 制御ユーティリティを制御ユーティリティを制御ユーティリティを制御ユーティリティを
使用する場合使用する場合使用する場合使用する場合

1. Oracle Net Manager を起動します。

-UNIX では、$ORACLE_HOME/binで netmgrを

実行します。

-Windows プラットフォームでは、「スタートスタートスタートスタート」>
「プログラムプログラムプログラムプログラム」>「Oracle - HOME_NAME」>
「Configuration and Migration Tools」>「Net 

Manager」を選択します。

2. ナビゲータ・ペインで、Oracle Names Servers を

拡張します。

3. 「Oracle Names Server」を選択します。

4. 右のペインのリストから、「Manage Data」を選択

します。

5. 「Net Service Names」タブを選択します。

6. 「Load」を選択します。

7. 手順 1 で作成された「File」フィールドに、Oracle 
Network Manager によって生成された

tnsnames.oraファイルのパス名およびファイル

名を入力します。

8. 「Execute」を選択します。

9. 「File」>「Save Network Configuration」を選択

します。

コマンドラインから、次のコマンドを
入力します。

namesctl
NAMESCTL> LOAD_TNSNAMES file_name
B-16 Oracle9i データベース移行ガイド



Oracle Names バージョン 9 の使用
ROSFILES からのアップグレードからのアップグレードからのアップグレードからのアップグレード
Oracle Names バージョン 8 以上では、Resource Object Store（ROS）ファイル

（ROSFILES）を使用する古い構成はサポートしません。ROSFILESは、Oracle Names デー
タベース表へ直接アップグレードするか、または最初に tnsnames.oraファイルへアップ
グレードしてから Oracle Names へアップグレードする必要があります。次の項では両方の
手順を説明します。

� データベース表への ROSFILES のアップグレード

� tnsnames.ora ファイルへの ROSFILES のアップグレード

データベース表へのデータベース表へのデータベース表へのデータベース表への ROSFILES のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
ROSFILESをデータベース表へアップグレードするには、次の操作を行います。

1. Oracle Network Manager のデータベース・ユーザー・アカウントを作成します。

SQL> CONNECT system/password
SQL> CREATE USER user
    IDENTIFIED BY password
    DEFAULT TABLESPACE users
    TEMPORARY TABLESPACE temp;

2. 必要な表を構築するには、次に説明するスクリプトをサーバーに対して実行する必要が
あります。通常、これらのスクリプトは Oracle Network Manager ノードで実行されま
す。

SQL> CONNECT username/password
SQL> @ORACLE_HOME/dbs/rosbild.sql;
SQL> @ORACLE_HOME/dbs/nmcbild.sql;
SQL> @ORACLE_HOME/dbs/rosgrnt.sql;
SQL> @ORACLE_HOME/dbs/nmcgrnt.sql;

スクリプトスクリプトスクリプトスクリプト 説明説明説明説明

rosbild.sql ROS が使用する表を作成します。

nmcbild.sql Oracle Network Manager Objects（NMO）コンポーネントが使用する

表を作成します。

rosgrnt.sql 共通の表にアクセス権限を付与します。ユーザー名を入力するように
求められます。Oracle Network Manager のアカウントを設定したとき

に使用したものと同じユーザー名を使用します。

nmcgrnt.sql Oracle Network Manager 表にアクセスするユーザーにアクセス権限を

付与します。
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3. Oracle Network Manager から、ROSFILESをデータベースに保存します。

a. 「File」>「Save As」を選択します。

b. 「Save Network Definition」ダイアログ・ボックスで「Database」を選択し、
「OK」を選択します。

c. 「Connect」ダイアログ・ボックスに、手順 1 で作成したデータベースのユーザー名
とパスワード、およびデータベースのネット・サービス名を入力します。

d. 「OK」を選択します。

e. 「Save Network Definition」ダイアログ・ボックスで、保存するネットワーク名を
選択または入力します。

f. 「File」>「Generate」を選択してネットワーク定義を保存し、保存された定義から
Oracle Names 表を作成します。

g. 「File」>「Exit」を選択して、Oracle Network Manager を終了します。

4. B-12 ページの「データベースを使用した Oracle Names バージョン 2 からのアップグ
レード」で説明するとおり、サーバーで NAMES_DIDおよび NAMES_DOM表を作成し、
namesupg.sqlスクリプトを実行します。

tnsnames.ora ファイルへのファイルへのファイルへのファイルへの ROSFILES のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
ROSFILESを tnsnames.oraファイルへアップグレードし、tnsnames.oraファイルを
Oracle Names へインポートするには、次の操作を行います。

1. ROSFILESから tnsnames.oraファイルを作成します。

a. Oracle Network Manager から、「Special」>「Preferences」を選択します。

b. 「Preferences」ダイアログ・ボックスで、Oracle Names が選択されていないことを
確認します。

c. 「File」>「Generate」を選択してネットワーク定義を更新し、tnsnames.ora
ファイルを作成します。

d. 「File」>「Exit」を選択して、Oracle Network Manager を終了します。

2. Oracle Net Manager または Oracle Names 制御ユーティリティを使用して、
tnsnames.oraファイルを Oracle Names Server にロードします。
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Oracle Net Manager を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合 Oracle Names 制御ユーティリティを制御ユーティリティを制御ユーティリティを制御ユーティリティを
使用する場合使用する場合使用する場合使用する場合

1. Oracle Net Manager を起動します。

-UNIX では、$ORACLE_HOME/binで netmgrを

実行します。

-Windows プラットフォームでは、「スタートスタートスタートスタート」>
「プログラムプログラムプログラムプログラム」>「Oracle - HOME_NAME」>
「Configuration and Migration Tools」>「Net 

Manager」を選択します。

2. ナビゲータ・ペインで、Oracle Names Servers を

拡張します。

3. 「Oracle Names Server」を選択します。

4. 右のペインのリストから、「Manage Data」を選択

します。

5. 「Net Service Names」タブを選択します。

6. 「Load」を選択します。

7. 手順 1 で作成された「File」フィールドに、Oracle 
Network Manager によって生成された

tnsnames.oraファイルのパス名およびファイル

名を入力します。

8. 「Execute」を選択します。

9. 「File」>「Save Network Configuration」を選択

します。

コマンドラインから、次のコマンドを
入力します。

namesctl
NAMESCTL> LOAD_TNSNAMES file_name

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Network Manager 管理者ガイド』を参照してください。

� 『Oracle Names 管理者ガイド』を参照してください。
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ドメインおよびトポロジ・チェックポイント・ファイルへのリージョン・ドメインおよびトポロジ・チェックポイント・ファイルへのリージョン・ドメインおよびトポロジ・チェックポイント・ファイルへのリージョン・ドメインおよびトポロジ・チェックポイント・ファイルへのリージョン・
チェックポイント・ファイルのアップグレードチェックポイント・ファイルのアップグレードチェックポイント・ファイルのアップグレードチェックポイント・ファイルのアップグレード

Oracle8i では、リージョン・チェックポイント・ファイル ckpreg.oraには、トポロジお
よびドメイン認可データが含まれていました。Oracle9i では、このデータは 2 つのファイル
に分割されています。トポロジ・チェックポイント・ファイル ckptop.oraは、管理リー
ジョンのドメインおよび各ドメイン用の Oracle Names Server を定義します。ドメイン・
チェックポイント・ファイル ckpdom.oraには、各ドメインの認可データが含まれます。

リージョン・データベースを使用する場合、これらのファイルは自動的に生成されます。
リージョン・データベースを使用せずに、チェックポイント・ファイルのデータを使用する
場合は、チェックポイント・ファイルに関係なく、リージョンで実行している Oracle 
Names Server に依存したり、またはデータを ckpreg.oraファイルから ckptop.ora
ファイルへ移動することができます。

その他の Oracle Names Server のデータを使用するには、次の手順を行います。

1. Oracle Names Server を Oracle9i リリース 2（9.2）にアップグレードします。

2. それぞれの Oracle Names Server には、UNIX オペレーティング・システムの場合は
.sdns.oraファイルが $ORACLE_HOME/network/namesに、Windows オペレーティ
ング・システムの場合は sdns.oraファイルが %ORACLE_HOME%¥network¥namesに
あることを確認します。

このファイルには、最初の Oracle Names Server の名前およびアドレスが含まれます。
存在しない場合、「Oracle Net Manager's Command」>「Discover Oracle Names 
Servers command」を選択するか、または Oracle Names 制御ユーティリティの
REORDER_NSコマンドを使用して、他の Oracle Names Server を検出します。

3. Oracle Names Server を起動します。

Oracle Names Server が起動すると、他の Oracle Names Server を検索し、そこからト
ポロジおよびドメイン・データ情報をダウンロードします。

データを ckpreg.oraファイルから ckptop.oraファイルへコピーまたは移動するには、
次の手順を行います。

1. Oracle Names Server を Oracle9i リリース 2（9.2）にアップグレードします。

2. ckpreg.oraファイルを ckptop.oraファイルへ移動します。次にその例を示します。

cd network/names
mv ckpreg.ora ckptop.ora

3. Oracle Names Server を起動します。

Oracle Names Server が起動すると、自動的に ckpdom.oraファイルが生成されます。

参照参照参照参照 : cktop.oraファイルの例は、『Oracle9i Net Services 管理者ガイ
ド』を参照してください。
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アップグレード・チェックリストの確認アップグレード・チェックリストの確認アップグレード・チェックリストの確認アップグレード・チェックリストの確認
次のチェックリストは、Oracle Names バージョン 9 への適切なアップグレードを確認する
ために提供されています。

❏ 各リージョンにあるすべての Oracle Names Server を、バージョン 8 の同じリリースへ
アップグレードします。

❏ Oracle Names バージョン 2 を実行済で、データベースを Oracle Names 情報のリポジト
リとして更新する場合は、ネットワーク定義が格納されているノードで
namesupg.sqlスクリプトを実行します。

❏ 動的検出オプションを使用して Oracle Names バージョン 2 を実行済で、リージョン・
データベースを Oracle Names 情報のリポジトリとして構成する場合は、次の操作を行
う必要があります。

1. データベースをインストールするノードで、namesini.sqlスクリプトを実行し
ます。

2. Oracle Net Manager を使用して、すべての names.oraに NAMES.ADMIN_REGION
パラメータを構成します。NAMES.ADMIN_REGIONパラメータの詳細は、『Oracle9i 
Net Services リファレンス・ガイド』を参照してください。

❏ 各リージョンに 2 つ以上の Oracle Names Server を設定して、フォルト・トレランスを
提供します。
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C

Server Manager からからからから SQL*Plus への移行への移行への移行への移行

この付録では、Server Manager のラインモード・スクリプトを SQL*Plus で動作させるため
の変更処理について説明します。Server Manager は、Oracle9i ではサポートされていませ
ん。Server Manager ラインモードを使用して SQL スクリプトを実行している場合は、
SQL*Plus と互換性を持たせるために、これらのスクリプトを変更し、SQL*Plus を使用して
実行する必要があります。

この付録では、次の項目について説明します。

� 起動の違い

� コマンド

� 構文の違い

参照参照参照参照 : SQL*Plus の詳細は、『SQL*Plus ユーザーズ・ガイドおよびリファ
レンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : この付録では、Server Manager ラインモードを Server Manager
と表記します。
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起動の違い
起動の違い起動の違い起動の違い起動の違い
Server Manager と SQL*Plus を起動する方法は異なります。SQL スクリプトを変更し、
SQL*Plus を正しく起動する必要があります。次の項では起動の違いを説明し、SQL*Plus を
起動するためのオプションについて説明します。

Server Manager の起動の起動の起動の起動
Server Manager を起動するには、システム・プロンプトで Server Manager のプログラム名
を入力します。このプログラム名はオペレーティング・システム固有です。Server Manager
起動後、次の例のように CONNECTコマンドを使用して接続します。

CONNECT hr/hr

SQL*Plus の起動の起動の起動の起動
次の項では、SQL*Plus を起動する様々な方法について説明します。

NOLOG オプションを使用したオプションを使用したオプションを使用したオプションを使用した SQL*Plus の起動の起動の起動の起動
SQL*Plus を Server Manager と同様に動作させるには、SQL*Plus 起動時に次のように
NOLOGオプションを使用します。

sqlplus /nolog

SQL*Plus が起動し、CONNECTコマンドを使用してユーザーとして接続できます。

接続情報を使用した接続情報を使用した接続情報を使用した接続情報を使用した SQL*Plus の起動の起動の起動の起動
SQL*Plus を起動する他の方法として、プログラム起動時に接続情報を入力する方法があり
ます。たとえば、SQL*Plus を起動し、パスワード hrを持つユーザー hrとして接続するに
は、次のとおり入力します。

sqlplus hr/hr

SQL*Plus が起動し、ユーザー hrとして接続します。

オプションまたは接続情報なしのオプションまたは接続情報なしのオプションまたは接続情報なしのオプションまたは接続情報なしの SQL*Plus の起動の起動の起動の起動
オプションまたは接続情報なしで SQL*Plus を起動するには、次のように入力します。

sqlplus

ユーザー名およびパスワードを入力するプロンプトが表示されます。有効なユーザー名およ
びパスワードを入力すると、SQL*Plus が起動し、プロンプトで指定したユーザーとして接
続します。ただし、SQL スクリプトで、ユーザー名およびパスワードの入力を省略すること
もできます。
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コマンド
コマンドコマンドコマンドコマンド
Server Manager と SQL*Plus は、両方のプログラムで同じ処理を行う特定のコマンドを共有
しています。ただし、Server Manager での処理と SQL*Plus での処理が異なるコマンドもあ
ります。Server Manager から SQL*Plus への移行を正常に行うには、このような違いおよび
類似点を理解する必要があります。次の項では、SQL*Plus によって正しく解釈されるコマ
ンドを使用するための SQL スクリプトの変更について説明します。

SQL*Plus リリースリリースリリースリリース 8.1 で導入されたコマンドで導入されたコマンドで導入されたコマンドで導入されたコマンド
表 C-1 に、SQL*Plus リリース 8.1 以上で使用可能な Server Manager コマンドを示します。
SQL*Plus で実行している SQL スクリプトで、これらのコマンドを使用できます。

注意注意注意注意 : Oracle7 または Oracle8 でこれらのコマンドを含む SQL スクリプ
トを実行する場合、Server Manager を使用する必要があります。リリース
8.1 より前の SQL*Plus では、これらのコマンドを含むスクリプトを実行し
ません。

表表表表 C-1 SQL*Plus リリースリリースリリースリリース 8.1 で導入されたコマンドで導入されたコマンドで導入されたコマンドで導入されたコマンド

コマンドコマンドコマンドコマンド 説明説明説明説明

ARCHIVE LOG オンライン REDO ログ・ファイルの自動アーカイブを開始または停

止するか、特定の REDO ログ・ファイルを手動で（明示的に）アー

カイブするか、またはアーカイブについての情報を表示します。

RECOVER 1 つ以上の表領域、1 つ以上のデータ・ファイルまたはデータベース

全体で、メディア・リカバリを実行します。

SET AUTORECOVERY ONにすると、リカバリ中に必要なアーカイブ REDO ログ・ファイル

のデフォルトのファイル名を、RECOVERコマンドに自動的に適用し

ます。AUTORECOVERYが ONに設定されている場合、必要なファイ

ルが所定の名前で所定の位置に配置されているため対話は不要です。

SET INSTANCE セッションに対するデフォルト・インスタンスを指定のインスタン
ス・パスに変更します。データベースへは接続しません。デフォルト
のインスタンスは、インスタンスが指定されていない場合にコマンド
に対して使用されます。

SET LOGSOURCE リカバリ中に、アーカイブ・ログが取り出される場所を指定します。
デフォルト値は、LOG_ARCHIVE_DEST初期化パラメータによって設

定されます。パス名なしで SET LOGSOURCEコマンドを発行すると、

デフォルトの位置をリストアします。

SHOW AUTORECOVERY 自動リカバリが可能であるかどうかを示します。
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コマンド
Server Manager とととと SQL*Plus に共通のコマンドに共通のコマンドに共通のコマンドに共通のコマンド
表 C-2 に示すコマンドは、Server Manager と SQL*Plus の両方において使用可能であり、
Oracle の以前のリリースの両方のプログラムでも使用可能です。SQL*Plus を使用するため
に、SQL スクリプトのこれらのコマンドを変更する必要はありません。

SHOW INSTANCE デフォルトのインスタンスに対する接続文字列を示します。SHOW 
INSTANCEを使用していない場合、または SET INSTANCEコマンド

の LOCALオプションを使用している場合は、SET INSTANCEは

LOCAL値を戻します。

SHOW LOGSOURCE アーカイブ・ログの位置についての現行の設定を示します。
LOG_ARCHIVE_DEST初期化パラメータによって指定されたように、

デフォルトの設定が有効な場合、DEFAULTを表示します。

SHOW PARAMETERS 1 つ以上の初期化パラメータについての現行の値を表示します。コマ

ンドの後に文字列を指定しなくても、SHOW PARAMETERSコマンド

はすべての初期化パラメータを表示します。

SHOW SGA 現行のインスタンスのシステム・グローバル領域についての情報を表
示します。

SHUTDOWN 現在実行中の Oracle インスタンスを停止し、任意でデータベースを

クローズしてディスマウントします。

注意注意注意注意 : SQL*Plus リリース 8.1 の STARTUPおよび SHUTDOWNコマン

ドは、Oracle7 Server ではサポートされていません。

STARTUP データベースのマウントやオープンなどのいくつかのオプションで、
Oracle インスタンスを起動します。

注意注意注意注意 : SQL*Plus リリース 8.1 の STARTUPおよび SHUTDOWNコマン

ドは、Oracle7 Server ではサポートされていません。

注意注意注意注意 : 2 つのプログラムのこれらのコマンドに対する出力で、書式の違い
が多少ある場合があります。

表表表表 C-1 SQL*Plus リリースリリースリリースリリース 8.1 で導入されたコマンド（続き）で導入されたコマンド（続き）で導入されたコマンド（続き）で導入されたコマンド（続き）

コマンドコマンドコマンドコマンド 説明説明説明説明
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コマンド
表表表表 C-2 既存の既存の既存の既存の SQL*Plus コマンドに対応するコマンドに対応するコマンドに対応するコマンドに対応する Server Manager コマンドコマンドコマンドコマンド

コマンドコマンドコマンドコマンド 説明説明説明説明

CONNECT 指定されたユーザー名を使用して、データベースに接続します。

DESCRIBE ファンクション、パッケージ、パッケージ本体、プロシージャ、表、
ビューまたはオブジェクト型について説明します。たとえば、表の場
合、表の各列の定義を表示します。

REMARK 通常、SQL スクリプト・ファイルにコメントを入力します。

SET COMPATIBILITY 互換性モードを V7、V8または NATIVEに設定します。互換性モード

の設定は、文字列、整合性制約およびロールバック・セグメントの記
憶域パラメータの仕様に影響します。NATIVEはデータベースのバー

ジョンと一致します。

SET ECHO コマンド・ファイルの各コマンドの実行時に、STARTコマンドがそ

のコマンドをリストするかどうかを制御します。ONはコマンドをリ

ストし、OFFはリストを抑止します。

SET NUMWIDTH 数を表示するデフォルトの幅を設定します。

SET SERVEROUTPUT ストアド・プロシージャの出力（DBMS_OUTPUT.PUT_LINE）または

SQL*Plus の PL/SQL ブロックを表示するかどうかを制御します。

OFFは DBMS_OUTPUT.PUT_LINEの出力を停止し、ONは出力を表示

します。

SET TERMOUT コマンド・ファイルから実行されるコマンドによって生成される出力
の表示を制御します。OFFは、コマンド・ファイルからの出力をス

プールできますが、画面への表示を停止します。ONは出力を表示し

ます。

SHOW ALL ERRORS、PARAMETERS および SGA を除き、SETコマンドで設定

されたすべてのシステム変数をアルファベット順で表示します。

SHOW ERRORS プロシージャ、パッケージまたはファンクションの前回のコンパイル
で生成されたエラーがあれば、それを表示します。

SPOOL 問合せ結果をオペレーティング・システム・ファイル（任意で
SQL*Plus）に格納し、そのファイルをプリンタに送ります。

注意注意注意注意 : スプール・ファイルの拡張機能は、SQL*Plus と Server 
Manager で異なります。拡張機能を確認するには、SPOOLコマンド

を発行するときに指定してください。また、SQL*Plus は、空白を繰

り返すかわりにタブ文字を使用して、端末出力の空白をフォーマット
します。SQL*Plus の SET TAB OFFを使用して、この置換を回避し

てください。Server Manager では、タブ文字は出力されません。
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コマンド
Server Manager コマンドと同等のコマンドと同等のコマンドと同等のコマンドと同等の SQL*Plus コマンドコマンドコマンドコマンド
表 C-3 に、Server Manager コマンドと名前は異なりますが、対応している SQL*Plus コマン
ドを示します。SQL スクリプトで次のいずれかの Server Manager コマンドを使用する場合、
スクリプトを変更して、かわりに SQL*Plus コマンドを使用します。

表表表表 C-3 Server Manager コマンドと同等のコマンドと同等のコマンドと同等のコマンドと同等の SQL*Plus コマンドコマンドコマンドコマンド

Server Manager コマンドコマンドコマンドコマンド SQL*Plus コマンドコマンドコマンドコマンド 説明説明説明説明

SET CHARWIDTH

SET DATEWIDTH

SET LONGWIDTH

COLUMN FORMAT SQL*Plus で COLUMN FORMATコマンドを使用

して、キャラクタ列、日付列および数値列の列
幅を設定できます。SQL スクリプトで、Server 
Manager の SET CHARWIDTH、SET 
DATEWIDTHおよび SET LONGWIDTHを

SQL*Plus の COLUMN FORMATコマンドに置き

換えます。

COLUMN FORMATを使用して、すべてのキャラ

クタ列を変更します。1 つのコマンドですべての

キャラクタ列を変更する同等のコマンドはあり
ません。

たとえば、SQL スクリプトに次のエントリがあ

るとします。

SET CHARWIDTH 5

このコマンドは、Server Manager のすべての

キャラクタ列幅を 5 に設定します。

first_nameのような特定の列を 5 文字幅で表

示するには、次の SQL*Plus コマンドを入力しま

す。

COLUMN first_name FORMAT A5

COLUMN FORMATを使用して、すべてのキャラ

クタ列を変更します。1 つのコマンドですべての

キャラクタ列を変更する同等のコマンドはあり
ません。

COLUMN FORMATを使用して、すべての日付列

を変更します。1 つのコマンドですべての日付列

を変更する同等のコマンドはありません。

SET LONGを使用して、フェッチおよび表示す

る LONG列の数を指定します。
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構文の違い
SET TIMING コマンドの違いコマンドの違いコマンドの違いコマンドの違い
SET TIMINGコマンドは Server Manager と SQL*Plus の両方で使用できますが、オペレー
ティング・システムによっては 2 つのプログラムで異なる機能を持つ場合もあります。詳細
は、ご使用のオペレーティング・システム固有の Oracle マニュアルを参照してください。
ご使用のオペレーティング・システムの 2 つのプログラムで、SET TIMINGコマンドが異な
る機能を持つ場合、このコマンドが SQL*Plus で正しく機能するように、SQL スクリプトを
変更します。

SQL*Plus で使用できないで使用できないで使用できないで使用できない Server Manager コマンドコマンドコマンドコマンド
次の Server Manager コマンドは、SQL*Plus リリース 8.1 以上では使用できません。

� SET MAXDATA

� SET RETRIES

SQL スクリプトからこれらのコマンドを削除してください。

構文の違い構文の違い構文の違い構文の違い
次の項では、Server Manager と SQL*Plus の構文の違いについて説明します。SQL*Plus を
使用してスクリプトを実行する前に、SQL スクリプトを変更し、SQL*Plus 構文の規則に適
合させます。

SET STOPONERROR WHENEVER SQLERROR

WHENEVER OSERROR

WHENEVER SQLERRORおよび WHENEVER 
OSERRORコマンドを使用して、SQL エラーまた

はオペレーティング・システム・エラーが発生
したときに、終了または継続するよう SQL*Plus
に指示します。Server Manager の SET 
STOPONERRORコマンドのかわりに、SQL スク

リプトでこれらのコマンドを使用します。

WHENEVER SQLERRORおよび WHENEVER 
OSERRORのいずれの場合でも、EXIT句が

SQL*Plus に終了の指示を出し、CONTINUE句が

SQL*Plus に継続の指示を出します。他の用語お

よび句もこれらのコマンドに使用可能です。

表表表表 C-3 Server Manager コマンドと同等のコマンドと同等のコマンドと同等のコマンドと同等の SQL*Plus コマンド（続き）コマンド（続き）コマンド（続き）コマンド（続き）

Server Manager コマンドコマンドコマンドコマンド SQL*Plus コマンドコマンドコマンドコマンド 説明説明説明説明
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構文の違い
コメントコメントコメントコメント
SQL*Plus は、次のタイプのコメントを認識します。

� SQL*Plus の REMARKコマンド（または REM）

� SQL コメント・デリミタ（/*...*/）

� ANSI/ISO コメント（- -）

SQL*Plus スクリプトでこれらのコメントを使用するための詳細は、『SQL*Plus ユーザーズ・
ガイドおよびリファレンス』を参照してください。

Server Manager はこれらのタイプのコメントをサポートしますが、中には動作が異なるもの
もあります。また、Server Manager では使用できますが、SQL*Plus では使用できない特定
のタイプのコメントもあります。次の項では、Server Manager と SQL*Plus の各コメントお
よび構文の違いについて説明します。

REMARK コマンド（またはコマンド（またはコマンド（またはコマンド（または REM））））
一般に、REMARKコマンドは Server Manager と SQL*Plus で同じ動作をします。使用してい
る SQL スクリプトに REMARKコマンドがあっても、変更する必要はありません。ただし、
違いが 1 つあります。SQL*Plus は、Server Manager とは異なり、REMARKコマンドを終了
するハイフンを解釈します。この違いについては、C-11 ページの「分割行として使用するハ
イフン」を参照してください。

SQL コメント・デリミタ（コメント・デリミタ（コメント・デリミタ（コメント・デリミタ（/* ... */））））
Server Manager では、SQL コメント・デリミタをセミコロン（;）の後に置くことができま
すが、SQL*Plus では SQL コメント・デリミタをセミコロンの後に置くことはできません。
この 1 つの違いを除き、SQL コメント・デリミタは、Server Manager と SQL*Plus で同様に
動作します。

SQL スクリプトにセミコロンの後に置かれた SQL コメント・デリミタが含まれる場合、コ
メントをその行に移動するか、セミコロンを削除して次の行にスラッシュ（/）を置き、
SQL 文を終了します。

たとえば、SQL スクリプトの 1 つに、次の Server Manager コードがあるとします。

SELECT * FROM hr.employees
    WHERE job_id LIKE '%CLERK'; /* Includes only clerks. */

SQL*Plus では、このコードを次のエントリのいずれかに置き換えます。

SELECT * FROM hr.employees
    WHERE job_id LIKE '%CLERK';
/* Includes only clerks. */
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構文の違い
SELECT * FROM hr.employees
    WHERE job_id LIKE '%CLERK' /* Includes only clerks. */
    /

ANSI/ISO コメント（コメント（コメント（コメント（--））））
Server Manager では ANSI/ISO コメントをセミコロン（;）の後に置くことができますが、
SQL*Plus では ANSI/ISO コメントをセミコロンの後に置くことはできません。この 1 つの
違いを除き、ANSI/ISO コメントは、Server Manager と SQL*Plus で同様に動作します。

SQL スクリプトにセミコロンの後に置かれた ANSI/ISO コメントが含まれる場合、コメン
トをその行に移動するか、セミコロンを削除して次の行にスラッシュ（/）を置き、SQL 文
を終了します。

たとえば、SQL スクリプトの 1 つに、次の Server Manager コードがあるとします。

SELECT * FROM hr.employees
    WHERE job_id LIKE '%CLERK'; -- Includes only clerks.

SQL*Plus では、このコードを次のエントリのいずれかに置き換えます。

SELECT * FROM hr.employees
    WHERE job_id LIKE '%CLERK';
-- Includes only clerks.

SELECT * FROM hr.employees
    WHERE job_id LIKE '%CLERK' -- Includes only clerks. 
    /

Server Manager のシャープ（のシャープ（のシャープ（のシャープ（#）・コメント）・コメント）・コメント）・コメント
Server Manager は、コメント行を示すシャープ符号（#）の使用をサポートします。スクリ
プトにこれらのコメントが含まれる場合、「#」を「- -」に変更し、SQL*Plus を使用してス
クリプトを実行します。

たとえば、SQL スクリプトの 1 つに、次の Server Manager コードがあるとします。

# This statement returns only clerks.
SELECT * FROM hr.employees
    WHERE job_id LIKE '%CLERK';

SQL*Plus では、このコードを次のエントリに置き換えます。

-- This statement returns only clerks.
SELECT * FROM hr.employees
    WHERE job_id LIKE '%CLERK';
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構文の違い
空白行空白行空白行空白行
Server Manager は SQL 文にある空白行を無視しますが、SQL*Plus が空白行を検出すると、
デフォルトの動作では文の記録を停止し、プロンプトに戻ります。

両方の製品とも、異なる SQL 文の間では空白行を許可します。この項の説明は、SQL 文の
句の間にある空白行にのみ適用されます。

SQL*Plus では、SET SQLBLANKLINESコマンドが空白行の処理方法を変更します。
SQLBLANKLINESが OFF（デフォルトの設定）に設定され、空白行を含む SQL 文がある場
合、SQL*Plus は空白行に文をバッファし、文を実行せずにプロンプトに戻ります。この動
作によって、対話ユーザーは不要な SQL コマンドを終了またはバッファするか、またはこ
のバッファされた SQL コマンドを実行または編集する前に他の SQL*Plus コマンドを実行で
きます。

SQL スクリプトのいずれかが SQL 文内に空白行を含む場合、SQLBLANKLINESを ONに設定
するか、または SQL*Plus を使用してこれらのスクリプトを実行する前に空白行を削除しま
す。

たとえば、SQL スクリプトの 1 つに、次の SQL 文があるとします。

SELECT employee_id, first_name, last_name, salary, commission_pct

    FROM hr.employees

    WHERE job_id LIKE '%MAN';

SQLBLANKLINESを ONにするか、または空白行を削除します。

SELECT employee_id, first_name, last_name, salary, commission_pct
    FROM hr.employees
    WHERE job_id LIKE '%MAN';

空白行を削除しないか、または SQLBLANKLINESを ONに設定しない場合は、SQL*Plus は
コードの各空白行をコマンド終了記号として扱います。

SQLBLANKLINESの値は、PL/SQL ブロックの空白行に影響しません。これらはブロックの
一部として扱われるため、SQL*Plus プロンプトに戻りません。

対話ユーザーは、SQLBLANKLINESの値にかかわらず、行にピリオドを入力することによっ
て SQL または PL/SQL 文を終了できます。
C-10 Oracle9i データベース移行ガイド



構文の違い
ハイフン継続文字ハイフン継続文字ハイフン継続文字ハイフン継続文字
SQL*Plus は、長い SQL 文または SQL*Plus コマンドに対する継続文字として、ハイフン

（-）の使用をサポートします。たとえば、次のように継続文字を使用できます。

SELECT employee_id, first_name, last_name FROM hr.employees -
WHERE job_id LIKE '%MAN';

Server Manager は継続文字としてのハイフンの使用をサポートしませんが、ハイフンを
SQL スクリプトで他の用途に使用できます。ハイフンを SQL スクリプトで使用すると、
SQL*Plus はハイフンを継続文字として解釈し、予期しない出力が行われることがあります。

次の項では、ハイフンを別の用途で使用しているにもかかわらず、SQL*Plus が SQL スクリ
プトのハイフンの使用を継続文字として解釈する場合について説明します。SQL スクリプト
がハイフンを使用しているかどうかを確認し、次の記述と同様の例を避けるために、SQL ス
クリプトを変更します。

分割行として使用するハイフン分割行として使用するハイフン分割行として使用するハイフン分割行として使用するハイフン
SQL スクリプトが、コードの分割行として REMARKコマンドの後に長いハイフン行を使用す
ることがあります。SQL スクリプトからの次のサンプル行について考えてみます。

Rem ------------------------------------------------------------------------- 
SELECT employee_id, first_name, last_name, job_id
    FROM hr.employees;

この文で、SQL*Plus は、SELECT文の最初の行を前の行の継続として、つまり REMARKコ
メントとして解釈します。このため、FROM行は SQL 文の最初の行として解釈され、
SQL*Plus は次のエラーを戻します。

unknown command beginning "FROM hr..." - rest of line ignored.

SQL スクリプトの分割行としてハイフンを使用する場合、SQL*Plus を使用してスクリプト
を実行する前に、ハイフンの前の REMコマンドを削除します。

マイナス符号として使用するハイフンマイナス符号として使用するハイフンマイナス符号として使用するハイフンマイナス符号として使用するハイフン
ハイフンはマイナス符号と同じキーボード文字であるため、行の最後にハイフンを付けるこ
とができます。SQL スクリプトからの次のサンプル行について考えてみます。

CREATE TABLE xx (  
    a int,  
    b int,  
    c int);  

INSERT INTO xx VALUES (10, 20, 30);
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構文の違い
SELECT a + b -  
    c FROM xx;  

マイナス記号は継続文字として解釈されるため、SQL*Plus は「c」を別名として解釈しま
す。

SELECT a + b c FROM xx;

このため、SQL*Plus は次の予期しない出力を戻します。

         C
----------
        30

ただし、Server Manager はこのコードを次のように解釈します。

SELECT a + b - c FROM xx; 

このため、Server Manager は次の期待どおりの出力を戻します。

A+B-C     
----------
         0

SQL スクリプトの行の最後にマイナス符号がないことを確認してください。

アンパサンドアンパサンドアンパサンドアンパサンド
SQL*Plus はアンパサンド（&）を置換変数として解釈し、Server Manager はアンパサンド
を標準の文字列として解釈します。アンパサンドに続くテキストに定義された値がない場
合、アンパサンドがコメントで囲まれても、SQL*Plus は未定義値として解釈し、ユーザー
に入力を求めるプロンプトを表示します。このため、アンパサンドは SQL*Plus において予
期しない出力を行う場合があります。

アンパサンドを標準のテキスト文字列として使用する SQL スクリプトがある場合、次の 2
つの回避策があります。

� SET ESCAPEコマンドを使用して、各アンパサンドの前にエスケープ文字を置きます。

� SET DEFINE OFFコマンドを使用して、置換変数の認識を使用禁止にします。

注意注意注意注意 : 他に有効な置換変数がある場合、SET DEFINE OFFコマンドを使
用しないでください。使用すると、他の変数が認識されなくなります。
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構文の違い
たとえば、次の SQL 文はユーザーに SQL*Plus での入力を求めるプロンプトを表示します。

CREATE TABLE "Employees & Managers" (
    Employees varchar(16), 
    Managers varchar(16));

Enter value for managers:

SET ESCAPE コマンドの使用コマンドの使用コマンドの使用コマンドの使用
ユーザー・プロンプトを避けるには、SET ESCAPEコマンドを使用してエスケープ文字を設
定できます。その後、アンパサンドの前にエスケープ文字を置きます。円記号（¥）はエス
ケープ文字として使用されます。

前述の例のプロンプトを避けるには、SET ESCAPEコマンドを使用して、次のようにエント
リを変更します。

SET ESCAPE ¥

CREATE TABLE "Employees ¥& Managers" (
    Employees varchar(16), 
    Managers varchar(16));

SET DEFINE OFF コマンドの使用コマンドの使用コマンドの使用コマンドの使用
前述の例のプロンプトを避けるには、SET DEFINE OFFコマンドを使用して、次のように
エントリを変更します。

SET DEFINE OFF

CREATE TABLE "Employees & Managers" (
    Employees varchar(16), 
    Managers varchar(16));

CREATE TYPE およびおよびおよびおよび CREATE LIBRARY コマンドコマンドコマンドコマンド
SQL*Plus は、CREATE TYPEおよび CREATE LIBRARYコマンドを PL/SQL ブロックとし
て扱います。このため、SQL*Plus では、別の行にスラッシュ（/）を使用してこれらのコマ
ンドを終了する必要があります。Server Manager では、セミコロン（;）でこれらのコマン
ドを終了することができます。

SQL スクリプトにおいて、セミコロンで CREATE TYPEまたは CREATE LIBRARYコマンド
を終了する場合、セミコロンを削除し、次の行にスラッシュ（/）を置きます。たとえば、
次の SQL 文は SQL*Plus では認識されません。

CREATE OR REPLACE TYPE sys.dummy AS OBJECT (data CHAR(1));
CREATE OR REPLACE LIBRARY DBMS_SPACE_ADMIN_LIB TRUSTED AS STATIC;
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SQL*Plus で実行する前に、次のようにこれらの文を編集します。

CREATE OR REPLACE TYPE sys.aq$_dummy_t AS OBJECT (data CHAR(1))
/
CREATE OR REPLACE LIBRARY DBMS_SPACE_ADMIN_LIB TRUSTED AS STATIC
/

COMMIT コマンドコマンドコマンドコマンド
SQL*Plus では COMMITコマンドはセミコロン（;）またはスラッシュ（/）で終了する必要
がありますが、Server Manager では COMMITコマンドに終了記号は必要ありません。この
ため、終了記号なしで SQL スクリプトの COMMITコマンドを使用する場合、これらのスク
リプトを編集して終了記号を組み込みます。

たとえば、SQL スクリプトに次の COMMITコマンドがあるとします。

commit

次の例のいずれかのように、コマンドに終了記号を組み込みます。

commit;

commit
/
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移行ユーティリティによる Oracle7 データベ
D

移行ユーティリティによる移行ユーティリティによる移行ユーティリティによる移行ユーティリティによる Oracle7

データベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレードデータベースのアップグレード

この付録では、移行ユーティリティを使用して Oracle7 データベースを Oracle9i の新しいリ
リースへ手動でアップグレードする方法について説明します。この付録では、次の項目につ
いて説明します。

� 移行ユーティリティの概要

� 移行ユーティリティ使用時のシステムの考慮点と要件

� アップグレードする Oracle7 データベースの準備

� 移行ユーティリティ・コマンドライン・オプションの検討

� 移行ユーティリティの実行

� 移行ユーティリティ・メッセージ

� 移行ユーティリティ・エラーのトラブルシューティング

� Oracle7 のアップグレードの中止

� 物理 ROWID の移行について

� リリース 8.0 での初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの変更
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移行ユーティリティの概要
移行ユーティリティの概要移行ユーティリティの概要移行ユーティリティの概要移行ユーティリティの概要
移行ユーティリティを使用すると、Oracle7 データベースのデータ・ディクショナリまたは
構造が Oracle9i 形式に変換されます。データベースをアップグレードするには、まず
Oracle9i ソフトウェアをインストールし、Oracle7 データベースで移行ユーティリティを実
行します。そして、新しい Oracle9i データベースに対して一連の ALTER DATABASE文を実
行し、u0703040.sqlアップグレード・スクリプトを実行します。

これらの処理の結果として、次のような Oracle7 の構造が、Oracle9i で使用できる構造に変
換されます。

� データ・ファイル（ファイル・ヘッダーのみ）

� データ・ディクショナリ

� 制御ファイル

� ロールバック・セグメント

移行ユーティリティを使用したアップグレード処理の概要移行ユーティリティを使用したアップグレード処理の概要移行ユーティリティを使用したアップグレード処理の概要移行ユーティリティを使用したアップグレード処理の概要
次の項では、移行ユーティリティを使用したアップグレード処理の概要について説明しま
す。

Oracle7 環境でのアップグレード処理環境でのアップグレード処理環境でのアップグレード処理環境でのアップグレード処理
� Oracle9i の移行ユーティリティを実行します。この移行ユーティリティは、Oracle7

データベースのデータ・ディクショナリに基づいて、新しいデータ・ディクショナリを
作成およびデータ移入し、さらに Oracle7 データベースの制御ファイルに基づいて、1
つのバイナリ・ファイルを作成します。このバイナリ・ファイルを、変換ファイルと呼
びます。

注意注意注意注意 : Oracle9i でデータベースをオープンしなくても、Oracle9i の移行
ユーティリティを複数回実行でき、Oracle7 データベースへ戻ることもで
きます。ただし、移行ユーティリティを実行すると、Oracle7 データベー
スのカタログ・ビューが自動的に削除されます（D-32 ページの「Oracle7
のアップグレードの中止」を参照）。
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移行ユーティリティ使用時のシステムの考慮点と要件
Oracle9i 環境でのアップグレード処理環境でのアップグレード処理環境でのアップグレード処理環境でのアップグレード処理
� ALTER DATABASE CONVERT文を実行します。この文は、移行ユーティリティが生成し

た変換ファイルに基づいて新しい制御ファイルを作成し、すべてのオンライン・デー
タ・ファイル・ヘッダーを Oracle9i 形式に変換し、Oracle9i データベースをマウントし
ます。

オフライン・データ・ファイルおよび読込み専用表領域のファイル・ヘッダーが、アッ
プグレード処理中に更新されることはありません。オフライン・データ・ファイルの
ファイル・ヘッダーは、ファイルがオンラインになったときに変換され、読込み専用表
領域のファイル・ヘッダーは、アップグレード後に読込み / 書込みになったときに変換
されます。ただし、必ずしも読込み / 書込みになるとはかぎりません。

� ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS MIGRATE文を実行します。この文は、新しい
ディクショナリ内で定義されているすべてのオブジェクトとユーザーを Oracle9i の仕様
に自動的に変換し、すべてのロールバック・セグメントを Oracle9i 形式に変換します。

Oracle9i データベースをオープンするときに、オフライン状態の表領域にデータベース
のロールバック・セグメントがある場合、そのロールバック・セグメントは Oracle9i
データベース形式にすぐには変換されません。そのかわり、表領域が Oracle9i で最初に
オンラインになるときに変換されます。

� u0703040.sqlアップグレード・スクリプトを実行します。このスクリプトは、特定の
システム表を作成および変更し、MIGRATEユーザーを削除します。また、システム・
カタログ・ビューおよび PL/SQL の使用に必要なすべてのパッケージを作成する
catalog.sqlおよび catproc.sqlを実行します。

移行ユーティリティ使用時のシステムの考慮点と要件移行ユーティリティ使用時のシステムの考慮点と要件移行ユーティリティ使用時のシステムの考慮点と要件移行ユーティリティ使用時のシステムの考慮点と要件
次の項では、移行ユーティリティを使用する際のシステムの考慮点と要件について説明しま
す。これらの要件は、3-9 ページの「システムの考慮点および要件」で説明する一般的な
アップグレード要件を補足するものです。

領域要件領域要件領域要件領域要件
Oracle9i の実行可能ファイルは、Oracle7 の場合の 3 倍のディスク領域を必要とすることが
あります。これによって、アップグレード処理中にディスク領域がなくなることがありま
す。すでに Oracle7 がインストールされているコンピュータ・システムに Oracle9i をインス
トールする場合、両方のデータベースに対して十分なハードディスク領域および RAM があ
ることを確認してください。Oracle9i 用のシステム要件と Oracle7 用のシステム要件の両方
を考慮して、全体のシステム要件を決定する必要があります。

移行ユーティリティでは、一時領域は比較的少量で済みます。十分な領域を必要とするの
は、既存の Oracle7 のデータ・ディクショナリと同時に新しい Oracle9i のデータ・ディク
ショナリを保持するための SYSTEM表領域のみです。
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移行ユーティリティ使用時のシステムの考慮点と要件
Oracle データ・ディクショナリを保持するために必要なディスク領域は、データベース内の
オブジェクトの数によって異なります。通常、新しい Oracle9i のデータ・ディクショナリ
は、Oracle7 のデータ・ディクショナリの 2 倍の領域が必要です。必要に応じて、SYSTEM
表領域にディスク領域を追加してください。

また、u0703040.sqlアップグレード・スクリプトなどのスクリプトを実行するには、
SYSTEM表領域またはロールバック・セグメントにより多くの領域が必要になることがあり
ます。領域が不足していると、スクリプトの実行時に「unable to extend」という警告が表
示されます。スクリプトの実行に必要な領域は、データベース内のオブジェクトの数によっ
て異なります。変換スクリプトの実行時に「unable to extend」という警告が表示された場
合、SYSTEM表領域またはロールバック・セグメントを拡張した後、スクリプトを再実行し
ます。

ブロック・サイズの考慮点ブロック・サイズの考慮点ブロック・サイズの考慮点ブロック・サイズの考慮点
Oracle7 データベースおよびアップグレードした Oracle9i データベース内の
DB_BLOCK_SIZE初期化パラメータの値は同じである必要があります。Oracle9i での最小ブ
ロック・サイズは 2048 バイト（2KB）です。この値より大きい場合は、オペレーティング・
システムの物理ブロック・サイズの整数倍にします。ただし、2KB の倍数、特に累乗

（2KB、4KB、8KB、16KB）が最も操作に適しています。

Oracle9i のブロック・サイズ設定が次の基準を満たすようにしてください。

� Oracle7 の設定と一致している。

� 2048 バイト（2KB）以上である。Oracle7 のブロック・サイズが 2KB より小さい場合は、
移行ユーティリティによってエラー・メッセージが表示される。

� オペレーティング・システムの物理ブロック・サイズの整数倍である。できれば 2KB の
倍数にする。

SQL*Net に関する考慮点に関する考慮点に関する考慮点に関する考慮点
データベースを Oracle9i の新しいリリースへアップグレードする際に考慮する必要がある
SQL*Net 関連の問題が数多くあります。Oracle Net Services へ移行するかどうかの決定もこ
の問題の 1 つです。

参照参照参照参照 : システム要件の詳細は、ご使用のオペレーティング・システム固
有のインストレーション・ガイドを参照してください。

参参参参照照照照 : これらの問題および SQL*Net から Oracle Net Services への移行の
詳細は、付録 B「Oracle Net Services のアップグレードに関する考慮点」
を参照してください。
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アップグレードする Oracle7 データベースの準備
レプリケーション環境に関する考慮点レプリケーション環境に関する考慮点レプリケーション環境に関する考慮点レプリケーション環境に関する考慮点
Oracle7 のレプリケーション環境は、Oracle9i へアップグレードできます。Oracle7 のサイト
は、レプリケーション環境内で Oracle8、Oracle8i および Oracle9i のサイトと共存し、正常
に実行できます。ただし、各システムに実装されている様々なレプリケーション機能に適応
するように、特に注意してください。

ConText からからからから Oracle Text への移行に関する考慮点への移行に関する考慮点への移行に関する考慮点への移行に関する考慮点
ConText から Oracle Text への移行の詳細は、『Oracle Text アプリケーション開発者ガイド』
を参照してください。

分散データベースの考慮点分散データベースの考慮点分散データベースの考慮点分散データベースの考慮点
分散データベース構成を Oracle7 からアップグレードする場合は、データベースをアップグ
レードする前に、DBA_2PC_PENDINGデータ・ディクショナリ・ビューでペンディング・ト
ランザクションがないことを確認してください。これは、アップグレード後に ALTER 
DATABASE RESETLOGS文を使用してデータベースをオープンしたときに、トランザクショ
ンがペンディングになっているとエラーが発生するためです。

ペンディング・トランザクションが存在する場合は、SQL コマンドの COMMIT FORCEまた
は ROLLBACK FORCEを使用して移行の前に解決します。

アップグレードするアップグレードするアップグレードするアップグレードする Oracle7 データベースの準備データベースの準備データベースの準備データベースの準備
Oracle7 データベースを Oracle9i の新しいリリースへアップグレードする前に、追加の準備
処理を実行する必要があります。次の手順を実行します。

1. アップグレードする Oracle7 データベースの Oracle ホーム・ディレクトリの所有者とし
て、システムにログインします。

2. Server Manager を起動します。

3. SYSDBA権限を持つユーザーとして、データベース・インスタンスに接続します。

4. プロシージャ・オプションがインストールされていない場合、Oracle7 のインストー
ル・メディアを使用してインストールします。詳細は、ご使用のオペレーティング・シ
ステム固有の Oracle マニュアルを参照してください。

プロシージャ・オプションがインストールされているかどうかを判断できない場合は、
Server Manager を起動して確認できます。

参照参照参照参照 : レプリケーション機能によるシステムのアップグレードの詳細は、
付録 E「レプリケーション環境のデータベース移行および互換性」を参照
してください。
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アップグレードする Oracle7 データベースの準備
次に、Server Manager を起動したときに表示されるメッセージの例を示します。

Oracle Server Manager Release 2.3.3.0.0 - Production

Copyright (c) Oracle Corporation 1994, 1995. All rights reserved.

Oracle7 Server Release 7.3.4.0.0 - Production
With the distributed, replication, parallel query, Parallel Server
and Spatial Data options
PL/SQL Release 2.3.4.0.0 - Production

表示されるメッセージは、インストールしたオプションおよびリリース番号によって少
し異なる場合があります。前述の列の最終行にあるように、メッセージ中に「PL/SQL」
が表示される場合は、プロシージャ・オプションがインストールされています。

「PL/SQL」が表示されない場合は、インストールされていません。

5. すべてのデータ・ファイルおよび表領域がオンラインまたは正常にオフラインされてい
ることを確認します。

リカバリが必要なデータ・ファイルがあるかどうかを判断するには、次の SQL 文を発
行します。

SELECT * FROM v$recover_file;

「0 rows selected」というメッセージが表示されます。これは、すべてのデータ・ファイ
ルがオンラインまたは NORMAL モードでオフラインのいずれかであることを示してい
ます。データ・ファイルが 1 つでも表示される場合は、データベースをアップグレード
する前にデータ・ファイルをリストアする必要があります。V$DATAFILE動的パフォー
マンス・ビューを使用して、データ・ファイル番号に応じたデータ・ファイル名を検索
できます。メディア・リカバリを必要とするデータ・ファイルが存在する場合、移行
ユーティリティは、先へ進まずにエラーを表示します。

確実にオフラインにできなかった表領域は、アップグレード前に削除するかオンライン
にする必要があります。そうしないと、アップグレード後に Oracle9i で表領域を使用で
きません。通常、ALTER TABLESPACE OFFLINE IMMEDIATEまたは ALTER 
TABLESPACE OFFLINE TEMPORARY文を使用してオフラインにする表領域には、メ
ディア・リカバリが必要です。

アップグレード後、Oracle9i データベースをオープンするときにオフラインになってい
る表領域は、Oracle7 データベースのファイル形式のまま残ります。オフラインの表領
域は、アップグレード後ならいつでもオンラインにでき、ファイル・ヘッダーはそのと
きに Oracle9i 形式に変換されます。さらに、障害が発生した場合に大規模なリストアを
回避するには、SYSTEMと ROLLBACKを除くすべての表領域をオフラインにし、別の
アップグレード処理を実行する必要がある場合は、後で SYSTEMと ROLLBACKのデー
タ・ファイルのみをリストアできます。
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6. MIGRATEという名前のユーザーまたはロールが存在しないことを確認します。これは、
移行ユーティリティがこのスキーマを作成し、既存のユーザーまたはロールをこの名前
で置き換え、最終的にはそれをシステムから削除するためです。

MIGRATEという名前のユーザーを確認するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT username FROM dba_users WHERE username = 'MIGRATE';

MIGRATEという名前のユーザーが存在しない場合、どの行も選択されません。

MIGRATEという名前のロールを確認するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT role FROM dba_roles WHERE role = 'MIGRATE';

MIGRATEという名前のロールが存在しない場合、どの行も選択されません。

7. SYSTEMロールバック・セグメントに OPTIMAL設定がないことを確認します。アップ
グレード中、OPTIMAL設定によってエラーが発生する場合があります。

SYSTEMロールバック・セグメントの OPTIMAL設定を確認するには、次の SQL 文を発
行します。

SELECT a.usn, a.name, b.optsize
    FROM v$rollname a, v$rollstat b
    WHERE a.usn = b.usn AND name = 'SYSTEM';

次のように表示されます。

USN        NAME                           OPTSIZE
---------- ------------------------------ ----------
         0 SYSTEM
1 row selected.

OPTSIZE列に値がある場合は、NULL に設定するために次の SQL 文を発行します。

ALTER ROLLBACK SEGMENT SYSTEM STORAGE (OPTIMAL NULL);

アップグレードが完了した後、OPTIMALをリセットできます。

8. ALTER ROLLBACK SEGMENT文の STORAGE句にある MAXEXTENTSパラメータを変更
して、SYSTEMロールバック・セグメントの最大エクステント数を増やします（オプ
ション）。

次に、ALTER ROLLBACK SEGMENT文の例を示します。

ALTER ROLLBACK SEGMENT system
    STORAGE (NEXT 500K MAXEXTENTS 121);

参照参照参照参照 : D-26 ページの「SYSTEM ロールバック・セグメントの OPTIMAL
設定」にあるトラブルシューティング情報を参照してください。
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正常にアップグレードするには、SYSTEMロールバック・セグメントにより多くの領域
が必要な場合があります。SYSTEMロールバック・セグメントに十分な領域がない場合
は、移行ユーティリティ実行中にエラーが発生する場合があります。

9. 環境変数 NLS_LANGが、ご使用のデータベースで使用するキャラクタ・セットに設定さ
れていることを確認します。

キャラクタ・セットを確認するには、次の SQL 文を発行します。

SELECT * FROM v$nls_parameters
    WHERE parameter = 'NLS_LANGUAGE'
        OR parameter = 'NLS_TERRITORY'
        OR parameter = 'NLS_CHARACTERSET';

前述の問合せによって返された 3 つすべての値を使用して、NLS_LANGを設定します。
たとえば、前述の問合せによって次のように出力されたとします。

PARAMETER                   VALUE
---------------------  ---------------------------
NLS_LANGUAGE               AMERICAN
NLS_TERRITORY              AMERICA
NLS_CHARACTERSET          US7ASCII

この場合、コマンド・プロンプトで NLS_LANGを次のように設定します。

AMERICAN_AMERICA.US7ASCII

10. 移行ユーティリティを実行するために必要な DBA 権限を持っていることを確認します。

DBA 権限を持っていることを確認するには、DBA_ROLE_PRIVS静的データ・ディク
ショナリ・ビューを問い合せます。たとえば、ユーザー SYSTEMとして接続している場
合、次の SQL 文を入力します。

SELECT * FROM dba_role_privs WHERE grantee = 'SYSTEM';

DBA がユーザーの GRANTED_ROLE列にリストされている場合、DBA 権限を持ってい
ます。DBA 権限がない場合、DBA 権限を持つユーザーとして接続します。

11. RESTRICTED SESSION権限を持つ他の DBA が、移行ユーティリティの実行中にデー
タベースへ接続しないようにします。また、通常のユーザーはアップグレード処理中に
データベースへ接続することはできません。

参照参照参照参照 : NLS_LANGの詳細は、『Oracle9i Database グローバリゼーション・
サポート・ガイド』を参照してください。
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移行ユーティリティ・コマンドライン・オプションの検討
12. SHUTDOWN NORMALまたは SHUTDOWN IMMEDIATEコマンドを使用して、Oracle7 デー
タベースを完全に停止します。SHUTDOWN ABORTは使用しないでください。Oracle7
データベースは、正しく停止する必要があります。これによって、REDO 情報やコミッ
トされていないトランザクションは残りません。

SHUTDOWN IMMEDIATE

Oracle Parallel Server を使用している場合は、すべてのインスタンスを停止します。

移行ユーティリティ・コマンドライン・オプションの検討移行ユーティリティ・コマンドライン・オプションの検討移行ユーティリティ・コマンドライン・オプションの検討移行ユーティリティ・コマンドライン・オプションの検討
アップブレード処理の次の作業は、Oracle9i の移行ユーティリティを実行することです。作
業を始める前に、次の移行ユーティリティのコマンドライン・オプションを検討してくださ
い。移行ユーティリティの実行時にその一部を指定する必要がある場合があるためです。移
行ユーティリティのコマンドライン・オプションの詳細が、オペレーティング・システム固
有の Oracle マニュアルにも記載されている場合があります。

注意注意注意注意 : アップグレードを開始する前に Oracle7 データベースを停止して
いない場合は、移行ユーティリティが停止してエラー・メッセージが表示
されます。

CHECK_ONLY trueにすると、移行ユーティリティは、アップグレードを実行せ
ずに領域使用率を計算します。falseにすると、移行ユーティリ
ティは領域使用率の計算とアップグレードの両方を実行します。こ
のコマンドライン・オプションは、NO_SPACE_CHECKと相互に排
他的です。

DBNAME アップグレードするデータベース名（初期化パラメータ・ファイル
内の DB_NAME）を指定します。

MULTIPLIER Oracle9i の i_file#_block# 索引の初期サイズを、Oracle7 の
i_file#_block# 索引との比例で指定します。たとえば、
MULTIPLIER=30とすると、索引が作成されたときの初期サイズ
が 3 倍になります。MULTIPLIERコマンドライン・オプションを
指定しない場合、移行ユーティリティは i_file#_block# 値 15 を使
用し、Oracle9i 用に作成される i_file#_block# 索引は、Oracle7 の
i_file#_block# 索引より 1.5 倍大きくなります。

NEW_DBNAME アップグレードしたデータベースに新しい名前を指定します。デ
フォルト名の「DEFAULT」は使用しないでください。意味のある名
前を選択してください。
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移行ユーティリティの実行
移行ユーティリティの実行移行ユーティリティの実行移行ユーティリティの実行移行ユーティリティの実行
UNIX オペレーティング・システムで移行ユーティリティを実行するための手順は、
Windows プラットフォームで移行ユーティリティを実行するための手順とは異なります。
該当する項の手順を実行してください。

� UNIX オペレーティング・システムでの移行ユーティリティの実行

� Windows プラットフォームでの移行ユーティリティの実行

UNIX オペレーティング・システムでの移行ユーティリティの実行オペレーティング・システムでの移行ユーティリティの実行オペレーティング・システムでの移行ユーティリティの実行オペレーティング・システムでの移行ユーティリティの実行
UNIX オペレーティング・システムで移行ユーティリティを実行するには、次の手順を実行
します。

1. コマンド・プロンプトで、Oracle9i リリース 2（9.2）のインストールされている
$ORACLE_HOME/binディレクトリへ移動します。

2. MIGPREPユーティリティを実行します。

MIGPREPユーティリティは、必要なファイルを Oracle9i Oracle ホームから Oracle7 
Oracle ホームへコピーして、アップグレードのために Oracle7 の環境を整えます。次の
ように入力して MIGPREPを実行します。

migprep new_oracle_home old_oracle_home

NO_SPACE_CHECK trueにすると、移行ユーティリティはアップグレード前に領域使
用率の調査を行いません。falseにすると、移行ユーティリティ
はアップグレード前に領域使用率の調査を行います。このコマンド
ライン・オプションは、CHECK_ONLYと相互に排他的です。

PFILE 初期化パラメータ・ファイルの名前を指定します。PFILEコマン
ドライン・オプションを指定しない場合、移行ユーティリティはデ
フォルトの初期化パラメータ・ファイルを使用します。

注意注意注意注意 : UNIX 上では、次の例のように ¥ 記号でエスケープされた二
重引用符でパス名を囲む必要があります。

mig PFILE=¥"/tmp/mig/pfile¥"

SPOOL 出力をスプールするファイルのファイル名を指定します。

注意注意注意注意 : UNIX 上では、次の例のように ¥ 記号でエスケープされた二
重引用符でパス名を囲む必要があります。

mig SPOOL=¥"/tmp/mig/spool¥"
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new_oracle_homeは、新しい Oracle9i の Oracle ホーム・ディレクトリのフルパスで
す。old_oracle_homeは、古い Oracle7 の Oracle ホーム・ディレクトリのフルパス
です。

たとえば、新しい Oracle9i の Oracle ホームが /oracle/product/9.2で、古い
Oracle7 の Oracle ホームが /oracle/product/7.3である場合、次のとおり入力しま
す。

migprep /oracle/product/9.2 /oracle/product/7.3

3. 次の環境変数を、Oracle7 のディレクトリを指すように変更します。

� ORACLE_HOME

� PATH

� LD_LIBRARY_PATH

LD_LIBRARY_PATHが、Oracle9i ライブラリ・パスのホーム・ディレクトリも指し
ていることを確認します。

� ORA_NLS32

4. 環境変数 ORA_NLS33を、Oracle7 環境の次のディレクトリに設定します。

$ORACLE_HOME/migrate/nls/admin/data

5. SYSTEM表領域に十分な領域があることを確認します（オプション）。

アップグレードの一般的な問題は、アップグレード中に SYSTEM表領域の領域を使い果
たしてしまうことです。十分なディスク領域が SYSTEM表領域に割り当てられていない
と、移行ユーティリティはアップグレード処理を完了しません。アップグレードを成功
させるために必要なディスク領域を調べるために、CHECK_ONLYコマンドライン・オプ
ションを trueに設定して移行ユーティリティを実行します。そのためには、システ
ム・プロンプトで次のように入力します。

mig CHECK_ONLY = true

CHECK_ONLYコマンドライン・オプションを指定すると、移行ユーティリティは、アッ
プグレードに必要なディスク領域を算定し、利用可能な領域の大きさを調べて、ディス
ク領域の要件に関する情報メッセージを発行します。CHECK_ONLYコマンドライン・オ
プションを trueに設定すると、移行ユーティリティは、Oracle9i のデータ・ディク
ショナリの作成またはその他のアップグレード処理の実行を行いません。

注意注意注意注意 : Oracle Parallel Server に対して、すべてのノードでこの手順を実
行します。
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CHECK_ONLYコマンドライン・オプションが SYSTEM表領域に領域を追加するよう示
した場合、CHECK_ONLYオプションで示された領域に 25MB を足した領域を追加する必
要があります。追加の 25MB は、アップグレード処理で後ほど実行するアップグレー
ド・スクリプトに必要なおおよその領域分です。

6. 次のとおり入力して移行ユーティリティを実行します。

mig

オペレーティング・システム固有の Oracle マニュアルで他のコマンドが指示されてい
ないかぎり、コマンドは migです。migのみ入力してデフォルト設定のオプションで
実行するか、migを入力した後に 1 つ以上の選択オプションを続けて入力します。

Windows プラットフォームでの移行ユーティリティの実行プラットフォームでの移行ユーティリティの実行プラットフォームでの移行ユーティリティの実行プラットフォームでの移行ユーティリティの実行
Windows プラットフォームで移行ユーティリティを実行するには、次の手順を実行します。

1. 新しい Oracle9i の Oracle ホームで、PFILEオプションを含む移行ユーティリティ・コ
マンドをコマンド・プロンプトで実行することによって移行ユーティリティを実行しま
す。

C:¥> mig PFILE=ORACLE7_HOME¥DATABASE¥INIT_PARAM_FILE

ORACLE7_HOME変数を Oracle7 の Oracle ホーム・ディレクトリへのフルパスで置き換
えます。また、INIT_PARAM_FILE変数を、Oracle7 データベース用の初期化パラメー
タ・ファイルの完全な名前で置き換えます。

たとえば、ORACLE7_HOMEが C:¥ORANTで、INIT_PARAM_FILEが INITORCL.ORA
の場合は、次のように入力します。

C:¥> mig PFILE=C:¥ORANT¥DATABASE¥INITORCL.ORA

デフォルト設定のオプションで実行する場合、PFILEオプションのみを入力します。
migを入力した後に 1 つ以上の選択オプションを続けて入力することもできます。

参照参照参照参照 : コマンドライン・オプションの詳細は、D-9 ページの「移行ユー
ティリティ・コマンドライン・オプションの検討」を参照してください。
オラクル社では、SPOOLオプションを使用することをお薦めします。
SPOOLオプションを使用すると、アップグレードが完了したときに結果の
確認が簡単です。

参照参照参照参照 : コマンドライン・オプションの詳細は、D-9 ページの「移行ユー
ティリティ・コマンドライン・オプションの検討」を参照してください。
オラクル社では、SPOOLオプションを使用することをお薦めします。
SPOOLオプションを使用すると、アップグレードが完了したときに結果の
確認が簡単です。
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2. 移行ユーティリティを実行した際に「Oracle7 Password」が表示された場合、Oracle7
データベースへ SYSDBA権限でログインしたユーザー用のパスワードを入力します。こ
のプロンプトは、DBA_AUTHORIZATION レジストリ・パラメータが正常に設定され
ていないか、設定されていない場合に表示されます。

移行ユーティリティの実行結果の確認移行ユーティリティの実行結果の確認移行ユーティリティの実行結果の確認移行ユーティリティの実行結果の確認
移行ユーティリティの実行後に結果を確認します。移行ユーティリティで migrate.bsqス
クリプトを実行すると、情報メッセージが生成され、その処理過程がエコーされます。移行
ユーティリティの終了時に ORA-エラーが発生した場合は、そのエラーおよび問題解決のた
めの処置について、D-25 ページの「移行ユーティリティ・エラーのトラブルシューティン
グ」を参照してください。

移行ユーティリティは、Oracle7 の制御ファイルの情報を含む変換ファイルを作成します。
アップグレード処理の後半で、この変換ファイルは Oracle9i の新しい制御ファイルを作成す
るときに ALTER DATABASE CONVERTによって使用されます。

変換ファイルの名前と位置は、オペレーティング・システムによって異なります。たとえ
ば、UNIX オペレーティング・システムでは、デフォルト位置は Oracle7 環境の
$ORACLE_HOME/dbsであり、このディレクトリ内のデフォルト・ファイル名は
convsid.dbfです。この sid は、Oracle7 のインスタンス ID です。Windows プラット
フォームでは、デフォルト位置は Oracle9i 環境の %ORACLE_HOME%¥rdbmsであり、この
ディレクトリ内のデフォルト・ファイル名は convert.oraです。

注意注意注意注意 : Oracle9i の移行ユーティリティによって停止された Oracle7 デー
タベースはオープンしないでください。データ・ファイルのバージョンを
確実に統合するには、データベースを Oracle9i へ変換するときに、ディク
ショナリ内のシステム変更番号（SCN）、変換ファイルおよびファイル・
ヘッダーのすべてに一貫性がある必要があります。移行ユーティリティの
実行後に Oracle7 データベースをオープンすると、データベースを
Oracle9i へ変換するとき SCN の判別に失敗し、次のエラーが表示されま
す。

ORA-01211: Oracle7データ・ファイルは Oracle8に移行していませ
ん。

したがって、Oracle7 データベースをオープンする場合は、移行ユーティ
リティを再実行する必要があります。
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Oracle7 データベースの保存データベースの保存データベースの保存データベースの保存
移行ユーティリティが正常に終了したら、Oracle7 データベースのコールド・バックアップ
を取ってください。このバックアップは、次の目的で使用します。

� Oracle9i で ALTER DATABASE CONVERT文を実行した後、Oracle7 データベースに戻る
場合は、バックアップをリストアして Oracle7 データベースを起動し、D-32 ページの

「Oracle7 のアップグレードの中止」の手順を実行します。

� Oracle9i をリカバリするための最初の Oracle9i バックアップとして使用します。

� Oracle9i データベースの変換時（ALTER DATABASE CONVERTまたは ALTER 
DATABASE OPEN RESETLOGS MIGRATE）にエラーが発生した場合は、このバック
アップをリストアし、問題を修正して変換処理を継続することができます。ただし、移
行ユーティリティの実行前に取ったバックアップをリストアする場合は、移行ユーティ
リティを再実行する必要があります。

さらに、Oracle7 のホーム・ディレクトリを含む、Oracle7 で配布されるソフトウェア全体の
バックアップを作成します。そのバックアップには、次のファイルが必ず含まれるようにし
てください。

� すべてのサブディレクトリ

� 制御ファイル

� データ・ファイルとオンライン REDO ログ・ファイル（Oracle7 データベースのデー
タ・ファイルがなくなるか読み込めない場合に備えて）。ただし、これらのファイルに
は未処理の REDO 情報は含まれません。

� パラメータ・ファイル

� 変換ファイル

� Oracle7 データベースにオブジェクトを作成するスクリプト

� 必要に応じて元のデータベースをリストアできるスクリプト

参照参照参照参照 : Oracle7 データベースでのバックアップの実行およびリカバリ操作
の詳細は、『Oracle7 Server 管理者ガイド』を参照してください。
D-14 Oracle9i データベース移行ガイド



移行ユーティリティ・メッセージ
移行ユーティリティ・メッセージ移行ユーティリティ・メッセージ移行ユーティリティ・メッセージ移行ユーティリティ・メッセージ
移行ユーティリティは、アップグレード処理中にエラー・メッセージおよび情報メッセージ
を戻すことがあります。この項では、移行ユーティリティの使用中に表示されるエラーにつ
いて説明します。また、それぞれのエラーについて、考えられる原因と処置を示します。情
報メッセージも示していますが、処置は必要ありません。

Database Upgrade Assistant を使用している場合、移行ユーティリティのメッセージは、ロ
グ・ファイルに記録されます。ログ・ファイルへのアクセス方法については、Database 
Upgrade Assistant のオンライン・ヘルプを参照してください。Database Upgrade Assistant
を使用している場合、推奨処置に移行ユーティリティの再実行を含むメッセージが含まれて
いても、Database Upgrade Assistant を再実行してください。

次に、メッセージ、およびその原因と処置を示します（string には文字列が入ります）。

移行中に移行中に移行中に移行中に DBA のファイル番号ビットは削減できませんのファイル番号ビットは削減できませんのファイル番号ビットは削減できませんのファイル番号ビットは削減できません

原因原因原因原因 : 移行ユーティリティがデータ・ブロック・アドレスで使用するファイル番号ビッ
トの数を削減しようとしました。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

レコードがレコードがレコードがレコードが number バイトを超えているため変換ファイルを作成できません。バイトを超えているため変換ファイルを作成できません。バイトを超えているため変換ファイルを作成できません。バイトを超えているため変換ファイルを作成できません。

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。Oracle7 の制御ファイルから有効な変換ファイルを
作成できませんでした。

処置処置処置処置 : Oracle7 の制御ファイルが壊れていないかを確認し、問題を解決して移行ユー
ティリティを再実行してください。

CHECK_ONLY - V8 カタログ領域要件のみを見積る（デフォルトカタログ領域要件のみを見積る（デフォルトカタログ領域要件のみを見積る（デフォルトカタログ領域要件のみを見積る（デフォルト =FALSE））））
原因原因原因原因 : これは、CHECK_ONLYコマンドライン引数に関する情報メッセージです。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

CHECK_ONLY とととと NO_SPACE_CHECK は、相互に排他的なオプションですは、相互に排他的なオプションですは、相互に排他的なオプションですは、相互に排他的なオプションです

原因原因原因原因 : これら 2 つの相互に排他的なコマンドライン・オプションが移行ユーティリティ
に渡されました。

処置処置処置処置 : どちらか 1 つのみを使用して、移行ユーティリティを再実行してください。

クライアント側クライアント側クライアント側クライアント側 nls_characterset がサーバー側がサーバー側がサーバー側がサーバー側 nls_characterset と一致しませんと一致しませんと一致しませんと一致しません - NLS_
LANG 環境変数が設定されていることをチェックしてください環境変数が設定されていることをチェックしてください環境変数が設定されていることをチェックしてください環境変数が設定されていることをチェックしてください

原因原因原因原因 : NLS_LANGキャラクタ・セットが、PROPS$のキャラクタ・セットと一致しませ
ん。

処置処置処置処置 : PROPS$のデータベース・キャラクタ・セットおよび環境変数 NLS_LANGが一致
していることを確認してください。
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コマンドラインの引数はコマンドラインの引数はコマンドラインの引数はコマンドラインの引数は TRUE またはまたはまたはまたは FALSE にする必要があります（にする必要があります（にする必要があります（にする必要があります（string））））
原因原因原因原因 : コマンドライン引数に trueまたは false以外の値が入力されました。

処置処置処置処置 : コマンドライン引数の構文を確認し、文を修正して操作を再試行してください。

コマンドラインの引数はコマンドラインの引数はコマンドラインの引数はコマンドラインの引数は <keyword>=<value> の形式で指定する必要があります（の形式で指定する必要があります（の形式で指定する必要があります（の形式で指定する必要があります（string））））
原因原因原因原因 : コマンドライン引数の指定方法が誤っています。

処置処置処置処置 : コマンドライン引数の構文を確認し、文を修正して操作を再試行してください。

コマンドラインの引数コマンドラインの引数コマンドラインの引数コマンドラインの引数 :
原因原因原因原因 : この情報メッセージは、コマンドライン引数を表示しています。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

コマンド名が見つかりません。（コマンド名が見つかりません。（コマンド名が見つかりません。（コマンド名が見つかりません。（string））））
原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。migrate.bsqスクリプトが壊れている可能性があ
ります。

処置処置処置処置 : 移行ユーティリティ、migrate.bsq、Oracle9i ソフトウェアのバージョンの互
換性、および migrate.bsqが破損していないことを確認してください。問題を解決し
て、移行ユーティリティを再実行してください。

コマンドがコマンドがコマンドがコマンドが CMD（（（（ARG1,ARG2, ...）の形式になっていません）の形式になっていません）の形式になっていません）の形式になっていません

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。migrate.bsqスクリプトが壊れている可能性があ
ります。

処置処置処置処置 : 移行ユーティリティ、migrate.bsq、Oracle9i ソフトウェアのバージョンの互
換性、および migrate.bsqが破損していないことを確認してください。問題を解決し
て、移行ユーティリティを再実行してください。

COPYLONG コマンドはコマンドはコマンドはコマンドは COPYLONG（（（（U1,T1,C1,U2,T2,C2,K1<,K2>）の形式にする必要が）の形式にする必要が）の形式にする必要が）の形式にする必要が
ありますありますありますあります

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。migrate.bsqスクリプトが壊れている可能性があ
ります。

処置処置処置処置 : 移行ユーティリティ、migrate.bsq、Oracle9i ソフトウェアのバージョンの互
換性、および migrate.bsqが破損していないことを確認してください。問題を解決し
て、移行ユーティリティを再実行してください。

c_file#_block# に対するに対するに対するに対する number バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。

原因原因原因原因 : SYSTEM表領域に連続した領域が十分ありません。

処置処置処置処置 : SYSTEM表領域に空き領域を追加し、移行ユーティリティを再実行してくださ
い。
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c_ts# に対するに対するに対するに対する number バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。

原因原因原因原因 : SYSTEM表領域に連続した領域が十分ありません。

処置処置処置処置 : SYSTEM表領域に空き領域を追加し、移行ユーティリティを再実行してくださ
い。

i_file#_block# に対するに対するに対するに対する number バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。

原因原因原因原因 : SYSTEM表領域に連続した領域が十分ありません。

処置処置処置処置 : SYSTEM表領域に空き領域を追加し、移行ユーティリティを再実行してくださ
い。

i_ts# に対するに対するに対するに対する number バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。バイトの単一の連続エクステントが見つかりません。

原因原因原因原因 : SYSTEM表領域に連続した領域が十分ありません。

処置処置処置処置 : SYSTEM表領域に空き領域を追加し、移行ユーティリティを再実行してくださ
い。

論理名論理名論理名論理名 string を変換できません。を変換できません。を変換できません。を変換できません。

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。

処置処置処置処置 : 論理名が正しく定義されているかを確認して、移行ユーティリティを再実行して
ください。

現行バージョン現行バージョン現行バージョン現行バージョン : string -- データベースはバージョンデータベースはバージョンデータベースはバージョンデータベースはバージョン 7.1 以上である必要があります以上である必要があります以上である必要があります以上である必要があります

原因原因原因原因 : 現行のデータベースが、リリース 7.1 より前のリリースです。

処置処置処置処置 : 現行のデータベースを、ご使用のオペレーティング・システムで移行ユーティリ
ティがサポートするリリースに移行してください。その後、移行ユーティリティを再実
行してください。ご使用のオペレーティング・システムでの移行ユーティリティがサ
ポートしているリリースについては、オペレーティング・システム固有の Oracle マ
ニュアルを参照してください。

列列列列 string に対するデータ型はに対するデータ型はに対するデータ型はに対するデータ型は LONG 型にする必要があります型にする必要があります型にする必要があります型にする必要があります

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。migrate.bsqスクリプトが壊れている可能性があ
ります。

処置処置処置処置 : 移行ユーティリティ、migrate.bsq、Oracle9i ソフトウェアのバージョンの互
換性、および migrate.bsqが破損していないことを確認してください。問題を解決し
て、移行ユーティリティを再実行してください。

不整合な状態でデータ・ファイルが見つかりました。（内部エラー）不整合な状態でデータ・ファイルが見つかりました。（内部エラー）不整合な状態でデータ・ファイルが見つかりました。（内部エラー）不整合な状態でデータ・ファイルが見つかりました。（内部エラー）--string
原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。データ・ファイルが不整合な状態になっています。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。
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データ・ファイルはオフラインですが表領域がオンラインですデータ・ファイルはオフラインですが表領域がオンラインですデータ・ファイルはオフラインですが表領域がオンラインですデータ・ファイルはオフラインですが表領域がオンラインです - メディア・リカバリを適用メディア・リカバリを適用メディア・リカバリを適用メディア・リカバリを適用
してデータ・ファイルを移行前にオンラインにしてくださいしてデータ・ファイルを移行前にオンラインにしてくださいしてデータ・ファイルを移行前にオンラインにしてくださいしてデータ・ファイルを移行前にオンラインにしてください -- string
原因原因原因原因 : 表領域はオンラインですが、表領域内のデータ・ファイルがオフラインです。
データ・ファイルと表領域の両方がオンラインまたは通常オフラインになるまで、移行
ユーティリティを実行できません。

処置処置処置処置 : 移行ユーティリティを再実行する前に、メディア・リカバリを行ってデータ・
ファイルをオンラインにしてください。

DBNAME - 現行のデータベース名（現行のデータベース名（現行のデータベース名（現行のデータベース名（init.ora 内の内の内の内の db_name））））
原因原因原因原因 : これは、DBNAMEコマンドライン引数に関する情報メッセージです。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

ディクショナリ定数が見つかりません。ディクショナリ定数が見つかりません。ディクショナリ定数が見つかりません。ディクショナリ定数が見つかりません。-string
原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。migrate.bsqスクリプトが壊れている可能性があ
ります。

処置処置処置処置 : 移行ユーティリティ、migrate.bsq、Oracle9i ソフトウェアのバージョンの互
換性、および migrate.bsqが破損していないことを確認してください。問題を解決し
て、移行ユーティリティを再実行してください。

system.def$_call, def$_calldest またはまたはまたはまたは def$_error にエントリがありますにエントリがありますにエントリがありますにエントリがあります - 移行前にすべての移行前にすべての移行前にすべての移行前にすべての
遅延トランザクションを送信してください遅延トランザクションを送信してください遅延トランザクションを送信してください遅延トランザクションを送信してください

原因原因原因原因 : DEF$_CALL、DEF$_CALLDESTまたは DEF$_ERRORに、エントリが存在しま
す。

処置処置処置処置 : エントリが DEF$_CALLの中にある場合は、DEF$_CALLが空になるまですべて
の遅延トランザクションを送信してください。エントリが DEF$_ERRORの中にある場
合は、ローカル・キューが空になるまでその中のエラーを解決および再実行してくださ
い。移行ユーティリティを再実行してください。

slgtd のコール中にエラーが発生しました。のコール中にエラーが発生しました。のコール中にエラーが発生しました。のコール中にエラーが発生しました。

原因原因原因原因 : slgtd から現在の時間を取得する際のエラーであり、内部エラーです。移行ユー
ティリティが壊れている可能性があります。

処置処置処置処置 : 移行ユーティリティ、migrate.bsq、Oracle9i ソフトウェアのバージョンの互
換性、および migrate.bsqが破損していないことを確認してください。問題を解決し
て、移行ユーティリティを再実行してください。

ファイルファイルファイルファイル 'string' のクローズ中にエラーが発生しましたのクローズ中にエラーが発生しましたのクローズ中にエラーが発生しましたのクローズ中にエラーが発生しました

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。データをディスクに書き込めませんでした。

処置処置処置処置 : ファイルのアクセス権限が正しいかを確認してください。ファイル書込みに十分
な領域や割当てが確保されているかを確認してください。また、ディスクが破損してい
ないかを確認してください。問題を解決して、移行ユーティリティを再実行してくださ
い。
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string の見積り領域要件はの見積り領域要件はの見積り領域要件はの見積り領域要件は number ブロックですブロックですブロックですブロックです

原因原因原因原因 : この情報メッセージの中で、移行ユーティリティはオブジェクトの見積り領域要
件を表示します。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

ファイルファイルファイルファイル number はははは DBA 変換には大きすぎます変換には大きすぎます変換には大きすぎます変換には大きすぎます

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。DBA 変換を行うには、指定したファイルが大きす
ぎます。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。

ファイル・ヘッダーをファイル・ヘッダーをファイル・ヘッダーをファイル・ヘッダーを number バイト中に入れることができません。バイト中に入れることができません。バイト中に入れることができません。バイト中に入れることができません。

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。

処置処置処置処置 : 制御ファイルが壊れていないかを確認し、問題を解決して移行ユーティリティを
再実行してください。

制御ファイルの固定領域を制御ファイルの固定領域を制御ファイルの固定領域を制御ファイルの固定領域を number バイト中に入れることができません。バイト中に入れることができません。バイト中に入れることができません。バイト中に入れることができません。

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。

処置処置処置処置 : 制御ファイルが壊れていないかを確認し、問題を解決して移行ユーティリティを
再実行してください。

NULL のののの SQL 文が見つかりました。文が見つかりました。文が見つかりました。文が見つかりました。

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。migrate.bsqスクリプトが壊れている可能性があ
ります。

処置処置処置処置 : 移行ユーティリティ、migrate.bsq、Oracle9i ソフトウェアのバージョンの互
換性、および migrate.bsqが破損していないことを確認してください。問題を解決し
て、移行ユーティリティを再実行してください。

SYSTEM 表領域内の空き領域は表領域内の空き領域は表領域内の空き領域は表領域内の空き領域は number ブロックです。ブロックです。ブロックです。ブロックです。

原因原因原因原因 : この情報メッセージは、SYSTEM表領域内にある空き領域の大きさを通知しま
す。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

空き領域空き領域空き領域空き領域 : number
原因原因原因原因 : この情報メッセージは、SYSTEM表領域内にある空き領域の大きさを通知しま
す。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。
移行ユーティリティによる Oracle7 データベースのアップグレード D-19



移行ユーティリティ・メッセージ
書込みが不完全です。書込みが不完全です。書込みが不完全です。書込みが不完全です。

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。データをディスクに書き込めませんでした。

処置処置処置処置 : ファイルのアクセス権限が正しいかを確認してください。ファイル書込みに十分
な領域や割当てが確保されているかを確認してください。また、ディスクが破損してい
ないかを確認してください。問題を解決して、移行ユーティリティを再実行してくださ
い。

新規ディクショナリ用の領域が不足しています。（新規ディクショナリ用の領域が不足しています。（新規ディクショナリ用の領域が不足しています。（新規ディクショナリ用の領域が不足しています。（number バイト必要、バイト必要、バイト必要、バイト必要、number 検出）検出）検出）検出）

原因原因原因原因 : 新しいデータ・ディクショナリ情報用の領域が SYSTEM表領域に不足していま
す。

処置処置処置処置 : SYSTEM表領域に必要とされる領域を加えてから、移行ユーティリティを再実行
してください。

無効な無効な無効な無効な NLS_NCHAR の値が指定されました。の値が指定されました。の値が指定されました。の値が指定されました。

原因原因原因原因 : コマンドラインに指定した NLS_NCHAR値が無効です。

処置処置処置処置 : コマンドラインに指定した NLS_NCHAR値を訂正し、移行ユーティリティを再実
行してください。

移行を進められません移行を進められません移行を進められません移行を進められません - データベースのブロック・サイズデータベースのブロック・サイズデータベースのブロック・サイズデータベースのブロック・サイズ number がががが 2K（（（（Oracle8 の最小ブの最小ブの最小ブの最小ブ
ロック・サイズ）未満ですロック・サイズ）未満ですロック・サイズ）未満ですロック・サイズ）未満です

原因原因原因原因 : 既存のデータベースのブロック・サイズが 2KB に達していません。

処置処置処置処置 : Oracle7 データベースのブロック・サイズが最小でも 2KB あることを確認してく
ださい。Oracle7 データベースの再構築を検討することもできます。その後、移行ユー
ティリティを再実行してください。

データ・ファイルがオンラインで表領域がオフラインのため移行を進められませんデータ・ファイルがオンラインで表領域がオフラインのため移行を進められませんデータ・ファイルがオンラインで表領域がオフラインのため移行を進められませんデータ・ファイルがオンラインで表領域がオフラインのため移行を進められません -- string
原因原因原因原因 : 表領域はオフラインですが、表領域内のデータ・ファイルがオンラインです。
データ・ファイルと表領域の両方がオンラインまたは通常オフラインになるまで、移行
を行うことはできません。

処置処置処置処置 : データ・ファイルのオンライン状態が表領域のオンライン状態と同じであること
を確認してください。その後、移行ユーティリティを再実行してください。

アクティブ・トランザクションまたは未処理の取消しがあるオフライン表領域のために移行アクティブ・トランザクションまたは未処理の取消しがあるオフライン表領域のために移行アクティブ・トランザクションまたは未処理の取消しがあるオフライン表領域のために移行アクティブ・トランザクションまたは未処理の取消しがあるオフライン表領域のために移行
を進められませんを進められませんを進められませんを進められません

原因原因原因原因 : 移行ユーティリティがデータベースをアップグレードしようとしたときに、1 つ
以上の表領域がオフラインで、未処理の保存取消しがありました。

処置処置処置処置 : D-6 ページの手順 5 に戻り、オフラインのすべての表領域が完全にオフラインで
あることを確認してください。その後、移行ユーティリティを再実行してください。
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データベースをマウントしていますデータベースをマウントしていますデータベースをマウントしていますデータベースをマウントしています ...
原因原因原因原因 : これは情報メッセージです。移行ユーティリティが Oracle7 データベースをマウ
ントしています。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

MULTIPLIER - seg$/uet$ クラスタ索引サイズの増加ファクタ（デフォルトクラスタ索引サイズの増加ファクタ（デフォルトクラスタ索引サイズの増加ファクタ（デフォルトクラスタ索引サイズの増加ファクタ（デフォルト =15））））
原因原因原因原因 : これは、MULTIPLIERコマンドライン設定に関する情報メッセージであり、移行
ユーティリティが表示します。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

MULTIPLIER の値は、最小での値は、最小での値は、最小での値は、最小で 2 です。です。です。です。

原因原因原因原因 : コマンドラインの中で Oracle9i i_file#_block# の初期サイズを指定する
MULTIPLIER値が、2 未満です。

処置処置処置処置 : MULTIPLIER値を 2 以上の値に変更し、移行ユーティリティを再実行してくださ
い。

NEW_DBNAME string が長すぎますが長すぎますが長すぎますが長すぎます - 最大長は最大長は最大長は最大長は 8 文字です。文字です。文字です。文字です。

原因原因原因原因 : 指定した新しいデータベース名の長さが 8 文字を超えています。

処置処置処置処置 : 新しいデータベースの名前を 8 文字以下に変更し、移行ユーティリティを再実行
してください。

NEW_DBNAME - 新規データベース名（最大新規データベース名（最大新規データベース名（最大新規データベース名（最大 8 文字）文字）文字）文字）

原因原因原因原因 : この情報メッセージは、NEW_DBNAMEコマンドライン引数に関する情報を表示し
ています。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

NLS_NCHAR - nchar キャラクタ・セット値を指定キャラクタ・セット値を指定キャラクタ・セット値を指定キャラクタ・セット値を指定

原因原因原因原因 : この情報メッセージは、NLS_NCHARコマンドライン引数に関する情報を表示し
ています。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

NO_SPACE_CHECK - 領域チェックを実行しない（デフォルト領域チェックを実行しない（デフォルト領域チェックを実行しない（デフォルト領域チェックを実行しない（デフォルト =FALSE））））
原因原因原因原因 : これは、NO_SPACE_CHECKコマンドライン引数に関する情報メッセージです。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。ただし、このオプションを指定して移行ユーティリ
ティを実行する前に、十分な領域があるかを確認してください。

変換ファイルの作成中に処理された変換ファイルの作成中に処理された変換ファイルの作成中に処理された変換ファイルの作成中に処理された string の番号が正しくありません。の番号が正しくありません。の番号が正しくありません。の番号が正しくありません。

原因原因原因原因 : 変換ファイルの作成時に内部エラーが発生しました。

処置処置処置処置 : オラクル社カスタマ・サポート・センターに連絡してください。
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データベースをオープンしていますデータベースをオープンしていますデータベースをオープンしていますデータベースをオープンしています ...
原因原因原因原因 : これは情報メッセージです。移行ユーティリティが Oracle7 データベースをオー
プンしています。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

環境変数環境変数環境変数環境変数 ORA_NLS33 が未設定か、正しく設定されていません。が未設定か、正しく設定されていません。が未設定か、正しく設定されていません。が未設定か、正しく設定されていません。

原因原因原因原因 : 環境変数 ORA_NLS33が NLS データ・ファイルを指定していません。

処置処置処置処置 : 環境変数 ORA_NLS33が正しいファイルを指定するように設定し、移行ユーティ
リティを再実行してください。

ORA-number:
原因原因原因原因 : 移行ユーティリティが ORA エラーを受け取りましたが、メッセージ・テキスト
を取り出せません。

処置処置処置処置 : Oracle エラー番号に応じた適切な処置を行ってください（『Oracle9i データベー
ス・エラー・メッセージ』を参照）。

パラメータ・バッファがオーバーフローしました。パラメータ・バッファがオーバーフローしました。パラメータ・バッファがオーバーフローしました。パラメータ・バッファがオーバーフローしました。

原因原因原因原因 : 初期化パラメータ・ファイルが大きすぎて、バッファに格納できません。

処置処置処置処置 : 廃止されたパラメータを削除して、初期化パラメータ・ファイルのサイズを小さ
くしてください。その後、移行ユーティリティを再実行してください。

パラメータ・ファイルがパラメータ・ファイルがパラメータ・ファイルがパラメータ・ファイルが number バイトを超えています。バイトを超えています。バイトを超えています。バイトを超えています。

原因原因原因原因 : Oracle7 データベース用の初期化パラメータ・ファイルが所定の最大サイズを超
えています。

処置処置処置処置 : 可能の場合は、廃止されたパラメータを削除して初期化パラメータ・ファイルの
サイズを縮小してください。それ以外の場合は、オラクル社カスタマ・サポート・セン
ターに連絡してください。

PFILE - 代替代替代替代替 init.ora を使用する。を使用する。を使用する。を使用する。

原因原因原因原因 : これは、PFILEコマンドライン引数に関する情報を表示する情報メッセージで
す。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

ファイルファイルファイルファイル string でシーク・エラーが発生しました。でシーク・エラーが発生しました。でシーク・エラーが発生しました。でシーク・エラーが発生しました。

原因原因原因原因 : 指定したファイルの読込み時に内部エラーが発生しました。

処置処置処置処置 : ファイルやディスクが壊れていないかを確認してください。移行ユーティリティ
を再実行する前に、問題を解決してください。
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number バイト要求されましたがバイト要求されましたがバイト要求されましたがバイト要求されましたが number バイトのみ読み込まれましたバイトのみ読み込まれましたバイトのみ読み込まれましたバイトのみ読み込まれました

原因原因原因原因 : 制御ファイルの読込みに問題があります。

処置処置処置処置 : 制御ファイルが壊れていないかを確認し、問題を解決して移行ユーティリティを
再実行してください。

データベースを強制停止していますデータベースを強制停止していますデータベースを強制停止していますデータベースを強制停止しています ...
原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。

処置処置処置処置 : 停止の原因を通知するために追加エラー・メッセージが表示されます。そのメッ
セージで提案されるアクションを行ってください。

データベースを停止していますデータベースを停止していますデータベースを停止していますデータベースを停止しています ...
原因原因原因原因 : これは情報メッセージです。移行ユーティリティが Oracle7 データベースを停止
しています。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

SPOOL - ファイルへの出力をスプールする。ファイルへの出力をスプールする。ファイルへの出力をスプールする。ファイルへの出力をスプールする。

原因原因原因原因 : これは、SPOOLコマンドライン引数に関する情報を表示する情報メッセージで
す。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

データベースを起動していますデータベースを起動していますデータベースを起動していますデータベースを起動しています ...
原因原因原因原因 : これは情報メッセージです。移行ユーティリティが Oracle7 インスタンスを起動
しています。

処置処置処置処置 : ユーザーの処置は不要です。

文字列引数が長すぎます。最大長は文字列引数が長すぎます。最大長は文字列引数が長すぎます。最大長は文字列引数が長すぎます。最大長は number です。です。です。です。

原因原因原因原因 : 移行ユーティリティに渡したコマンドライン引数の文字列が最大サイズを超えて
います。

処置処置処置処置 : コマンドライン引数の文字列を短縮し、移行ユーティリティを再実行してくださ
い。

データ・ファイルの表領域がデータ・ファイルの表領域がデータ・ファイルの表領域がデータ・ファイルの表領域が NORMAL モードでオフラインされていません。表領域を移行モードでオフラインされていません。表領域を移行モードでオフラインされていません。表領域を移行モードでオフラインされていません。表領域を移行
前にオンラインまたは前にオンラインまたは前にオンラインまたは前にオンラインまたは NORMAL モードでオフラインにするか、削除してくださいモードでオフラインにするか、削除してくださいモードでオフラインにするか、削除してくださいモードでオフラインにするか、削除してください -- 
string
原因原因原因原因 : 表領域が IMMEDIATE または TEMPORARY を使用してオフラインにされまし
た。

処置処置処置処置 : 表領域をオンラインにしてから NORMAL モードでオフラインにするか、または
削除してください。その後、移行ユーティリティを再実行してください。
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コマンドの引数が多すぎます。（最大コマンドの引数が多すぎます。（最大コマンドの引数が多すぎます。（最大コマンドの引数が多すぎます。（最大 number））））
原因原因原因原因 : コマンドラインに指定した引数の数が多すぎます。

処置処置処置処置 : コマンドの構文をチェックして、コマンドラインに適切な数のオプションを指定
してください。

LONG をコピーするためにバッファ領域を割当てできません。をコピーするためにバッファ領域を割当てできません。をコピーするためにバッファ領域を割当てできません。をコピーするためにバッファ領域を割当てできません。

原因原因原因原因 : 移行ユーティリティが、データベースの LONG列にコピーするためのバッファに
メモリーを割り当てられません。

処置処置処置処置 : 使用できる十分なコンピュータ・リソースがあるかを確認して、移行ユーティリ
ティを再実行してください。

ファイルファイルファイルファイル string をオープンできません。をオープンできません。をオープンできません。をオープンできません。

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。または、移行ユーティリティを起動したときにファ
イルが所定の位置に存在しませんでした。

処置処置処置処置 : ファイルが存在するか、ファイルのオープンと読込みの権限が Oracle にあるか
を確認してください。または、ファイルやファイルが存在するディスクが壊れていない
かを確認してください。問題を解決して、移行ユーティリティを再実行してください。

ファイルファイルファイルファイル string を読み込めません。を読み込めません。を読み込めません。を読み込めません。

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。または、移行ユーティリティを起動したときにファ
イルが所定の位置に存在しませんでした。

処置処置処置処置 : ファイルが存在するか、ファイルのオープンと読込みの権限が Oracle にあるか
を確認してください。または、ファイルやファイルが存在するディスクが壊れていない
かを確認してください。問題を解決して、移行ユーティリティを再実行してください。

ファイルファイルファイルファイル string を書き込めません。を書き込めません。を書き込めません。を書き込めません。

原因原因原因原因 : 内部エラーが発生しました。

処置処置処置処置 : ファイルの書込み権限が Oracle にあるかを確認してください。または、ファイ
ルを書き込むディスクが破損していないかを確認してください。問題を解決してから、
移行ユーティリティを再実行してください。

V8 カタログ領域要件カタログ領域要件カタログ領域要件カタログ領域要件 : number
原因原因原因原因 : これは、移行ユーティリティを正常に実行するために SYSTEM表領域に必要な空
き領域の大きさを表示する情報メッセージです。

処置処置処置処置 : 移行ユーティリティを実行する前に、追加の空き領域がどの程度あるかを確認し
てください。
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移行ユーティリティ・エラーのトラブルシューティング
移行ユーティリティ・エラーのトラブルシューティング移行ユーティリティ・エラーのトラブルシューティング移行ユーティリティ・エラーのトラブルシューティング移行ユーティリティ・エラーのトラブルシューティング
エラーが発生する原因としては、次のような操作が行われたか、または省略されたことが考
えられます。

� 誤った順序でアップグレード手順を実行する

� アップグレードの前提条件を満たしていない

� 変換の例外を検出する

移行ユーティリティの使用に関する問題移行ユーティリティの使用に関する問題移行ユーティリティの使用に関する問題移行ユーティリティの使用に関する問題
移行ユーティリティを実行する際に発生する可能性がある一般的なアップグレード問題の原
因は、ユーザーのデータベース・システムの構成にあります。移行ユーティリティが
Oracle7 データベースのアップグレードに必要な処理を実行中に、ユーザーの Oracle ソフト
ウェアによってエラーが発生します。通常、エラーが発生した場合には、移行ユーティリ
ティは動作を中断し、1 つ以上のエラー・メッセージを表示します。

移行ユーティリティの実行中に次のような問題が発生した場合には、提示された処置を実行
し、移行ユーティリティを再実行してください。

SYSTEM 表領域の領域不足表領域の領域不足表領域の領域不足表領域の領域不足
この問題は、次のようなエラー・メッセージを戻すことがあります。

ORA-00604: 再帰SQLレベル1でエラーが発生しました。

ORA-01653: 表SYSを拡張できません（473分、表領域SYSTEM）。

アップグレード処理を正常に行うため、SYSTEM表領域に新規データ・ファイルを追加し、
新規データ・ファイルに十分な領域を割り当てます。

アップグレード処理中に、一時表領域に領域がなくなることもあります。アップグレード処
理を正常に行うために、一時表領域に新規データ・ファイルを追加し、新規データ・ファイ
ルに十分な領域を割り当ててください。

参照参照参照参照 : SYSTEM表領域の領域要件および使用可能な領域を増やすための
新規データ・ファイルの追加については、D-3 ページの「領域要件」およ
び D-11 ページの手順 5 を参照してください。
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不適切な不適切な不適切な不適切な AUDIT_TRAIL パラメータ設定パラメータ設定パラメータ設定パラメータ設定
この問題は、次のようなエラー・メッセージを戻すことがあります（string には文字列が入
ります）。

ORA-00604: 再帰SQLレベルstringでエラーが発生しました。

ORA-01552: SYSTEM表領域でない表領域'string'にシステム・ロールバック・セグメントは使用でき
ません

ORA-02002: 監査証跡への書込み中にエラーが発生しました。

これらのエラーは、次の場合に発生します。

� 初期化パラメータ AUDIT_TRAILが、DBまたは TRUEに設定されている場合

� SYS.AUD$表が SYSTEM以外の表領域にある場合

この問題を解決するには、次の手順を実行します。

1. データベースを実行している場合は、停止します。

2. 次の方法で、初期化パラメータ・ファイルの AUDIT_TRAIL初期化パラメータを設定し
ます。

AUDIT_TRAIL = NONE

3. 移行ユーティリティを再実行します。

SYSTEM ロールバック・セグメントのロールバック・セグメントのロールバック・セグメントのロールバック・セグメントの OPTIMAL 設定設定設定設定
この問題は、次のようなエラー・メッセージを戻すことがあります。

ORA-01562: ロールバック・セグメント番号0の拡張に失敗しました
ORA-01628: 最大エクステント数（n）に達しました（ロールバック・セグメントSYSTEM）

このメッセージは、SYSTEMロールバック・セグメントが小さすぎてアップグレードを完了
できないことを示しています。アップグレードが正常に完了するために十分な大きさの
SYSTEMロールバック・セグメントがあることを確認してください。

移行ユーティリティおよび Database Upgrade Assistant は、SYSTEMロールバック・セグメ
ント以外をオフラインにし、SYSTEMロールバック・セグメントの現在割り当てられたエク
ステント数に MAXEXTENTSを設定し、サイズを固定します。この処置には、移行ユーティ
リティまたは Database Upgrade Assistant のスペース・マネジメント表の処理中に、エクス
テント割当てなどの領域操作を防ぐ役割があります。

SYSTEMロールバック・セグメントに OPTIMAL設定がある場合、エクステントは、その
データがアクティブ・トランザクションに不要の場合、動的に割り当てられません。動的不
割当ては、SYSTEMロールバック・セグメントが固定された場合、現在割り当てられたエク
ステントを小さくすることがあります。したがって、アップグレード処理中にスペース・マ
ネジメント表のあるトランザクションを処理するには、SYSTEMロールバック・セグメント
は小さすぎることがあります。
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この問題を解決するには、次の設定を変更します。

1. ロールバック・セグメントの OPTIMAL設定をオフにします。

2. SYSTEMロールバック・セグメントの NEXT EXTENTを 2 倍にします。

3. MULTIPLER値を 2 倍にします。

4. システム表領域に領域を追加して、ロールバック・セグメントの処理に十分な領域
（50MB 以上）があることを確認します。

小さい小さい小さい小さい MULTIPLIER オプション設定オプション設定オプション設定オプション設定
この問題は、次のようなエラー・メッセージを戻すことがあります（string には文字列が入
ります）。

ORA-01632: 最大エクステント数(string)に達しました(索引string.string)

移行ユーティリティは、15 という低いデフォルト値を MULTIPLIERオプションに使用しま
す。問題を回避するには、MULTIPLIERオプションの値を大きくします。

移行ユーティリティをコマンドラインから実行する場合には、次のとおり入力して
MULTIPLIERオプションを 30 まで大きくします。

mig MULTIPLIER=30

ただし、Database Upgrade Assistant を使用してバックグラウンドで移行ユーティリティを
実行する場合には、アップグレードするデータベースのバックアップをリストアし、
Database Upgrade Assistant を再実行してください。Database Upgrade Assistant のカスタ
ム移行オプションを選択します。MULTIPLIER値を入力するプロンプトが表示されたら、デ
フォルト値である 15 以上の値を入力します。

ALTER DATABASE CONVERT 文における問題文における問題文における問題文における問題
移行ユーティリティの実行後、アップグレード処理中に ALTER DATABASE CONVERT文を
発行すると、この項で説明する問題のいずれかが発生する可能性があります。通常、変換は
中断し、1 つまたは複数のエラー・メッセージが表示されます。ALTER DATABASE 
CONVERT文の発行時に、次のいずれかの問題が発生した場合、提示された処置を実行して
問題を解決してください。

参照参照参照参照 : 移行ユーティリティを使用している場合、OPTIMAL設定および必
要時のリセットの確認方法については、D-7 ページの手順 7 を参照してく
ださい。

参照参照参照参照 : MULTIPLIERオプションの詳細は、D-9 ページの「移行ユーティ
リティ・コマンドライン・オプションの検討」を参照してください。
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Oracle7 制御ファイルの存在制御ファイルの存在制御ファイルの存在制御ファイルの存在
この問題は、次のエラー・メッセージを戻すことがあります（string には文字列が入りま
す）。

ORA-00200: 制御ファイルnameを作成できませんでした。

ORA-00202: 制御ファイル: 'string'
ORA-27038: skgfrcre:ファイルが存在しています。

古い Oracle7 制御ファイルは、ALTER DATABASE CONVERT文を発行する前に、名前を変更
または削除する必要があります。

NOMOUNT 以外のモードで起動するデータベース以外のモードで起動するデータベース以外のモードで起動するデータベース以外のモードで起動するデータベース
この問題は、次のエラー・メッセージを戻すことがあります（string には文字列が入りま
す）。

ORA-00227: 制御ファイルで破損ブロックが検出されました: (ブロックstring、番号string)
ORA-00202: 制御ファイル: 'string'

古い Oracle7 制御ファイルは、ALTER DATABASE CONVERT文を発行する前に、名前を変更
または削除する必要があります。また、ALTER DATABASE CONVERT文を発行する場合、
データベースを NOMOUNTモードで起動してください。このエラーは、データベースが
NOMOUNTモード以外のモードで起動されていることを示してします。

変換ファイルが見付からない変換ファイルが見付からない変換ファイルが見付からない変換ファイルが見付からない
この問題は、次のエラー・メッセージを戻すことがあります（string には文字列が入りま
す）。

ORA-00404: 変換ファイルが見つかりません: 'string'
ORA-27037: ファイル・ステータスを取得できません。

移行ユーティリティが生成した変換ファイル（UNIX の convsid.dbfおよび Windows プ
ラットフォームの convert.ora）が、所定の位置にありませんでした。所定の位置とは、
UNIX においては Oracle9i 環境の $ORACLE_HOME/dbsディレクトリ、Windows プラット
フォームにおいては Oracle9i 環境の %ORACLE_HOME%¥rdbmsディレクトリのことです。
ALTER DATABASE CONVERT文を発行する前に、変換ファイルをこの所定の位置に移動さ
せる必要があります。

参照参照参照参照 : 3-14 ページの手順 b を参照してください。

参照参照参照参照 : 3-14 ページの手順 b および 3-21 ページの手順 12 を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : 3-16 ページの手順 3 を参照してください。
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REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILE からからからから EXCLUSIVE への初期化パラメータへの初期化パラメータへの初期化パラメータへの初期化パラメータ
の設定の設定の設定の設定
この問題は、次のエラー・メッセージを戻すことがあります。

ORA-00600: 内部エラー・コード、引数: [kzsrsdn: 1], [32]

これらのエラーは、次の場合に発生します。

� データベースがパスワード・ファイルを使用し、パスワード・ファイルが正しいディレ
クトリに移動されていない場合。正しいディレクトリとは、UNIX においては Oracle9i
環境の $ORACLE_HOME/dbs、Windows プラットフォームにおいては Oracle9i 環境の
%ORACLE_HOME%¥databaseのことです。

� REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILE初期化パラメータが、初期化パラメータ・ファイルの
EXCLUSIVEに設定されている場合。

アップグレードを続行するため、次の手順を実行します。

1. データベースを停止します。

2. 初期化パラメータ・ファイルの REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEを、NONEに設定しま
す。

REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILE = NONE

3. 次の SQL 文を入力して、データベースのマウントを起動します。

SQL> STARTUP MOUNT

PFILEオプションを使用して、初期化パラメータ・ファイルの場所を指定する必要があ
る場合があります。

4. ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS MIGRATE文を発行します。

SQL> ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS MIGRATE;

5. 3-22 ページの手順 13 から、アップグレード処理を続行します。

既存のパスワードはすでに有効ではないため、使用することはできません。Oracle9i でパス
ワード・ファイルを使用する場合は、パスワード・ファイルを再作成し、それをユーザーの
間で定着させます。必ず REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILEを正しく設定してください。
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データベース名の不一致データベース名の不一致データベース名の不一致データベース名の不一致
この問題は、次のエラー・メッセージを戻すことがあります（string には文字列が入りま
す）。

ORA-01103: 制御ファイルのデータベース名'string'は'string'ではありません

データベース名に不一致があります。次のような 1 つまたは複数の不一致があります。

� 初期化パラメータ・ファイルの DB_NAME初期化パラメータに指定したデータベース名
が、convsid.dbfファイル名のデータベース名と一致しません。

� 環境変数 ORACLE_SIDで設定した Oracle9i インスタンス ID が、convsid.dbfのファイ
ル名のデータベース名と一致しません。

問題を解決するには、正しいデータベース名が次の各項目で指定されているか確認してくだ
さい。

� 環境変数 ORACLE_SID

� 初期化パラメータ・ファイルの DB_NAME初期化パラメータ

� convsid.dbfファイル名の sidの部分

たとえば、初期化パラメータ・ファイルの環境変数 ORACLE_SIDおよび DB_NAMEパラメー
タの両方を DB1 に設定すると、convsid.dbfファイル名は次のようになります。

convDB1.dbf

ALTER DATABASE CONVERT 文の再実行文の再実行文の再実行文の再実行
この問題は、次のエラー・メッセージを戻すことがあります（string には文字列が入りま
す）。

ORA-01122: データベース・ファイルstringの照合検査でエラーが発生しました。
ORA-01110: データ・ファイルstring: 'string'
ORA-01202: このファイルのインカネーションが無効です - 作成日時が一致しません

これらのエラーは、以前に ALTER DATABASE CONVERT文を発行したが、失敗したことを
意味します。これらのエラーが発生した場合は、ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS 
MIGRATE文を発行することによって、アップグレード処理の次の手順に進むことができま
す。ただし、問題が発生した場合、アップグレード処理を始める前に作成したバックアップ
をリストアし、それを使用してアップグレードを初めから再開します。第 3 章の最初から開
始します。ただし、第 2 章およびこの付録で説明するアップグレード前の処置を必ず実行し
てください。

注意注意注意注意 : この問題は、UNIX オペレーティング・システムでのみ発生しま
す。Windows プラットフォームでは発生しません
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データ・ファイルのバージョン整合性の問題データ・ファイルのバージョン整合性の問題データ・ファイルのバージョン整合性の問題データ・ファイルのバージョン整合性の問題
この問題は、次のエラー・メッセージを戻すことがあります（string には文字列が入りま
す）。

ORA-01122: データベース・ファイルstringの照合検査でエラーが発生しました。

ORA-01110: データ・ファイルstring: 'string'
ORA-01211: Oracle7データ・ファイルはOracle8に移行していません

移行ユーティリティは、Oracle7 の環境のデータベースに最後にアクセスするユーティリ
ティである必要があります。エラー・メッセージの中で指摘されたデータ・ファイルは、移
行ユーティリティを実行する前にバックアップしたもの、または移行ユーティリティを実行
した後に Oracle7 でオープンされたデータベースのいずれかです。移行ユーティリティの実
行の際のデータ・ファイルのみ、Oracle9i を使用してアクセスできます。

データ・ファイルのバージョンの整合性を保証するには、データベースを Oracle9i へ変換す
るときに、データ・ディクショナリ内の SCN、変換ファイルおよびファイル・ヘッダーのす
べてが一貫している必要があります。移行ユーティリティを実行した後で Oracle7 でデータ
ベースをオープンすると、SCN のチェックが、ALTER DATABASE CONVERT文を発行する
ときに失敗します。

この問題を回避するには、次の手順を実行します。

1. データベースを停止します。

2. ALTER DATABASE CONVERT文を使用して作成された制御ファイルを別の名前に変更
します。

3. STARTUP NOMOUNT文を発行する直前に保存した Oracle7 の制御ファイルのコピーをリ
ストアします。

保存した Oracle7 の制御ファイルがない場合、移行処理の起動前に作成したバックアッ
プをリストアします。

4. 移行処理を初めから開始し、移行ユーティリティの実行後、Oracle7 環境でデータベー
スを起動しないでください。第 3 章の初めから開始します。
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Oracle7 のアップグレードの中止のアップグレードの中止のアップグレードの中止のアップグレードの中止
移行ユーティリティを実行する前に Oracle7 データベースのバックアップを行った場合、
アップグレードを中止する最も簡単な方法は、バックアップをリストアすることです。ただ
し、バックアップを取っていない場合、または移行ユーティリティ実行後にバックアップを
行った場合は、アップグレードを中止するためにこの項で説明する手順を実行する必要があ
ります。

Oracle9i の移行ユーティリティは複数回実行でき、後で Oracle7 データベースへ戻ることも
できます。ただし、移行ユーティリティを実行すると、Oracle7 データベースのカタログ・
ビューが自動的に削除されます。したがって、移行ユーティリティの実行後に Oracle7 デー
タベースに戻るには、Oracle7 の catalog.sqlスクリプトを実行して、Oracle7 データ
ベースのカタログ・ビューをリストアする必要があります。

アップグレードを中止するには、一般的に Oracle7 環境下で次の手順を実行して Oracle7
データベースをリストアする必要があります。

1. Server Manager を使用して Oracle7 データベースを起動します。

2. MIGRATEユーザーを削除します。

DROP USER MIGRATE CASCADE;

3. catalog.sqlおよび catproc.sqlを再実行します。

@catalog.sql
@catproc.sql

4. catsvrmg.sqlを実行します。

@catsvrmg.sql

5. Oracle Parallel Server がインストールされている場合は、catparr.sqlを実行します。

@catparr.sql

6. Oracle Replication がインストールされている場合は、catrep.sqlを実行します。

@catrep.sql

注意注意注意注意 : すでに ALTER DATABASE CONVERT文を実行している場合は、次
の手順を実行してアップグレードを中止することはできません。この文を
実行した後に Oracle7 へ戻るには、第 8 章「エクスポート / インポートに
よるデータベースの移行」のダウングレード手順を実行してください。
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物理物理物理物理 ROWID の移行についての移行についての移行についての移行について
Oracle8 では、パーティション化およびグローバル索引を含む Oracle8 以上の新機能を使用
可能にする、物理 ROWID用の新しい内部フォーマットおよび外部フォーマットが導入され
ました。

この項では、次の項目について説明します。

� アプリケーションのアップグレードおよびデータの移行

� DBMS_ROWID パッケージ

� スナップショット・リフレッシュ

� Oracle7 クライアントの互換性の問題

� ROWID に関する移行および互換性の問題

アプリケーションのアップグレードおよびデータの移行アプリケーションのアップグレードおよびデータの移行アプリケーションのアップグレードおよびデータの移行アプリケーションのアップグレードおよびデータの移行
ROWID は、ROWIDデータ型およびキャラクタ・タイプの列に格納できます。格納されてい
た Oracle7 の ROWID は、Oracle9i へアップグレードした後は無効になります。したがっ
て、格納されていた Oracle7 の ROWID は、新しい形式に変換する必要があります。

ROWID のアセンブルおよび逆アセンブルを手動で行わないアプリケーションは、変更また
は再コンパイルの必要がありません。新しい ROWID がホスト変数についての現行の記憶域
要件を満たしているためです。

ROWID の内容を作成または分析するアプリケーションでは、DBMS_ROWIDパッケージを使
用して、新しい ROWID の形式および内容を操作する必要があります。このパッケージに
は、Oracle7 の ROWID から直接使用できる情報（ファイルおよびブロック・アドレスを含
む）を抽出する関数およびデータ・オブジェクト番号が含まれます。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle9i アプリケーション開発者ガイド - 基礎編』およ
び『Oracle9i データベース概要』を参照してください。

注意注意注意注意 : この項の新しい ROWID についての説明は、Oracle8 で導入された
ROWID 機能に適用されます。また、「ROWID」という単語は「物理
ROWID」のことです。この付録では、UROWID（ユニバーサル ROWID）
データ型については説明していません。UROWIDデータ型に関する互換性
の問題については、第 5 章「互換性および相互運用性」を参照してくださ
い。
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物理 ROWID の移行について
ROWID 値（ROWIDデータ型または文字形式）を含む列は、値が参照する表を Oracle9i へ
アップグレードする場合に、一緒に移行する必要があります。そうしないと、格納された値
を使用して行を取り出すことができなくなります。一方、アップグレードされた表に格納さ
れた ROWID 値が Oracle7 の表を参照している場合、列の移行は必要ありません。

列の移行は、定義の移行とデータの移行の 2 段階で行われます。列の定義は、Oracle9i への
アップグレード時に自動的に調整されます。ROWID ユーザー列の最大サイズは拡張ディス
ク ROWID のサイズにまで増やされ、ROWID列用の COL$の LENGTH列を 6 バイトから 10
バイトに変更します。

データの移行は、システムが Oracle9i でオープンされた後でないと実行できません。ユー
ザーは、異なる表を別々にアップグレードするか、または複数の表を並行して一度にアップ
グレードすることができます。ただし、アップグレードは、Oracle7 データベースのファイ
ル制限を超える前に行う必要があります。これは、あいまいなブロック・アドレスが作成さ
れることを避けるためです。

インストールで使用できる既存の ROWID リフレッシュ手順または DBMS_ROWID機能を使
用して、格納されている ROWID を Oracle7 形式から新しい形式に移行できます。

移行ユーティリティまたは Database Upgrade Assistant を使用したデータの移行は、ユー
ザー定義列に格納された ROWID にのみ適用されます。システムに格納されたすべての
ROWID（索引内の ROWID など）は、アップグレードの後でも有効であるため、移行のた
めの特別な操作は必要ありません。また、Oracle9i へアップグレード中は、索引は制限付き
ROWIDデータ型形式を使用できるため、索引が無効になることはありません。

DBMS_ROWID パッケージパッケージパッケージパッケージ
DBMS_ROWIDパッケージには、次の機能が含まれます。

� Oracle7 形式と新しい形式の両方での ROWID の作成および解釈

� Oracle7 の ROWID と新しい ROWID 間での変換

格納されている ROWID の移行は、次の項で説明するように変換ファンクションを使用して
実行できます。

注意注意注意注意 : ROWID を含む列をインポートすると、ROWID の妥当性を再確認
する特別な注意が必要になることを示す警告メッセージが表示されます。
そのような特別な注意は、インポートするすべての ROWID について必要
です。したがって、エクスポート / インポートを使用したデータベースの
移行には、ユーザー定義列のみでなく ROWID が含まれるすべての列につ
いて注意してください。
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物理 ROWID の移行について
ROWID 変換型変換型変換型変換型
変換する ROWID の型を指定する必要があります。ROWID が ROWIDデータ型のユーザー
列に格納されているか、CHARデータ型または VARCHAR2データ型のユーザー列に格納され
ているかによって、ROWID 変換ファンクションによる変換の実行方法が異なるためです。

ROWIDデータ型の列の場合、変換プロシージャの呼出し元は、プロシージャ・パラメータと
して次の値を渡す必要があります。

rowid_convert_internal constant integer := 0;

CHARまたは VARCHAR2データ型の列の場合、変換プロシージャの呼出し元は、プロシー
ジャ・パラメータとして次の値を渡す必要があります。

rowid_convert_external constant integer := 1;

ROWID 変換ファンクション変換ファンクション変換ファンクション変換ファンクション
次のファンクションは、ROWID の変換を行います。

� ROWID_TO_EXTENDEDは、ROWID を Oracle7（制限付き）形式から新しい（拡張）形
式に変換します。

� ROWID_TO_RESTRICTEDは、ROWID を新しい（拡張）形式から Oracle7（制限付き）
形式に変換します。

� ROWID_VERIFYは、指定された ROWID を Oracle7 形式から新しい形式に変換できるか
どうかを調査します。

次に、ROWID_TO_EXTENDEDプロシージャおよび ROWID_VERIFYプロシージャについて詳
しく説明します。

ROWID_TO_EXTENDED 変換プロシージャ変換プロシージャ変換プロシージャ変換プロシージャ  ROWID_TO_EXTENDEDは、次のパラメータを使用
します。

� Rowid: 外部文字フォーマットで変換する ROWID を指定します。

� Schema Name: ROWID を拡張形式に変換する行を含む表のスキーマ名を指定します。

� Table Name: ROWID を拡張形式に変換する行を含む表の名前を指定します。

� Conversion Type: 変換する ROWID の型を指定します。

参照参照参照参照 : 詳細は、D-35 ページの「ROWID 変換型」を参照してください。
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物理 ROWID の移行について
ROWID_TO_EXTENDEDは外部文字フォーマットの新しい（拡張）ROWID を戻し、そのパラ
メータを次の方法で解釈します。

� ターゲット表のスキーマ名および表名が指定されていない（NULL）場合、
ROWID_TO_EXTENDEDは、変換する ROWID によって指定されたページをフェッチし
ようとします。ROWID_TO_EXTENDEDはこの ROWID に格納されたファイル番号を絶
対ファイル番号として扱いますが、移行前にファイルが削除され、その番号が再利用さ
れている場合には、問題が発生する可能性があります。フェッチされたページが有効な
表に属している場合、ROWID はその表のデータ・オブジェクト ID を使用して拡張形
式に変換されます。ただし、これは非常に非効率的な変換方法であり、ターゲット表が
わからない場合など、最終手段としてのみ使用することをお薦めします。変換された値
を使用する場合は、正しい表名を知っておく必要があります。

� スキーマ名および表名が指定されている場合（適切な方法）、ROWID_TO_EXTENDEDは
表に対する SELECT 認可レベルを検証し、この表のデータ・オブジェクト番号を使用し
て ROWID を拡張形式に変換します。変換された ROWID がこの表の実際の行を参照す
るかどうかは、ROWID の変換時にも ROWID の使用時にも保証されません。

� ROWID に NULL値が指定されている場合、プロシージャは表の指定を無視し、NULL値
を戻します。

� ROWID に 0 または <n>0.<m>0.<p>0 などのより一般的な値が指定されている場合、表
名は無視され、00000000.0000.0000 という形式の制限付き ROWID が戻されます。

� 新しい ROWID が指定されている場合は、ROWID のデータ・オブジェクトが実際の
データ・オブジェクト番号（表名の指定によって決まる）に対して検証されます。これ
らの 2 つの数字が一致しない場合は、INVALID ROWID エラーが発生します。一致した
場合は、元の ROWID が戻されます。

ROWID_VERIFY  ROWID_VERIFYという ROWID 検証プロシージャが提供されています。
ROWID を拡張形式に変換できた場合、このプロシージャは ROWID_TO_EXTENDEDと同じ
パラメータを使用して 0 を戻します。そうでない場合は 1 を戻します。

ただし、ユーザーが基礎となる表の SELECT 認可レベルを持っていない場合や、表が存在し
ない場合には、ROWID_VERIFYはセキュリティ違反エラーまたは「object not found」とい
うエラーを戻します。ROWID_VERIFYは、ROWID_TO_EXTENDEDプロシージャで移行をす
る前に、不正 ROWID を識別します。

変換プロシージャの例変換プロシージャの例変換プロシージャの例変換プロシージャの例
次に、ROWID の変換プロシージャの例を示します。

例例例例 1  表 scott.tに、ROWIDデータ型形式の列 cがあるとします。これらの ROWID はすべ
て単一の表 scott.t1を参照します。

列 cの値は、次の文を使用して拡張形式に変換できます。

UPDATE scott.t SET c = DBMS_ROWID.ROWID_TO_EXTENDED(c, 'scott', 't1', 0);
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物理 ROWID の移行について
例例例例 2  より一般的な状況では、列 cに格納された ROWID は別の表を参照することがあります
が、表名は同じ行にある他の列の値に基づいて検索されます。たとえば、表 tの tname列
に、列 cの ROWID が参照する表の名前があるとします。

この場合、列 cの値は、次の文を使用して拡張形式に変換できます。

UPDATE scott.t SET c = DBMS_ROWID.ROWID_TO_EXTENDED(c, 'scott', tname, 0);

例例例例 3  ROWID_TO_EXTENDEDファンクションを CREATE...AS SELECT文の中で使用するこ
ともできます。変換によって ROWIDデータ型のユーザー列のサイズが増え（特定のポート
によって異なりますが、通常は 6 ～ 10 バイト増えます）、それによって間接行が作成される
こともあるため、CREATE...AS SELECT を使用した方がよい場合があります。

この場合、UPDATEよりも CREATE...AS SELECTを選択します。

CREATE TABLE scott.tnew (a, b, c)
    AS SELECT a, b, DBMS_ROWID.ROWID_TO_EXTENDED(c, 'scott', 't1', 0) FROM scott.t;

例例例例 4  列 cに格納された ROWID のターゲット表が不明な場合、変換は次の文を使用して実行
できます。

UPDATE scott.t SET c = DBMS_ROWID.ROWID_TO_EXTENDED(c, NULL, NULL, 0);

例例例例 5  次の SQL 文を使用して、変換の前に不正な ROWID を検索できます。

SELECT ROWID,c FROM scott.t WHERE DBMS_ROWID.ROWID_VERIFY(c, NULL, NULL, 0) = 1;

スナップショット・リフレッシュスナップショット・リフレッシュスナップショット・リフレッシュスナップショット・リフレッシュ
新しい ROWIDデータ型形式では、マスター・サイトおよびスナップショット・サイトの両
方を Oracle9i へアップグレードするときに、すべての ROWID スナップショットが完全リフ
レッシュを実行する必要があります。

参照参照参照参照 : レプリケーションの互換性の詳細は、付録 E「レプリケーション
環境のデータベース移行および互換性」を参照してください。
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Oracle7 クライアントの互換性の問題クライアントの互換性の問題クライアントの互換性の問題クライアントの互換性の問題
Oracle7 クライアントは Oracle8 以上のデータベースにアクセスでき、Oracle8 以上のクライ
アントは Oracle7 データベースにアクセスできます。Oracle7 データベースから Oracle8 以
上のデータベースへ戻される ROWID疑似列および ROWIDデータ型の列のバイナリ値および
文字値は、必ず制限付き形式となります。これは、Oracle7 では拡張形式の ROWID を認識
できないためです。

DBMS_ROWIDパッケージは、Oracle7 の ROWID の内容解釈および Oracle7 形式での
ROWID の作成に使用できます。

Oracle7 クライアントが Oracle8 以上のデータベースにアクセスすると、ROWID を新しい
（拡張）形式で受け取ります。したがって、クライアントは、新しい ROWID の内容を解釈
できません。

ROWID に関する移行および互換性の問題に関する移行および互換性の問題に関する移行および互換性の問題に関する移行および互換性の問題
下位互換用に、ROWID の制限付き形式がサポートされています。大部分の Oracle7 のデー
タに制限付き ROWID が存在し、拡張 ROWID 形式はパーティション表のグローバル索引に
使用されているのみです。新規の表では、常に拡張 ROWID が使用されます。

Oracle7 クライアントから Oracle8 以上のデータベースへのアクセスは可能です。同様に、
Oracle8 以上のクライアントも Oracle7 Server へアクセスできます。この場合のクライアン
トには、サーバーにアクセスする 3GL または 4GL のクライアント・アプリケーションと同
様に、データベース・リンクを使用してサーバーにアクセスするリモート・データベースが
含まれます。

ROWID_TO_EXTENDEDファンクションの詳細は、『Oracle9i PL/SQL パッケージ・プロシー
ジャおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。

Oracle8 以上のクライアントからの以上のクライアントからの以上のクライアントからの以上のクライアントからの Oracle7 データベースへのアクセスデータベースへのアクセスデータベースへのアクセスデータベースへのアクセス
戻される ROWID の値は、常に制限付き ROWID 形式です。また、Oracle7 サーバーに戻さ
れる ROWID の値も、常に制限付き ROWID 形式です。

Oracle7 サーバーにアクセスする場合は、次の ROWID 機能を使用できます。

� ROWID の選択、および取得した値の WHERE句での使用

� WHERE CURRENT OFカーソル操作

� ROWID型または CHAR型のユーザー列への ROWID の格納

� 16 進エンコーディングを使用した ROWID の解釈（この方法ではなく、DBMS_ROWID
ファンクションの使用をお薦めします）

参照参照参照参照 : 『Oracle9i データベース管理者ガイド』を参照してください。
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リリース 8.0 での初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの変更
Oracle7 クライアントからのクライアントからのクライアントからのクライアントからの Oracle8 以上のデータベースへのアクセス以上のデータベースへのアクセス以上のデータベースへのアクセス以上のデータベースへのアクセス
Oracle8 以上は、ROWID を拡張形式で戻します。そのため、行えるのは次のことのみです。

� ROWID の選択、および取得した値の WHERE句での使用

� WHERE CURRENT OFカーソル操作

� CHAR(18)データ型のユーザー列への ROWID の格納

エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート / インポートインポートインポートインポート
ROWID列（擬似列ではない）のある Oracle8 以上の表は、その表の中に拡張 ROWID 値を持
つ行が存在する場合は、Oracle7 クライアントにインポートできません。

リリースリリースリリースリリース 8.0 での初期化パラメータおよびデータ・ディクショでの初期化パラメータおよびデータ・ディクショでの初期化パラメータおよびデータ・ディクショでの初期化パラメータおよびデータ・ディクショ
ナリの変更ナリの変更ナリの変更ナリの変更

この項では、リリース 8.0 での初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの変更点を
示します。

リリースリリースリリースリリース 8.0 での初期化パラメータの変更での初期化パラメータの変更での初期化パラメータの変更での初期化パラメータの変更
次の項では、リリース 8.0 での初期化パラメータの変更点を示します。

リリースリリースリリースリリース 8.0 で名前が変更された初期化パラメータで名前が変更された初期化パラメータで名前が変更された初期化パラメータで名前が変更された初期化パラメータ
リリース 8.0 では、表 D-1 に示す初期化パラメータは名前が変更されました。

* CCF_IO_SIZE（バイト）と DB_FILE_DIRECT_IO_COUNT（データベース・ブロック）の
単位は異なります。

表表表表 D-1 リリースリリースリリースリリース 8.0 で名前が変更された初期化パラメータで名前が変更された初期化パラメータで名前が変更された初期化パラメータで名前が変更された初期化パラメータ

リリースリリースリリースリリース 8.0 より前の名前より前の名前より前の名前より前の名前 リリースリリースリリースリリース 8.0 以上の名前以上の名前以上の名前以上の名前

ASYNC_READ DISK_ASYNCH_IO

ASYNC_WRITE DISK_ASYNCH_IO

CCF_IO_SIZE * DB_FILE_DIRECT_IO_COUNT *

DB_FILE_STANDBY_NAME_CONVERT DB_FILE_NAME_CONVERT

DB_WRITERS DBWR_IO_SLAVES

LOG_FILE_STANDBY_NAME_CONVERT LOG_FILE_NAME_CONVERT

SNAPSHOT_REFRESH_INTERVAL JOB_QUEUE_INTERVAL
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リリース 8.0 での初期化パラメータおよびデータ・ディクショナリの変更
リリースリリースリリースリリース 8.0 で廃止された初期化パラメータで廃止された初期化パラメータで廃止された初期化パラメータで廃止された初期化パラメータ
次の初期化パラメータはリリース 8.0 で廃止されたものです。

リリースリリースリリースリリース 8.0 での静的データ・ディクショナリ・ビューの変更での静的データ・ディクショナリ・ビューの変更での静的データ・ディクショナリ・ビューの変更での静的データ・ディクショナリ・ビューの変更
次の項では、リリース 8.0 での静的データ・ディクショナリ・ビューの変更点を示します。

リリースリリースリリースリリース 8.0 で廃止された静的データ・ディクショナリ・ビューで廃止された静的データ・ディクショナリ・ビューで廃止された静的データ・ディクショナリ・ビューで廃止された静的データ・ディクショナリ・ビュー
次の静的データ・ディクショナリ・ビューはリリース 8.0 で廃止されたものです。

CHECKPOINT_PROCESS FAST_CACHE_FLUSH

GC_DB_LOCKS GC_FREELIST_GROUPS

GC_ROLLBACK_SEGMENTS GC_SAVE_ROLLBACK_LOCKS

GC_SEGMENTS GC_TABLESPACES

INIT_SQL_FILES IO_TIMEOUT

IPQ_ADDRESS IPQ_NET

LM_DOMAINS LM_NON_FAULT_TOLERANT

MLS_LABEL_FORMAT OPTIMIZER_PARALLEL_PASS

PARALLEL_DEFAULT_MAX_SCANS PARALLEL_DEFAULT_SCAN_SIZE

POST_WAIT_DEVICE SEQUENCE_CACHE_HASH_BUCKETS

UNLIMITED_ROLLBACK_SEGMENTS USE_IPQ

USE_POST_WAIT_DRIVER USE_READV

USE_SIGIO V733_PLANS_ENABLED

注意注意注意注意 : 1 つ以上の廃止された初期化パラメータを使用してリリース 2
（9.2）のデータベースを起動するとエラーになり、データベースを起動で
きません。

ALL_HISTOGRAMS DBA_HISTOGRAMS

DEFCALL USER_HISTOGRAMS
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レプリケーション環境のデータベース移行およ
E

レプリケーション環境のデータベース移行レプリケーション環境のデータベース移行レプリケーション環境のデータベース移行レプリケーション環境のデータベース移行

および互換性および互換性および互換性および互換性

この付録では、Oracle7 から Oracle9i へのレプリケーション環境のアップグレードに必要な
手順について説明します。この付録では、次の項目について説明します。

� レプリケーションのデータベース移行の概要

� すべてのサイトの同時アップグレード

� 段階的アップグレード

� 主キー・マテリアライズド・ビューへのアップグレード

� Oracle の上位リリースへのアップグレードを必要とする機能

� 廃止されたプロシージャ

注意注意注意注意 : この付録では、Oracle7 から Oracle9i へのアップグレードの必要
性について説明します。Oracle8 以上から Oracle9i へのアップグレードに
ついては説明しません。Oracle8 以上から Oracle9i へのアップグレードの
詳細は、第 3 章「Oracle9i の新しいリリースへのデータベースのアップグ
レード」を参照してください。
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レプリケーションのデータベース移行の概要
レプリケーションのデータベース移行の概要レプリケーションのデータベース移行の概要レプリケーションのデータベース移行の概要レプリケーションのデータベース移行の概要
ご使用の環境、特にご使用のレプリケーション環境のマルチマスター・コンポーネントを 1
ステップでアップグレードすることが最も簡単な場合があります。通常、このようなアップ
グレードは、小規模な構成のみで可能です。大規模な構成の場合、既存の Oracle7 レプリ
ケーション環境を Oracle9i へ段階的にアップグレードすることを考慮する場合もあります。
レプリケーションおよび管理操作は、Oracle7、Oracle8、Oracle8i および Oracle9i が混在し
たレプリケーション環境で正常に実行されます。

ただし、相互運用を正常に行うには、次の制限事項に従う必要があります。

� Oracle9i マテリアライズド・ビュー・サイトは、Oracle7 リリース 7.3.3 以上のマス
ター・サイトとのみ相互運用できます。

� Oracle9i マスター・サイトは、Oracle7 リリース 7.3.4 以上のマテリアライズド・
ビュー・サイトとのみ相互運用できます。

� Oracle9i マスター・サイトは、Oracle7 リリース 7.3.3 以上のマスター・サイトとのみ相
互運用できます。

次のアップグレード方法が、レプリケーション環境でサポートされます。

� 手動アップグレード

� Database Upgrade Assistant

� Oracle7 からの全データベース・エクスポートおよび Oracle9i への全データベース・イ
ンポート

マスター・サイトを Oracle9i へアップグレードした後、すべての関連マテリアライズド・
ビュー・サイトの完全リフレッシュを実行してください。Oracle9i から Oracle7 へのレプリ
ケーション環境のダウングレードは、サポートされていません。

特定の Oracle9i レプリケーション機能では、この機能を使用する前に、すべてのサイトを
Oracle8 以上に正常にアップグレードする必要があります。たとえば、主キー・マテリアラ
イズド・ビューを使用する前に、そのマテリアライズド・ビュー・サイトおよび関連マス
ター・サイトを Oracle8 以上にアップグレードする必要があります。副問合せ機能のある単
純マテリアライズド・ビューおよびマスター表の再編成プロシージャでは、まず ROWID マ
テリアライズド・ビューから主キー・マテリアライズド・ビューへアップグレードする必要
があります。

注意注意注意注意 : Oracle の以前のリリースでは、「マテリアライズド・ビュー」は
「スナップショット」と呼ばれていました。これらの用語は同義です。こ
の付録では、以前のリリースを説明する場合でも「マテリアライズド・
ビュー」を使用します。
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すべてのサイトの同時アップグレード
同様に、特定の Oracle9i レプリケーション機能では、機能が使用できるようになる前にすべ
てのサイトが Oracle8i 以上に正常にアップグレードされる必要があり、特定の Oracle9i レ
プリケーション機能では、機能が使用できるようになる前にすべてのサイトが Oracle9i に正
常にアップグレードされる必要があります。たとえば、ユーザー定義型に基づくオブジェク
トをレプリケートするには、すべてのサイトが Oracle9i である必要があります。これらの機
能については、E-17 ページの「Oracle の上位リリースへのアップグレードを必要とする機
能」を参照してください。

すべてのサイトの同時アップグレードすべてのサイトの同時アップグレードすべてのサイトの同時アップグレードすべてのサイトの同時アップグレード
この項では、マルチマスター環境のすべてのマスター・サイトを、同時に Oracle9i へアップ
グレードする手順について説明します。Oracle9i へアップグレードしないマテリアライズ
ド・ビュー・サイトも Oracle7 リリース 7.3.4 以上にアップグレードする必要があります。
ご使用のサイトを段階的にアップグレードする場合は、E-6 ページの「段階的アップグレー
ド」を参照してください。

すべてのマスター・サイトおよび（オプションで）マテリアライズド・ビュー・サイトを同
時にアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. マテリアライズド・ビューからアップグレードするすべてのマスターへのすべての伝播
およびリフレッシュを停止します。たとえば、マテリアライズド・ビュー・サイトで自
動伝播および自動リフレッシュを制御するジョブ・キューのエントリを一時的に停止ま
たは中断することによって停止できます。DBMS_JOB.BROKENプロシージャを使用し
て、ジョブを中断できます。

マテリアライズド・ビュー・サイトのすべての遅延トランザクションは、マスター・サ
イトのアップグレード開始前に送信される必要があります。

参照参照参照参照 : Oracle Replication の詳細は、次のドキュメントを参照してくださ
い。

� Oracle Replication の概念については、『Oracle9i アドバンスト・レプ
リケーション』を参照してください。このマニュアルは、Oracle8 か
ら Oracle9i までの主なリリースの新機能についても記載しています。

� Oracle Enterprise Manager のレプリケーション管理ツールを使用し
て、この付録で説明する手順を完了する方法については、レプリケー
ション管理ツールのオンライン・ヘルプを参照してください。

� レプリケーション管理 API を使用して、この付録で説明する手順を完
了する方法については、『Oracle9i レプリケーション・マネージメン
ト API リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : 『Oracle7 Server 分散システム Vol.2: レプリケート・データ』を参
照してください。
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2. それぞれのマスター・サイトのローカル・エラー・キューが空になるまで、ローカル・
エラー・キューにあるエラーを解決して再実行します。

3. すべてのマスター・レプリケーション・グループのマスター定義サイトで
DBMS_REPCATパッケージの SUSPEND_MASTER_ACTIVITYプロシージャを実行し、レ
プリケーション環境を停止します。

4. 第 3 章で説明するいずれかのアップグレード方法を使用して、すべてのマスター・サイ
トをアップグレードします。

かわりに、エクスポート / インポートを使用することもできます。Oracle7 リリース
7.3.3 以上からデータベース全体をエクスポートして Oracle9i へインポートするには、
次の手順を実行します。

a. SYSTEMスキーマで FULL=yを設定した状態でリリース 7.3 のエクスポート・ユー
ティリティを使用し、Oracle7 リリース 7.3.3 以上のデータベースをダンプ・ファイ
ルにエクスポートします。

b. SYSTEMスキーマで FULL=yを設定した状態で Oracle9i のインポート・ユーティリ
ティを使用し、ダンプ・ファイルを Oracle9i データベースにインポートします。

また、個別の Oracle7 表からデータをエクスポートし、そのデータを Oracle9i 表へイン
ポートした後、標準レプリケーション・プロシージャを使用して、マスターとしてそれ
らの表を Oracle9i レプリケーション環境に構成することもできます。

エクスポート / インポートを使用する場合、マスター表に基づくマテリアライズド・
ビューを削除および再作成する必要がある場合があります。

参照参照参照参照 : 『Oracle7 Server 分散システム Vol.2: レプリケート・データ』を参
照してください。

参照参照参照参照 : 『Oracle7 Server 分散システム Vol.2: レプリケート・データ』を参
照してください。

参照参照参照参照 :

� 第 8 章「エクスポート / インポートによるデータベースの移行」を参
照してください。

� エクスポート / インポート実行の詳細は、『Oracle9i データベース・
ユーティリティ』を参照してください。
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すべてのサイトの同時アップグレード
5. レプリケーション管理ツールのセットアップ・ウィザードまたはセットアップ・スクリ
プトを使用して、マルチマスター・レプリケーション環境を設定します。

a. プライマリ・マスター・レプリケーションの管理者アカウントを作成し、このユー
ザーをすべてのマスター・サイトでのレプリケーション管理者、プロパゲータおよ
び受信者として登録します。

b. すべてのサイトに接続する適切なデータベース・リンクを設定します。

6. レプリケーション管理ツールまたはレプリケーション管理 API を使用して、各レプリ
ケーション・ベース・オブジェクトに対するレプリケーション・サポートを再生成しま
す。レプリケーション管理 API を使用する場合、DBMS_REPCATパッケージの
GENERATE_REPLICATION_SUPPORTプロシージャを実行します。その他のアクティビ
ティでは、レプリケーション・サポートの作成によって、登録されたプロパゲータが生
成されたオブジェクトの所有者として確立されます。

7. レプリケーション管理ツールまたはレプリケーション管理 API を使用して、レプリケー
ション環境のレプリケーション・アクティビティを再開します。レプリケーション管理
API を使用する場合、DBMS_REPCATパッケージの RESUME_MASTER_ACTIVITYプロ
シージャを実行します。

8. すべての関連マテリアライズド・ビュー・サイトを Oracle7 リリース 7.3.4 にアップグ
レードするか、またはこれらのサイトを Oracle9i にアップグレードする必要がありま
す。これらのマテリアライズド・ビュー・サイトを Oracle9i へアップグレードすること
をお薦めします。

9. マスター・サイトを Oracle9i へアップグレードしたすべてのマテリアライズド・
ビュー・サイトですべてのマテリアライズド・ビューの完全リフレッシュを行います。
リフレッシュ前に、DBMS_JOB.BROKENプロシージャをコールして、マテリアライズ
ド・ビュー・サイトのアップグレード中に中断した可能性のあるジョブが中断されてい
ないことを確認してください。

マテリアライズド・ビューが REFRESH FORCEオプションで定義されている場合、次の
リフレッシュは自動的に完全リフレッシュになります。REFRESH FASTオプションで定
義されたマテリアライズド・ビューは、DBMS_REFRESH.REFRESHプロシージャまたは
その他のリフレッシュ・プロシージャを使用して、手動でリフレッシュする必要があり
ます。

参照参照参照参照 :

� ご使用のマテリアライズド・ビュー・サイトをリリース 7.3.4 へアップ
グレードする方法は、Oracle7 のマニュアルを参照してください。

� ご使用のマテリアライズド・ビュー・サイトを Oracle9i へアップグ
レードする手順は、E-8 ページの「マテリアライズド・ビュー・サイ
トの段階的アップグレード」を参照してください。
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段階的アップグレード
マテリアライズド・ビュー・サイトで開始するプロシージャ・レプリケーションをマス
ター・サイトで使用している場合、プロシージャ・レプリケーションが使用するすべて
のパッケージおよびパッケージ本体にも、マテリアライズド・ビュー・サポートを再作
成します。

10. Oracle7 マルチマスター・レプリケーション環境のメンテナンスに使用していたすべて
の管理アカウントおよびデータベース・リンクを削除します。これらは、Oracle9i 環境
では必要ありません。不要な権限が取り消される場合もあります。Oracle7 マテリアラ
イズド・ビュー・サイトのメンテナンスに必要なアカウントを削除しないよう注意して
ください。

段階的アップグレード段階的アップグレード段階的アップグレード段階的アップグレード
レプリケーション環境では、段階的アップグレードを行うことができます。ただし、サイト
間の相互依存性を慎重に分析し、アップグレード中の相互運用を確実に継続させる必要があ
ります。表 E-1 に、Oracle7 と Oracle9i のレプリケーション・サイトが相互運用するための
条件を示します。

注意注意注意注意 : マスター・サイトを Oracle9i にアップグレードするときに、マス
ターのすべてのマテリアライズド・ビュー・サイトを Oracle9i へアップグ
レードできる場合（マテリアライズド・ビュー・サイトを段階的アップグ
レードする必要がない場合）は、マスターのマテリアライズド・ビュー・
ログを削除し、主キーのマテリアライズド・ビュー・ログとして再作成す
ることもできます。各マテリアライズド・ビュー・サイトでマテリアライ
ズド・ビューを変更して、主キーのマテリアライズド・ビューに変換して
ください。各主キーのマテリアライズド・ビューに対して完全リフレッ
シュを行えるようになります。詳細は、E-14 ページの「主キー・マテリア
ライズド・ビューへのアップグレード」を参照してください。

表表表表 E-1 レプリケーション環境での相互運用性レプリケーション環境での相互運用性レプリケーション環境での相互運用性レプリケーション環境での相互運用性

環境環境環境環境 処置処置処置処置 条件条件条件条件

マルチマスター マスター・サイトを
Oracle7 から Oracle9i へ
アップグレードします。

その他のすべてのマスター・サイトが
Oracle7 リリース 7.3.3 以上である必要が

あります。

依存マテリアライズド・
ビューのあるマスター

マスター・サイトを
Oracle7 から Oracle9i へ
アップグレードします。

すべての依存マテリアライズド・ビュー
が Oracle7 リリース 7.3.4 以上である必

要があります。

依存マテリアライズド・
ビューのあるマスター

マテリアライズド・
ビュー・サイトを Oracle7
から Oracle9i へアップグ

レードします。

関連マスター・サイトが Oracle7 リリー

ス 7.3.3 以上である必要があります。
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段階的アップグレード
レプリケーション環境内での相互運用性の問題を避けるために、段階的アップグレードを実
行する必要がある場合は、次の順序で実行することをお薦めします。

1. すべてのマスター・サイトを Oracle7 リリース 7.3.3 以上にアップグレードし、E-7 ペー
ジの「段階的アップグレードのための Oracle7 マスター・サイトの準備」の手順を実行
して、段階的アップグレードの準備を行います。

2. E-8 ページの「マテリアライズド・ビュー・サイトの段階的アップグレード」の手順を
実行して、すべてのマテリアライズド・ビュー・サイトを Oracle9i へ段階的アップグ
レードします。

3. E-10 ページの「マスター・サイトの段階的アップグレード」の手順を実行して、すべて
のマスター・サイトを Oracle9i へ段階的アップグレードします。

段階的アップグレードのための段階的アップグレードのための段階的アップグレードのための段階的アップグレードのための Oracle7 マスター・サイトの準備マスター・サイトの準備マスター・サイトの準備マスター・サイトの準備
Oracle7 マスター・サイトまたはマテリアライズド・ビュー・サイトの段階的アップグレー
ドを開始する前に、Oracle7 リリース 7.3.3 以上のマスター・サイトを構成し、各サイトのシ
ングル・ユーザーのセキュリティ・コンテキスト内で、すべてのレプリケーション管理およ
び伝播が行われるようにする必要があります。また、プライマリ・マスター・レプリケー
ション管理者は、すべての Oracle7 および Oracle9i サイトで同じユーザー名およびパスワー
ドを持つ必要があります。

Oracle7 マスター・サイトは、このように構成済である場合があります。そうでない場合は、
次の手順を実行します。

1. ご使用のレプリケーション環境に対するプライマリ・マスター・レプリケーション管理
者を選択します。現行のレプリケーション管理者を選択するか、または新しいユーザー
を作成します。

2. 各マスター・サイトで、DBMS_REPCAT_ADMIN.GRANT_ADMIN_ANY_REPGROUPおよ
び DBMS_REPCAT_AUTH.GRANT_SURROGATE_REPCATを使用して、プライマリ・マス
ター・レプリケーション管理者に必要な権限を付与します。

3. 次に示すリンクがまだ存在していない場合、マルチマスター環境の各マスター・サイト
から他のすべてのマスター・サイトへのデータベース・リンクを作成する必要がありま
す。

– SYSとして作成されたパブリック・データベース・リンク。有効なグローバル・
データベース名、および有効な SQL*Net 2.3 TNS 別名が指定された USING句が含
まれます。

– SYSとして作成されたプライベート・データベース・リンク。有効なグローバル・
データベース名、およびプライマリ・マスター・レプリケーション管理者のユー
ザー名およびパスワードが指定された CONNECT TO句が含まれます。

参照参照参照参照 : ご使用の Oracle7 サイトのリリース 7.3.4 以上へのアップグレード
については、Oracle7 のマニュアルを参照してください。
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段階的アップグレード
– プライマリ・マスター・レプリケーション管理者が作成したプライベート・データ
ベース・リンク。有効なグローバル・データベース名、およびプライマリ・マス
ター・レプリケーション管理者のユーザー名およびパスワードが指定された
CONNECT TO句が含まれます。

マテリアライズド・ビュー・サイトの段階的アップグレードマテリアライズド・ビュー・サイトの段階的アップグレードマテリアライズド・ビュー・サイトの段階的アップグレードマテリアライズド・ビュー・サイトの段階的アップグレード
マテリアライズド・ビュー・サイトを Oracle9i へアップグレードする前に、関連マスター・
サイトを Oracle7 リリース 7.3.3 以上へアップグレードし、マスター・サイトで段階的アッ
プグレードの準備を完全に整える必要があります。

Oracle7 のマテリアライズド・ビュー・サイトを Oracle9i へ段階的アップグレードするには、
それぞれのマテリアライズド・ビュー・サイトで次の手順を実行します。

1. 次の手順でマテリアライズド・ビュー・サイトをレプリケーション環境から切り離しま
す。

a. マテリアライズド・ビュー・サイトで更新可能なマテリアライズド・ビューへのす
べてのローカルの更新を停止します。

b. 別のセッションで、それ以降のトランザクションを回避するために、各マテリアラ
イズド・ビューの実表をロックします。

c. キューをマテリアライズド・ビュー・サイトのマスターへ送信して、ローカルの遅
延トランザクション・キューを空にします。『Oracle7 Server 分散システム Vol.2: レ
プリケート・データ』を参照してください。

d. マテリアライズド・ビュー・サイトでマテリアライズド・ビューの自動伝播および
自動リフレッシュを制御するジョブ・キューのエントリを一時的に停止または中断
し、マテリアライズド・ビューからマスターへのすべての伝播を停止します。
DBMS_JOB.BROKENプロシージャを使用して、ジョブを中断できます。『Oracle7 
Server 分散システム Vol.2: レプリケート・データ』を参照してください。

2. 第 3 章で説明するいずれかのアップグレード方法を実行します。

かわりに、エクスポート / インポートを使用することもできます。Oracle7 リリース
7.3.3 以上からデータベース全体をエクスポートして Oracle9i へインポートするには、
次の手順を実行します。

参照参照参照参照 :

� ご使用の Oracle7 サイトのリリース 7.3.4 以上へのアップグレードにつ
いては、Oracle7 のマニュアルを参照してください。

� マスター・サイトの準備については、E-7 ページの「段階的アップグ
レードのための Oracle7 マスター・サイトの準備」を参照してくださ
い。
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段階的アップグレード
a. SYSTEMスキーマで FULL=yを設定した状態でリリース 7.3 のエクスポート・ユー
ティリティを使用し、Oracle7 リリース 7.3.3 以上のデータベースをダンプ・ファイ
ルにエクスポートします。

b. SYSTEMスキーマで FULL=yを設定した状態で Oracle9i のインポート・ユーティリ
ティを使用し、ダンプ・ファイルを Oracle9i データベースにインポートします。

また、個別の Oracle7 表からデータをエクスポートし、そのデータを Oracle9i 表へイン
ポートした後、標準レプリケーション・プロシージャを使用して、マスターとしてそれ
らの表を Oracle9i レプリケーション環境に構成することもできます。

3. レプリケーション管理ツールのセットアップ・ウィザードまたは適切なレプリケーショ
ン管理 API コールを使用して、次の操作を実行します。

� マテリアライズド・ビュー・サイトのレプリケーション管理者およびプロパゲータ
としてマテリアライズド・ビューのプライマリ・レプリケーション管理者を登録し
ます。レプリケーション管理 API を使用する場合、DBMS_DEFER_SYSパッケージ
の REGISTER_PROPAGATORプロシージャを使用します。

� 関連マスター・サイトで受信者アカウントを登録します。Oracle7 マスター・サイ
トのマテリアライズド・ビュー・サイトでは、マスター・サイトの受信者は、前述
の項で準備したプライマリ・マスター・レプリケーション管理者である必要があり
ます。レプリケーション管理ツールのセットアップ・ウィザードを使用する場合、
Customize オプションを選択してこの受信者を指定します。レプリケーション管理
API を使用する場合、DBMS_REPCAT_ADMINパッケージの
REGISTER_USER_REPGROUPプロシージャを使用します。

4. マテリアライズド・ビュー・サイトからマスター・サイトへの適切なデータベース・リ
ンクを作成します。

特に、マテリアライズド・ビュー・サイトからマスター・サイトへの PUBLICデータ
ベース・リンクを作成する必要があります。これによって、それぞれのリンクに USING
句を含める必要がないため、プライベート・データベース・リンクの定義が簡単になり
ます。マスター・サイトでのマテリアライズド・ビュー管理者からプロキシ管理者への
プライベート・データベース・リンクおよびマスター・サイトでのプロパゲータから受
信者へのプライベート・データベース・リンクも必要です。

参照参照参照参照 :

� 第 8 章「エクスポート / インポートによるデータベースの移行」を参
照してください。

� エクスポート / インポート実行の詳細は、『Oracle9i データベース・
ユーティリティ』を参照してください。
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段階的アップグレード
5. レプリケーション管理ツールまたは適切なレプリケーション管理 API のコールを使用し
て、マテリアライズド・ビュー・レプリケーション・サポートを再生成します。レプリ
ケーション管理 API を使用する場合、DBMS_REPCATパッケージの
GENERATE_MVIEW_SUPPORTプロシージャを実行します。その他のアクティビティで
は、レプリケーション・サポートの作成によって、登録されたプロパゲータが生成され
たオブジェクトの所有者として確立されます。

6. レプリケーション管理ツールまたは適切なレプリケーション管理 API のコールを使用し
て、マスターで伝播またはリフレッシュ（あるいはその両方）の間隔をスケジューリン
グしなおし、ローカルの更新が適切に行われるようにします。レプリケーション管理
API を使用する場合、DBMS_DEFER_SYSパッケージの SCHEDULE_PUSHプロシージャ
を実行して伝播スケジュールを設定し、DBMS_REFRESHパッケージの MAKEプロシー
ジャを実行してリフレッシュ・グループのリフレッシュ間隔を設定します。

7. DBMS_JOB.BROKENプロシージャを使用して手順 1 でマスター・サイトを切り離した場
合、中断しているジョブを元に戻してマテリアライズド・ビュー・サイトからレプリ
ケーション・アクティビティを再開する必要があります。

8. Oracle7 レプリケーション環境のメンテナンスに使用し、Oracle9i 環境では不要な管理
アカウントおよびリンクを削除します。不要な権限が取り消される場合もあります。

9. スケジュールに従って、アップグレードしていない他のマテリアライズド・ビュー・サ
イトについても、この手順をすべて実行します。

マスター・サイトの段階的アップグレードマスター・サイトの段階的アップグレードマスター・サイトの段階的アップグレードマスター・サイトの段階的アップグレード
マスター・サイトを Oracle7 から Oracle9i へアップグレードする前に、次の条件を満たす必
要があります。

� マルチマスター環境内のその他すべてのマスター・サイトが Oracle7 リリース 7.3.3 以上
を実行している。

� E-7 ページの「段階的アップグレードのための Oracle7 マスター・サイトの準備」の手順
を完了している。

� すべての依存マテリアライズド・ビューが Oracle7 リリース 7.3.4 以上を実行している必
要があります。

Oracle7 マスター・サイトを Oracle9i へ段階的アップグレードするには、次の手順を実行し
ます。

1. アップグレードするマスター・サイトを選択します。まず、マスター定義サイトをアッ
プグレードする必要があります。

2. プロシージャ・レプリケーションを使用している場合は、既存のプロシージャ・ラッ
パーの構成情報および場所を記録します。この情報は後で使用します。

参照参照参照参照 : Oracle7 サイトのアップグレードの詳細は、Oracle7 のマニュアル
を参照してください。
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段階的アップグレード
3. マスター・サイトをレプリケーション環境から切り離します。切り離すには、次の手順
を実行します。

a. マスター定義サイトで、すべてのマスター・レプリケーション・グループに対して
DBMS_REPCAT.SUSPEND_MASTER_ACTIVITYをコールするか、またはすべてのリ
モート・マスター・サイトおよび依存マテリアライズド・ビュー・サイトで、

（Oracle7 サイトに対しては）DBMS_DEFER_SYS.UNSCHEDULE_EXECUTIONまた
は（Oracle8 以上のサイトに対しては）DBMS_DEFER_SYS.UNSCHEDULE_PUSHを
コールし、マスター・サイトへの更新を停止します。また、アップグレードされて
いるマスター・サイトに影響する可能性があるマスター定義サイトで、管理操作を
行わないでください。

b. アップグレードされるマスター・サイトで DML アクティビティを回避します。

c. キューをすべてのサイトへ手動で送信して、ローカルの遅延トランザクション・
キューを空にします。

d. ローカル・エラー・キューが空になるまで、ローカル・エラー・キューにあるエ
ラーを解決して再実行します。

e. マテリアライズド・ビュー・サイトで自動伝播および自動リフレッシュを制御する
各マテリアライズド・ビュー・サイトのジョブ・キューのエントリを中断し、マテ
リアライズド・ビュー・サイトのリフレッシュが行われないようにします。
DBMS_JOB.BROKENプロシージャを使用して、ジョブを中断できます。

参照参照参照参照 : 『Oracle7 Server 分散システム Vol.2: レプリケート・データ』を参
照してください。

参照参照参照参照 : 『Oracle7 Server 分散システム Vol.2: レプリケート・データ』を参
照してください。

参照参照参照参照 : 『Oracle7 Server 分散システム Vol.2: レプリケート・データ』を参
照してください。

参照参照参照参照 : 『Oracle7 Server 分散システム Vol.2: レプリケート・データ』を参
照してください。

参照参照参照参照 : 『Oracle7 Server 分散システム Vol.2: レプリケート・データ』を参
照してください。
レプリケーション環境のデータベース移行および互換性 E-11



段階的アップグレード
4. 第 3 章で説明するいずれかのアップグレード方法を使用して、マスター・サイトをアッ
プグレードします。

かわりに、エクスポート / インポートを使用することもできます。Oracle7 リリース
7.3.3 以上からデータベース全体をエクスポートして Oracle9i へインポートするには、
次の手順を実行します。

a. SYSTEMスキーマで FULL=yを設定した状態でリリース 7.3 のエクスポート・ユー
ティリティを使用し、Oracle7 リリース 7.3.3 以上のデータベースをダンプ・ファイ
ルにエクスポートします。

b. SYSTEMスキーマで FULL=yを設定した状態で Oracle9i のインポート・ユーティリ
ティを使用し、ダンプ・ファイルを Oracle9i データベースにインポートします。

また、個別の Oracle7 表からデータをエクスポートし、そのデータを Oracle9i 表へイン
ポートした後、標準レプリケーション・プロシージャを使用して、マスターとしてそれ
らの表を Oracle9i レプリケーション環境に構成することもできます。

エクスポート / インポートを使用する場合、マスター表に基づくマテリアライズド・
ビューを削除および再作成する必要がある場合があります。

5. レプリケーション管理ツールのセットアップ・ウィザードまたはレプリケーション管理
API を使用して、マスター・サイトに対するレプリケーション管理者、プロパゲータお
よび受信者としてプライマリ・マスター・レプリケーション管理者を登録します。

E-7 ページの「段階的アップグレードのための Oracle7 マスター・サイトの準備」の手
順に従って、ご使用の Oracle7 マスター・サイトを Oracle9i との互換用に準備できてい
る場合は、プライマリ・マスター・レプリケーション管理者からプライマリ・マス
ター・レプリケーション管理者へのデータベース・リンクが、その他のすべての
Oracle7 および Oracle9i マスター・サイトに存在しています。

6. まだ停止状態でない場合、レプリケーション管理ツールまたはレプリケーション管理
API を使用して、すべてのマスター・グループに対してすべてのレプリケーション・ア
クティビティを一時的に停止します。レプリケーション管理 API を使用する場合、すべ
てのマスター・グループのマスター定義サイトで DBMS_REPCATパッケージの
SUSPEND_MASTER_ACTIVITYプロシージャを実行します。

参照参照参照参照 :

� 第 8 章「エクスポート / インポートによるデータベースの移行」を参
照してください。

� エクスポート / インポート実行の詳細は、『Oracle9i データベース・
ユーティリティ』を参照してください。
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段階的アップグレード
7. レプリケーション管理ツールまたはレプリケーション管理 API を使用して、各レプリ
ケーション・オブジェクトに対するレプリケーション・サポートを再作成します。

レプリケーション環境のサイトが Oracle7 を実行している場合、レプリケーション・サ
ポートを生成時に min_communicationパラメータを falseに設定する必要がありま
す。すべてのサイトを Oracle9i（または、Oracle8 以上のサイトが混在した環境）へ
アップグレードした後、min_communicationパラメータは true（デフォルト）に設
定する必要があります。レプリケーション管理 API を使用する場合、DBMS_REPCAT
パッケージの GENERATE_REPLICATION_SUPPORTプロシージャを実行します。その他
のアクティビティでは、レプリケーション・サポートの作成によって、登録されたプロ
パゲータが生成されたオブジェクトの所有者として確立されます。

8. プロシージャ・レプリケーションを使用している場合、残りの Oracle7 マスター・サイ
トを確認してラッパーが移動されたかどうかを判断します（手順 2 で作成されたラッ
パーのリスト）。移動されている場合、プライマリ・レプリケーション管理者のスキー
マにある新しい場所を指定するように、シノニムを以前の場所（サイトがシステム・
ベース・モデルかユーザー・ベース・モデルかによって、レプリケーション管理者また
は表所有者のいずれかのスキーマ内にあります）に作成します。新しい所有者および場
所へアクセスするために必要なオブジェクト権限が付与されているかどうかを確認して
ください。マテリアライズド・ビュー・サイトで開始するプロシージャ・レプリケー
ションを使用している場合、プロシージャ・レプリケーションが使用するすべてのパッ
ケージおよびパッケージ本体にも、マテリアライズド・ビュー・サポートを再作成しま
す。

9. 他のマスターへの伝播および他のマスターからの伝播をスケジューリングしないでマス
ターを切り離した場合、すべてのマスター・サイトに対して（Oracle7 サイトに対して）
DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_EXECUTION、または（Oracle8 以上のサイトに対して）
DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_PUSHを実行して、伝播をスケジューリングしなおしま
す。

10. レプリケーション管理ツールまたはレプリケーション管理 API を使用して、各マス
ター・グループに対するレプリケーション・アクティビティを再開します。レプリケー
ション管理 API を使用する場合、DBMS_REPCATパッケージの
RESUME_MASTER_ACTIVITYプロシージャを実行します。

11. マスター・サイトを Oracle9i へアップグレードした後にすべてのマテリアライズド・
ビュー・サイトですべてのマテリアライズド・ビューの完全リフレッシュを行います。
Oracle8 で導入された新しい ROWID 書式のために、マスター表のすべてのマテリアラ
イズド・ビュー・ログはアップグレード中に切り捨てられます。

12. DBMS_JOB.BROKENプロシージャを使用して手順 3 でマスター・サイトを切り離した場
合、中断しているジョブを元に戻してマテリアライズド・ビュー・サイトからレプリ
ケーション・アクティビティを再開します。

参照参照参照参照 : min_communicationの詳細は、『Oracle9i アドバンスト・レプ
リケーション』を参照してください。
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主キー・マテリアライズド・ビューへのアップグレード
マテリアライズド・ビューが REFRESH FORCEオプションで定義されている場合、次の
リフレッシュは自動的に完全リフレッシュになります。REFRESH FASTオプションで定
義されたマテリアライズド・ビューは、DBMS_REFRESH.REFRESHプロシージャまたは
その他のリフレッシュ・プロシージャを使用して、手動でリフレッシュする必要があり
ます。

13. Oracle7 マルチマスター・レプリケーション環境のメンテナンスに使用していたすべて
の管理アカウントおよびリンクを削除します。これらは、Oracle9i 環境では必要ありま
せん。不要な権限が取り消される場合もあります。Oracle7 マテリアライズド・
ビュー・サイトまたはマスター・サイトのメンテナンスに必要なアカウントを削除しな
いよう注意してください。

14. スケジュールに従って、アップグレードしていない他のマスター・サイトのこのプロ
シージャのすべての手順を実行します。

主キー・マテリアライズド・ビューへのアップグレード主キー・マテリアライズド・ビューへのアップグレード主キー・マテリアライズド・ビューへのアップグレード主キー・マテリアライズド・ビューへのアップグレード
マテリアライズド・ビュー・サイトおよびそのマスターが Oracle9i へアップグレードされる
と、ROWID マテリアライズド・ビューを Oracle9i の主キー・マテリアライズド・ビューへ
アップグレードできます。アップグレードするには、まず各マスター表に対するマテリアラ
イズド・ビュー・ログを変更し、DML がマスターで実行されたときに主キー情報および
ROWID 情報のログが取られるようにします。マスター・サイトでこれが完了したら、マテ
リアライズド・ビューが主キー・マテリアライズド・ビューに変換されるように変更して、
Oracle9i マテリアライズド・ビュー・サイトの段階的な変換を行うことができます。主キー
および ROWID の情報のログを取るように変更された Oracle9i マスターは、Oracle7 
ROWID マテリアライズド・ビュー、および Oracle9i の主キー・マテリアライズド・ビュー
と ROWID マテリアライズド・ビューの同時段階的アップグレードをサポートします。

注意注意注意注意 : マスター・サイトを Oracle9i にアップグレードするときに、マス
ターのすべてのマテリアライズド・ビュー・サイトを Oracle9i へアップグ
レードできる場合（マテリアライズド・ビュー・サイトを段階的アップグ
レードする必要がない場合）は、マスターのマテリアライズド・ビュー・
ログを削除し、主キーのマテリアライズド・ビュー・ログとして再作成す
ることもできます。各マテリアライズド・ビュー・サイトでマテリアライ
ズド・ビューを変更して、主キーのマテリアライズド・ビューに変換して
ください。各主キーのマテリアライズド・ビューに対して完全リフレッ
シュを行えるようになります。詳細は、E-14 ページの「主キー・マテリア
ライズド・ビューへのアップグレード」を参照してください。

注意注意注意注意 : 主キー・マテリアライズド・ビューは ROWID マテリアライズ
ド・ビューへ変換またはダウングレードできません。
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主キー・マテリアライズド・ビューへのアップグレード
マスター・サイトでの主キー・マテリアライズド・ビューの変換マスター・サイトでの主キー・マテリアライズド・ビューの変換マスター・サイトでの主キー・マテリアライズド・ビューの変換マスター・サイトでの主キー・マテリアライズド・ビューの変換
主キー・マテリアライズド・ビューをサポートするには、Oracle9i マスター・サイトで次の
手順を実行します。

1. 主キー制約が使用可能になっていない各マスター表で、主キー制約を定義し、使用可能
にします。

2. ALTER MATERIALIZED VIEW LOG文を使用して、高速リフレッシュをサポートする各
マスター表のマテリアライズド・ビュー・ログを変更して、主キー情報を含むようにし
ます。

たとえば、次の文では、主キー情報を記録するように既存の ROWID マテリアライズ
ド・ビュー・ログを変更します。

ALTER MATERIALIZED VIEW LOG ON hr.employees
   ADD PRIMARY KEY;

マテリアライズド・ビュー・サイトでの主キー・マテリアライズド・マテリアライズド・ビュー・サイトでの主キー・マテリアライズド・マテリアライズド・ビュー・サイトでの主キー・マテリアライズド・マテリアライズド・ビュー・サイトでの主キー・マテリアライズド・
ビューの変換ビューの変換ビューの変換ビューの変換

主キー・マテリアライズド・ビューをサポートするために Oracle9i マスター・サイトを構成
した後、Oracle9i マテリアライズド・ビュー・サイトで次の手順を実行します。

1. 次の手順でマテリアライズド・ビュー・サイトをレプリケーション環境から切り離しま
す。

a. マテリアライズド・ビュー・サイトで更新可能なマテリアライズド・ビューへのす
べてのローカルの更新を停止します。

b. キューをマテリアライズド・ビュー・サイトのマスターへ送信して、ローカルの遅
延トランザクション・キューを空にします。DBMS_DEFER_SYS.PUSHプロシー
ジャを使用して、遅延トランザクションを送信します。詳細は、『Oracle9i レプリ
ケーション・マネージメント API リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle9i SQL リファレンス』の「ALTER 
MATERIALIZED VIEW LOG」を参照してください。

注意注意注意注意 : 手順 1 および 2 を実行しない場合、マテリアライズド・ビュー・
サイトで主キー・マテリアライズド・ビューに変換するために ALTER 
MATERIALIZED VIEW文を実行するとエラーが発生します。
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主キー・マテリアライズド・ビューへのアップグレード
c. マテリアライズド・ビュー・サイトでマテリアライズド・ビューの自動伝播および
自動リフレッシュを制御するジョブ・キューのエントリを一時的に停止または中断
し、マテリアライズド・ビューからマスターへのすべての伝播を停止します。
DBMS_JOB.BROKENプロシージャを使用して、ジョブを中断できます。詳細は、

『Oracle9i PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参
照してください。

2. 読込み専用の ROWID マテリアライズド・ビューを主キー・マテリアライズド・ビュー
へ変換して、これらの ROWID マテリアライズド・ビューが主キーの列すべてを含まな
い場合、主キー列で読込み専用のマテリアライズド・ビューを削除および再生成しま
す。

3. 高速リフレッシュできるすべてのマテリアライズド・ビューの高速リフレッシュを実行
し、マスター・マテリアライズド・ビュー・ログに残っている ROWID 参照への必要性
を削除します。

4. ALTER MATERIALIZED VIEW文を使用して、ROWID マテリアライズド・ビューを主
キー・マテリアライズド・ビューに変換します。

たとえば、次の文では、ROWID マテリアライズド・ビューを主キー・マテリアライズ
ド・ビューに変更します。

ALTER MATERIALIZED VIEW hr.employees_mv
   REFRESH WITH PRIMARY KEY;

5. マスターでの伝播またはマテリアライズド・ビュー（あるいはその両方）のリフレッ
シュをスケジューリングしなおし、レプリケーションを再開させて、ローカルの更新が
適切に行われるようにします。レプリケーション管理 API を使用する場合、
DBMS_DEFER_SYSパッケージの SCHEDULE_PUSHプロシージャを実行して伝播スケ
ジュールを設定し、DBMS_REFRESHパッケージの MAKEプロシージャを実行してリフ
レッシュ・グループのリフレッシュ間隔を設定します。

6. DBMS_JOB.BROKENプロシージャを使用して手順 1 でマスター・サイトを切り離した場
合、中断しているジョブを元に戻してマテリアライズド・ビュー・サイトからレプリ
ケーション・アクティビティを再開する必要があります。

参照参照参照参照 : ROWID マテリアライズド・ビューの詳細は、『Oracle9i アドバン
スト・レプリケーション』を参照してください。

参照参照参照参照 : ALTER MATERIALIZED VIEWの完全な構文については、『Oracle9i 
SQL リファレンス』を参照してください。
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Oracle の上位リリースへのアップグレードを必要とする機能
Oracle の上位リリースへのアップグレードを必要とする機能の上位リリースへのアップグレードを必要とする機能の上位リリースへのアップグレードを必要とする機能の上位リリースへのアップグレードを必要とする機能
Oracle データベース・サーバーの各メジャー・リリースには、新しい機能が追加されていま
す。次の項では、データベースを Oracle の上位リリースにアップグレードする場合に使用
できる機能を示します。

Oracle9i を必要とする機能を必要とする機能を必要とする機能を必要とする機能
関連するすべてのレプリケーション・サイトが Oracle9i である場合、次の機能を使用できま
す。

� マスター・グループを停止しない新しいマスター・サイトの追加

� マスター・グループを停止しないマスター表への新しい列の追加

� マスター・グループを停止しない単一マスター環境における安全な変更でのマスター表
の変更

� 基となるユーザー定義型およびオブジェクトのレプリケーション

� 複数層の更新可能なマテリアライズド・ビュー

� パラレル伝播の行レベル依存性の追跡

� CHAR列長セマンティクスまたは Unicode を使用する表のレプリケーション

� マテリアライズド・ビューの次のタイプの高速リフレッシュ

– 1 対多の副問合せによるマテリアライズド・ビュー

– 多対多の副問合せによるマテリアライズド・ビュー

– UNION によるマテリアライズド・ビュー

Oracle8i 以上を必要とする機能以上を必要とする機能以上を必要とする機能以上を必要とする機能
マスター・サイトが Oracle8i リリース 8.1.7 以上である場合、次の機能を使用できます。

� 単一マスター・レプリケーション環境の拡張可用性この機能は、単一マスター・レプリ
ケーション環境のマスター・グループを停止する必要がある管理オペレーションの数を
削減します。これらのオペレーションの完全なリストは、『Oracle9i アドバンスト・レ
プリケーション』の「新機能」を参照してください。

すべてのレプリケーション・サイトで、次の機能を使用するには、Oracle8i リリース 8.1.5
以上を実行する必要があります。

� 配置テンプレートを使用したマテリアライズド・ビュー・サイトのインスタンス化

� パラメータ化したマテリアライズド・ビューの配置テンプレート

� 更新可能なマテリアライズド・ビューの列のサブセット化

参照参照参照参照 : これらの新しいレプリケーション機能の詳細は、『Oracle9i アドバ
ンスト・レプリケーション』の「新機能」を参照してください。
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Oracle の上位リリースへのアップグレードを必要とする機能
Oracle8 以上を必要とする機能以上を必要とする機能以上を必要とする機能以上を必要とする機能
すべてのレプリケーション・サイトで、次の機能を使用するには、Oracle8 以上を実行する
必要があります。

� 遅延トランザクションのパラレル伝播

� 削減されたデータ伝播

– DBMS_REPCATパッケージおよび DBMS_OFFLINE_SNAPSHOTパッケージの様々な
プロシージャの min_communicationパラメータの使用

– DBMS_REPCATパッケージの SEND_OLD_VALUESおよび COMPARE_OLD_VALUES
プロシージャの使用

� 副問合せを使用する単一マテリアライズド・ビュー作成のデータのサブセット化

� LOB データ型のレプリケーション

� 主キー・マテリアライズド・ビュー

� グローバル認証および権限付きデータベース・リンク

� DBMS_REPCATパッケージの VALIDATE機能の使用

� 高速リフレッシュの機能を使用した表の再編成

� パーティション表および索引のレプリケーション

Oracle7 以上で使用できる機能以上で使用できる機能以上で使用できる機能以上で使用できる機能
次の機能は、一部のサイトが Oracle7 を実行し、他のサイトが Oracle8 以上を実行している
環境で自動的に動作します。ただし、これらの機能は Oracle8 以上のサイトにのみ適用しま
す。

� ファイングレイン停止

� マスター・サイトでのマテリアライズド・ビュー登録

注意注意注意注意 : Oracle7 サイトでマスター・グループが停止された場合、このサイ
トのすべてのマスター・グループが停止されます。

注意注意注意注意 : Oracle7 マテリアライズド・ビューは、Oracle9i サイトでは自動的
に登録されませんが、マスター・サイトで
DBMS_MVIEW.REGISTER_MVIEWプロシージャを使用して手動で登録する
ことはできます。このプロシージャの使用方法の詳細は、『Oracle9i レプ
リケーション・マネージメント API リファレンス』を参照してください。
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廃止されたプロシージャ
廃止されたプロシージャ廃止されたプロシージャ廃止されたプロシージャ廃止されたプロシージャ
次のレプリケーション管理 API は、Oracle8 以上のリリースで廃止されました。

� DBMS_REPCAT.GENERATE_REPLICATION_PACKAGE

� DBMS_REPCAT.GENERATE_REPLICATION_TRIGGER

� DBMS_REPCAT_ADMIN.GRANT_ADMIN_REPGROUP

� DBMS_REPCAT_ADMIN.GRANT_ADMIN_ANY_REPGROUP

� DBMS_REPCAT_ADMIN.REVOKE_ADMIN_REPGROUP

� DBMS_REPCAT_ADMIN.REVOKE_ADMIN_ANY_REPGROUP

� DBMS_REPCAT_AUTH.GRANT_SURROGATE_REPCAT

� DBMS_REPCAT_AUTH.REVOKE_SURROGATE_REPCAT

� DBMS_DEFER_SYS.EXECUTE

� DBMS_DEFER_SYS.SCHEDULE_EXECUTION
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廃止されたプロシージャ
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